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序論
本稿のテーマは、陸軍衛生制度史における看護制度の成立過程を明らかにし、日本の近
代化との関係で、その意義を考察することである。
陸軍では衛生部の草創期にあたる一八七三（明治六）年に、陸軍武官官等表の下士に看
病人が、兵卒には看病卒
１
（以下、看護兵と記す）を位置付け、衛生要員の補充制度の整
備に着手した。一九一三年発行『陸軍衛生制度史』 （以下、 『明治篇』と記す）
２
には、 「衛
生部看護卒ノ補充ニ関シテハ明治初年ノ看病人ヨリ連繁シ種々ノ変遷ヲ有セリ故ニ之ヲ看護卒補充ト称セスシテ看護制度ト題シ茲ニ一括シテ叙述セントス」
３
として、第四編第五
章に「看護制度」と題した章を設け、看護制度の成立過程とめまぐるしい変遷の過程が録されている。
陸軍衛生部門の諸制度に関する資料は、 『明治篇』のほか、 『陸軍衛生制度史第二巻』 （一
九二八年発行、以下、 『大正篇』と記す）
４
、 『陸軍衛生制度史〔昭和篇〕 』 （一九九〇年発
行、以下、 『昭和篇』と記す）
５
の同名書籍二冊が刊行されている。その中で『昭和篇』は、
第二次世界大戦によって散逸した資料を、 一九八五 （昭和六〇） 年より調査研究を開始し、その成果を一冊にまとめたものである。これら『陸軍衛生制度史』三冊により、明治健軍以来第二次世界大戦終戦までの陸軍衛生制度の変遷が、明らかとなった
６
。しかし『大正
篇』 『昭和篇』では、看護制度 成立過程に関する記述は削除されており、現在では、その成立過程を知ることは困難な状況になりつつ
陸軍では一八七三年に看護兵教育を開始し、その後一八七九（明治一二）年の徴兵令の
改正にともなう「看護制度の第一次改革」
７
、さらに一八八八（明治二一）年一二月まで
には「看護制度の第二次改革」を行い 対外戦争を想定した衛生隊編成が可能なまでに、看護制度の確立を終えていた
８
。その過程で陸軍省が作成した看護学教科書は、わが国で
初めて看護学という言葉を用いた が判明している
９
。しかし、陸軍看護制度の改革内
容や教育内容 、 史の中では研究対象と されてこなかった。
その理由は、 看護史分野ではわが国の近代看護の草創期を、 私的に看護婦
１０
養成が開始
された明治二〇年前後と定義してきた。近代看護教育の対象はあくまでも職業看護婦の養成であり、 陸軍という男性看護兵 対象とし 看護学教育は、軍陣医学
１１
の一部として扱
われ、看護史の中には含まれないとの解釈があっ からだと認識している。二〇一四年に日本看護歴史学会により発行された 『日本 看護のあゆみ―歴史をつくるあなたへ―』 （日本看護協会出版会）も、一八八四（明治一七）年一〇月有志共立東京病院看護婦教育所で始められた職業看護婦教育が、 わが国の近代看護 始まりとして看護歴史を展開し いるしかし、陸軍が 学という用語を初めて用いた事実と、看護兵教育 行っていた とを考えると、果たして、その教育内容などを明らかにして検討 行わずに、 史から除外してよいのかという問題意識も生じる。
４
同時に、では何故明治新政府が、陸軍草創期に看護卒に近代看護学による教育をなさな
ければならなかったのか、という問題も存在する。前述したように、 『陸軍衛生制度史』の『大正篇』 『昭和篇』には 陸軍看護制度の記述が削除されている。そのため、陸軍創設期の看護制度史を改めて研究し、その成立過程を記録に残すことは、わが国の近代看護学の前史を明らかにすることでもあり、陸軍の 兵教育の目的も明らかにな
そこで本稿は、職業看護婦という概念がなかった時代から、鳥羽・伏見の戦いに始まる
戊辰戦争における医療と看護の実態を探り 看護制度の整備に着手し、いち早く近代看護学を導入した陸軍の目的とその背景を探りながら、 陸軍看護制度の成立過程を明らかにし、その意義を日本の近代化との関係で論ずるも である。尚、本稿が研究対象期間とするのは、看護制度の確立を見る看護制度 第二次改革までとする。
本稿が扱うのは陸軍の看護制度史であるが 看護史・看護制度史・看護教育史分野だけ
でなく、 軍陣医学・医学教育史・軍事 、 さらには近代史分野とも関係するテーマであり、看護が日本の近代化に果た 役割を知る上でも、その研究意義は存在すると考える。そこでまず、それぞれの参照すべき研究状況について概観を行う。
尚、語句の定義であるが、註
10で説明しているように、看護師の名称はその時代の呼
称
を用いるが、職業看護婦教育が始まる以前は、看病人、看護人、雇女、介抱女など 様々
な呼称が用いられていた。本稿は、資料に準じた呼称を用い とするが 看病人・看護人の区別に明確な使用の根拠が見いだせない場合は、 「看病人」で統一した。また陸軍関係では、 『明治篇』において看護に携わる人 名称 「 者」
１２
としており、本稿もそ
れに倣い、 「看護者」で統一した。
看護史
看護史は、大関和
１３
が一九〇三（明治三六）年に、 『看護婦人矯風会雑誌』 （第
一九号、二〇号）に「日本看護婦の歴史」を発表したこと 始まると云わ ている
１４
。大
関は、日本で最初に職業 婦の養成を開始したのは一八八五（明治一八）年の有志共立東京病院であると紹介した。
看護史では、 「近代的な看護教育」の定義を、ナイチンゲール
１５
によって発展させられ
た、一つの専門職として職業化された正式な看護婦（
Trained  Nurse）養成のための教育
であると定義して、看護史を展開 てきた。近代的な看護教育の教育方法は、系統的・組織的教育と訓練という欧米的な形態であり、近代 学は西洋 教育（ナイチンゲール方式）と呼ばれる
１６
。わが国では、一八八四年から八六（明治一九）年にかけて、私的に
創設された看護婦養成所で、外国人看護師の指導のもとに、ナイチンゲール方式 よりトレンド・ナース（
Trained 
Nurse）の養成が開始され、このトレンド・ナース教育が導入
された明治二〇年前後を、近代看護の草創期 している
１７
。
看護史はその後、通史・学校史・個人史・ 制度史・看護教育史、助産師および保健
師の歴史などの分野で研究がなされてきた
１８
。木下安子『近代日本看護史』 （メヂカルフ
レンド社、一九七六九年）が、明治前期より第二次世界大戦中までを扱った通史とし 評価されてきた。高橋政子『写真でみる日本近代看護の歴史―先駆者を訪ねて』 （医学書院
５
一九八四年） 、
土曜会歴史部会著（代表執筆者：高橋政子） 『日本近代看護の夜明け』 （医学
書院、一九七三年）では、明治初年ごろの応急的に発生した女性看病人と、トレンド・ナース養成のための教育とは区別すべきものであると提唱し、近代看護の草創期に創立された看護婦養成学校や、看護の土台を築きあげた人々の個人史も丹念に調べ上げ
、
順天堂医
院で看護婦長を務めた杉本かね（一八三八～一九一五）
を
、
日本最初の看護婦長として紹
介している。
 
亀山美知子
は、
『近代日本看護史』（全四巻、ドメス出版）
１９
を著し、この書は看護史
の白眉と 数えられている
。 看
護史の背景をなす
ものとしては社会史・思想史・女性史・
生活史・風俗史・衛生史など
種々のものが存在し、 複雑な要素により構成される
。 亀山
は、
看護師は近代初頭から存在する女性の専門職業の一つであり、女性の特性を生かすことのできる職業として、国策のひとつとして発達した職業という性格を持ってい しながらも、性差別（医師＝男性、看護婦＝女性） 問題を提起、男性中心に構築された社会体制とその歴史の見直しを行うなど、 女性史の視点で看護史を書き上げ高い評価を得ている
２０
。 
亀山
の
『
近代日本
看護史
』
全四巻
のうち『
近代日本看護史
 
Ⅰ
日本赤十字社と看護』
（以
下、『
Ⅰ
日本赤十字社と看護』と記す）
と『
近代日本看護史
 
Ⅱ
戦争と看護』
（以下、 『
Ⅱ
戦争と看護』と記す）、
『
近代日本看護史
 
Ⅳ
看護婦と医師』
（以下、 『
Ⅳ
看護婦と医師』
と記す）
は、本稿を書き進める上で貴重な
先行研究となる。 『
Ⅰ
日本赤十字社と看護』は、
西南戦争で発足した博愛社から日本
が
ジュネーブ条約に加盟
し、
一八九〇（明治二
三）年
四月一日より、日
本赤十字社
看護婦
養成で救護看護婦の養成が開始された
経緯
などが詳細
に調べられている。
『
Ⅱ
戦争と看護』
は、タイトルが示すように、戦争に
お
ける看護婦活
動に焦点を当てたものであり、
第一章
の
「近代初頭における戦時救護活動」
にはじまり、
日清戦争、日露戦争、シベリア出兵、日中戦争、太平洋戦争
における
看護婦
の活動
につい
て書かれたものである。
 
『
Ⅱ
戦争と看護』
第一章の「近代初頭における戦時救護活動」には、
「
戊辰戦争と女性
に
よる看護活動」「会津戦争と女性」と題された項目が確認できる。亀山は、鳥羽・伏見
の戦いで土佐藩大阪屋敷に同藩の負傷兵が収容され、藩士 妻や娘たちが看護を行ったことに対し、神崎
氏
がこの時の救護活動が「看護婦の発生史」からいえば、最も古い
事例
で
あると
述べていたことを
紹介し
ている
２１
。
 
しかし亀山は、これらの女性を看護婦の原型とみる事には疑問を呈し、近代初頭におけ
る女性による戦時救護活動の一例として捉えている。
同章で書かれているエピソードは、
軍陣病院や城内で行われた看護活動
、
明治に入ってからの西南戦争の救護活動であり、戊
辰戦争で
前線や野戦病院で
行われた
看護活動
や、陸軍の看護兵の
育成については書かれて
ない
。
 
また
『
Ⅳ
看護婦と医師』の第一章は「近代以前の医界事情」
で
あり、「明治初年ごろの
看病人たち」と題された項目では、長崎養生所の看病人に関す 規則の紹介、横浜軍
陣病
院の雇女のことが書かれている。亀山
は『復古外記
 
東海道戦記
 
第二二
』
に記載されて
６ 
 
いる「雇女一人給銀拾七匁」と書かれた箇所を紹介し、この女性たちはあくまでも洗濯、飯炊きなどといった、いわゆる女性の仕事を分担させられるために集められたのであり、試しに「看病」にあたらせられたにすぎないと考察している
２２
。
さらに戊辰戦争当時、大半の医師らは看護婦についての理解をもっておらず、そのため
日本人的発想に基づく、階級制な しは身分制度や男尊女卑の風潮によって看病人の職務を決定したにすぎなかったとし、看病人は特 訓練する必要のない職業人という見方にとらわれ続けたともいえよう、 結論づけている
２３
。
看護史の中では長年、女性看病人の採用始まりを、横浜軍陣病院で働く女性看病人とし
てきた。しかし、二〇〇七（平成一九）年四月一日の栃木県下野新聞で、土佐藩医の弘田親厚が記した「慶応四戊辰会津征討日記
弐の巻」の一八六八年四月二四
日の記録に「銃
創看病人として此地の婦人九人雇入養 局へ差置ける」と記されていたこ が発表され、この日付は横浜軍陣病院で国内初の女性看病人が採用されたという定説より一ヵ月早いことから、壬生の女性看病人が国内初の採用として定説が塗り替えられている
２４
。
看護制度史
一九六〇（昭和三五）年に厚生省医務局が『日本看護制度史年表』 （厚生省
医務局編集発行） を刊行。 明治元年から 「保健婦助産婦看護婦法」 が制定された一九四八
(昭
和二三
)年までの、 保健婦・助産婦及び看護婦の身分及び業務に対する規約や制度に関する
史実が解明され、 「看護制度史年表」が作成された
２５
。この制度史は、あくまでも国民福
祉の担い手としての保健婦助産婦看護婦の歴史的推移を明らかにすることが目的であり、全国各地の看護婦養成所の設置経過や、看護婦の需要に伴う規則の変遷 、厚生省医務局によって記録された初めての看護制度史である。しかしその中に、陸軍看護制度に関する記述を確認することはできない。
また現在では、毎年発行される看護行政研究会編集『看護六法』 （新日本法規）の「第
三編
資料」の第一に「看護制度の変遷」
２６
として、看護婦制度の始まりから規則制定の
変遷が書かれている。そこには、 「看護事業として一般に認識される 至ったのは、明治維新の際の彰義隊の傷病兵に対する救護に始まるが 西南 役及び日清、 露 戦争を経て著しい進歩発達をみるようになった」と、看護婦制度の始まりは三行 記述に終わ ている。
看護教育史
平尾真智子『資料にみる日本看護教育史』（看護の科学社、一九九九年第
一版）は、看護教育内容と制度に関わる豊富な文献を渉猟し、多くの資料を巻末に挙げ貴重な研究業績となっている。また、佐々木秀美『歴史 みるわ 国の看護教育―その光と影―』（青山社、二〇〇五年）は、明治期から一九九六（平 八）年まで 研究対象期間として、看護教育の変遷経緯を歴史的に検証、看護教育における見習い制度 意義や准看護婦制度の問題なども含め、わが国の看護教育の歴史をナイチンゲール 教育思想と育哲学を視野に入れて考察を加えた一書になっている。
平尾は『資料にみる日本 』中で、看護教育史の時代区分を研究の便宜上、第
一期を一八八五年から一九一五（大正四）年まで 「看護婦に関 全国的な規則 なか
７
った時代」 、第二期を一九一五年から一九四八年までの「看護婦規則の時代」 、第三期を一九四八年以降現代までの「保健婦助産婦看護婦法の時代」 、三期に区分している
２７
。
看護史では、近代看護の草創期以降を通史として扱ってきた研究状況があり、平尾が看
護教育史の区分とした 「 一 以前」 は、 「職業前史」 「近代看護移入期前」 「派出看護前史」という言葉で説明され、 「派出看護前史」については研究業績が発表されてきた
２８
。
しかし、 その 「派出看護前史」 においても対象研究期間は明治元年からである。 平尾は、
東京大学医学部付属病院の前身となった「大病院」で採用された看病人こそ、 「病者に付添って身のまわりの世話をすることを職業とした最初の婦人たちであった とし、その服務規則なども紹介している
２９
。
看護教育の変遷に関しては、杉森みど里、舟島なをみ『看護教育学』（医学書院、一九
八八年）が再版を重ね、二〇一四年（平成二六）年現在第五版が刊行されている。近年、看護学が大学教育の中で行われていることに鑑み、用語の定義化が行われている。杉森らは、「『看護教育』とは、一般的・普遍的教育の一部であり、教育対象を特定すべき教育ではない。教育対象を特定し、目的的に看護という職業に従事するため教育を表現す 場合には『看護師養成 なり、また、その内容に焦点 当て表現するならば看護学教育となる」としている
３０
。また陸軍における看護兵教育については、看護学という用語を
用いた最古の教科書として『陸軍看護学修業兵教科書』（小林又七発行、 八九〇年）挙げている。
この『陸軍看護学修業兵教科書』は、坪井良子編『近代日本看護名著集成（全一八巻）』
（大空社、 一九八八年） の第二巻に全頁 収められている。 その解説 中で高橋みや子は、看護学の名称が最初に現れた は 「陸軍衛生部現役看護手補充条例」 一九八八年一二月二四日、勅令九二号）の第一条「六箇月間看護学ヲ修メタル者」と 第四条「看護学修業兵ヲ命ジ」 であることを指摘し、 当時の看護界におい も看護 の用語が一般化していなかった時に、陸軍が条約・教育規則・教科書に看護学の用語を使用し は興味深い」との考察を加えている
３１
。
さらに高橋は、『陸軍看護学修業兵教科書』は、陸軍衛生部の職制、職階、職務内容
戦時看護倫理と原理を説く勤務学と、特に実践に必要な知識・技術 集大成 、大系化したものであると意義付け、勤務学と技術に、陸軍 おける の特質を見ることができるとした
３２
。そして、一八九〇年に開始された日本赤十字社
(以下、日赤と記す
)病院看護
婦養成は、陸軍衛生部の教育と同じ 戦時看護者 養成であり 組織・教育内容上密接な関係があると考えられ しながらも、『陸軍看護学修業兵 』が日赤看護婦養成に及ぼした影響などは未検討であり、その詳細は明らかにされていない点を問題提起している。その後もこの問題について 研究は管見の限りなされ おらず、本稿の意義はその問題の解明にもつなが ものと考える。
医学
教育史
陸軍衛生制度史は、医学教育、医療史、大学教育史、近代史などとも関係
しており、 『陸軍衛生制度史』三冊は、貴重 研究資料としての存在価値は認められるとこ
８
ろである。特に陸軍軍医教育と医学教育は、密接な関係の中で語られるべき事柄であり、言いかえると、わが国の医学教育史を語る場合、陸軍軍医教育について触れずにその歴史を論ずることはできない。
日本医学の近代化に向けた動きは、 明治新国家の基本理念ともいうべき 「五箇条御誓文」
が一八六八（慶応四）年三月一四日に採用され、 「旧来ノ陋習ヲ破リ、天地ノ公道ニ基ク可シ」 「知識ヲ世界ニ求メ大ニ皇基ヲ振起スヘシ」との国是のもと、近代国家建設に向け、範を先進諸国に倣う方針が立てられたことから始まった
３３
。 新政府の欧化政策に則り、 同年
二月に高階経由典薬少允らの「西洋医術採用方建白」
３４
の布告によって西洋医術を用いる
ことが公式に許可され、日本医学の近代化 政策として動き始めた
３５
。
翌六九 （明治二） 年一〇月には、 大学東校の少壮教師であった土岐頼徳
３６
、 石黒忠悳
３７
、
長谷川泰
３８
の連名で、大学博士佐藤尚中
３９
に「医学教育建白書」
４０
が提出され、医師教
育確立の整備目的が、国家人民全体の健康および長寿に対する職務を負った職業として国家経営における使命があることが明確化された
４１
。その結果、ひと月後の一一月に「医
学校規則」が定められ、大学東校において医学教育が開始された
４２
。
このような医学教育の近代化の流れのなかで、軍医教育がどのように行われたのかは、
陸軍軍医学校篇・発行『陸軍軍医 校五十年史』 一九三六 ） より、その成立過程・教育内容は明らかになっている。さらに近年では、西岡香織
４３
、熊谷光久
４４
、瀧澤利行
４５
ら研究者により、陸軍軍医や明治初期の医師教育に関する研究成果が発表され、と近代史の関係も論じられている。特に西岡は、 「日本陸軍における軍医制度の成立」 中で、維新戦争の官軍衛生機関を調べており、北越戦争 近代的野戦衛生機関の隊繃帯所→
野戦病院
→
野戦予備病院
→
兵站病院・衛戍病院に似た、出征軍衛生機関業務系統が形成
されていたことを明らかにしている
４６
陸軍衛生制度
史
関係
陸軍草創期の看護兵については、石黒忠悳の回顧録『懐旧九十年』
（岩波文庫）の「看護婦養成の苦心と賞牌」
４７
、 『陸軍軍医学校五十年史』の附録「衛生
部の草創時代」の「其二
衛生材料に就て」
４８
「其五陸軍衛生部の教育に就て」
４９
にそ
の端諸が書かれている。石黒は、傷病兵が重症になった時には親切な用意周到な看護には婦人の手が適しているが、陸軍官憲では、看護婦を養成したり使用したりすることはできないため、戦時に軍隊医事衛生の援助を主眼とする日本赤十字社 いてこれを養成し戦時にこれを使用することとし 世が進むと平時 看護婦を付け よう するというのが、私の年来 計画であったと述べ、 「国事に挺身して、ために負傷した軍人にはよき看護婦を附けてやらねばならぬ」と考え、自ら の養成 待遇改善にも尽力した旨のを書き残している。また、下士卒教育には フランスの看護長・ 卒の教科書を参考したことも書かれて る。 陸軍衛生部の草創期の制度制定 ・ 改革に携わった人物 記録は、軍の看護に対する認識を知る証言として重要視できる。
陸軍の衛生要員である看護兵に関する看護制度は、黒澤嘉幸が「陸軍看病人」
５０
、 「明
治期の陸軍 システム」
５１
、 「明治期の陸軍看護技術」
５２
を発表したことで、一八七三
９
年から一八七六（明治九）年にかけて看護制度が整備されたことと、その内容が明らかにされた。黒澤嘉幸は、陸軍看護制度の組織管理にしたがった組織、身分、定員、募集、職務内容、要求される技能、教育訓練の項目を包括して看護システムとして 項目ごとの内容を検討し、ナイチンゲールが唱道した看護 が陸軍規則の中にも充 に取り入れられており、一八七三年に始められた 兵教育は「近代看護」であると結論付けた
５３
。
黒澤嘉幸は、さらに「衛生補給の史的考察」と題し、戦時における衛生材料の補給方法に関する変遷を、明治から昭和まで年代を区切って紹介・検討している
５４
。
軍事史関係では、松下芳男
５５
や吉田裕
５６
、加藤陽子
５７
が、一八八三（明治一六）年改
正の徴兵令第一一条に関して、一年志願兵制度が看護兵を対象としていたことを挙げている。 松下はこの 比較的知識を必要とする看護兵をとる目的であったとしており、予後備役幹部生養成のためではなかったと考察している
５８
。その後筆者は、 「陸軍衛生要
員の育成と一年志願兵制度の創設」 まとめ 優秀な看護長を活用する対策の一つと て看護兵を対象とした一年志願兵制度が制定されたことを明らかにした
５９
。
陸軍看護との関係においては、日赤における看護婦養成を視野に入れずに論ずることは
できない。日赤関係の先行研究は、まず西南戦争で発足した博愛社における看護婦養成や救護活動に焦点を置いた研究として、吉川龍子『日赤の創始者
佐野常民』 （吉川弘文館、
二
〇〇一年） 、同「明治期の赤十字看護教育」 （明治聖徳記念学会編『明治聖徳記念学会紀
要』復刻第五十号、二〇一三年一一月）がある。
日赤では、養成した女性看護婦の戦地への従軍は、まず日清戦争で国内予備病院 限っ
て救護活動の任にあたらせ、次に北清事変（ 九〇〇年）では病院船勤務へ送り出し 内地から海上へと勤務先を拡大していった経緯がある。川口啓子 がどのような議論を行い、どのような認識のもとに女性を従軍看護婦として派遣する 至ったの をテーマの一つに置いて「従軍看護婦派遣への道程 する研究ノート」 （一）～（四）
６０
を発表
している。 西南戦争当時、 政府軍管理の下で救護活動を行った は全て男性看護人であり、川口は、国策 沿っ 勃発する戦争における軍隊衛生部補助部隊として日赤看護婦 育成していくことになったが、女性を戦場に する事には慎重であったとしながらも 石黒忠悳の高い評価もあり、戦時勤務に積極的 召集されることになったこ の経緯を調べ上げている。
また二〇〇九年には、黒沢文貴・河合利修編『日本赤十字社と人道援助』 （東京大学出
版会）が発行され、西洋先進国から提起された「人道」援助という理念が、ど ように日本に受容され、展開されたのか、その経緯と実際の活動内容を、博愛社創設から第二次世界大戦までを研究対象期間と ジュネーブ条約への加入の意義を日本の近代化 の関係で論じている。その中で黒澤文貴らは 西南戦争時には でに日本の戦傷外科と軍医制度が発達していたとしている。
ジュネーブ条約加入に際しては、専門的な戦時救護医療、すなわち軍陣医学を充実させ
ること 最重要課題であり、救護医療として軍団病院や包帯所で看護を担当していた看護
１０
兵についても触れられるべきであるが、先行研究において看護兵育成についての研究はなされてこなかった。本稿が目的とする陸軍における看護制度整備の目的を明らかにすることは、この戦時医療の発達とジュネーブ条約への加入に向けた課題とも関係することであり、本稿の意義はその点にも存在する いえ 。
最後に、戊辰戦争における医療の先行研究について概観する。戊辰戦争当時の医療は、
従軍した医師らが書き残した日記や自叙伝、報告書がその資料となり、松本良順の自伝小川鼎三・酒井シヅ校注『松本順自伝・長与專斎自伝』 （平凡社、一九八〇年） 、斉藤省三（白里研究グループ
)編「寛斎日記―奥羽出張病院日記を中心として―」 （陸別町教育委員会、
一九八二年）
６１
、ジョセフ・シッドール著「日本陸軍病院にかんする報告」ヒュー・コー
タッツィ著、中須賀哲朗訳『ある英人医師の幕末維新」 （中央公論社 一九八五年） 、日本医史学会編集「横浜 陣病院の日記」 （ 『日本医史学会雑誌』第十七巻附録、思文閣出版、一九四四年）がある。さらにこれらを資料として書かれたものに、鮫島近二『明治維新と英医ウィリス』 （日本医事新報社 一九七三年） 、神谷昭典『日本近代医学のあけぼの―維新政権と医学教育」 （医療図書出版、一九八〇年第二刷）ある。戊辰戦争における戦場医療に焦点をあてた研究としては 蒲原宏
６２
、佐久間温巳
６３
の研究がある。
蒲原氏は、 「明治戊辰戦争越後口病院の変遷」 （上） （中）
(下
)を発表し、北越戦争にお
ける戦時救護体制の実際を明らかにした。佐久間氏は、関寛斎
６４
の「奥羽出張病院日記」
の資料として、平潟口の戦時救護体制の実際を明らかにしており、 稿は蒲原・佐久間両氏の研究成果に負うところが大きい。
また、わが国に海外の看護が紹介されたのは、一八六〇（万延元）年に遣米使節団が北
米ワシントンの米国病院を見学した折の記録とされているが、幕末、幕府 使節団の西欧見聞との関係で看護史が論じられた先行 は、管見の限り見出すことはできない
６５
。
このような研究状況を踏まえ、陸軍看護制度の成立史を課題とする本稿では、対象時期
と分析視覚を以下の様に設定する。まず対象時期 設定で 一八七三年に看病人・看病卒が陸軍武官官等に位置づ られたことで、陸軍看護制度の整備が始まる。陸軍に ける看護制度の成立過程を明らかにする は その背景となる課題を明確にす 必要が 。そのため、看護兵誕生以前を「陸軍看護制度成立前史」と設定する。 陸軍看護制度成立前史」は、明治以前であるが、さらに「戊辰戦争前史」と「戊辰戦争期」に区別す 。
陸軍衛生制度史『明治篇』には、看護制度の第一次改革を 徴兵看護卒ハ明治十六年ヨ
リ行ハレタルモ 十二年ノ改正徴兵令ニ於テ『看病卒モ諸兵ト同シク徴集シ該役ニ服セシムルコトアルヘシ』トノ條文アリテ早晩事実トナルヘキヲ以テ明治十三年一月陸軍軍医本部長ハ各鎮台病院長並各営所連隊医 ヲ東京 召集シ徴兵看護卒制度ノコトヲ議 度旨上申シ認可ヲ得テ陸軍本病院内ニ会同シ之カ取扱諸則ヲ議セリ之レ陸軍看護制度ノ第一次革新ナリ」
６６
と定義している。第一次改革の結果、徴兵看病卒の徴集が可能になるのであ
り、具体的には、一八八四年制定の「明治十七年徴兵看病卒取扱手続」 （六月二五日送乙第二五四〇号）が制定されることで、第一次改革が終了した。そこでこの第一次改革までを
１１
「陸軍看護制度創設期」と設定する。
さらに看護制度の第二次改革は、 『明治篇』には「明治二十一年徴兵壮兵ノ両看護卒ハ
廃止トナリ隊付ニ看護手ヲ置キ病院官衙学校ハ看病人ヲ傭役スルコトトナル、之レ陸軍看護制度ノ第二次革新トモ謂フヘキナリ
６７
」と定義されている。この第二次改革は、一八八
八年一二月に勅令第九二号「陸軍衛生部現役看護手補充条例」が公布され、看護手制度が制定されたことで看護制度の確立をみるのであり、第一次改革から第二次改革までの時期を、 「陸軍看護制度成立期」と設定する。これらの対象時期の設定に沿い、本稿は「陸軍看護制度成立前史」 （以下、 「成立前史」と記す） 、 「陸軍看護制度創設期」
(以下、 「創設期」
と記す
)、 「陸軍看護制度成立期」
(以下、 「成立期」と記す
)の三部構成からなる。
次に分析視角であるが、 「成立前史」の「戊辰戦争前史」では、規則に看護人が確認で
きる「小石川療生所」の看護の実態を探るこ から始め、看 人に関する規則が確認できる施設、 「長崎 「横浜梅毒病院」を取り上げ、医療 西洋化が進む歴史の流れの中で、看護に関する認識の変化について考察 加える。
「戊辰戦争期」では、戊辰戦争における医療と看護の実態を明らかにし、戦時医療の課
題を確認す 。この 戊辰戦争期」 女性看病人が登場するが、亀山の考察は戦争当時の看病人を、あくまでも医師＝男性という理論と、入院で必要とされた看病（洗濯・飯炊きなど）＝女性の仕事＝男尊女卑の風潮＝看病人には訓練の必要はない という方程式的考察にとどまっており 近代兵器による銃創を負った 「重症患者の病院生活を支えた看病人」と云う視点での考察に欠けてい こ を指摘したい。 そこで第
Ⅰ
部では、 「負傷兵の看護」
としていう視点で、戦時医療における看護 課題の分析を試みる。さらに、同時期には海外事情が導入され始めた時期 もあり、看護に関しては、どのような海外の情報がも らされていたのかも明らかにする。
第
Ⅱ
部「創設期」 、第
Ⅲ
部「成立期」は、一八六七
(慶応三
)年一二月に発足した明治政
府が、国家建設の目標を、国家的に独立し、国際社会 おいて欧米列強と肩を並べる強国となることを掲げ、国家改革を次々 断行した時期であった。一八七〇（明治三）年、政府は兵制を 海軍はイギリスに 陸軍はフランスの兵制 よる軍制を定める旨を布告し、陸軍は制度整備に取り組む。その後 西南戦争、壬午 変
６８
などを経験し、一八八五年、
陸軍はドイツ式に兵制 変更 鎮台制を師団編成へと変更する。その間、変更された徴兵令や軍令・軍
６９
の変更に看護制度も大きく影響される。第
Ⅱ
部・第
Ⅲ
部は、これら看護
制度改革の背景を調べながら、陸軍看護制度成立の意義 日本の近代化と 関係で考察する。そのため、一年志願兵制度の育成と看護卒の関係、ジュネーブ条約の加入と看という視点においての分析も加える。
以上の三部構成に加え、巻末には、結論の一章を置いた。ここでは、本稿全体の論旨を
整理し、最後に、研究史の今後を展望し 残された課題を提示する。その中 最初 問題意識として提唱した、 で行われた看護学教育内容 意義づけを、看護史と 関係も考察する。
１２
註１
明治時代陸軍では、傭人看病人、壮兵看病卒、徴兵看護卒、看護手、看病人（傭人）等、めまぐるしく名称が変わり、明治末期に軍隊では上等看護卒、病院、官衙、学校においては看護卒であった。一九三一（昭和六）年には看護兵に、一九三七（昭和一二）年には衛生部の兵種名が改正され衛生兵となる。看護長、看護卒の官等、名称、等級に関して 、陸上自衛隊衛生学校修親会編『陸軍衛生制度史〔昭和篇〕 』 （原書房 九九〇年）二三八―二五九頁を参照。
２
陸軍軍医団編『陸軍 生制度史（明治篇） 』 （小寺昌発行 一九一三年）
３
陸軍 医団編『 軍衛生制度史（明治篇） 』三二四頁
４
青木袈裟美編輯 陸 、第二巻
(大正篇
)』 （陸軍省医務局内陸軍軍医団、一九
二八年）
５
陸上自衛隊衛生学校修親会編『陸軍 制度史〔昭和篇〕 』 （原書房 九〇
６
陸上自衛隊衛生学校修親会『陸軍 生制度史〔昭和篇〕 』
ⅰ
―
ⅳ
頁。
７
陸軍軍医団編『陸軍衛生制度史』三三三頁。
８
拙稿 「陸軍の衛生要員補充 の成立過程」 （ 『軍事史学 第四六巻第二号 二〇一一一―一二六頁。
９
平尾真智子 明治初期における陸軍看護制度の看護教育史上の意義」 （ 『教育史学会集録』第三十九号、一九九五年）五〇―五一頁。同『資料にみる日本看護教育史』 （看護の科学社、二〇〇 年）五頁。平尾は、一八七五（明治八）年に陸軍が発行した『陸軍病院扶卒須知』は、日本にとって最も先駆的な看護教科書 るとし、看護の教育用科書の作成や看護学という言葉の使用においても陸軍が最初 り、公・私立病院や日本赤十字社による看護婦養成に先駆けているとした。さらにその教育レベルも、一般社会においても職業としての看護人の資格として十分なものであったと考察している。また平尾は、海軍軍医の教育を担当したイギリス人外科 ウィリアム・アンダーソンW
illiam
 
Anderson
）が著した看護書『看護要法』 （一八七九年）の解説（坪井良子編
『近代日本看護名著集成
解説
第
Ⅱ
期（第一〇巻～一八巻） 』大空社、一九八八年、一
一―一七頁）の中で、海 看護部員 教育は 八七八（明治一一）年二月二四日に制定された「海軍看病夫採用教導規則」 （医第 五一号） よって始められたことと、講習科目（包帯、薬剤学、止血法、解体、生理学 外科、内科の七教科）も明らか し 上で、わが国に最初に近代看護を導入したのは陸軍であったと結論付け いる。
１０
二〇〇二（平成一四）年三月一日保健婦助産婦看護婦法が改正され、 「保健師」 「助産
師」 「看護師」と名称変更がなされた。日本 歴史学会は、看護「婦」と看護「師」の呼称区分については その時 の呼称を用い こととし、客観的に述べ 場合は それ以前であっても、 「看護師」を用いると 意見表明をした。 稿もそれに倣った呼称を用いている。
１１
ヘンリー・ネーネスト・シゲリスト著、大津章訳『医学の歴史
Ⅰ
―医学の夜明けを尋
ねて―』 （三学出版有限会社、二〇〇九年）一九頁。あるグループの健康は大変重要である場合、社会がその責任を引き受けることと り 陣 は 組織化された医療サービスの最も早 時期 形とされる。
１２
陸軍軍医団編『陸軍衛生制度史（明治篇） 』三二四頁。
１３
大関和（一八五八～一九三二）桜井女学校付属看護婦養成所の第一期卒業生。卒業後
は帝大病院の外科婦長となる。一八九九（明治三二）年に『派出看護婦心得』 （中庸堂書店） を刊行し、 派出看護婦の手引書 して大きな役割を果たす。 一九〇八 （明治四 ）
１３
年には『実地看護法』
(東京看護婦会
)を著す。尚、この二冊は坪井良子編『近代看護名
著集成７』
(大空社、二〇一四年再版
)に所収されている。
１４
亀山美知子『近代日本看護史
Ⅰ
日本赤十字社と看護』 （ドメス出版、一九九七年）二
頁。
１５
フローレンス・ナイチンゲール（
Florence  
N
ightingale、一八二〇～一九一〇）ドイ
ツのフリードナー牧師のディーコネス養成所で一八五〇年～五一年に看護を学んだ。一八五三年にはロンドンの淑女病院監督となり、給食のためのリフトやナースコールを考案した。当時の ンではコレラの第三次パンデミックが起こっており、ナイチンゲールはミドル・セックス病院に多数のコレラ患者が運び込まれた時、支援を申し込みコレラ患者の看護にあたった。一八五三年にクリミア（～五六）戦争が勃発し、翌五四年にイギリスが出兵したことに伴い、国防長官シドニー・ハーバード卿によ 数名の看護婦と共にトルコ スクタリ（イスタンブールの一部）野戦病院で任務に就くよう依頼された。ナイチンゲール 到着して一〇日間で百名近くの兵士に食事を与え、三ヵ月一万名分の必要品も提供 ナイチ ゲールは、この病院における負傷者や病人に対する不断の看護によって、〝ランプを持つ淑女〟と呼ばれた。この時の活躍に感激した国民からの基金が寄せられ 基金をもとに一八六 年セント・トーマス にナイチンゲール学校を設立した。
１６
津田右子「日本の近代看護教育草創期の教育観を探る」 （ 『看護学総合研究（呉大学） 』
三巻一号、二〇〇一年）八頁 土曜会歴史部会（代表執筆・高橋政子
)『日本近代看護の
夜明け』 （医学書院、二〇〇〇年）四―五頁の表１ よると、近代 教育を受けた卒業生数は、有志共立東京病院看護婦教育所の第一回 五名 明治二一 二月卒業） 、京都看病婦学校は四名（明治二一年六月卒業）であっ 。
１７
看護史研究会編『看護学生のための日本看護史』 （医学書院、二〇〇八年）七四―七五
頁。土曜会歴史部会『日本近代看護の夜明け』三―八頁。津田「日本の近代看護教育草創期の教育観を探る」八―二五頁。明治二 年前後に近代看護婦教育を開始した学校には、慈恵病院の有志共立東京病院看護婦教育所（明治一七年 〇月、三 コース） 、同志社病院の京都看病婦学校（明治一九年四月、 年コ ス 、桜井女学校付属看護婦養成所（明治一九年一一月、二年コース） 、帝大病院（東京）の帝国大学付属看病法練習科（明治二一年二月、 年コース） 、日本赤十字社 婦養成所（明治二 四月、一年半コース）があった。近代看護草創期の各看護学校では、以下 述べるナイチンゲール方式で看護教育を受けた海外 護師ら 指導によって行われた。有志 立東京病院看護婦教育所は、アメリカでナイチンゲ ル方式による看護教育を受けたアメリカ人看護師ド（
M
ary E. Reade） 、京都看病婦学校はボストン市立病院看護婦学校校長リンダ・リチ
ャーズ（
Linda Richards）と、スミス（
Ida V. Sm
ith
） 、フレーザー（
H
elen E. Fraser） 、
桜井女学校付属看護婦養成所は エジンバラ王立救貧院 学校 卒業生であるイギリス人アグネス・ヴェッチ（
Agnes  
Vetch
） 。
 
１８
杉田暉道・長門谷洋治・平尾真智子・石原明『看護史』 （医学書院、二〇一〇年）四頁
には、看護史をその一分科としている学会などを紹介している。その一部 下記に挙げる。公衆衛生看護史、母子保健史、看護政策史、男性看護史の歴史 病院看護史、管理史、看護技術史、戦争看護史、各国の看護 看護労働史 など多数存在している
１９
亀山美知子『近代日本看護史』四巻は、 『
Ⅰ
日本赤十字社と看護婦』 、 『
Ⅱ
戦争と看護』
（一九九七年） 、 『
Ⅲ
宗教と看護』 （一九八五年） 、 『
Ⅳ
看護婦と医師』 （一九八五年）と
題され、ドメス出版より刊行されている。
Ⅰ
・
Ⅱ
を対象として第四回山川菊栄記念婦
１４
人問題研究奨励金を受賞。
２０
亀山『
Ⅰ
日本赤十字社と看護婦』二頁。同『
Ⅳ
看護婦と医師』二頁。
２１
神崎清は『新女苑』 （一九三九年一〇月号）に発表した「会津戦争婦人隊士顛末記」の
なかで、土佐藩の大阪屋敷における藩士の妻や娘による負傷兵の看護を、 「最も古い出来事」として紹介し、さらに「会津女性の看護活動も、同時に記録されるべきものであろう」としている。 「会津戦争婦人隊士顛末記」は月刊『ジェイ・ノベル』 （二〇一三年一月号）三四―五七頁に全文再掲されてい 。
２２
亀山『
Ⅳ
看護婦と医師』二七頁。
２３
亀山『
Ⅳ
看護婦と医師』三一頁。
２４
壬生町立歴史民俗資料館編『壬生の医療文化史先駆者の医療を訪ねて』 （独協医科大
学
、 発行、二〇一〇年）四 頁。栃木県安塚の戦いの際、壬生城
内二の丸内に野戦病院を設置 、弘田が治療にあたった。
２５
この厚生省医務局編集・発行『日本看護制度史年表』
(一八六〇年
)は、坪井良子編『現
代日本看護名著集成』 （大空社、一九九三年）第一期第七巻に所収されている
２６
看護行政研究会編集『平成二六年版看護六法』 （新日本法規、二〇一四年）一〇五九
―一四一〇頁。
２７
平尾『資料にみる日本看護教育 』二頁。九八頁。平尾氏は近代的な看護婦の養成は
一八八八年に開始されたとして、看護教育の時代区分を ている。 「保健婦助産婦看護婦法」 （昭和二三・七・三〇
法二〇三）は一八四八年七月に制定され、従来は就業を
条
件とする業務免許であったが、就業の如何を問わない資格免許となり、登録後は終身
資格が与えられるようになった。
２８
看護史研究会（代表執筆遠藤恵美子） 『派出看護婦の歴史』 （勁草書房、一九八三年）
で
は、第一章を「派出看護前史（明治元～二一年） 」 、第二章を「派出看護創設期（明治
二一～二八年）―訓練を受けた看護婦による最初の派出から日清戦争終結まで―」と時代区分している。また、平尾真智子氏が仏教看護 基づく「看護書」の研究を発表しており、江戸期の看護史の研究もすすんでいる。平尾真智子「 『 病手引歌』 （文政十年刊行）にみる仏教思想に基づく看護」 （ 『日本看護歴史学会誌』第二六号 二〇一三年）六七―七八頁参照。
２９
看護史研究会『派出 婦の歴史』六―八頁。
３０
杉森みど里、舟島なをみ『看護教育学』 （医学書院二〇一四年第五版増補一刷）
３１
高橋みや子 「 『陸軍看護学修業兵 科書 」 、 坪井良 編 近代日本看護名著集成解説』
第
二期（第一〇～第一八巻） 』 （大空出版、一九 九年）一九―二八頁。
３２
高橋「 『陸軍看護学修業兵教科書』 」二五頁。
３３
歴史学研究会編『日本史史料〔４〕近代』 （岩波書店、二〇〇九年 八 ―八三頁。
八六八年一月中旬、 新政の綱領の立案を命ぜられ 由利公正 （ 岡八郎） と福岡孝弟 （藤次）の参与両人が起草し、木戸孝允らが修訂し、京都の紫宸殿で明治天皇が百官群臣を集めて神前盟約の形式で行われた。五箇条御誓文の他 三項目は、 「広ク会議ヲ與シ万機公論ニ決スヘシ」 「上下心ヲ一ニシテ盛ニ経綸ヲ行フヘシ」 「官武一途庶民ニ至ル迄各其志ヲ遂ケ人心ヲ テ倦マサラシメンコトヲ要ス」である。
３４
厚生省医務局編『医制百年史（資料編） 』 （ぎょうせい、一九七六年）一九―二〇頁。
３５
国公立所蔵史料刊行会『日本醫学の夜明け』 （日本世論調査 七八
八頁。 『公文類纂』 （国立公文書館所蔵）によると、一八六八年三月 日付の記録に「西洋医術ノ儀是迠被止置候ヘ共自今其所長ニ於テハ御採用可有之被仰出候事 官日日記）
１５
とあり、これが「西洋医術採用」に関する最初の記録である。典薬少允（次官）高階経由、高階筑前介の連名で、西洋医学の日進月歩の進歩を宮中にも採用し、医療の進歩を図るべしとの建言が採用された結果であった。
３６
土岐頼徳 （一八四三～一九一一） 美濃国 （岐阜） 。 名古屋の麻生頼三に西洋医学を学び、
京都では漢方医学を修める。一八六六（慶応二）年医学所に入校。戊辰戦争当時は 学所学生 あり 句読師の足立寛に、大沢謙二と共に連れられて遠州久津部に向った。一八六九年には、大学東校 准少寮長となり長谷川泰、石黒忠悳と学生を監督した。一八七四年には陸軍軍医 な 西南戦争には として 清戦争では第二軍軍医部長として従軍した。最終階級は陸軍軍医総監（少将相当官） 。
３７
石黒忠悳（一八四五～一九四 ）陸奥（福島） 。二〇歳で医を業とすることを決意し、
一八六五（慶応元）年江戸 所に入学、 ち 医学所句読師となる。戊辰戦争時は越後に帰郷、負傷兵の治療に たる。一八六九年には大 東校で少助教となる。一八七一（明治四）年に兵部省出仕し一等軍医。西南戦争 従軍後には、陸軍軍医総監、軍医学校長、陸軍省医務局長などを歴任。日清戦争では野 衛生長官、日露戦争では大本営兼陸軍検疫部御用掛けとして従軍した 貴族院議員、枢密顧問官。日本赤十字社第四代社長。わが国の陸軍軍医制度の確立者。
３８
長谷川泰（一八四二～一九一二）越後（新潟） 。長岡の蘭学者に師事後、佐倉順天堂に
て佐藤泰然・尚中親子、松本良順に師事 戊辰戦争時は石黒忠悳同様 並あったが、長岡藩に徴せられて藩医と て北越戦争に参加。一八六九年に 学東校教（解剖担当）から始まり、一八七二（明治五）年九月には東京 学校 る。文部省御用掛、警視庁御用掛 東京府衛生課 、内務省衛生局第一部長などを歴任し 明治中期の医療行政に多大な影響を与えた。済生学舎では、約九 六〇〇名の医師を養成した。
３９
佐藤尚中（一八二七～八二）しょうちゅうともいう。下総 千葉 （天保十
三）年に佐藤泰然に師事、一八五三（嘉永六）年には泰然の養嗣子となる。一八六〇年に長崎に遊学してポンペに師事し最新外科学を学ぶ。一 二（文久二）年に佐倉に戻り、 一八六七年に佐倉藩に佐倉養生所を設けるが、 翌年戊辰戦争の乱を受け、 閉鎖する。泰然が開院した順天堂を発展させ 七 年に下谷練堀町（現、台東区）に順天堂開院する。七五 四月 は本郷湯島 移転し、順天堂医院と改称した。順天堂、長崎医学伝習所時代の教え子であった相良知安や岩佐純ら 新政 官の要請を受け入れ、大学東校を主宰 日本の近代医学 基礎を築く。一八七三年 は下谷練塀町 順天堂医院（現順天堂大学医学部附属 医院） 開院
４０
厚生省医務局編『医制百年史（資料編） 』二一― 二頁。
４１
坂井建雄編『日本医学教育史』 東北大学出版会、二〇一二年）二四八―二五一頁。
４２
医師の養成に関しては、小高建『日本近代医 史』 （考古堂書店、 〇一 年）五三―
一〇一頁、坂井『日本医 教育史』一―六〇頁を参照。一八六八年六月二 日に旧幕府の医学所を接収して「医学 」を置き、昌平坂 問所を接収して「昌平学校」と改称、二ヵ月後の九月には開成所 接収し 「開成学校」 として復興した 政府は昌平学校を 「大学校」 （現在の文部科 省に相当する行政官庁）と改称、医学校 開成学校を分局 した。また「大 校」の規則の中で、医学校とは「医理ヲ明ニシ薬性ヲ審ニシ以テ健康ヲ保全シ病院ヲ設ケ諸患ヲ療シ実験ヲ極ムルヲ要トス」る施設だとされた。 二月には大学校をさらに「大学」に改称、同時に神田一ツ橋の開成学校は「大学南校」 、下谷和泉橋通の医学校は 東 となった。一一月に定められ 「医学校規則」は一〇項目
１６
から成る。一八六九年にドイツ医学への転換が決定されたことで、レオポルド・ミュルレル（
Benjam
in Carl Leopold M
uller、
1824～
93、陸軍軍医正）とテオドール・ホフマ
ン（
Theodor  
Eduard
 
H
offm
ann
、
1837～
94、海軍軍医）の二人の医学教師の到着を
待って、一八七一年から最新の医学教育が開始された。尚、大学南校 大学東校は後に合同し 七（明治一〇）年七月には東京大学となり 法科・医科・理科・文科の四学部が置かれた。また「医学校規則」 関しては、一八六八年わが国初の洋式病院「長崎精得館」は「長崎医学校」と改称（ 頭・長与專斎）した際に「医学 規則」を定め、修学年限を五年にす など教育制度を整えていた。しか 一八七二年に太政官達で閉校となっていた。
４３
西岡香織「日本陸軍における軍医制度の成立」 （ 『軍事史学』第二十六巻第一号、一九
九〇年）二四―三九頁。
４４
熊谷光久「明治期陸軍軍医の養成・補充制度」 （ 『軍事史学』第四十六巻第二号、二〇
一〇年）二七―四五頁。
４５
瀧澤利行「明治初期医師養成教育と衛生観」 （ 『日本医史学雑誌』第三十八巻四号、一
九九二年）四五―六四頁。二〇一二年に酒井建雄編纂により、わが国の 教育の歴史を様々な側面から幅広く論じた一書、坂井編『日本 教育史』が発行され、瀧澤はその編者の一人として、 「第八章衛生思想と医学教育」 （二四七―二九四頁）を執筆 ており、軍医教育につい も説明している。軍医養成教育は、一八七〇年 月に大阪城内の軍事病院に軍医学校が併設され、ボードインを顧問として軍 養成教育は開始された。一八七二年二月に兵部省が陸軍省に改組され、 「軍 寮」が陸軍省内に設置されたと同時に、大阪 学校は廃止された。翌月の 月には、軍医寮附属病院 「陸軍軍医学校寮学舎」 が設置され、 七三年一〇月からは、 ブッケマン （
Beukem
a, Tjarko W
iebenga、
1838～
1925）が赴任するが、七四年には廃止され、軍医養成教育は東京医学校に委託さ
れた。
４６
西岡「日本陸軍における軍医制度の成立」二五頁。
４７
石黒忠悳『懐旧九十年』
(岩波文庫、一九八三年第一刷）二七八―二八二頁。
４８
陸軍軍医学校篇『陸軍軍医学校五十年史』附録七―一一頁。
４９
陸軍 医学校篇『陸軍 医学校五十年史』附録一 二四
５０
黒澤嘉幸「陸軍看病人について」 （ 『日本医史学雑誌』第三十七）巻第四号、一九九一
年）一〇五―一〇七頁
５１
黒澤嘉幸「明治期の陸軍看護システム」 （ 『日本医史学雑誌』第三十九巻第四号、一九
九三年）六三―八一頁。
５２
黒澤嘉幸「明治期の陸軍看護技術」 （ 『日本医史学雑誌』第四十巻 二号、一九九三年）
九三―一〇〇頁。
５３
黒澤嘉幸「明治期の 看護システム」七 頁。
５４
黒澤嘉幸「衛生補給 史的考察（第一報）―衛生科の変せん（明治元年― 五年） 」
（ 『防衛衛生』第三〇巻第一号、一九八三年一月）一―一一頁。同「 「衛生補給の史的考察（第二報） ―衛生科の変せん （明治一六
-年―明治三〇年） 」 （ 『防衛衛生』 第三〇巻第六号、
一九八三年六月）一一五―一二〇頁。同「衛生補給の史的考察（第三報）―衛生科の変せん（明治三一年―明治四五 」 （ 『防 衛生』第三〇巻第一〇号、一九八三 一〇月）三二五―三二八頁。同「衛生補給の史的考察（第四報）―衛生科の変せん（大正 ―大正一 年） 」 （ 『防衛衛生』 第三 巻第五号、 一九八四年五月） 一一九― 五頁。 同 衛生補給の史的考察（第五報 ― 科の変せん 昭和二年―昭和一五年） 」 （ 『防衛 』
１７
第三一巻第一一号、一九八四年一一月）三七三―三八〇頁。同「衛生補給の史的考察（第六報）―衛生科の変せん（昭和一六年―昭和二〇年） 」 （ 『防衛衛生』第三二巻第六号、一九八五年六月） 一六一―一七九頁。 同 「衛生補給の史的考察―第七報 材料の変遷 （明治元年―明治 五年） 」 （ 『防衛衛生』第三四巻第七号、一九八 年七月）二五五―二六三頁。
５５
松下芳男『徴兵令制定史』 （五月書房、一九八一年）四九二頁。
５６
吉田裕「 『国民皆兵』の理念と徴兵制」由井正臣・藤原彰・吉田裕『軍隊兵士』 （岩
波
書店、一九九二年）四五二―四七五頁。
５７
加藤陽子『徴兵制と近代日本
1868―
1945』 （吉川弘文館、一九九六年）四六―四七
頁。
５８
松下芳男『徴兵令制定史』 （五月書房、一九八一年）四九二頁。
５９
拙稿「陸軍衛生要員の育成 一年志願兵制度の創設」 （ （ 『国士舘史学』第一四号、二〇
一一年）三二―五三頁。６０
川口啓子「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート（一 」 （ 『大阪健康福祉短期大
学紀要（二）二〇〇四年三月』八一―八九頁。同「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート 日露戦争を中心に」 （ （ 『大阪健康福祉短期大学紀要（三）二〇〇五年三月』八三―九五頁。同「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート（三）第 次世界大戦を中心に」 （ 『大阪健康福祉短期大学紀要（四）二〇〇 年三月』六九―七六頁。同「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート 四 第 次世界大戦とその後」 （ 『大阪健康福祉短期大学紀要（五）二〇〇七年三月』 三 一〇二頁。
６１
官軍大総督宮から病院頭取に任命された関寛斎が、一八六八年六月八日に筆を起こし、
一一月初旬に東京に引き揚げ、残務整理の終わった十二月中旬に至る約六ヵ月の病院動静を「奥羽出張病院日記」 現在北海道陸別町郷土史料室に保存、写しが佐倉市教育委員会に所蔵されている）として記録した
６２
蒲原宏「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」 （ 『日本医事新報』一八〇〇号、 九
五八年）四五―四八頁。同「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」 （ 『日本医事新報』一八〇一号、一九五八年）四四―四九頁。同「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」（ 『日本医事新報』一 〇二号、一九五八年）五二―五五頁。
６３
佐久間温巳「奥羽出張病院日記」の研究―戊辰戦争中の一 事病院の実態」 （ 『医譚』
五三号、 九 二年）三 九四―三二〇〇頁。同「 奥羽出張 日記」の研究（承前）―戊辰戦中の一軍事病院の実態―」 （ 『医譚』第五四号、一九八五 ）三三七〇 三三七八頁。
６４
関寛斎（一八三〇～一九一二）千葉県山辺郡中村に生まれ、十四歳の時に関俊輔 養
子となり、一八四八（嘉永 ）年に佐藤泰然の門に入り、医学を修め 一八六〇年には佐藤尚中とともに長崎でポンペに学ぶ。ポンペの内科と外科のオランダ語講義録 翻訳に関わる。戊辰戦争後は徳島藩が一八六 年に創設した藩医学校
(俗に巽浜医学校
)の
付属病院（俗に診療所・徳島病院と呼んだ）の院長をつとめた。明治中期の約三〇年間は徳島市中徳島町で診療所を開設して、生活貧窮者に対する医療の提供に従事 。七二歳で医業を廃して開拓事業 目指 北海道に渡り、自作農の創設を図った。八 歳で自著『命の洗濯』を出版。本稿において関寛斎 関しては以下 書籍を参考とした。米村晃多郎『野のひと
関寛斎』 （春秋社、一九八四年）酒井シヅ監修・日本医師会編
集
『医界風土記
中国・四国篇』
(思文閣出版、一九九四年
)一九六―一九九頁。相川忠
臣『出島の医学』 （長崎文献社、二〇一二年） 三〇―一三 頁。
１８
６５
石井研堂『明治事物起原下巻』 （春陽堂、一九四四年）一一四五―一一四六頁。第一
三
編病医部「看護婦の始」には、 「日本で未だ看護婦の無かった時代に最も早く海外の
看護法を紹介したのは、一八六〇年に遣米使節団が北米ワシントンの米国病院を見学した折の記録である」と紹介されている。この記録に関しては、亀山『近代日本看護史
Ⅳ
 
看護婦と医師』二〇―二四頁にも紹介されている。
６６
陸軍軍医団 『陸軍衛生制度史（明治篇） 』三三三頁。
６７
陸軍 医団編『陸軍衛生制度史（明治篇） 』三 八頁。
６８
壬午事変（京城での事変ともいう）は一八八二年七月二 日に漢城（後のソウル）で
大規模な士族の反乱が起こり、政権を担当していた閔妃一族、日本人軍事顧問や日本公使館員らが殺害され、日本公使が襲撃 受けた事件。一八七六年の江華島条約により朝鮮進出への道を開い 明治政府は、朝鮮の開国をめざす政策を取り日本式軍隊を編制させた。これに反感を抱いた朝鮮の旧軍隊が日本公使館を襲った事件。日本軍は出兵し清国の李鴻章の工作で、朝鮮と 間の済物浦条約を締結。二年後 は甲信事変 起こり日本は敗退する。日本側は日本軍による日本公使館の警備を約束し挑戦に軍隊を置くととなったが、冊封体制 維持し い清との対立 高まり、のちに日清 争へと結びつくこ になる。
６９
軍制とは、軍の建設・維持・管理・運用など軍 に関する諸制度の総称。兵制とは、
軍制のうち兵備の制度をいう。軍令とは、 隊の出す命令である。
１９
第Ⅰ部陸軍看護制度成立前史
第一章戊辰戦争前史
一「小石川療生所」の女看病人
看護は、肉親による看護が最も基本的なものであるが、社会の発展に伴い、家族が担っ
ていた諸機能は分化され、専門的な知識や技術を持つ医療専門職者として、社会で認知される職業に発展してきた
１
。一九一五年六月三〇日、看護婦規則が発令されたことにより
看護婦は国家資格となり、全国的な看護婦資格と業務内容の統一が実現した
２
。しかしこ
れは、医師の資格制度の確立から約四〇年後のことであった。
記録に残る最初の職業的看護の始まりは、享保の改革で設立された「小石川養生所」で
あったとされている
３
。そこで、この戊辰戦争前史では、規則に看病人に関する項目が確
認できる「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」を取り上げ、戊辰戦争以前、養生所や病院で雇わ た看病人らの実態を明らかにする。
八代将軍徳川吉宗は享保の改革を行い、一七二二（享保七）年、江戸の都市政策のひと
つ、下層民対策として官設の 施設 小石川養生所」を設置した。この養生所に関する研究は、近世史の分野 享保の改革をテーマとする中で取り上げられてきた
４
。
当時、参勤交 によって全国の大名が江戸での生活を強制されたことから には商
人だけでなく 出稼ぎ人・日雇・奉公人なども増加し、江戸は大都市へと成長していた。さらに火事などで焼け出された農村人口も流入、貧民も増加していた。すでに元禄末期より、江戸における貧窮民や非 の増大には為政者も着目し、吉宗も貧窮病人の救済に何らかの処置の必要性を認識していた
５
。そのようなおりに、小石川伝通院前の町医者小川笙
船が、施薬院の設置を願う上書を目安箱へ投ぜたことで、吉宗の救済事業が施療院 設立という形で実施した
６
。
吉宗の時代、熱煩い病人（享保元年）や痘瘡（享保五年）など、疫病が断続的に流行し
た。吉宗はその対策と て、四名の本草学者を登用し、薬草政策を実 、全国 薬園の整備・充実を図った
７
。同時に薬種の普及・拡大、薬の効能の宣伝、各地の新薬の販売許可、
薬価統制なども行 。
しかし薬草政策は薬の高騰を招き、 江戸に多数集まった出稼ぎや日雇い ・ 奉公人たち
病気に罹ると貧困のために服薬もできない状況に陥った。さらに、大火事が江戸市中で繰り返し発生（享保元年、同二年、同三年、同五年）し、鰥寡孤独の貧困に喘ぎ、看病・介護する者がいない いう病人の生活環境・家族構成が問題と 浮上し
８
。
小石川養生所の施療対象は、一二月二六日に発せられた養生所開設の旨によって知るこ
とができる。左記はその一部である
９
。
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今度小石川御薬園ニおいて、病人養生所被仰付候間、町々極貧之病人薬も給兼候躰之者、或ハ独身ニ而看病人も無之 又ハ妻子有之候得共、不残相煩養生不罷成者之類、右養生所江罷越、逗留し候而療治請可申候、尤療治之内ハ御扶持被下、其上夏冬衣家具等ニ至迄、諸事不自由ニ無之様ニ被仰付候間、其身歩行候者ハ格別、歩行難 病人ハ、家主或ハ親類店請人、又ハ相店之者成共相頼、御役所江可訴出候
この開設の要旨には、貧しいために病気に罹っても服薬ができない病人、独り身のため
に看病してくれる人がいない病人、妻子も皆病気であるため養生できない病人を対象として、入所することで治療を受けることができ、治療中は季節に合わせて着衣や夜具が支給され、不自由がないように療養ができる施設であることが書かれていた。
一七二一年、吉宗が四万坪に拡張していた小石川御薬園の中に、約千坪の敷地の小石川
養生所を、建設費二百両を費やして建設した。養生所全体の監督を務める肝煎職には、発案者の小川笙船が就き、病棟は五棟で、男性病棟（新部屋・中部屋・九尺部屋・北部屋）と女性病棟に分け 造られた。医師の定員は二三（享保八
)年には、本道（内科）二名、外
科二名、眼科一名の五名と定められ、本道と外科のそれぞれの医師二名が一日交代で、眼科の医師が三日に一日の割合で診察に当たった。
養生所に住み込み養生所の医療活動を助けた は、 「看病中間」六名と女看病人二名で
あり、薬煎、看病 門番など 雑用 あたった。食事の世話をする「賄中間」は五名置かれた
１０
。養生所の運営事務と警備に当ったのは、養生所見回り与力二名、同心一〇名であ
った。さらに、入所者のなかで病状や怪我の状況 快方に向かいつつあ 者に、看病 間の仕事を手伝わせ、 「役掛り」 と呼び、 看病中間ととも 入所患者 生活管理をさせた
１１
。
養生所内の病人の生活についての規定の概略は、
｢養生所壁書
｣および、 『与力同心勤方』
の 「養生所見廻り役勤方之事」 （寛政一 年書出
)で知ることができる
１２
。 『与力同心勤方』
には、小石川養生所の運用における決め事が、三七項目列挙されている。その決め事を見ることで、看病中間や下女の役割、またどのよう 管理体制 ったのか、同 の生活概要を知ることができる。看病中間や下女に関する項目を左記に抜粋する
一養生所江両組壱人宛隔日ニ昼四時より相
詰夕七時過迄罷在、病人部屋部屋見廻、
薬用候節取違不申、諸事入念病人共を労、火之元大切ニ仕候様、看病中間下女共江申付候
一朝夕病人之食事致し候節、年寄同心小普請同心立合甲乙無之様看病人之中間下女
江
申付候
一女病人長屋江暮六ツ前より入口戸江錠おろし看病人之下女は内ニ差置、湯水用事
之
節ハ錠を明ケ不申用事達候小キロより相達申候
一門出入之儀は暮六ツ時限申候、暮六時打候得は年寄同心小普請同心立合錠おろさ
せ
、口々之錠年寄同心方ニ預り置、夜中用事之節は其訳承届明ケさせ、用事仕廻
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候得は猶又同心立合錠おろさせ申候
これは養生所同心の見廻り役としての務めの規則であるが、夜間の火の元の管理は看病
中間下女に任せていたこと、暮れ六つには女病棟には錠をし、夜間は女看病人の下女が看病にあたったこと、男病棟も暮れ六つに同心立ち合いのもとに錠をおろし、用事のある場合に、同じく同心立ち合 のも に錠をあけ、看病にあたる規則であった。
小石川養生所は、設立当初四〇名収容の長屋として計画されたが、設立翌年の一七二三
年の収容人数は百名となり、その後一八五二（嘉永五）年 は六四二名 まで増大するなど、幕府の窮民対策は積極的に進められた
１３
。
しかし、収容定員の増加に加え、医師の治療に対する不熱心、看病中間らによ 物品の
横領行為は日常的となり、病室の衛生状態も最悪を極めた。町奉行の報告書では、 「不浄の場所」と表現され、養生所内部の改革の着手を余儀なくされ
例えば、 「養生所見廻り役勤方之事」に書かれているように、看病人が入所者の用事に錠
を開けて対応しない限り 入所者は看 を受けることができなかっ ということで り、これらの状況が看病中間ら 不正を放置する結果となったことは容易に推測できる。 実際看病中間の給金は低く、 不浄な病人部屋で働くことは、 徳分がある ら勤めているのだと、看病中間の賄賂などの不正を公認している実態があ
１４
。
一八三二（天保三）年当時は、役人が縁側を通っただけで虱がつく、部屋の畳 は膿血
がこぼれ、重 人の寝所は排泄物で畳が汚染されたままであるなど 不潔な状態を極めていた
１５
。その結果、当時の養生所における病人死亡率は三二％であり、入所者の三分の一
が死の転帰をとるという高い数字を示 養生所内 悲惨な状況 物語ってい
１６
。
行われた養生所の改革のひとつに、看病中間らの給金の値上げがあった。看病中間はニ
両一分から三両一分に、女看病人も一両二分から二両二分に増額する処置を た。しかし、 衛生状態の改善、 医師や 中間、 看病人による医療活動の改善は見られ か
１７
。
養生所の改善として、給金 増額をする処置を取ったことは 入所者はあくまでも病人
であり、病んだ人の身 回りの世話 食事 世話などは、単に女性が役割として担ってきた家事業務としての仕事として 割り切る と 出来ない役割が期待された結果 た。町奉行の報告書でも、 「惻隠の心が深き者」 でなければ身を入れて病人を介抱することはできないと報告されていた
１８
。
惻隠の心とは、孟子により発展した儒教の教えのひとつであり 孟子 人間 本質は善
であるとする性善説を唱えた。孟子は、人間は惻隠の心、羞悪 心、辞譲の心、是非 心という仁・義・礼・知の四つの徳の芽生え 心（四端）があり、これを養い育てることで四徳を備えた道徳的な人格が完成するとした。惻隠の心 は、具体的には 他人 不幸を可愛そうと思って見過ごすことのできない同情心 憐みの心、他人の不幸を忍ぶことがきないという情である。小石川療養所の悲惨な状況を改善するためには、看護を請け負う介抱人には、惻隠の心が必要である 奉行所が考えていたことがわか 。
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結局、医師の不熱心な医療行為、看病中間や賄中間による入所者への虐待行為、物品の
横領などは無くならず、養生所の最悪な医療環境の状態を改善することはできなかった。小石川養生所は一八六五年八月、町奉行支配から医学校の所管となり、以後貧病院と改名され、六八年、一四七年間継続した業績は幕を閉じた。
鰥寡孤独の者、困窮の疾病者を救済する、病気から人々の生命を守ることを政治理念と
して、平時より継続性をもって小石川療養所を運営したことは、大きな意義のあることであった。この小石川養生所で雇われていた看病中間らは、わが国の職業看護婦の登場のはじまりであり、看病人を専属においたという点で特筆すべきことである
１９
。
さらに、小石川養生所における改革過程は、社会事業として施療院を設立し、病人の治
療・回復の支援施設を設立しても、 その目的を達する め、 施設の質を継続するためには、看護する者の良し悪しが大きく影響するというこ を、社会が認識する切掛けとなった。
二「長崎養生所」と看護
一八五四（安政元）年、日米和親条約の調印により、下田や函館 開港が決まった。幕
府は海防政策の一環として、五五（安政二）年に長崎に海軍伝習所を開設し 。その運営に当たり、 幕府からは幕府医師松本良順
２０
が、 第二次海軍伝習生付御用医として派遣され
た。海軍伝習所で軍医養成を始めるにあたり、幕府はオランダに援助 依頼し、 三年八月二日 来日したファン・デン・ブルック（ （
Jan Karel van den Broek）
２１
が医学教育を
任され ブルック帰国後の五七（安政四）年、オランダ二等軍医ボンペ・ファン・メールデルフォールト（
Johannes Lydius Cathrinus Pompe van Meerdervoort）
２２
が二年間の
予定で着任した。ポンペは 病院は患者の治療上必要であるばか でな 、医療行政上病院建設が急務であること、医学教育期間に 五年間が必要で り、臨床教育も必要性であるとの旨を幕府に建白した
２３
。
病院建設にあたっては、協力的であった長崎奉行岡部駿河守に代わり就任した高橋美作
守や監察使有馬帯刀が、小石川養生所の衰幣を例として「無益の証」とし 設立には反対の意向を示し、松本との面会も拒否する状況にあった。松本は、病院建設 利害損失 説き、必要性を論説した。どのような会話がなされたのかは、松本の『蘭疇自伝』に書き記されている
２４
。
与は大いに病院の必要性を論説す。然るに彼は旧来江戸にあるところの小石川養生所の衰幣を引いて無益の証となす。予曰く、江戸の養生所は設立の悪しきにあらず、積年の幣、その法を守る者の善からざるなり。さればこれを廃するも可なり。すでに朽廃せる養生所 以て証とし、ために今日有為なる病院 設立を止むるは、あに不当のことならずや と。諄々これに利害得失を説きしに 彼しばらく沈思黙考せし
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説得の結果、一八五九（安政六
)年、幕府より正式に病院設立の許可が達せられた。こ
の病院設立の許可の背景には、五八（安政五）年のコレラの大流行の影響があった
２５
。日
本では一八二二（文政五）年以来コレラが蔓延したことはなく、一八五八年七月に米国ミシシッピー号がシナから日本にコレラを持ち込んだことで、多くの犠牲者が発生した。
コレラの発生は急速に広がり、日本側に援助を求められたポンペは、コレラ対策として
キニーネ、硫酸エーテル・アルコールの使用、予防策としての衛生処置など、治療と救済に尽力した。その後、コレラは日本全国 万延したが、ポンペはコレラに関する日本語で書いた解説書を印刷させ、全国に頒布した
２６
。
ポンペがコレラ患者を治療するにあたり 医師たちにコレラの特徴と療法を教えたが、
同じくコレラ撲滅に尽力した人物に海軍派遣隊 看護兵Ｇ ・ インデルマウル （
G.Indermaur）
がいたことは、ほとんど語られてこなかった
２７
。
宮永は、コレラ撲滅に尽力した看護兵Ｇ・インデルマウルについて、 「日本人の恩人と
して記憶にとどめなければならない」として、ポンペの書簡に残るコレラと看護兵に関する報告内容を一部抄訳して紹介 ている
２８
。本稿でも、左記に引用する。
コレラに関連して海軍派遣隊の看護兵Ｇ・インデルマウルについて、いささかくわしく述べておかねばなりません。昨年と同じ時期に長崎はコレラに襲われましたが、私たちは極力、治療と救済に尽しました。上述の看護兵は、コレラが猛威をふるっていたとき、その社会的な地位からはとうてい考えられぬことですが、目覚し 働きを示しまし 。コレラがはやったとき 日本人に手を貸すことなど、海軍派遣隊に属する看護兵の仕事ではありませんし、ましてや病院の付添人の仕事でもありませんが、閣下にお知らせするのが私の義務と考えます。上述の人（インデルマウル）は、賞賛にあたいするほどの働きぶ を示しました。全力をあげて、進んで救済に乗り出しました。しかも私の命に従って、てきぱきと まちがわず、根気強く働きまし 彼 、すばらしい結果 もたらす に貢献いたた。
ポンペはこの報告の中で、看護兵Ｇ・インデルマウルの功績に対して褒美として労賜金
を出してもらえるようにお願いしている。看護兵Ｇ・インデルマウルは 八三一年 ユトレヒトに生まれ、一九歳の時に二等砲兵に任じられ、一度除隊後、一八五七年二月にロッテルダムで三年契約で看護兵として雇われた。二六歳の時に第二次海軍派遣隊 行に、職種は看護兵として日本に来日した人物であった。
インデルマウルが実践した具体的な看護の内容は確認出ないが、 「看護兵」によるコレ
ラ患者の看護の実際は、医学だけでなく「看護」の臨床教育として、大変貴重な見聞となったことは充分に推測できる。
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ポンペは病院を建設するにあたり、松本良順の協力のもと幕府の協力を獲得し、建設地
の選択も精密な構想を以て計画した。例えば、病室は南方を向かせる、清登な戸外の空気と健康的な日中の光線をできる限り取り入れる、豊富な分量の水が供給でき、乾燥した土地など、いくつかの条件を妥協することなく実現させた。建設地も決定し、養生所はオランダ海軍の建築家（一等海軍士官）のＢ・Ｄ・ファン・トロイエン（
BernardDiederic van 
Trojen）の協力で作図した設計図に基づいて建設された
２９
。病院設立に先立ち、一八六一
（文久元）年八月一日、長崎奉行所は左記 訓令を公布した
３０
。
此度御取建相成候養生所之儀は、病気療養致し候者下
々ニ
而は医師見舞等行届かす、
又は舶来之薬種類間
々品切も有之、殊
ニ
薬剤療方とも銘
々
の好僧により意外之迷ひを
生し、療治不行届 果 もの不少、既
ニ
午未年の流行病之節、其手当届兼夥敷死亡之
者も有之候間、医薬は勿論看病人相撰養生筋不行届無之様致し遣度との御趣意
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
ニ付、
長崎市郷之者共をはしめ旅人たりとも療養相願度者有之候はゝ、其役所人共厚相心得病者寄宿手重
ニ
不相心得様いたし遣すへく候、 尤別紙規則所之趣相心得身許有之者共
は
寄宿料可差出、極貧之者江
は
御施薬
ニ
可被成下候条来ル九月三日より勝手次第可願
出候
右之趣令承知別紙規則書相添不洩様可申渡候
八月朔日
（傍点筆者付記）
この訓令は、 養生所を設立する目的を、 下々の者には医師の見廻りが不行き届きであり、
舶来の薬も品切れとなり、また、薬剤や療法の医師による違いにより治療が行き届かず死亡する者があること、特に安政五年と翌六年のコレラの流行の際には手当が行き届かず、夥しい死亡者があったこ 、そのため治療が普く行き届くようにと云う趣意を以て病院を設立するのであるから、市郷の者はもとより、旅人に対しても病院規則 則り、診 治療を施すようにと諭し、 極貧の者には無料で施薬を許すことを宣言した内容になっていた
３１
。
この訓令で注目すべきは、筆者が傍点を付記した「看病人相撰養生筋不行届無之様致し
遣度との御趣意」と書かれてい であり、看病人を選び、養生に不行き届きがない様にという趣意があったということである。養生所 運営に於いては、看病人 養生、つまり住居・衣服・夜具・飲食・入浴・睡眠・運動・房事などの手当を重視してい 。
一八六一年九月二一日 （文久元年八月一七日） 、 わが国最初の本格的洋式医学教育施設と
して医学校兼病院「養生所」 （通称、長崎養生所）が設立され、ポンペを教師とした、基礎と臨床の課程を系統的に学習 る五年間の西洋医学教育が開始された
３２
。
建設された病院は、南北に窓の多い南風が通るようなＨ型の、天上の高い二階建ての二
棟からなる洋式の病院であった。 病室は八室 （一病室 たりベッド数一五床 計一二四床） 、隔離患者室および手術室（四室）の他、薬品・機器・書籍などの備品室、炊煮所（台所） 、
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浴室、 書役・監察官室・番医師室・看護者室、 穢垢衣衾ヲ洗濯スル所などが設けられた
３３
。
入院に際しては、 内科棟は熱病患者、 皮膚病患者、 回復患者とその他の内科患者の四室、
外科棟は創傷患者、梅毒患者、眼病患者、疥癬病患者の四室と、同病の患者に分けて収容し、院内感染に配慮した管理を実践した
３４
。
また診察の規定は、一八六一年九月五日（文久元年八月一日）付で「養生所規則」 （八項
目）と て発布された
３５
。
養生所規則
一療用相願候者は銘
々
居町居村役人并引請証人名前相認候印紙書付弐枚持参証人同道直
ニ
養生所
江
罷越壱枚は門番所
江
差出壱枚は玄関
江
持参役人引合医師改請寄宿可致候
但養生所より人別糺方いたし候間居町居村乙名散使
江
相届置罷越可申尤乙名散使等
より申立
ニ
不及当人とも直
ニ
罷越不苦候
一夜具寝衣之類は置附之御品有之候間持参
ニ
不及尤自分所持之物致持参度候はば医師見
届候上差許可申候
一病気快方
ニ
をもむき歩行等差支無之者 服薬相休不申候とも帰宅為致日を定相通ひ診
察受
ケ
可申候事
一療治相願候もの身許有之分は寄宿中一日壱人六匁宛一切之為賄料相納可申尤全快後た
りとも其前たりとも都合次第相納可申候事
一看病人
．．．
召連寄宿いたし一間借切方相願候者は一切之為賄料一日拾弐匁宛前同様相納可
申候事
一市郷之内身許薄之者
江
は薬剤被下候間前同様之手順
ニ
而
一日壱人弐匁五分宛相納可申
候事
但極貧之者共は其時宜
ニ
寄諸賄料等一式差出
ニ
不及候事
一病人之親類其外見舞之者は兼而渡置 番付
ケ
証札持参看病人
．．．
案内
ニ
而
対面可致尤飲食
之品差贈候節は医師之改を請可申候事
一此外之儀は寄宿之上諸事其筋之もの差図を請
ケ
可申候事
この規則には「看病人」と書かれた箇所が二ヶ所ある（傍点付記） 。ひとつは患 自身が
身の回りの世話をさせるために連れてくる付添人に対する規則であり、もう一ヵ所は養生所の看病人の仕事に、見舞客を案内し面会をさせることがあったということである
３６
。
実際の付き添い人については、ポンペ著『日本における五年間―日本帝国とその国民の
知識への寄与―』 （沼田次郎、荒瀬進氏共訳）にも、 「身分の高い夫人は五・六人の侍女を連れてやってくることもあり、一人だけはやむを得ぬ のとして例外的に許可した」 書かれている
３７
。
一八五七年一一月一二日 （安政四年九月二六日） 、 ポンペは一四名の聴講生に対して医学
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講義を開始した。松本の呼びかけに応じ、多くの藩主がこの学校への留学を許可し、医学生はその後四〇名に達する。医学生らはポンペに従い回診を行い、聴診器などの診察器具の用い方を学び、診断・治療、死体を使った手術の練習の他に、三ヵ月交替で臨床実習として、包帯実習、処方箋記載、調剤、栄養指導、食事及び浴室の監視、牛痘苗 管理、カルテ整理等を行った
３８
。
ポンペは、理想とする病院運営に必要な洋風の食事、ベッドの使用、浴室の完備、設備
のよい薬品倉庫と調剤室での薬剤の取扱いなどを実現し、日本最初のヨーロッパ式の医学校と附属病院を設立、運営し 。ポンペはその治療と看護を振り返り、オランダの病院と比較しても「限りなく完全に近い」 「病人に対する処置と看護は、今や院内に於いて誠に好ましいものとなった」と述懐している
３９
。
さらにポンペは、 「私には従順な病院の役人、優秀な看護人、立派な浴室と回復期の病人
のための庭園がある」 「病人の処置と看護に関しては譲歩、 容赦ということはいっさ あり得ない」 と述懐しているように、 ポンペ 病院 おける看護の重要性 、 医学教育には 「秩序がなければならないこと を教え その結果が病院の看護 関 評価を高めた
４０
。
ポンペは、病人に規則正しい入院生活 送らせるように管理す ことが 規則正しく病人を看護できる、という信念に基づいて運営 おり、医学教育の効果とともに 治療効果もあげていた
４１
。
実際ベッド一二四床のうち、常に平均七〇～八〇のベッドが使用され、平均入院日数は
二九日で った。 夏季に入ると、 長崎に渡り来る外人家族も多く、 また外国船では天然痘、チフス、コレラ、骨折などの などが現れ、隔離が必要 場合は病院 収容し、一日看護料として、二ドルを徴収したが、決して高くな と好評であった
４２
。
一八六一年九月二一日（文久元辛酉年八月一七日）から翌六二年九月二一日（文久二壬
戌年八月二八日）までの一年間に、ポンペが養生所で診察した患者数は九三〇名程度であり、 そのうち死亡者は一三名と大変低い数字であった
４３
。 長崎養生所の患者の死亡率の低
さは、ポンペが施した西洋医学による治療の成果と、感染予防 考えに則った患者管理という側面だけでなく、 ポンペが評価し ように優秀な看病人による看護の成果があった 、判断することができる。
小石川養生所が不浄の場と酷評されたのに対し、長崎養生所はポンペ自身が看護を評価
できる状態で運用できた。この違いの要因は何であっ のか。この二つの養生所を比較した場合、その設置目的が、小石川療養所は下層民対策として設置さ た施薬院で っに対し、長崎養生所は医学教育の臨床実習 場として設置された。
欧州では病院建設を任された医師が全権を委任され、病人に必要と思われることは何で
もできるという西欧式に近づけるべく、ポンペ自身が主導的な指導を行っ こ が 良看護の実践 つながった大きな要因 あった。
長崎養生所の運営 、わが国における医学教育の始まりとして 意義だけでなく、規則
正しい入院生活と、それを実行する看護の力を実証した 初めての病院 たという点
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において大きな意義があった。特にコレラ蔓延時に、 「看護兵」によるコレラ患者への看護の実践を、医学生として学んでいた日本人医師らが知り 自らも臨床実習で経験したことは、病院における一つの職種としての「看護者」の存在を認識する切掛け なったという点においても評価できるものであった。
さらに養生所の歴史的意義は、ポンペの門人らの養成という側面においても高く評価さ
れる。ポンペは洋式病院を設立し、臨床の実態を学生に体験させ、人体解剖も実施した。ポンペは医学 七科（物理・化 ・解剖・生理・病理・内科・外科）を設けて系統的に医学教育を行っただけでなく、民主主義に立脚した医療 実践した。貧富・上下の差別なく病人の治療を施すことは、 封建社会 育った門人らにとって驚くべきことであったが、 「医師は自分自身のものでなく める人のものである」 いう医戒を、養生所で身 もっ実践し学んだことは、以後、医師としての行動規範となっ
４４
。
日本人医師でポンペに教えを直接うけた門人は一三三名と云われており、松本良順をは
じめ、 佐藤尚中、 関寛斎、 橋本綱常などが、 ちに起こった戊辰戦争で軍医として従軍し、ポンペから学んだ西洋医術をもって多くの負傷兵 助ける
４５
。また、 ポンペの門人の中に
は、その後 看護教育に関係する人物も多い。松本良順は、明治陸軍の初代軍 総監て、陸軍の衛生制度整備の中心人物となり、一八七三年から整備事業を開始し その他にも陸軍軍医総監・初代日本赤十字社 病院長になる橋 綱常や 翻訳看護書 『看 心得』を刊行した太田雄寧などがポンペ 医学を学んでいた。これはポンペの門人 、臨床実習で看護を実践した経験が、大きく影響した結果であったと考え 良いだろう。
「長崎養生所」はオランダ医師ポンペによって西洋医学、西洋の病院方式によって運営
された。ポンペの目指した病院における治療において 規則正し 入 生活 作り上げることが医療の中心にあり 実行に看護 欠かせない 。酒井は ポンペが病院を建設した目的 一つに 人 対して規則正し 看護法を教授す ことがあり日本に看護教育という認識を持って講義を ったのは、ポンペが最初 ると える」と述べている
４６
。つまりポンペの業績は、わが国の看護史においても、病院運営に訓練され
た看護の必要性を認識させ 初めである、いう点で大いに評価されるべき あった。
さらに海軍派遣隊の看護兵による看護の実践は、コレラという伝染病の蔓延という危機
的状況において、 看護の力をクローズアップし 病院における一つの職種として 「看護者」の必要性を日本人医師 印象付け と考えられる。
三「横浜梅毒病院」の介抱女
長崎養生所の医師ポンペは、眼病や結核とともに性病の多いことに注目し、特に梅毒が
国民の健康被害に及ぼす弊害を警告した
４７
。日本では一五一一（永世九）年に梅毒が上陸
したと云われており、江戸時代には梅毒の蔓延は深刻なものになっていた
４８
。
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江戸駐在英国公使館の補助官兼医官として一八六二年五月に来日したウィリアム・ウィ
リス（
William 
Willis）
４９
の報告書「日本の売春」
５０
によると、 「江戸では遊女の約十パ
ーセントが梅毒にかかっている」 とされ、 「都市では三〇歳の男の三分の一がそれに冒されている」とあり、 「開港場に日本政府が適当な病院を設立し、当分のあいだ病気の女性の営業を強制的に禁止させることである。この目的にそって、十分に資格 ある人物が、すくなくとも一週に一度、すべての売春婦を定期的に検査しなければならない」と 意見を提出した。
ポンペの警告とウィリスの報告書が出される以前、一八六〇年に長崎にロシア軍艦が
航した際、 ロシア軍医が遊女の陰門を悉く改めたいと申し出るという事があった
５１
。 松本
良順も梅毒の拡がり 懸念したことを 自伝に左記のように書き残している
５２
。
梅毒に警戒なきは放火の禁なきより甚だ害あり。火はただ財産を失うに止まれども、梅毒の伝播に至りては際限なく子々孫々に伝え、変じて諸種の難病となり、ついに人を殺し国力を弱うするに至る。 宜しくすべからくこれを房遏するの策 講ずべきなり。
ロシア艦長と長崎奉行、遊女屋の相談により、ロシア軍艦の停泊地に近い稲佐にロシア
水兵専用の休息所を作り、隔日に陰門改めを行うという取り決めがなされた。運営 関しては、軍艦ポスサジニカ搭乗の提督ビリレフ 百両を提供したことで早速三名の遊女によって運営実行に移され「魯西亜マタロス休息所」と称された
５３
。この検梅が日本における
始まりとなるが、あくまでもロシア海軍の軍艦乗務員に関係す に限られたものであった。
西欧ではすでに一八世紀の初めころから娼婦の検診を制度化しようとする動きがあり、
一八六六年、イギリスでは兵営所在地、または開港場のすべての娼婦に対 て性病の有無を定期的に検診することを定め、梅毒に罹っていると診断された者は病院に収容し、全快まで拘留する事を得るという処置をとっていた
５４
。
イギリスは自国の軍隊の入港する開港場において検梅を うため、一八六七年に 同国
海軍軍医ニュートン（
George  Bruce  Newton
）
５５
を日本へ派遣した。九月、開国後の日
本に駐留することとなったイギリス公使パークス（
Sir Harry Smith Parkes）
５６
はニュー
トンを後援し、日本政府に梅毒病院を横浜に設立することを説いた。ニュートンが提出した意見書 は、医師、看病人、病者の役割が文章化されていた
５７
。
都督
判事衆より、士官一人
ニ
命し、病院を都督せしむべし。
施行せる規則を察すべし。惣而不法の事を防くべし。治療之外、諸 其責に任 。
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院内掃除、病者衣食
ニ
、大
ニ
注意すべし。
医師
医は、院内に住し、院内
ニ
止宿する人の為、昼夜尽力すべし。何時頼まるゝとも、
出張して、親切
ニ
心付け、正当の医術を以て、病者を取扱ふべし。
一日
二
一度は、必す病者を見舞べし。
病人又ハ其朋友より謝儀進物を受る事、一切相ならす事。切要なる薬種を備へ 自分差配して、善く是を検すべし。
看病人
実母の如く善く精勤し、 性行宜敷女を撰み 医師等聴従、 病者を親切に注意すべし。其請持の療養所を清潔にする事を引請、かつ療食所 にハ、医師、都督の外ハ、人足其他、何人
ニ
而も、入る事を許さざる故、臥床諸具も掃除すべし。
毎朝第八時
ニ
、看病人の手
ニ
而浴し、着服すべき病者を引請べし。
受持之療食所に医師見舞時は、 其場所等へ出して、 医師の指図 随ひ、 衣服を着せ、薬を与ふべし。食物を割烹所より取り、病者に世話し与ふべし。医師見舞たる後、調合
ニ
至り、病者の薬を請取べし。
割烹人并人足
割烹人并人足の数は、少かるべし。都督、医師の外、男子ハ止宿を禁する事故、割烹人并人足等、院内止宿を許す理あるべからず。
病者
病毒を請た 妓は、治療終日迄、厳に病院に留置べし。請求に偽り無之ハ、門外他出を許すべし。病妓、 院に入る時は、其用心保護の為、病院の服を与ふべし。是に依りて 病院に関する妓たる事を、知らるべし。右病院の服は、夏冬一通り、下着ニ至る迄、備ふべし。右ハ別段の形になし、着用す 者を 見分易くし、分散其外不
持ママ
を防べし。
閑時を消する為、音楽遊嬉を許べし。且病者各、火鉢、化粧箱備ふべし。常例輔時等は、病者の為に、良質の食を、沢山に備ふべし。又医師の差図等ニ依り 余分の増を給すべし。
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このニュートンの意見書からわかることは、 看病人は母のようによく務め、 医師に従い、
病人を親切にできる人を選ぶこと。看病人の職務は、療養所の清掃、寝具の整頓、毎朝の入浴介助、診療時の介助、薬の受け渡し、食事の介助をすることを目的としていた。
ニュートンによって意見書が書かれたのは一八六七年である。すでに、イギリスではク
リミア戦争に従軍したフローレンス・ナイチンゲールによって イギリス国家からの感謝状と五万ポンドをもとに、一八六〇年ナイチンゲール基金看護婦養成所が開設され、セント・トーマス病院がその臨床学習のために 定されていた。ナイチンゲールは、軍隊において、兵士の学校に病院雑役婦や料理人の講習課程を創設し、将校の医学校創立の促進も行っていた
５８
。
一八六七年、ナイチンゲールは病院との契約に於いて、患者のケアには常に経験のある
看護婦を配置しなければならないこと さらに学生を指揮あるいは教えるためには、専任の資格が充分にある養成機関を卒業した、 責任のとれる看護婦が なければならないこと、などを特記していた
５９
。
ナイチンゲールは病院の健全な運営に必要なことは、看護婦を組織化される状況で看護
管理することを実践して た
６０
。 イギリス軍医ニュートンによって梅毒病院が設立された
ことで、看病人の職務内容や人数 どは、すで イギリスで始めら ていた看護婦教育が参考にされた可能性は高い。その めニュ トンも、イギリスと同様 看護婦の必要性を認識した上 意見書を作成し、提出し と推察できる。
次に提出された「病院定之事」は一三の項目からなり、うち二つの規定に「介抱女」の
ことが書かれている。長文ではある 、イギリス医師によってはじめて文章化さ 日本の病院の管理規則であり 左記に全文をあげておく
６１
。
一病院詰并日々同所江通ひ候病者共、一同毎朝第九字迄
ニ
相揃、順番
ニ
治療請、右場
所相済候後、介抱人調合場江罷出、薬請取、夫々手当可致候
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
事。
一介抱女ハ、病者凡弐拾人ニ付壱人ツツ之見込、掛役々
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
ニ．而人撰之上、可申付．．．．．．．．．
事。
一院内詰病者食物之義ハ、都而同所
ニ
おいて煮焚可相与、且夜具、蚊帳、衣類丈ケハ
銘々持参之事。
一病者入湯并下湯をも 日々無差支様、可取計 事。一院内
ニ
罷在候病者共、猥
ニ
門外江立出、或ハ帰宅いたし候義ハ、難相成候間、其段
抱主より当人江申含置、且院内より相詰候ものも心付、都而不 締之義無之様可致候事。
一外国人商館江、一ヶ月又ハ半月仕切
ニ
而、被相雇候遊女共ハ、彼方江罷越候前日并
期日相立引取候節をも病院江罷出可改請事。
一前書病院詰并通ひの病者、且外国人商館行之外、廓内
ニ
罷在候惣遊女共を、順番相
立、二
周ママ
之内
ニ
不残病院江罷出、改請、瘡氣有之ものハ、夫々治療請可申事。
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一遊女共、可改請当日、瘡毒外之病氣ニ而、難罷出節ハ、其段抱主より即日病院江申
立
、見届請候歟、又ハ他之医師江診察請候容体書可差出事。
一遊女増減有之節ハ、其抱主并町役人より、其都度無洩落、病院江可相届事。一通弁并町役人、 其外院内小仕、 水夫
ニ
至る迄、 毎朝第六字迄
ニ
相詰、 用済跡取片付、
小仕を申合、弐人ツツ泊番相立、朝夕食事賄并掃除等心附、火之元入念可申事。
一外国医師之義ハ、日曜日之外 毎朝第九字病院出席之事。一院内下肥之義ハ、廓内江立入肥取のもの江申付、日々無怠掃除可為致事。一病院日々小買物并臨時入用等ハ 其都度役人共より申立、掛役之見留請、翌月二日
ニ
至り、会所において引しめ勘定仕、払可申事。
（傍点筆者付記）
一八六八年四月一二日から、横浜の吉原 郭の名主で岩亀楼主佐藤佐吉の長屋を仮病院
として、横浜港遊郭の遊女の性病検診を週一回行い、有病者は強制入院させて治療することになり、ニュートンがこの検診を担当した
６２
。六月から官費を以て吉原町（現在長
者町五丁目本願寺前にあたる羽衣町三丁目吉田小学校の地）に横浜梅毒病院を設立し、ニュートンを名誉院長に推戴し、 神奈川府裁判所御雇医松山棟庵
６３
他二名の邦人医師を任命
し、夫々が週一回出張して検梅の実施が開始された
６４
。
検梅を担当した医師松山棟庵は、福沢諭吉
６５
の門人である。松山は、福沢が蘭学塾（一
八五八年に開設）を六八年に「慶応義塾」に改名し、さらに私財三万円を投じて七三年に医学所を開設した際に、慶應義塾医学所校長（～八〇年）を務めた人物である。松山棟庵らは、アメリカ医師カルヴィン・カッター（
Calvin 
Cutter、
1807～
1872） ）が一般向けの
衛生啓蒙書として刊行した書物を医学生用として訳し『初学人身窮理
上・下』
６６
と題し
て発行した。
この本の一七章「看病人の心得べき事」には、 「看病人ヲ教育スル為メニ更ニ学校ノ設
ナキハ実ニ歎惜スベキコトナリ」
６７
と、看護学校の必要性が説かれている。棟庵は、横浜
梅毒病院でイギリス医師ニュートンの下で働いた経験と、 『初学人身窮理』 の翻訳の経験から、未だ職業看護婦が存在していなかっ 時代に、病院 おける看護婦の役割、育成の必要性を認識していた有識者の一人であった。
横浜梅毒病院が設立されたことで、三ヵ月で一四、三〇七名の娼婦を検診し、四五二
名の患者が発見され、治療がなされた
６８
。治療は水銀燻蒸法などが行われたが、ニュー
トンは一八七一年に『懲療新法』を刊行するなど、公娼の性病検診と組織的治療 体系化はニュートンの努力によって実現した
６９
。ニュートンの意見書「病院定之事」では、介
抱女は人選された 、二〇名の病人に一名 割合 付くことが定められた。実際に雇われたの 、介抱女六名であった
７０
彼女らの仕事としては、調合場に薬を請取に行き、各病人に手当 することが主な仕事
であった。手当の内容を推測すると、梅毒は天疱瘡とも綿花瘡（めんげそう とも称され
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るように、皮膚の形象をもって名づけられており、皮膚症状に対する処置が必要とされた
７１
。梅毒は室町時代にわが国に伝わったが、梅毒発疹は潰瘍化すると悪臭を放つなど、
その治療は人々に嫌忌され、離れ屋に隔離され、煎汁を付けるなどの看護は下女の仕事であった
７２
。介抱女が担った手当は、皮膚症状に対する手当、つまり「与薬」も主たる仕事
であった。そして長崎養生所同様 入浴、食事、衣類に至るまで管理がなされていた。
横浜梅毒病院は一八七一年三月二〇日に一時閉鎖となるため、看護史の分野においても
注目をされることはなかった。しかし本稿で、横浜梅毒病院では病院設立に向けて、看病人の必要性が設立前より認識され 実際には「介抱女」という名称ではあったが、仕事内容、人数、採用方法が定められ、文章化されていたことが明らかになった。これは、亀山氏の先行研究でも明らかにされてこなかったことであり 今後、女性看病人の雇いはじめを考える重要な指摘となる。
本章では、 「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」の三施設を取り上げたが、江
戸の末期、 オランダ医師やイギリス医師の指導の下 西洋式の病院を運営していく過程で看護者に関する規則も整備され、優秀な看護が病院運営に必要であるということが、西洋医学を学び始めた、いわゆる蘭方医たちに認識された、というのが 章の結論である。註１
新村拓『死と病と看護の社会史』 （法政大学出版局、一九九五年）一八〇頁。
２
看護史研究会編『看護学生のための日本看護史』八八―九五頁。一九〇〇（明治三三）年七月一日「東京府 婦規則」 （府令第七一号）が発令されたが、これは派出看護婦を対象としたものであった。 「看護婦規則」制定の背景には 東京に集中していた婦が地方にも増加し、府県ごとに資格に格差があることで生じている不都合を解消すること、また女子教育が盛んになり、職業婦人 進出に伴う看護婦資格の見直しなどがあった。
３
杉田他『看護史』九三―九五頁。
４
特に本稿執筆に当 り参考と た文献を以下に記す。南和男『江戸の社会構造』 （塙書房、一九九七年） 、岩渕佑里子「寛政～天保期 養生所政策と幕府医 館」 （ 『論集きんせい』第二二号、二〇〇〇年六月、四〇―六一頁） 、大石学『吉宗と享保の改革改定新版』 （東京堂出版、二 一年） 、安藤優一郎『江戸の養生所』 （ＰＨＰ研究所、二〇〇五年） 。
５
南『江戸の社会構造』二九六―二九八頁。
６
南『江戸の社会構造』 九八―二九 頁。小川笙船の上書は以下 通り ある。
施薬院被為仰付候はゝ難有仕合可奉存候、町々極貧之病家を窺候処、不便千万之仕合共ニ御座候、武家方より奉公人を大病ニ付、請人方江返し申候処、受人も親類ニ而も無御座候ものは、散々ニ看病仕候無道人も多く御座候、其外無縁之もの或妻子等無御座候貧人之相煩候ハ、見殺ニ 事も多御座候
７
大石『吉宗と享保の改革』一五九―一六六頁。登用したのは 丹羽正伯貞機、野呂元丈実夫、阿部友之進照任、植村左平次政勝の四名であり、医薬・物産についての豊富な
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知識があり、献策を行い、書物なども多数著した。
８
小川明「わが祖、赤ひげ・小川笙船の仁と小石川養生所の変遷」 （文京ふるさと歴史館編集・発行『洪庵 知安、そして鴎外
近代医学のヒポクラテスたち』二〇一二年）一
〇―一一頁。
９
南『江戸の社会構造』三〇〇頁。
１０
安藤『江戸の養生所』九八―一〇一頁。看病中間は中部屋（二〇名収容）北部屋（三
〇名収容） ・新部屋（二五～二六名収容）であり、二名ずつ配置された。所内では「親方」 「番子」と呼んだ
１１
安藤『江戸の養生所』九八―一〇一頁。
１２
南『江戸の社会構造』三一四頁。
１３
渡邉隆子・山下光雄「病院療養食史考（第 報）―石川養生所、長崎養生所について」
（ 『千葉県立衛生短期大学紀要』第一八巻第一号）五一―五七頁。
１４
南『江戸の社会構造』三二三頁。
１５
南『江戸の社会構造』三 〇頁。
１６
南『江戸の社会構造』三二八―三二九頁。病死率は 七二六（享保一一）年 五％と
低く、一八三二（天保三）年以降の改革以降徐々に死亡率は低下、 七二二年から一八五九年の死亡率は十一％となった。
１７
安藤『江戸の養生所』一七四頁。
１８
安藤『江戸の養生所』一八〇頁。
１９
杉田他 看護史』九三頁。
２０
松本良順（一八三二～一九〇七）下総佐倉の藩医佐藤泰然の次男、幕府の医官松本良
甫の養子、名は順。一八五五年に将軍御目見医師となり、長崎には海軍伝習生御用医として着任、ポンペに従学し、長崎養生所建設に尽力した。江戸に戻り医学所頭取助となるが、戊辰戦争では江戸城明け渡し後奥羽越列藩同盟の めに会津の文武の学校日新館内に野戦病院を開設、治療と共に軍陣外科の講義も行った。兵部省に出仕後は、衛生部創設、軍医の編成に努力し、軍医試補制度、学力による等級などを画策し、軍衛生部制度の創立にあたった。初代陸軍 総監。後に貴族院議員、男爵。
２１
ファン・デン・ブルック（
Jan Karel van den Broek、一八一四～六五）一八一四年オ
ランダのヘルワイネンで生まれる。幼少の時より科学に関心を抱く。一八三三年ロッテルダム医学校を卒業、一八五三年八月二日に長崎出島の商館医 して来日 第一次海軍伝習が始まると派遣教官 班員の診療を依頼され日本人との交流が盛んとなる。医学他に軍事から写真まで近代科学技術を教えた。
２２
オランダ海軍軍医ボンペ・ファン・メールデルフォールト（
Johannes Lydius Cathrinus 
Pompe van Meerdervoort、一八二九～一九〇八） 。フルネームは、ヨハネス・リディウ
ス・カタリヌス・ボ ペ・ファン・メールデルフォールト。現在のベルギーのブルージュの貴族の家 生まれた。一八四九年にユトレヒト陸軍 医 校を卒業後、 八五一から五五年までは東インドで勤務。一八五七年九月二二日（安政四年 月五日） 第二次海軍伝習の教官として長崎に赴任 松本良順の協力 得て、近代西洋医学教育を開始し、一八六二年の帰国までに六一名に卒業証書を渡し帰国した 帰国後も 生（伊藤玄伯と林研海） 、 法学生 （西周と津田真道） 、 榎本釜次郎らの幕府留学生の補導に務めた。普仏戦争の時は、オランダの医療班を率いてザールブリュッケンの野戦病院に勤務 た。のちヘーグで開業。また赤十字協約設立後は同地 第一回 委員となっ
２３
菅谷章『日本の病院―その歩みと問題点―』 （中公新書、一九八一年）一七―一八頁。
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２４
小川鼎三・酒井シヅ校注『松本順自伝・長与専斎自伝』 （平凡社、一九八〇年）二二頁。
２５
富士 遊『日本疾病史』 （平凡社、一九六九年）二二三―二三四頁。一八五 年七月よ
り長崎の出島でコレラが発症した様子が、長崎奉行所へ提出したポンペの書や松本順著「朋百口授筆記」に残されており、七・八月の二ヵ月で松本が治療を施した人数は凡そ一千八 余名と報告されている。
２６
沼田次郎、荒瀬進訳 ポンペ日本滞在見聞記』 （二〇〇二年、雄松堂書店）二八九頁。
ポンペのコレラについての解説書は「転寝の夢」その他として世間に頒布され、こ 教えは防疫上有力な指針 して迎えら ことは 緒方洪庵 「虎狼痢治準」の題言や箕作秋坪の書翰から推測できている。
２７
看護兵に関する記録は、 宮永孝 ポンペ―日本近代医学の父』 （筑摩書房、 一九八五年）
を参照。看護兵のことは、沼田『ポンペ日本滞在見聞記』にも、相川忠臣『出島の医学―出島を舞台とした近代医学と科学の歴史ドラマ―』 （長崎文献社、 〇一二年）にも書かれていない。その理由として看護兵インデル ウルは、出島の印刷師 名を知られており、長崎の名職録「早業活版師ゲ・インドマ 」 （ 『長崎洋学史』 ）に掲載されている。
２８
宮永『ポンペ―日本近代医学の父』一六八頁。
２９
青木正夫・新谷肇一・篠原宏年「長崎養生所の敷地選定と配置計画について―日本最
初の近代洋式病院、長崎養生所に関する計画史的研究― （ 『日本建築学会計画系論文報告集』第三六二号、一九八六年）
３０
森永種夫校訂『長崎幕末史料大成３開国対策論
Ⅰ
』 （長崎文献社、一九七〇）四〇一
頁。万延二年正月―文久二年一二月「手頭留（十二） 」 所収。
３１
古賀十二郎『西洋医術伝来史』 （日新書院、一九四二年）三一六頁。
３２
酒井シズ『絵で読む江戸の病と養生』 （講談社、二〇〇三年） 七―一六九頁。長崎
療養所が病院という名称を使わな ったのは、小島 地に病院を建設することで、近隣の人々に無用な不安を与えないためであ 小石川療養所の名を使ったためである。
３３
沼田『ポンペ日本滞在見聞記』三一五頁。
３４
相川『出島の医学』一二二頁。
３５
森永『長崎幕末史料大成３開国対策論
Ⅰ
』四〇一―四〇二頁。
３６
亀山『
Ⅳ
 
看護婦と医師』二五―二六頁。亀山氏は、 「規則文の中にある看病人とは、
この場合は養生所側の了解を得た病人の身内などを指し おり 養成所に看 人が準備されていたとは考えられない。面会人がある場合は、養生所がすでに認め （証札の所持者）の案内によると規定しているところからも 看病人は外部 も であったといえる」としている。看護婦がいなかった理由としては ポンペ 母国オラ ダ 職業 して看護婦が確立されていなかったこ を挙げている。オラ ダで 一八九二年オランダ病人 協会が医師を中心にでき、看護婦協会の設立 一九〇〇年、看護婦の登録開始は一九二一年であった。
３７
沼田『ポンペ日本滞在見聞記』三二〇―三二一頁。
３８
沼田『ポンペ日本滞在見聞記』三一六頁。
３９
日本科学史学会編『日本科学技術史大系第二四巻・医学〈一〉
』 （第一法規出版、一
九六五年）四八―六四頁。
４０
沼田『ポンペ日本滞在見聞記』三一五― 七
４１
沼田『ポンペ日本滞在見聞記』二八九頁。
４２
古賀『西洋医術伝来 』三一二
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４３
古賀『西洋医術伝来史』三二二頁。
４４
相川『出島の 学』一二二―一 三頁。
４５
石橋長英・小川鼎三『お雇い外国人（九）―医学』 （鹿島研究出版会、一九六九年）六
二頁。
４６
酒井シヅ「日本の看護と高木兼弘」 （ 『日本看護歴史学会誌』第二〇号、二〇〇七年）
一―八頁。
４７
沼田『ポンペ日本滞在見聞記』三三四―三四六頁に、日本の売春制度のことと遊女屋
に対する医学的監督の必要性が書かれている。
４８
日本科学史学会『日本科学技術史大系・第 四巻・医学〈一〉 』
三九頁。
４９
ウィリアム・ウィリス（
William 
Willis、一八三七～九四）イギリス人。アイルラン
ドのフェルマナー州のフローレンス・コートで生まれる。一八五九年にエジンバラ大学医学部を卒業し、同大 医学士 称号を受け、ロンドンのミドルセックス病院で外科研修 を経験。 外務省の試験に合格し、 一八六一年に駐日イギリス公使館医員として来日。維新の際、薩長軍のために活躍。相国寺の薩摩病院では通訳官アーネスト・サトウ（
Ernest 
Satow、一八四三～一九二九）と共に治療にあたり、北越軍の軍医長として
も従軍した。ついで横浜軍陣病院から東京の大病院に移り外科の治療、学生の指導にあたった。後に西郷隆盛に迎えられて鹿児島に移り、医学校病院を主宰した 日本名は烏利士、宇理宇私、偉理士、偉利士 韋而司 在日期間は一八六二―八一年
５０
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新 Ｗ・ウィリスノ生涯』の付録として「日本売春」が掲載（三四一―三四五頁）されている。この報告書は一八六七年一一月二六に江戸で提出された。
５１
立川昭二『明治医事往来』 （新潮社、一九八六年）一五四―一五六頁。
５２
小川・酒井 松本順自伝・長与専斎自伝』二四―二六頁。
５３
古賀『西洋医術伝来史』三七一―三七五頁。立川『明治医事往来』 四―一五六頁。
「マクロス休息所」運営にあ っては規則所取締 規則書が休息所の門内に掲げられ、その規則書は九州大学に保存されている。
５４
日本科学史学会『日本科学技術史大系・第二四巻・医学〈一〉 』四一―四二頁。
５５
イギリス海軍軍医ニュートン（
George  Bruce  Newton、一八三〇～七一）一八六七年
に来日。 性病検診、 治療制度の体系化と実施 功績を残した。 日本名は沙夕新頓、 紐敦、牛董、奈端。
５６
サー・ハリー・ ミス・パークス（
Sir Hary Smith Parkes、一八二八～八五）解任さ
れたオールコックの後任として英国の外交官として来日し、十八年間駐日英国公使を務めた。
５７
古賀『西洋医術伝来史』三八一―三八三頁。
５８
福田邦三・永坂三夫・久永小千世共訳『聖トマス病院ナイチンゲール看護婦養成学校
一〇〇年の歩み』 （日本看護協会出版会、一九七三年）
５９
Ｊ．Ａ．ドラン『看護・医療の歴史』小野泰博・内尾貞子訳（誠信書房、二〇〇一年）
二四四頁。
６０
金井一薫「ナイチンゲールの七つの素顔（その１） 」 （ 『綜合看護』二〇〇九年）四九―
五八頁。
６１
古賀『西洋医術伝来史』 八三― 八四頁。横浜梅毒病院の規則に関しては、日本科
学史学会『日本科学技術史大系・第二四巻・医学〈一〉 』四二―四四頁にニュートン覚書（本訳文）と収支表が掲載されている。病院経費は遊女からの歩合で徴収 、収
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入の余剰金によって横浜は官営の種痘所を併設、公営としてはわが国最初の種痘所となった。そのため、横浜梅毒病院としての資料記事は、官見の限り『西洋医術伝来史』が詳しく書かれ 資料として貴重である。
６２
蒲原宏「パーム、ニュートンとパーセル―イギリス人医師たちの見た日本の風土病・
性病そして民族―」宗田一・蒲原宏・長門谷洋治・石田純郎編『医学近代化と来日外人』（一九八八年、世界保健通信社）六三―七二頁
６３
松山棟庵（一八三九～一九一九）紀伊（和歌山） 。紀州和歌山藩の選抜留学生として江戸で福沢諭吉について英学を修め、一八七一年に大学東校に出仕・助教。一八九一（明治二四）年には、高木兼寛らと共立病院（後の慈恵病院）設立に尽力する。日本国最初の英語医学書を翻訳するなど、多くの書物を残す。東京医学会
(後の日本医師会
)、
成医会、大日本私立衛生会の設立にも尽力した。
６４
横浜市役所編纂『横浜市史稿』
(風俗編
)（臨川書店、一九八五年復刻）四九四頁。
６５
福沢諭吉（一八三四―一九〇 ）中津藩士。長崎及び緒方洪庵の適塾で蘭学を学ぶ。幕末の三回にわたる遣米欧使節団随員としての見聞を、 『西洋事情』 （初編、巻之一～巻之三、三冊、一八八六年刊行、外篇、巻之一～巻之三 六八 刊行） 、 『学問のすすめ』
(一八七二～七六年、十七編刊行
)ほか、多くの著作を残した。一八六八年には江戸
芝新銭座に慶応義塾を開く。東京学士会院初代会長。一九一七 大正六）年に、細菌者北里柴三郎を慶応義塾大学学部長に呼んで医学科予科 開設 翌一 （大正七）年には看護婦養成所を開設した。
６６
松山棟庵・森下岩楠合訳『初学人身窮理全二冊』一八七 年初版 『
初学人身窮理』
はベストセラーとなり、一八八二（明治一五）年までに六版を重ね 。
６７
第十七章は（下）三五―三六頁（ 九七 版） 。その中はさら 〔入浴〕 〔食物〕 〔空
気〕 〔温度〕 〔静寂ニスベキ事〕の項目があり、看病人の役割が書かれている。看病人には、日夜時を無駄にせず能く働く女性が適していること、看病人を教育するための学校がないこと 嘆き悲しむこ である、と書かれ 。
６８
立川『明治医事往来』一五六頁。
６９
宗田一他『医学近代化と来日外人 六八―七〇頁。
７０
日本科学史学会『日本科学技術史大系・第二四巻・ 学〈一〉 』四三頁。 横浜吉原
街町入用併病院入用等請払仕訳書」には、 「金七拾弐両ト永七百 拾文」が通弁一名、手伝医師一名、町役人二名、小仕五名、介抱女六名、水汲人足一名の合計一六名の給料として記載されていることから、介抱女は六名 ったことが確認できる。
７１
富士川遊『 医 綱要２』 （平凡社、一九七五年）一八四― 頁。
７２
新村拓『死と病と看護の社会史 一八〇頁。
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第二章従軍から教訓へ
一松本良順の会津戦争
一八六八年一月三日、鳥羽・伏見の戦いで始まった戊辰戦争
１
は、翌六九年五月、箱館
の五稜郭で榎本軍が敗北・降伏して終結した。戊辰戦争では、新政府が会津藩主松平容保の追討令を仙台藩に発令したことをきっかけとして、仙台藩を盟主として奥羽越列藩同盟が成立し、東北二五藩に越後の六藩も加わり、計三一藩が新政府軍と対抗することとなった
２
。その戦闘方法は、幕末・維新動乱期に幕府や諸藩が取り入れた近代的な兵器が使用
され、負傷兵のほとんどが銃創によるものであった。
鳥羽・伏見の戦いにおける旧幕府側の負傷兵は、一旦紀州（現三重県の一部を含む）で
治療を受け 後、海路で江戸に後送され、下谷和泉橋の西洋医学所
３
において治療を受け
た。移送過程で重症者は死の転帰をとる者も多く、最初運ばれてき 負傷兵は百名に満たない人数であったが、漢方医は止血法も知らないことから、医学所頭取の松本良順は自ら銃創治療を行い、軍医として必要な医術 教授した。良順は長崎でポンペに西洋医学を学び、明治となり陸軍が軍医寮を創設 た際、初代軍医寮頭 して陸軍衛生部の創設に深く係わる人物である。
医学所は初代頭取大槻俊斎（一八〇六～六二）が、一 六二年に病死し 後任として選
ばれた適塾主宰者緒方洪庵
４
は、適塾方式（単語の品詞や文法的なことを質疑や討論で綿
密に勉強する方法）による蘭学指導法を導入していた。しかし、洪庵もま 一八六三（文久三）年六月に死去したため、良順が頭取助として 学所に採用され、門人らを多数引き連れて頭取のポストに就くこととなった。
良順の医学教育に対する考えは、長崎で師事したポンペの医学教育に対する教育理念が
基盤であり、その実践が医学の進歩につ がるとの確固たる信念に裏打ちされていた。ポンペは長崎に来日した際、第二次海軍教育班
５
の中での自分の分担を「日本人に自然科学
と、医学と治療学を与えること」と認識しており、軍艦医の養成であっても、創傷を治療するために 基礎的諸科学とともに、順序立てて組織的に学ぶ必要があり、同時に軍陣医学が学べるとした
６
。
海軍伝習所の御用医師としてポンペに学んだ良順は、国防のためには何よりも、まず近
代海軍の編成が必要であると考え い 。そのためには、基礎固めのひとつ 近代医学の伝習を行うべきであり、近代医学は砲煙弾雨の下を馳駆する士族の医学であり、だからこそ国が多大の費用を投ずる官学の意味があるのだとす 強い想 があった
７
。良順は
その実践として、医学分科の厳格な学習、訓練を課し 医学の専門技術化 図った。しかしこのような方法は、 緒方洪庵の指導法を良しと ていた学生代表足立寛
８
、 田代基徳
９（い
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ずれも旧緒方門）らの批判を受け、
解剖実習や臨床実習など
の
組織化
は困難を極めた。
 
良順はそのような状況においても西洋医学による医学教育を
進め
、
銃創
治療
を始め外科
的療法に関しては、
医学所教授の島村鼎甫が
、
グロス
（
Gross.Samuel D.1805～
1884） ）
の
外科書中の銃創編について講義を行
っ
てい
た。
その講義
内容は、すでに
『創痍新
説
』と題
され
一八六六年に
出版
（須原屋医伊八発行）
され
ており、
多くの医師に読まれ
ていた
１０
。 
 
 
鳥羽
・伏見の戦い
が始まると、銃創による負傷
兵が
続々と
医学所に
移送され
、
漢方医た
ち
は
良順
の指示の下、
創傷の洗浄、繃帯交換など
、西洋医学に基づく治療
方法
を学び、実
践から
軍医としての経験を
重ね、技術を身につけた
１１
。
 
また
良順は
多くの負傷者が入院治療を必要とする状況に対し、
エ
タと差別された弾左衛
門の配下の者を自ら教育し、
看
病
人として
多数使用
するという手段をとった
。
長崎養生所
で、ポンペの傍 で西洋医術を学んだ良順 とっ 、病院は医療を提供する場であると共に、回復までの生活の場であり、賄や洗濯、風呂焚きと云った生活を支える者として看病人を確保した であった。
 
良順が使用したのは
弾左衛門
の配下の者であるが、弾左衛門
とは
、
武家階級から切り離
され
賤民の地位に置かれ
た者たちの職掌をあらわす名称である。 弾左衛門の正式の肩書は
、
えたがしら（穢多頭）であり、当時支配していた男女は七万人、江戸を含む
関八州（日光
神領と水戸家、喜連川家領分を除く） 主とし、伊豆
一ヶ国
、三河国設楽郡の一村、甲斐
国都留郡、駿河国駿東郡、陸奥国白川軍を
１２
。
 
良順
の自伝には、 「病者の賄方を弾に命じてなさ む」
１３
と記されており、
第
一
三代弾
左衛門が新政府か
ら請け負っていた一
四ヵ条の中のひとつに
も
、 「海陸軍つき病院御用」が
あ
った。多くの負傷者に対して繃帯交換は漢方医らが担当し、
弾左衛門の配下の者たちは
看護者
の
役割
を
担
った
。
しかしその看護の
実際は
、
病者の賄方
、洗濯・食事作り、排泄物
の世話などであ
り、
亀山が指摘しているように、家庭のなかで女の仕事とされてきた事柄
の領域は出ていなかった。
 
一八六八年六月九日（九月に明治と改元） 、医学所 新政府に接収されることになる。
良順は奥医師とし 従軍することを決め、医学所も解散すること
北へ向かうこと
の
意向
を医学所の門人らに伝え
、
薬品、外科
器具
などを準備し、
教授の
渡辺洪基
(のちの初代東大
総長
)、名倉知文、三浦煥、小泉順英、山内
作楽（通称
徳三郎
）
太田雄寧
１４
ら
六名
を連れ
て
、
江戸を発った。途中
千葉の
実父佐藤泰然
１５
が主催する佐倉順天堂に立ち寄
り、
そこで
かねてからの門人であり
、
京都守護職藩公の侍医
・
新選組治療藩医として京都で行動を共
にした
、
会津藩医南部精一郎
１６
と再会
した
。
 
良順ら一行は南部と合流し、
会津に向
かう。
四月
二
四、
五日には
会津へ
到着
、「軍陣医
部」
１７
という名をつかって、会津藩校日新館
を病院に改造、塩川村には分院として島之病
院を設立し、良順は院長として
治療を開始する
。
治療
は
、途中別れた太田雄寧を除く
、
医
学所から
同行した
門人五名に南部を加えた
医師
六名を中核とし、これに
会津
藩西洋医から
加賀山翼、
古川春英
１８
、伊藤元岱
ら
を
加
え、指揮班を作った
１９
。
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その他、部長に大岩嘉造、次長に日下順庵をおく侍医団があり、川崎尚斎は医薬品、器
械政策に従事するなど役割が割り当てられていた。さらにその傘下には、日下順良、六角尚兼・兼三父子、佐藤周禎、鈴木秀仙、加藤松庵、酒井壮哲、宇南山寿庵、赤羽寿庵、鈴木良哲、石田瑛達、高橋修斎、五井新内、渋谷昌甫、諏訪順吾ほか、町医、村医そして盟藩医が治療にあたった
２０
。
良順が会津に到着し、投宿した城下七日町清水屋 は、宇都宮の戦闘（四月二四日）で
足に銃創を負った新撰組土方歳三が二七日に到着、土方はここで良順の治療を受けることとなる
２１
。江戸の医学所頭取である良順が会津に来たことは、各前線の陣営に伝えられ、
負傷兵が続々と日新館に運び込まれた。
良順が日新館で目にした負傷兵らは、西洋医学を知らない村医らにより、銃創が縫い合
わされるなどの不適切な処置や 湯や薬草を煎じた液での消毒で患部は壊疽状態となり、その結果、傷口は化膿し、敗血症となり、衰弱して死亡する者 多かった。良順は適切な処置療法を口授し始め と、そのうわさを聞いた奥羽諸藩の藩医ら六〇余名が集まり 良順は日々銃創治療の方法などを講義し、講義内容はのちに「療痍略伝」という一書にまとめられた
２２
。
日新館に収容された負傷兵の数は、二〇〇名を下らない状況が続く。良順は治療に全力
であたるが、治療に必要な医薬品、包帯材料の不足は甚だしく、その確保には困難を極めた。軟膏を塗るにもその材料はなく、良順はその状況を自伝に「日々洗濯せしむるも、甚だ不潔にして、実に惨状を極めたり」
２３
と書き残している。
良順が長崎でポンペから学んだものは、病院での医療の中心は規則正しい入院生活 作
り上げることであり その実行に看護は欠かせないという考えであった。良順はその後経験からも、病院の入院環境を整え、医師による管理された治療 行われることが治療効果を高め、回復を促すということを実践していた。
例えば、京都で門人南部精一郎が良順の借り住まいを訪ねてきた時、以前より面識のあ
った新選組長近藤勇 良順を訪ねて来たことがあった。その後 近藤の招き 応じて西本願寺の新選組屯所を訪ねるが、良順は屯所の不潔 に驚き さらに三分 一が病者であることを知り、 に次のよう 指示し エピソードが自伝に残っている
２４
。
総人数百七、八十名あらん。またその中に、横臥する者、仰臥する者、あるいは裸体にて陰部を露わす者あり、甚だ不体裁にして、その無礼なる言うべからざる者あり。予一巡し終りて勇を詰って曰く、今巡行して一見するに、局長・次長の共に至るに裸体仰臥し その状を改めざるは如何、あに長上に対して無礼至極ならずや。これ壮士を制御するの法宜しきを得たりと云うべからず。宜しく規律を厳にし、節制によらずんばあるべからず、と。 「勇答えて曰く、真に貴説の如し 然れども彼等はみな病者なり、故に敢えて束縛を加えざるな 。君乞うこれを怒せよ、と。予曰く、然 ば総人員三分の一は病者なるか、 驚くに堪 た 。 謂う 医療を施さざる者の如 如何。
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勇曰く、否、医を招き治を乞うも、各自その信ずるところに従うのみ。予曰く、果たして然らばこれ策の得たるものにあらず、宜しく一の快闊なる室において蓐を並べ平臥せしめ、医者は日々これを回診してその処方箋を作り調薬を命じ、看護者を設けて起臥飲食の用を弁ぜしむべし。然る時は一医師にして多数 患者を治療し得べし また浴場を設け全身の不潔を洗滌せしむべ 、と。ために病院に擬して一図を画き示し、患者に処するの方法 教え、かつ西洋病院の概略をも説示せし
良順の指示に対し、新選組では直ちに西本願寺の講の集会所を借りて病院として、並列
に病人を並べて寝かせ、浴桶も三個準備するなど体制を整えた。さらに良順は南部に対して、毎朝回診をして病歴の作成と薬の調製を行うことを指示し、週二回は自分が往診することを決める。それらを実行した結果、新選組の病者は心臓病と結核患者の難病の患者を除き、 一ヵ月で全員が全快し、 兵士らの感謝を受けた。 良順はその 果に満足しな らも、さらに厨房の不潔さに対し、残飯を利用して豚を飼い、その豚を食して体力を回復させること、豚の膀胱は取って冷罨法に用いること、敗飯は乾固させて鶏を飼いその肥料とし、産んだ卵を食べて滋養をつけることを指導した
２５
。
良順はこれらの経験からも、外科的な病者も含めた病気の回復には、病状に応じた処方
など管理された治療と共に 清潔な環境、身体の清潔、滋養 ある食物による 力の回復が欠かせないことをわが国で最も理解し、そ 践 医師であった。
会津藩野戦病院日新館では、長引く戦いで増え続ける負傷兵、乏しくなる医薬品と繃帯
材料に不潔 状態は免 られない状況ではあった 良順 傍らには京都で新選組 隊員らを共に治療した南部がおり 南部が良順のな んと た治療 実践 た功績は大きい良順の自伝 は、 「患者の死亡数 算する 十人中一人二 三分に過ぎず」
２６
とあり、そ
れは治療と看護の成果であったと評価できる。
しかしその後良順は、 、旧幕府側医師として会津藩の に従軍する。良順は野戦病院
で治療に専念する中で、病院として患者の回復を促進する食材を選んだ食事 供給 医療材料の補給、治療を継続するため繃帯交換など 補助 看病 の確保 切 な問題として認識した。戊辰戦争では戦場が拡大し、西洋外科学による治療が施される中では、看病人の仕事 質も内容も、繃帯交換などの治療補助もこなす者へと変化したのであった。
良順は、政府軍が会津城下に攻め込むのを前に、会津藩主松平容保の意向を汲んで、江
戸を共に発った門人らと会津を出て米沢 向かう。良順らが去ったあと 会津 は 鶴ヶ城西出丸そばの日新館野戦病院 敵襲 受け、 猛火に包まれ、 身動 できぬ負傷兵は自決または焼死するという悲しい結末を迎え いた
２７
。
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二英医ウィリアム・ウイリスの救護活動
薩長軍は、京都・相国寺内の「養源院」に臨時の薩摩藩病院を設け、鳥羽・伏見の戦い
による負傷兵約百人を収容し、治療を行った。しかし藩医たちは、骨折や銃創の処置、止血方法や化膿を防ぐ方法を知らず、戦死者は増えるばかりであった
２８
。特に、富ノ森陣地
攻撃で頸部に貫通銃創を受け、 「養源院」に収容されていた西郷信吾（のちに陸軍卿となる従道）は、消毒が不完全のため傷口は化膿し、その病状悪化と苦痛に、周囲の者が介錯を申し出たほどであった
２９
。
薩摩軍二番砲隊を率いていた薩摩藩士大山弥助
(巌
)
３０
は、本陣東寺にいる西郷吉之助
（隆盛）と大久保一蔵
(利通
)
３１
に、洋医招聘を進言した
３２
。西郷は了解し、外国人が京
都に入れないことから、 藩主島津忠義 名で大久保一蔵を介して朝廷に願書を提出する
３３
。
島津忠義、英国ノ医生ヲ京ニ召シ、兵士ノ瘡夷ヲ治セントフ請フ、之ヲ聴ス此度戦争ニ付、手負之者夥敷御座候処、療医砲瘡イマタ不精処ヨリ、追々及死亡候者不少、実ニ不被忍次第ニ御座候、就テハ其術ヲ究、治療方突鑿仕候折柄 兵庫滞在英国熟練之医師頼入申度、無拠為致相談候処、人命ニ相拘候儀、 容易事候間速ニ可差出旨致許諾候ニ付、 当邸ヘ召呼、 療治相加度御坐候間、 何卒入京御免被仰付被下候様、宜敷御執
奏奉願候、以上。
正月二十四日薩摩少将
西郷はこの依頼文で、夥しい数の負傷兵に治療が出来ない状況が忍び難い状況であり、
西洋医学に熟練した技術を有している兵庫在住の英国医師による治療の必要性を説き、京都に入ることの許可を願い出た。同時に、一八六五年にイギリスへの留学経験 持つ、当時神戸駐在の参与外国事務判事寺島宗則
３４
と五代友厚
３５
を介して、イギリス公使パーク
スに医師派遣を依頼した。この要請に対 パークスは直ちに快諾し、公使館医官ウィリアム・ウィリス 通訳官アーネスト・サトウ
３６
を付して派遣することを決めた。
京都相国寺の薩摩藩病院で治療を受けていた大山が、自ら兵庫へ赴いて、寺島、五代に
英医ウィリ 派遣の仲介 願い出 その背景には、大山が江戸の江川塾で砲術を学ん いた頃、江戸の西洋医術、とくに外科が格別に優れている事例を見聞し知って たことと薩摩藩の軍陣医療の遅れがあった
３７
。
幕末、すでに多くの藩が近代兵制に見合う軍陣医学の必要性を認識し、漢方から西洋医
学の修行を積み始めていた。例えば、適塾出身の大村藩医長与專斎
３８
は、 「西洋にては軍
医の制度よく整いて 気も之れが為め引立つよし承る 然るに本藩には銃創の治療さへ心得たるも なく万一の時に及ばば他藩に対しても面目なき次第なり。某は従来専ら内科を修めたる みなれば今 たび長崎に出でて外科を練習せんとする 志あり」
３９
と、長崎で
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の勉学を願い出て、一八六六年三月には、藩より医師数名と長崎への遊学修業の命が下った。長与はその命により長崎に遊学し、ポンペ、ボードウィン
４０
、マンスフェルト
４１
に
西洋医学を んで た。
長州藩では、緒方洪庵同学の青木周弼が萩に藩医学教授所「好生館」を設立し、蘭医学
の普及に務めたこと、大村益次郎
４２
によって兵制改革が進められたことで、自前の軍医部
編成を持ってはいた
４３
。
薩摩藩は、シーボルト門下の戸塚静海を藩医として招いたり、 「好生館」や大阪の「敵
塾」 に藩医の派遣をしてはいたも の、 幕末に至るまで藩医学校は漢方による教育を行い、藩医も漢方が主力であっ
４４
。 。そのため、銃創治療ができる医師がいないという薩摩藩
の状況は、西洋医術 できる 師の確保が緊要の課題であった。大山らは、負傷兵の増加は隊の弱体化を招き、その状況 戦勝にも影響を及ぼすと考え、ウィリス招聘に動いたのであった。
派遣要請を受けたウィリスは、北アイルランドのフェルマナ州で、三人の兄と二人の妹
に囲まれて育った。一八五五年にグラスゴー大学医 部に入学し 予科を経てエジンバラ大学を卒業。翌年五月からロンドン ミドルセックス病院（
M
iddlesex H
ospital）で外科
研修医を経て、内科医として 勤務し 師とし の経験 積 だ
４５
。一八六一年英国外務
省の海外勤務に応募し、外務省試験に合格、六二年六月江戸駐在イギリス公使館補助官兼医官として二五歳の時に着任した。六八年一月には副領事になる。ウィリスは公使パークスの命により、通訳官アーネスト・サトウととも 、急ぎ京都に向 、二月一七日に京都薩摩屋敷に到着した。ウィリスは 土佐の藩主山内容堂が重態に陥ったのを全快に導き、西郷信吾 頸部貫通銃創の治療も行った。
鳥羽・伏見の戦いでは、負傷兵のほとんどが砲弾や小銃弾による火傷や銃創であり、銃
弾の摘出、腐敗した骨片の除去、膿瘍切開など 手術を必要とした。ウィリスは二週間京都に滞在し、必要時はクロロホルム 麻酔を適用して、大手術を 四回施行し
４６
。
治療には、当時薩摩藩病院にいた藩医上村泉三、石神良策
４７
、山下弘平、前田杏斎、児
玉剛造ら 指導をして助手として働かせ、西洋医術を身につけさせた。ウィリスの 外科学の知識と技術は、負傷兵の治療 大きな功績をもたらし、西洋外科の優れていることを立証した。その結果 受け、在京藩当局は一月二九日 藩医 対して漢方医、蘭方医別なくウィリスの療法を見習うように命じ いる
４８
。
四月一一日江戸は新政府軍に開城され、徳川慶喜 水戸へ退去するが、戦場は東北へと
移る。錦旗 掲げて討伐軍を東へ進めるなかで、続出する傷病者を救うため、大総督府は一三日、江戸芝赤羽根 有馬屋敷に英医ウィリアム・ウィリスを横浜より招聘
４９
。一
二日附を以て総督府参謀から、鳥羽・伏見の戦いに参加した伊州藩 備前藩、長州藩、佐土原藩、大村藩、薩摩藩等の各長官宛てに負傷兵診療 つい 、英医を招くことと 病院を横浜に設ける旨の左記の通達が布告された
５０
。
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十三日、大総督府、英国医師ヲ雇ヒテ兵士ノ創痍ヲ療ス、尋テ病院ヲ横浜ニ設ケ、使番佐藤金義ヲ遣シテ、其事務ヲ総管セシム。
明十四日、英医、御招ニ相成候間、此間中房、総辺ニテ戦争有之各藩病員召連、朝四ツ時頃赤羽根有馬上屋敷ヘ可罷出候様、仰出候事、
但、各藩医官同伴可有之事。
後四月十二日
東海道総督府参謀
各通伊州藩備前藩長州
佐土原藩大村藩薩州藩
長官中東海道先鋒記
岡山藩記
新政府は四月一七日、横浜の野毛山上にある修文館を改装し、軍陣病院（野毛山修文館
および洲干弁天境内語学所の二ヶ所）
５１
とし、政府軍の負傷兵の治療を始めた。この横浜
軍陣病院は、大総督府御使番佐藤喜七郎（名古屋藩士）を総取締とし、治療は英医ウィリアム・ウィリスを招き、医師団は同じく英医シッドル（
Joseph Bower  Siddall）
５２
と、
後に白河口頭取となる佐藤舜海
５３
、薩摩藩医石神良策ら一〇数名によって構成された。
ウィリスは翌一九に助手二名を連れて病院到着後、直ち クロロホルムを使用しての手
足の切断術、過酸化マンガンの使用による創傷処置、鉄製副木による固定術など、西洋医術による治療を行った
５４
。しかし、銃創処置、止血法、副木の使用方法などの知識のない
日本の医師達は、何事によらずウィリスに質問を繰り返し あらゆる種類の医療器具の使用方法を聞き、ウィリスを悩ませた
５５
。
ウィリスは治療の必要な重症者は、すべて横浜軍陣病院へ護送するようにと政府に勧告
し、政府もその助言に従い 負傷を負っ 兵士 初期治療 野戦病院で施した後、重症者は海路、または陸路で数日を掛けて横浜に護送す 方針をとった。そのため、横浜軍陣病院は、開院初日の四月一八日の薩摩藩七名の入院にはじまり、次々に運ばれて来る負傷兵に大混雑をきたす。
横浜軍陣病院は、開院二週間後の五月四日に 重症者が増して手狭となり 分院を設け
て分散させて治療にあたったが、その不都合の現状 総督府 訴え、以前兵舎として使用していた建物を病院へと改修して使用することとなる
５６
。その上申書には、 「病人手負人
敷合い三十七人其外看病人等凡九十人程」と記されており、 「日々増減有之候」
５７
と書か
れている。中西淳朗の論文
５８
をもとに作成した荒井保男の報告によると、横浜軍陣病院の
入院患者は、五月三日三七名 五月一一日七二名、六月二九日一七六名、七月一一日一九三名、そして九月二四日 はピークの二〇七名であった
５９
。
その後政府軍は、会津の落城が間近であり戦いの終焉が近いと判断し、東京下谷泉橋の
津藩邸（藤堂邸）への移転計画を立 る。下谷の大病院（後 東京大学医学部へと進展）への移転を九月三〇日頃から開始し、 十月一七日にはすべて 患者 移転 完了している。
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移転前の七月二一日、パークスに提出したウィリスの報告書には、日本人医師に対する
評価も書かれていた
６０
。
日本人医師は、銃創治療に適する副木や他の器具の使用など、彼らにとって有益なことをすでに多く学びとった。日本の軍医たちがシッドールの指導に応えて、てきぱきと包帯を巻いたり副木を当てたりして立派に医者 働きをしている姿や、いかなる手術にも熱心に興味を示す態度などを見ると、 療法にかんする西洋の智識がしだいに日本中にひろまり、現在あらゆる階層のあいだであまねく行なわれ 漢方の複雑で時として有害な医学の流派に やが はとっ かわるのではないかという期待をいだかせるのである
ウィリスは、日本人医師らが病院の開院から約三ヵ月の間に多くの重症患者の治療に関
わり、西洋外科学を学び、その結果として西洋医学の知識も全国に広がるであろうことを期待し、将来に対しての明るい見通しを述べており、ウィリスの日本人医師に対する評価が変化してきたことが読みとれる。
ウィリスは総督府からの依頼を受け、 横浜軍陣病院の治療をジョセフ・シッドルに任せ、
北越軍に従軍することになる。ウィリスが北越軍に従軍することが決まった経緯は、越後口の戦線拡大と、戦傷者に対する医療技術を各藩軍医はもっておらず、その治療成績が良くないという現状が背景にあった。
四月二七日柏崎鯨波において、桑名藩と征討の命をうけた山県狂介（有朋）
６１
・黒田了
介（清隆）率いる薩長諸藩との衝突が生じ、緒戦から多く 兵士が負傷を負った。北陸道鎮撫総督参謀のひ りであった山県は、二九日に長州藩執務広沢兵助に宛 て「死傷余分有之何とも遺憾」 「京都詰居上等之医師両人
何卒繰合出張之儀御配慮奉願上候」と、戦傷
治
療に対して有能な医員の急拠派遣を依頼する書を送っていた
６２
。 「京都詰居上等之医師」
とは、ウィリスその人を指していたと考えて良いであろう
越後口では、同盟軍の長岡藩が長岡城を失い苦境に陥ったものの、仙台・米沢・会津藩
の援軍が到着し、長岡藩河井継之助は長岡城奪回を目指し、攻勢を企画した 政府 側は六月一四日に北陸道鎮撫総督高倉永祜に代わって仁和寺宮嘉彰親王 会津征討越後口総督に任命され、参謀も山県と黒田了介に加え、西園寺公望が大参謀 前原彦太郎が参謀として加わった
６３
。一五日には、西園寺が柏崎軍病院を訪れ、薩摩・長州・加州・高田の各藩
の傷病兵を見舞うが、官軍首脳部は、病院視察で傷病兵が予想外に多いことに驚く
６４
。そ
して布告を達し、傷病兵治療に万全の策を尽くすように指示を出し いる
６５
。
北越同盟軍の戦争が熾烈をきわめるにつれ、いよいよ西洋外科軍医 よる治療の必要性
を痛感 た大総督は、そ 旨をイギリス公使パークス 依頼し、再度ウィリス 招聘 応じることになる。八月一八日には行政官より「督府本 ヲ高田ニ設ケ赤川玄櫟（長州藩医）ヲ以テ頭取トナシ外国医師ヲ雇ヒテ ノ創痍者ヲ療 、尋テ之ヲ柏崎駅ニ移 」の
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達が出された
６６
。続いて八月二〇日の太政官日誌には「創傷ヲ被リ相悩候者モ可有之ト深
ク不便ニ被思召
今般洋医御雇可被差遣候間右病人等篤ト治療相加ヘ精々調護行届候
様
可取計御沙汰候事」とあり、越後口において、九月九日に各藩に外国医師が治療のため
に病院に来ることが知らされた
６７
。
ウィリスが筑前藩の護衛二五名に守られて江戸を出発したのは八月二〇日であり、新潟
高田軍病院に到着したのは、九月一日である。ウィリスが高田を訪れた時には、約二〇〇名の負傷者を含め、四〇〇名以上の病人がいくつかの寺院に収容されていた
６８
。負傷者の
倍にあたる人が入院してい ことになるが、当時入院していた者は、戦傷者と平病者が、はっきり区別されていた。佐久間によると、平病者に関する記録はないが、平潟に伝染病・慢性病院を開設した記録や、東京帰還 も平病者は東京での世話は一切不要である の指示も残ってお 、平病を言 立て 戦場を離 兵士もいたことを指摘している
６９
。
ウィリスが越後口に到着後、直ちに開始した治療に各藩医らは目を見張った。しかし、
銃創の治療がすぐさま可能となったわけではなく、ウィリスが公使パークスに宛 た報告書には、切断手術を行うためにはそれらの医師を、助手ができるように教育する必要 あり、その教育に三日間を要したとある
７０
。
さらにウィリスは、自分が到着するまで「手術はなに一つ行なわれず、副木一本もあて
がわれてなかった」
７１
「出血は放置され、化膿を防ぐ方法を知らなかったので死ぬ者が続
出した」
７２
、 「手足を骨折した患者が副木によって固定もされずに長途を移動しなければ
ならぬとす ば、傷や生命が助かる機会をますます減少させるばかりか、直接の死因を与えることになる」
７３
とあり、 「負傷してかなり時間がたっていたために、手足の状態が悪
化し、その結果治療のむずかしさ いちじるしく増大したことを私は残念に思う」
７４
と、
日本人の医師たちに外科の知識がなかった ら、大勢の患者が助か なかったにち いない」と報告書に書いていた。ウィリスは、その後柏崎、新潟、新発田 経 一二月五日に帰京した
７５
。
ウィリスは、北越各地の軍病院を巡回し治療を行った感想を、各地の駐屯地の寺院に収
容された負傷兵には、日常 必需品が支給され、 「現地の医師や看護人の不完全な医学的技術や知識不足にもかかわらず、期待されうる限り 世話 なされているよう 見えた」
７６
としている。そして治療に携わった九日間を振り返り 事態をかなりよい態勢に整えることができた。私の指示が要領よく実行されるなら 多くの負傷者は看護の努力によって回復に向かうだろうと思う 回復過程における「看護」に期待を寄せていた
７７
。
つまりウィリスは、西洋外科的な治療を医師が行ったあと、その回復過程において、医
師から指示された繃帯交換、薬の投与、患部の安静を保つなど 行うべき治療が継続されることを「看護」 、その看護力が の回復を左右す と 考えがあった。
さらに、一一月三日に書かれた柏崎からの報告書には、 「日本人の医師たちが、病人を
情深く親身になって看護する場面をたびたび見ることができ が、そ でも私 受けた一般的な印象は、彼らに理論と実地訓練とがひどく欠けており」
７８
と書かれている。
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ウィリスの母国イギリスでは、一八五三年に開戦（クリミア戦争、五六年にパリ講和条
約を締結）したバルカン半島・中東への進出を狙うロシアとオスマン帝国との対立に、翌年フランス、サルデーニャと共に出兵し、大量の戦傷死者を出していた。戦場となったクリミア半島では負傷兵や病人が放置されたままとなり、従軍した『タイムズ』の記者に報道され、看護の必要性が叫ばれた
７９
。
その対処のひとつとしてフローレンス・ナイチンゲール一行が派遣されることとなり、
ナイチンゲールは、未だ看護学校が知られていなかった時代に、修道女以外の三八名の看護婦を集め、スクタリにある基地病院で一、五〇〇名の患者の看護にあたった。
当初陸軍軍医は、戦時に婦人を使用することは煩わしく、看護婦と同じ程度の看護ケア
ーはトレーニングされてないオーダリー（雑役）でもできると感じていた。しかし、ナイチンゲールが看護にあたった病院の衛生状態は悪く、 死亡率は四二％と う状況にあっ 。従軍したナイチンゲールは、食事の改善、病室の環境改善、消毒の徹底
８０
、清潔ケアを行
い、着任後六ヵ月で死亡率を二％に下げることに成功した
８１
。
一八六〇年、ナイチンゲールはイギリス国家からの感謝状と五万ポンドをもとに、ナイ
チンゲール基金看護婦養成所 開設 セント・ト マス病院がその臨床学習 ために選定された。さらにナイチンゲールは軍隊において、兵士に病院雑役婦や料理人の講習課程を創設し、将校の医学校創立の促進も行った。一八六七年、ナイチンゲー は病院と 契約に於いて、患者のケアには常に経験のある看護婦を配置されねばならないこと 学生を指揮あるいは教えるためには、専任 資格 十分 る養成機関 卒業した、責任のとれる看護婦がいなければならないことなどを特記しており すでにイギリ では看護婦が女性の職業として確立 、実践と理論を結びつけた訓練方法も確立されていた
８２
。
イギリスで医学を学んだウィリスにとって、一一月三日の報告書に書かれた「かれらに
理論と実地訓練と ひどく欠けており」という発言は、まさ 「看護者の条件 は理論と実施訓練が必要である」という ウィリスの認識からなされたものであ 。実際 、明治陸軍創設の中で、看護を担う者の育成は、課題 る であった。
三人道主義への提言
鳥羽・伏見の戦い、横浜軍陣病院での治療、越後方面での従軍、会津への救護活動を行
ったウィリアム・ウィリスは、日本人医師の技術を学ぶ意欲に感心しながらも、日本が維新後の近代国家を目指すうえで重要な提言を行って た。ウィリスは北越で救 活動を行う中で、 「捕虜を見ていない」ことに疑問を持った 、その理由が、日本で 敵兵すべてを無慈悲に処刑してしまうと うことを知り、人間の生命に不必要な損失であるとの想いを強く持っていた。ウィリスは新潟に訪れた時 見聞したこ 左記 ように報告している
８３
。
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この戦争では、人間の生命がきわめて無造作に犠牲にさせられてきたと信じられないふしがあるのだ。私これまであった日本の当局者に、新政府が敵対する大名の家臣を見さかいもなく殺害していることを世界の国々が聞けばぞっとするであろうし、とりわけ文明国は、あらゆる日本の戦争の特性とし 負傷した敵兵の無差別な殺害が行なわれるということを聞けば、憎悪心をたぎらせるであろう、と話してきた。新政府が敵の負傷兵にたいして寛大な処置をと 立証 くれる機会があれば、私自身としても大変嬉しいので が、とも私は彼らに言っておいたのである。
ここに書かれている「日本の当局者」とは、薩長両藩の参謀として奥羽越列藩同盟の討
伐にあたった参謀陣、山県や大山など、明治新政府で近代的な軍隊創設の中心的人物となった人々であったと推測できる。この報告の以前、江戸での負傷兵治療にあたった時の報告書にも同様の内容が書かれていた
８４
。
敵側の手に捕えられた負傷兵の処置にかんして、私が知りえた を二、三言っておきたい。不必要なまでに残酷に生命を犠牲にする が、双方の敵対行為の特徴となっていることは、まさに恐るべきである。それぞれが相手の行為によってみずからの行為を正当化しているのだ。江戸の最近の戦闘で、負傷 た残党はみな打首にされた。信頼するにた 筋から聞いたところによると、残党の治療に手を貸したある不幸な医者が、その行為のために処刑され、彼の首は江戸吉原付近の山谷という町にさらさたのである。私は負傷した捕虜がまったくいないことに重大なわけがあることを知った。敵対する党派の一方が相手側 生命を保障しているにもか わらず 負傷 捕虜はほとんど同情を寄せられ もなく、概して打首にな と信じざるをえない。人命の不必要な犠牲に反対する めに、私 全力を尽くしてきたことは言うまでいであろう。
ウィリスは北越戦争に従軍し、外科的技術を駆使して多くの負傷兵を助けたのち、会津
若松での医療活動にも参加した。ウィリスが会津戦争にも従軍したその背景には 新発田病院城内で一〇月五日に越後口総督仁和寺宮嘉彰親王に拝謁し、宮より一ヵ月任務を伸ばして、官軍ならびに敵側の負傷兵の治療にあたって欲しいとの依頼を受け からであった
８５
。ウィリスは、会津若松の陥落に負傷者が多く出たことを慮り、自ら会津行きを願い
出て、パークス公使へ任務の延長許可を得る手紙を書き送っている
８６
。
私は明日若松に行こうと思う。私が若松に行けば、私の目的は三倍にも達成されるろう。すなわち、不幸な大勢の負傷者たちに医療を与えてやることと、その医療を与えるに際して、私の行為が完全に不偏不党であるのを見せてや こと、そ に、敵味
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方を問わず全員にヒューマニズムを教え込むという目的が、日本人の戦闘行為における残忍無慈悲な殺生を改めさせようとする私の努力が、けっしてむだにはならぬと期待されるのである。
ウィリスは薩摩藩医上村泉三他一名を伴い、新発田から会津に向う。会津が降伏した時
には、城内には六百名ほどの負傷兵がおり、ウィリスが会津で治療した負傷兵の数は二千名であったともいわれている
８７
。ウィリスは戦場で、命が簡単に犠牲にされている事実に
対して怒りにも似た驚きとともに、 者や敵側にとらえられた捕虜に対する処遇のありようについて、医師として人道思想に基づいた対処を提言していたのであった。
すでに一四世紀末に火薬が発明され、大砲が戦場に登場したことで、世界の戦争と傷病
兵の状態には大きな変化が訪れ いた
８８
。一六世紀にはフランスのアンブロワーズ・パレ
（一五〇九～九〇）が、フランス軍の野戦外科医として四肢切断と人工補綴術（義肢・義足の技術）や止血法の改善を行い、戦傷外科は大きな発展をみていた
８９
。一八世紀になる
と、傷病兵の中立の尊重が唱えられ始め、負傷兵の救護は国家の責任であるという考えが生まれた
９０
。
一八五九年六月二四日にイタリアのソルフェ ノで展開されたイタリア統一戦争にお
ける最大の激戦「ソルフェリノの戦い」が起こり、翌二五日に町 やっ きた三一歳のスイス人青年実業家アンリ・デュナン（
1787～
1875,Jean Henni Dunant）は献身的に看護を
行う村人とともに、夥しい数 負傷兵 看護に従事した
９１
。アンリ・デュナンは戦争の傷
病者はもはや兵士ではなく、一人の人間として収容し、看護しなけ ばならないと唱え、それがきっかけ なり、六三年一〇月二六日から二九日まで救護社設立の会議がジュネーブで開かれ、最終日の二九日に「赤十字規約」が採択され 救護組織の目的と活動規則が定められた
９２
。
翌六四年八月スイスのジュネーブに、軍の衛生部隊の要員と施設、救急馬車を局外中立
とするた の国際条約を締結す ことを目的として、一六ヵ国の政府代表二六名が集まり会議が開催された。その結果、 イス・フランス・イタリア・プロイセン・オランダ・デンマーク・スペイン・ポルトガル・ベルギー・バーデン・ヘッセ・ウェルテンベルグの一二ヵ国の代表により「戦地にある軍隊の傷病者救護の めの 八 四年八月二二日のジュネーブ条約」 （赤十字条約）が締結された
９３
。さらに、翌月の九月二〇日には、新たに一
三ヵ国が条約を批准し、その中には、ウィリ の母国イギリスも加盟国となっていた
９４
。
また、アメリカが赤十字条約に加盟するのは一八八二年だが 一八六一年から六五年の
南北戦争では、両軍合わせて六一万八千名もの戦死者（病死者四一万名を含む）を出 、アメリカ合衆国はその反省から、六三年四月二四日にリンカーン大統領により、 「 ーバー法（綱領） 」が公布されていた。 「リーバー法」は、野戦病院 その要員を局外中立とみなして保護し、捕虜としないこと、傷病者に対して人道的な待遇を行う 、捕虜に意図的な苦痛を課すことや過酷な拘禁や復仇 報復） を禁止することなどを規定したものであり
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この法典化した綱領が近代における戦争法をはじめて規定したものであった
９５
。
ウィリスは、このような人道主義に基づく赤十字思想がヨーロッパをはじめ世界で徐々
に広がっている時代に、戊辰戦争では多くの捕虜が命を取られ、負傷兵が治療を受けられないまま死を迎えている現状に驚き、歎き、自ら会津に出向き、敵味方の別なく治療を施すという人道思想に基づく治療を実践したのであった。ウィリスの報告書には、会津で治療した官軍の負傷兵は九百名、敵兵である会津藩の負傷兵七百名の治療を行っ ことが報告されている
９６
。
戊辰戦争では、戊辰戦争の報を聞き、フランス留学から急遽帰国した医師高松凌雲
９７
が、知友の榎本武揚（一八三六～一九一六）が、蝦夷地 脱走した際、榎本軍に加わり、函館に病院を開き、榎本軍や官軍の区別な 、約一千四百名 傷病兵の治療にあたったことは、人道主義 実践であり、後の赤十字社と同じ精神であったと評価されている
９８
。
ウィリスの人道主義への提言は、未だ人道主義という概念がなかったわが国に、欧米列
強における戦場医療の有り方を示唆した重要な提言であった。すでに世界各国に広まる人道主義思想の受容は 従軍した日本の医師、政府軍要人らに戦場医療の課題 して認識された。人道主義の受容は、西洋医学によ 医教育、患者の処置を補助し生活を整える看護人の確保、衛生材料の補充システムの確立などとともに、明治政府の重要な のひとつとなっ註１
本章において、戊辰戦争に関して参考とした書籍を以下に列挙する。星亮一『会津落城―戊辰戦争最大の悲劇』 （中公新書、二〇〇七年四版） 、星亮一・戊辰戦争研究会編『新選組を歩く―幕末最強の剣客集団その足跡を探して』 （光人社 二〇一一年） 、 『歴史読本』編集部編『カメラが撮らえた会津戊辰戦争』 （新人物往来 、 二 佐々木克『戊辰戦争―敗者の明治維新 一三 三三版） 。
２
同盟に参加した藩は以下の通りである。仙台伊達睦奥守 宮城、六二万５千石） 、米沢上杉弾正大弼（山形、一八万石） 、盛岡南部美濃守（岩手、二〇万石） 秋田左竹右京大夫（秋田、二〇万五千石） 、弘前津軽越 守（青森、一 万石） 、二本松丹羽 京太夫（福島、一〇万七〇〇石） 、守山松平大学頭（福島、二万石） 新庄戸沢中務大輔（山形、六万八二〇〇石） 、八戸南部遠江 （青森、二万石） 棚倉阿部美濃守（福島六万四〇〇石） 中村相馬因幡守（福島 六万石） 、三春秋田万之助（福島、五万石）山形水野真次郎（山形、五 石） 、平安藤理三郎（福島 万石） 松前松前志摩守（北海道、三万石） 、福島板倉甲斐守（福島、三万石） 、本荘六郷兵庫頭（秋田、二 一石） 、泉本多能登守（福島 万石） 、亀田岩城左京太夫 秋田 湯長谷内藤長寿丸（福島、一万五千 下手渡立花出雲守（福島 一万石） 矢島生駒大内蔵 八千石） 、一ノ関田村右 太 岩手 三万石） 上ノ山藤井伊豆守（山形、三万石） 天童織田兵部大輔（山 二 新発田溝口誠之助（新潟、一〇万石） 、村上内藤紀伊守（新潟、五万九千石） 村松堀右京亮（新潟、三万石） 、三根山牧野伊勢守（新潟、一万千石） 、長岡牧野備中 新潟 七 四千石） 黒川柳沢伊勢守（新潟、一万石）の計三一藩。
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３ 一八五八年一月一
五日、江戸での種痘所の開設が許可され、神田お玉ヶ池種痘所が誕生
した（現在の東京大学医学部の淵源のひとつとされる） 。
その後下谷御徒町（現、東京
都台東区東一丁目）に移り、一八六〇年一〇
月四日には、お玉ヶ池種痘所は幕府直轄の
施設となった。一八六一年
一一月二
五日には「西洋医学所」と改称され、種痘・解剖・
教育の三科が設けられた。初代頭取は江戸の蘭学医大槻俊斎。大槻が六二年四月に病死後、緒方洪庵 頭取となる 洪庵もまた六三年六月に死去したことで、長崎でポンペに修学し、六二年から奥詰医師と医学所頭取助を兼務していた松本良
順が、六三年から奥
医師・医学所頭取のポストと在校生三〇名を引き継ぐ。松本は、ポンペ式の近代医学教育に切り替え、窮理（物理） ・舎密（化学） ・薬剤・解剖・生理・病理・療養・内科・外科の九科を定めて講義を行 ていた。
 
４ 緒方洪庵（一八一〇～六 ）
備中（岡山） 。一
七歳で蘭学医中天游の私塾思々斎塾に入
り西洋医学修行を始めた。江戸では蘭学医坪井信道の塾に入門（ 八三一～一八三五年）し、オランダ語の読解力を身につけた。 八三 天保七）年には天游の遺子耕介を連れて長崎に赴く。三八（天保九）年長崎での勉学を終え、三月に大
阪に「適塾」を開く。
適塾では福沢諭吉、大村益次郎 高松凌雲、長与專斎、佐野常民ら多く 門人を輩出た。一八六二年八月 蘭学医と 業績 認め て 当時の医師 最高位である奥医師に就任 江戸西洋医 所の頭取を兼務する 洪庵については 中田雅博『緒方洪庵―幕末の医と教え―』 （思文閣出版 二〇〇九年 を参照。
 
５ ペリー来航に危機感を持った徳川幕府に対して、西洋式海軍伝習と造船所建設 ため助力をオランダが申 出る。一八五五年七月にオランダ東インド艦隊海軍中佐、ヘルハルドウス・ファビウス（
Gerhardus  
Fabius,1803～
1888）が司令官として来日。その
際オランダより「観光丸」が贈呈される。ペルス・ライケン
G
.C.C.Pels  
Rijcken
、在
日期間一八五五～一八五七） スーンビン号 艦長
として来航し、ファビウスが四ヵ月
滞在し帰国後、派遣隊在留分隊二
二名の隊長として、蒸気船を運転操縦して航海する教
育を伝
習した。この時選ばれた三名
の指導官要員のひとりに勝麟太郎がいた。一八五七
年にリーダー・ハ セン・ファン・カッテンディーケ
W
.J.C.Ridder.H
uijrssen
 
van
 
K
attendike、
在日期間一八五七～一八五九）が、第二次海軍教育班三
七名を率いて一八
五七年にヤパン（
Japan
）号で来崎した。ヤパン号は「咸臨丸」とし改名される。
 
６ 神谷昭典『日本近代医学のあけぼの―維新政権と医学教育』 医療図書出版社、 九八〇年第二刷）一七頁。
 
 
７ 神谷『日本近代医学のあけぼの』一七頁。二四―二五頁。神谷は 学 伝習 軍事という国家目的に沿って組織化するためには、当然その形態は、直参ならびに諸藩から俊秀の士を貢進させ、外人教師によ 西洋科学教育を官費で講授せしめ という、のちの帝国大学なる「官製モデ
ル」以外にはないとし、医学の伝習であってもそれが国家目的
となる以上、教官は医官たる軍医将校でなければならず、学生は武士でなければならなかったとしている。そして松本良順は最もこ 理を理解し 熱心に実行した指導者であったと評価
 
８ 足立寛（一八四二～一九一七）遠江
国
（静岡） 。適塾に一八六二年に入門（入門番号六
〇七
、姓名録は足立藤三郎
） 。翌六三年には洪庵を追い、江戸で医学所に入
り、助教と
して蘭学、理化学を担当す
る。一八六九年東校中助教兼寮長 その後一八七四年には四
等教授になるが、翌七五年に長官に抗し罷免
となる。その後陸軍軍医
正
、軍医総監
にま
で累進する
。軍医部創始者の一人で、陸軍軍医学校教官
、同校長、陸軍医務局長を務め、
軍医の育成にも尽力した。陸軍軍医学校では、
初めて消毒法講義を行
た。多数の論文を
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翻訳した。陸軍退官後は赤十字社講師を勤め『看護法教程』 （一八九八年）を発行するなど、看護婦教育にも携わる。
９
田代基徳（一八三九～九八）豊前中津（大分） 。一八六一年適塾に入門（入門番号五七九）し、洪庵とともに江戸に出て医学所に入る。専門は外科・解剖。明治となり文部省に出仕 たのち、一八七四年より陸軍出仕。軍医監、陸軍軍医学校長、軍医部長を務める。一八七四年にアメリカの看護書の中から「看護婦の心得」の章を翻訳し、 『看病心得草』と題し出版した。田代 発行については、平尾真智子「明治最初の翻訳護書の原著解明と看護史上の意義―田代基徳閲・岡田宗訳『看護心得草』 （明治七年） 」（ 『日本医史学雑誌』五九巻三号、二〇一三年）三九一―四〇五頁、がある。
１０
石黒忠悳『懐旧九十年』 （岩波書店、一九八三年）一五七頁。
１１
小川・酒井 松本順自伝・長与專斎自伝』六六―六七頁。
１２
弾左衛門に関しては以下の書籍を参考とした。塩見鮮一郎『弾左衛門とその時代』 （河
出書房新社、河出文庫、二〇〇八 ） 中尾健次『弾左衛門―大江戸もう一つの社会』 （解放 版社、一九九四年） 塩見鮮一郎『解放令の明治維新―賤称廃止をめぐって―』 （河出書房、二〇 一年） 、星亮 ・戊辰戦争研究会編『新選組を歩く』一二八―一二九頁。浅草の矢野弾左衛門は、三千石の大名に匹敵するほど 財力を持っていた 良順の計らいで、一八六八年四月 日平民に取立てられ矢島内記 名乗り、配下二百名にはフランス式調練を受けさせ 甲州に出立し、新選組 一時期行動を共にした時期もあった。のちに弾直樹と改名。
１３
塩見『弾左衛門とその時代』二四頁。
１４
太田雄寧
（一八五一～八一）医師の長男として出生し、松本良順に師事して西洋医学
を学ぶ。戊辰戦争では、松本良順と船橋駅で別れている。 八七五年にアメリカに留学し、化学、製薬学を学び 帰国後七七年二月、医学雑誌「東京医事新誌」を創刊（雄寧の死後も発刊され、一九六〇年一二月に廃刊。欧米 『薬物鑑法 式化学』など、製薬学、化 、養生論、温泉論など多領域にわたる著書を執筆 た。太田雄寧訳纂の 看護心得』の原著は ロバート・Ｅ・グリフィス
(Robert  Eglesfeld  Griffith、
1798～
1850)著『一般処方集
(A  Universal  For
mu
l
ar
y 
』第三版であった。 「東京医事新誌」
は、一八七九年一一月二二日発行の「東京医事新誌」第八七号 論説「看護人教育の切要」を掲載しており 雄寧は系統的な看護教育が開始される以前より看護教育の必要性を認識していた一人であった。雄寧に関する先行研究には、樋野恵子「明治初期における医療の一分野としての看護―医師太田雄寧訳纂『看護心得』の原著解明と比較検討―」（ 『日本医史学雑誌』第五四巻第四号、二〇〇八年）三七三―三八六頁がある。
１５
佐藤泰然（一八〇四～七二）武蔵国川崎稲毛に生まれる。一八三〇（天保元）年に二
七歳で医学 志し、高 長英などに師事し、後 長崎へ遊学、オランダ通詞 蘭 大石良逸、楢林栄達などに学ぶ。一八四四年（天保一四）年に長女つるの夫、林洞海に家督を譲り 下総佐倉に移住し、姓を佐藤に改める。佐倉 開業医とな 側ら 蘭学塾 順天堂」を設け、一八五三年には正式に佐倉藩医とな 。 時代 順天堂は 高度な外科が評判となり 「東の長崎」との異名で全国各地から西洋医 をおさめに医学生が集まった。松本 順は二男。養子 舜海（尚中） 。
１６
南部精一郎（一八三四～一九一二、明治四年頃より精一）信夫郡上飯坂村の横山主税
の長男として生まれる。一八五六（安政三
)年に佐藤泰然の門に入り、会津藩藩医にも選
ばれる。一八六〇年から四年間長崎でポンペから蘭学を学び、同時に松本良順の門人となる（その時の名は鈴木瑞愼） 。その後、京都守護職松平容保の藩医と同時に、新選組
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の治療にもあたった。会津落城後は、実姉の嫁ぎ先である伊達郡保原町に移り住むが、西軍に捕縛され、士族から平民に降格放免される。一八七一年に上京し順天堂佐藤尚中に再度外科を学び 札幌では梅毒院を建て駆梅に尽力した。札幌、四国松山市、静岡市岩手県などで病院長などに就任したが、一八八九（明治二二）年以降は飯坂で開業医として過ごした。良順の古希 も出席するなど生涯を通して良順との親交 続いた。七七歳で老衰で死去 南部精一郎については、酒井シヅ監修・日本医師会編『医界風土記
北
海
道・東北編』 （思文閣出版、一九九四年）一九五―二〇〇頁参照。
１７
「太政官日誌」一六九号で、 「未ダ行ハレ難キ儀モコレアリ、暫時、病院ノ名目」を辞めて「軍務治療所」を唱えることについてのおふれが出る。しか 、結局「病院」が定着した。
１８
中田『緒方洪庵』三二二頁には適塾入門番号四四六に古川春龍の名を確認できる。春
龍は会津の出身で、長崎のボードウィンに師事し、戊辰戦争で帰藩し、良順の助手を務め、良順のあと会津城内の病院 主宰した あり明治三年に没。この古川春英と春龍が同じ人物かは不明
１９
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」四五頁。
２０
酒井・日本医史会編『医界風土記北海道・東北編』一九六頁。
２１
星・戊辰戦争研究 新選組を歩く』 〇四頁。
２２
小川 酒井『松本順自伝・長与專斎自伝 七一頁。
２３
小川・酒井『松本順自伝・長与專斎自伝』七二頁。
２４
小川・酒井『松本順自伝・長与專斎自伝』五〇―五二頁。酒井・日本医師会編『医界
風土記北海道・東北篇』一九六―一九七頁には、南部は京都守護職松平容保の藩医として京都木屋町の芸者町の中の一軒 家を二つに仕切って八畳と六畳 分けて住んでおり、南部の家には良順や近藤がよく訪ね きたとある。
２５
小川・酒井『松本順自伝・長与專斎自伝』五二頁。
２６
小川・酒井『松本順自伝・長与專斎自伝』七二頁。
２７
星『会津落城』一三二―一三四頁。
２８
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』の付録一六九
２９
児島襄『大山巌第一巻幕末・維新』 （文藝春秋、一九七七年第一刷）一八九―一九〇
頁
。
３０
大山弥助
(巌
)（一八四二～一九一六）薩摩藩士で、西郷隆盛・西郷従道の従兄弟。江川
塾で砲術を学び、戊辰戦争では薩摩藩兵の砲術長。 八 九年に軍事視察で渡欧。帰国後の一八七一年陸軍少将に任ぜられ、同年再度渡仏留学して軍政を学ぶ。一八八〇（明治一三）年には陸軍卿・参議となり、山県有朋とドイツ式軍制を取り入れる。一 八四年には欧米各地を視察し 八五年に内閣制度が作られた時に初代陸軍大臣 なる。日清戦争で 総司令官、日露戦争では満州軍総司令官。最初の元帥、のちの内大臣。
３１
大久保一蔵（利道） （一八三〇～七八）薩摩藩士。西郷隆盛と公武合体運動を展開する
が、討幕派の急進人物となる。明治新政府では参議となり、版籍奉還、廃藩置県などの実現に力を尽くす。岩倉使節団の副使として渡米。大蔵卿と内務省の内務卿を兼任し、政府の実権 握る。殖産興業も推し進めるが、一八七八年五月一四日暗殺される。
３２
大山元帥伝刊行会『元帥公爵 巌』 （マツノ書店、二〇一 年） 「第九章英医『ウ
キ
リス』の招聘」二九七―三一〇頁参照。
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３３
神谷『日本近代医学のあけぼの』二八―二九頁。ウィリスを京都に呼ぶことに関して
は、西郷隆盛が藩主島津忠義の名で大久保一蔵を介して朝廷に提出した願書の記録。 「復古記」巻二四、
明治元年正月二四日の記録。
３４
寺島宗則（維新前の名は松木弘安、一八三 ～九八） 。薩摩藩士。蘭学を学び、戸塚静
海の塾に学ぶ。和親条約締結後は、洋学所に設立準備に着手 、一八五六年に藩書調所が創設された際には、既に蘭学者としては有名であり教授手伝いとなる。一八六二年の文久遣欧使節団には傭医師兼翻訳方 随行し、福澤諭吉、箕作秋坪と病院および学校の調査を担当し報告書をまとめた。一八六八年九月に神奈川県知事に任命されると、電信機敷設、造幣器械の購入 灯台の建設など、近代化の政策を行った。外務卿、文部卿、駐米公使 枢密顧問などを歴任。
３５
五代才助 （友厚） （一八三五～八五） 薩摩藩士。 藩命で長崎に留学し海軍伝習所に入り、
航海術・砲術・測量術を学ぶ。薩英戦争に敗れた薩摩藩は、西洋 軍事力 対抗するために西洋文明を学ぶこと 痛感し 開明的な考えをもっていた五代才助（友厚）は、藩に「五代才助上申書」を提出、その結果、薩摩藩は一八六五年一月、イギリス海軍の技術を学ぶため、グラバー商会 介して密航という形でイギリスに選抜した薩摩藩士一六名を留 生兼遣英使節団として派遣 た 五代 視察員（船奉行副役）の一人として関研蔵という変名で渡航。他に同役割で松木弘安（変名 出水泉蔵）が、開成所諸生二等には、維新後文部官僚となり文部大臣 歴任 た森有礼もいた。この留学の縁で藩とイギリスとは友好関係が成立していた。五代 大阪商法会議所初代会頭。
３６
アーネスト・サトウ（
Sir Ernest M
ason Satow
、一八四三～一九二九）ロンドンのク
ラップトンに生まれた。一八歳の時に、イギリス外務省の通訳生試験に合格し、希望した日本駐在を命ぜら 六二年九月八日に横浜港 着く 一週間も経 ないうちに生麦事件がおこるなど、明治維新前後を青年外交官として二 年間日本 滞在し、様々な出来事に通訳官 書記官としてそ 歴史的出来事に関わる。一九〇六年スに帰国。 滞 中 日本語の言語に習熟しただけでなく、歴史 宗教 風俗なども徹底して研究し、日本文化の紹介者でもあった 多くの著述 残し、その目録は、アーネスト・サトウ著 坂田精一訳『一外交官の見 治維新（下） 』 （岩波文庫 二〇〇九年第六九刷）二六三―二七〇頁に掲載されている。
３７
神谷『日本近代医学のあけぼの』二八頁。
３８
長与專斎（一八三八～一九〇二）肥前（長崎） 。祖父長与俊達は大村藩藩医であり、人
痘種痘の腕種法の改良を行い、いちはやくモーニッケ病苗を大村藩 もたらした人物でその祖父に薫陶を受けて育つ 一八五四年 適塾に入門（入門番号三〇一）し 福沢諭吉の後塾頭を務めた。塾在六年目のとき 、洪庵より長崎 西洋医学 学ぶことを勧められ、ポンペ、ボードウィン、マンスフェル ら 師事。一八六 年には精得館 のちの長崎医学校）の頭取に就任しマンスフェルトと医学教育 開始。文部省に出仕を命ぜられ、一八七一年には岩倉使節団 参加、欧米諸国の医学教育 医療制度の調査に担当した。帰国後医務局長
(衛生局長
)に就任、 「医制」制定に深く係わるなど、日本の近代的
医事行政 創始者。
３９
伴忠康 『適塾と長与專斎―衛生学と松香私志』 （創元社、 一九 七年第一版） 一二〇頁。
４０
アルベルト・ボードウィン（
Albertus Johannes Bauduin
、一八二二～八五）オラン
ダのドルドレヒトに生まれる。一八四三 にユ レヒ 陸軍軍医学校を卒業後、同校に勤務していたが、ポンペの後任として一八六二年一〇月 八 に四〇歳で長崎 着任した。眼科に詳しくヘルムホルツ発明の検眼鏡を日本に伝えた。長崎養生所は六五年に精
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得館と改称され、翌六六年に任期を終える。緒方惟準（おがたこれよし、緒方洪庵の次男） 、松本銈太郎（まつもとけいたろう、松本良順の長男） 幕命に りヨーロッパ留学するのに同伴した。再来日後、六八年明治新政府はボードインを大阪 招聘、翌六九年四月に発足した大阪府仮病院（大阪大学医学部の前身）で教頭として講義を開始する。講義は、軍陣繃帯学、軍陣外科学、軍陣衛生学、赤十字規則などを担当 、ボードインの長崎での弟子橋本綱常が通訳をした。幕府瓦解後も大阪の病院 えていたが、ツ医学の採用により帰国を予定してい ドイツ医師の来日遅延のため、大学東校の講義を一時期引き受けた。一八七〇年にオランダに帰国後、七九年には勲四等旭日小綬章が日本政府より送られ
４１
ファン・マンスフェルト（
G
.G
.van M
ansvelt、一八三二～一九一二）ユトレヒト陸軍
軍医学校卒業、ボードインの後任 して精得館に赴任した。在日期間一八六六年七月～一八七九年。 長与とともに 長崎医学校を発足させ、 厳格で精密な医学教育を開始した。五年の任期を終えたあとは、熊本古城 の創始に係わり（一 七一～七四年） 、教え子に北里柴三郎がいる。その後、京都府療養病院（一八七六～七 ） 大阪病院（一八七八～七九年）でも教鞭を り、滞日は 四年に及んだ。オランダに帰国 は種痘局長となった。一八八六年には、勲四等旭 小綬章が日本政府より送られた。
４２
大村益次郎（一八二五～六九）長州の代々医者を業とする家に生まれ、苗字は村田、
通称は、良庵、蔵六と名乗った。防府 蘭学医、梅田幽斎のもとで医術と蘭学の基礎を学んだのち、一 四 （弘化三）年に適塾に入門（入門番号五二番） その後 時郷里で開業するが 伊予宇和島藩に出仕、西洋兵学に転向。江戸で鳩居（きゅうきょ）堂を開塾、また幕府の蕃書調所や講武所に出仕した。六五年三月には、長州藩の「兵学校御用掛」として軍制改革、長州征伐・戊辰戦争 活躍。官軍を指揮して上野の彰義隊を撃破。明治政府の兵部大輔に就任し、国民皆兵主義による徴兵制度と統一され 近代軍隊の創設をめざし、新政 軍制改革に着手、近代兵制医 確立 尽力 。一八六九年九月京都で刺客に襲われる。敗血症を併発し、大阪 仮病院 大腿よりの切断術を受けるが、一一月五日死亡。没四五才。
４３
神谷『日本近代医学のあけぼの』二八頁。
４４
神谷『日本近代医学のあけぼの』二八頁。中田『緒方洪庵』三二〇―三八〇頁に掲載
されている適塾門下生一覧には、薩摩藩（鹿児島県）から入塾し 門人 名である。現在の九州の県単位で比較すると 福岡県三三名、大分県二一名 佐賀県三五県一九名、熊本 九名、宮崎県七名であり鹿児島県が最も少ない。ちなみに最 門人名を連ねている山口県（周防、長門） 五六名であ
４５
荒井保男『日本近代医学の黎明―横浜医療事始め （中央公論新社、二〇一一年）六〇
―六一頁。
４６
鮫島近二『明治維新と英医ウィリス』 （日本医 新報社、一九七三年）六四頁。一六三
―六九頁。ウィリスが相国寺内の養源院の薩摩病院で治療した負傷者の中には 頸部銃創を負った西郷隆盛の弟慎吾（従道）がいた。ウィリスの治療 より頸部の銃創も全癒するなど、ウィリスは非常な名声を博することになった。ウィリスは 三月二日に神戸に帰還し、同日付で京都の医療活動 報告書を提出した。
４７
石神良策（一八二一～七五）薩摩鹿児島藩医。一八四三年二三歳 時に長崎に遊学し、
七年間蘭方医学 独学で学ぶ 鹿児島における種痘の実施をはじめ ことで有 。一八五〇（嘉永三）年に鹿児島に戻り、石神塾を開く。戊辰戦争 ウィリスの下 治療にあ
56 
ったのち、一八六九年には医学校開設のために鹿児島に戻り、鹿児島医学校教授。一八七二年には海軍病院長となる。鹿児島時代の門人に高木兼寛がいる。
４８
荒井『日本近代医学の黎明』六五頁。
４９
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』三四六頁。横浜軍陣病院で、ウィリスに依
頼され治療に従事したシッドルの報告書「日本陸軍にかんする報告書」 （一八六九年三月三〇日に提出） 、ウィリス 京都での治療に成果があったことから、 「日本当局が北国の大名との戦闘による負傷兵を彼の看護下にゆだね いと望んだ」と書かれている。
５０
大鳥蘭三郎「近世日本病院略史（四） 」 （ 『中外医事新報』一二二四号、一九三五年十月）
四〇四―六頁。
５１
わが国最初の軍事病院は、長州藩が幕長戦争で一八六六年四月に鴻城・高森・吉田に
開設した三病院である。横浜軍陣病院 仮 、横浜病院、養生所、修文館、野戦病院、天朝病院等の異名があった。
５２
ジョセフ・バウアー・シッドル（
Joseph Bower  Siddall、一八四〇～一九二五）イギ
リスのダービーシャー州生まれ セント・トーマス病院医学校を卒業。セント・トーマス病院 外科研修医、ブラックバーン病院で勤務後 一八六八年に駐日公使館付医官として来日。ウィリスが戊辰戦争の東北地方に従軍してい 期間、横浜軍陣病院、東京大病院で、一八六九年まで治療にあたった。一八七〇年からは横浜外人居留地六七番で開業する。 帰国後は、 治安判事となり医療からは遠のく。 在日期間は一八六八～七四年。
５３
佐藤舜海とは、佐藤尚中であり、 羽 伏見の戦いの傷兵が江戸に後送されてきたと
き、佐藤尚中は養嗣子進と共に、芝新銭座 会津藩邸中屋敷で将兵三〇名余命 治療にあたっていた。その後五月半ば は、横浜軍陣病院に所属していた。尚中の所属する佐倉藩は会津藩とのつながりも強く、尚中の立場は複雑なものであり、戊辰戦争を通しての動静も複雑なも があり 白河口 山道軍の軍医長は息子 佐藤進が勤めている。尚中 戊辰戦争の動静と立場に関する研究成果が 神谷『日本近代医学のあけぼの』二九―三六頁に詳細に書かれている。神谷は 尚中は薩摩藩の繋 りが深く、維新新政府での重用となったとしている。
５４
荒井『日本近代医学の黎明』六六―六七頁。
５５
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』一七六頁。
５６
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』三四六頁。シッドルの報告によると、横浜
軍陣病院は外人墓地からほぼ二マイルのところにあ 大きな日本家屋を病院として負傷兵を収容し、それぞれ個室をあてがわ た 、二～三週間して患者数が急速に増大し、 「止むを得ず付近 茶屋数件に分宿させた」と 。そのため診察 は患者のいる家を回らなくて ならず、多くの時間を損失する とが治療の妨げにもな ことから、新しい病院が設けられた。新しく病棟とし 改修 れ は 元厩として使用されていた兵舎であり 約六〇〇ヤードの奥行の る構内に、長さ二五〇ヤードで一五ヤ ド間隔に並んだ二列の一階建 家屋と、各三〇ヤードの長さ 二階建ての建物六棟であった
５７
大鳥「近世日本病院略史（四） 」四〇六頁
５８
中西淳朗「横浜軍陣病院の介抱女」 （ 医史学雑誌』第四二巻第四号、一九九六年一
二月）六五六―五七頁。中西は、横浜軍陣病院の日記（日本医史学雑誌・復刻版第一七巻
附録・昭和一九年・思文閣出版）か 、介抱女の記事を抽出し そ 実態を調べた 中西は、介抱女は五十才以上の老女であり 給与は他の職員よりは高 ったが、 東京府大病院で作った規則では、投薬・起臥・着替え 手伝いが看病人の主 仕事で ること
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から、横浜軍陣病院の介抱女は、 「わが国における職業としての看護婦の最初」と位置付ける説を否定する資料であることを、学会例会にて発表している。
５９
荒井『日本近代医学の黎明』六八頁。ウィリスが七月二一日にパークスに提出した報
告書には、患者数は一七六名、その内訳は薩摩一二〇名、長州二三名、土佐一八名、豆州六名、備前五名、戸田三名、大村一名と記載されている（コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』一七八頁） 。
６０
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』一七六頁。
６１
山県狂介（有朋） （一八三八～一九二二）長州の生まれ。松下村塾に学ぶ。奇兵隊を率
いて幕軍と戦い、戊辰戦争・北越鎮撫・会津征討の参謀 務める。一八六九年兵制視察のため渡欧。帰国後に兵制をフランス式に統一 徴兵制の施行など、新兵制確立にあたり初代陸軍卿となる。伊藤博文とともに明治政府 最高指導者と る。内務大臣、陸軍大臣、総理大臣を務め、墓碑には、枢密院議長元帥陸軍大将従一位大勲位功 級公爵と刻まれている。
６２
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」四五―四六頁。
６３
木村紀八郎『大村益次郎伝』 （鳥影社、二〇一〇年初版） 七八頁。
６４
山県有朋の手記「越の山嵐」 （陸軍省編修掛編・発行『越の山嵐 九三〇年）一三二
頁に、西園寺公が訪れ 記録が残っている。 「此日（六月十六日）西園寺、四条ノ両公同行シテ関原ニ来ラレタリ、両公ハ戦地実見 旁 軍隊慰労ノ為メ 去ル十四日ノ夜ニ柏崎マデ来ラレ、本日関原ヘ来リ給ヒシニテ十七日ニハ怪我人 養生所（今日ノ所謂ユル野戦病院又ハ兵站病院ナリ）ヲ視察セラレ、 八 には、初版ヘ慰労ノ言ヲ賜ハリタリ」
６５
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」四七頁。
６６
神谷『日本近代医学のあけぼ 』三二頁。
６７
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」四七頁。
６８
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二〇一頁。
６９
佐久間「 『奥羽出張病院日記』 研究（承前） 」三三七四
７０
コータッツィ ある英人医師の幕末維新』一八四―一八五頁。
７１
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二〇二頁。
７２
鮫島『明治維新と英医ウィリス』一六九頁。大山巌の要請を受けて初めて相国寺の薩
摩藩病院に治療に訪れた時の感想。
７３
鮫島『明治維新と英医ウィリス』二〇九頁。
７４
コータッツィ ある 人医師の幕末維新 二〇二
７５
鮫島『明治維新と英医ウィリス』一一五頁。
７６
コータッツィ ある 人医師の幕末維新 三六
７７
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二〇二頁。
７８
コータッツィ ある英人医師の幕末維新 二 二
７９
クリスティン・ハレット著、中村哲也監修、小林政子訳『ヴィジュアル版看護師 歴
史』 （国書刊行会、二〇一四年）四四頁。
８０
ディーター・ジェ タ―著、山本俊一訳『西洋医学史ハンドブック （朝倉書店、一九
九六年）三二五頁。消毒の歴史は、一七七三年にチャールズ・ホワイト（マンチャスター）による厳格な清潔操作、一八四三年オリヴァ・ウェンデル・ホームズ（ボストン）による産褥熱は予防できることを指摘、 、一八六一年にイグナス フィリップ・ゼンメ
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ルヴァイス（ウィーン）による手洗いの励行が主張され、ジョセフ・リスター（グラスゴー）による石灰酸散布が始ま のは一八六八年である。 。
８１
Ｊ．Ａ．ドラン『看護・医療の歴史』二三七頁。
８２
Ｊ．Ａ．ドラン『看護・医療の歴史』二四四頁。
８３
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二一三頁。
８４
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』一七九頁。
８５
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二二 頁。
８６
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二 九頁。
８７
アーネスト・サトウ著、坂田精一訳『一外交官 見た明治維新（下） 』 （岩波書店、二
〇〇九年第六九刷）二二八頁。
８８
井上忠男『戦争と救済の文明史―赤十字国際人道法のなりたち』 （ＰＨＰ研究所、二〇
〇三年）三三頁。
８９
井上『戦争と救済の文明史』三三頁。
９０
井上『戦争と救済の文明史』三九頁。
９１
井上『戦争と救済の文明史』四二―四三頁。
９２
井上『戦争と救済の文明史』四六―四七頁。アンリ・デュナンの提唱にジュネーブ公
益協会会長で法律家のグスタフ・モワニエ（
1826～
1910）のちの赤十字国際委員会第二
代会長） 、スイスの国家的英雄アンリ・デュフ ル将軍
(1787～
1875)、外科医で戦傷医
学の大家ルイ・アッピア（
1818~98） 、外科医のテオドル・モノワール（
1806～
69）の
五人が賛同し、委員会は通称「五人委員会」と呼ばれた。現在の赤十字国際委員会の起源は、一般に五人 の会合が開かれた一八六三年 月一七日とされており、国際赤十字の創立日は同日とされている。但しモワニエは、 ナンの提案を話し合うための最初の会合日である一八六三年二月九日が、赤十字の本当の始まりの日だと回想している。
９３
井上『戦争と救済の文明史』七九―八〇頁。
９４
その他の一二ヵ国は、フランス・スイス・オランダ・イタリア・スペイン・ノルウェ
ー・デンマーク・・ギリシャ・プロイセン・トルコ・メクレ ブルグ・シュヴェリンである。
９５
コータッツィ『ある英人医師 幕末維新』四〇―四一頁。
９６
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二三五頁。
９７
高松凌雲（一八三六～一九一六）筑後国久留米の農家の三男 して生まれる。 十一
歳の時に下級武士の養子となるが、医師にな 決意をし 養家を飛出し脱藩。江戸の蘭方医石川桜所のもとで修業後、一八六一年 適塾に入門（入門番号五八〇）一年在籍した。その後将軍侍医となり、徳川昭武のパ 万国博覧 への参加を目的とした使節団の随員に選ばれ、フランスへ渡る。凌雲はフランス 市民病院オテル・デュウ（
H
O
TEL
D
IEU
・神の国）に通い医学修行に励む。その背景には同じく随行した渋沢篤太夫（栄
一）の配慮があった。函館戦争 は敵味方の区別なく傷病者を治療。一八七 年には同愛社を結成、東京周辺に慈善施設を多数開く。日本史籍協会編『高松凌雲翁経歴談 函館戦争史料』 （ 大学出版会、一九七九年復刻）六四頁には、病院規則を設けて、 「医務心得」 「病者取扱い」 「看病人心得」等を制定したとある 、その内容は書かれ いない。
９８
新村拓編『日本医療史』 （吉川弘文館、二〇〇七年第二刷）二二一頁。
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第三章戦時医療体系の整備と課題
一奥羽出張病院の医療体制
新政府は官軍の総司令官である東征大総督に有栖川宮熾仁親王を選び、正月四日、山陰
道鎮撫総督に西園寺公望を、翌五日に東海道鎮撫総督に橋本実梁を、九日には東山道鎮撫総督に岩倉具定を、北陸道鎮撫総督に高倉永祜を任命し、東征を本格的に始める。二月六日には、それぞれ東海道先鋒総督兼鎮撫使、 山 先鋒 兼鎮撫使、北陸道先鋒総督兼鎮撫使と改め、沢為量 奥羽鎮撫総督（奥羽は先鋒総督なし）とした
１
。
官軍は会津攻めを三方面
(平潟方面、白河方面、高田・新発田方面
)に分れて進軍した。
太平洋海岸沿いをとり平潟方面に進んだ海道軍には関寛斎（阿波藩 が、白河方面に進撃し信濃川の渓谷 の をとった山道軍には、佐藤進（佐 藩）
２
が軍医長として従軍し
た。越後口方面の北越軍には赤川玄櫟（長州藩、ポンペ伝習 松本門）を頭取とし、越前藩の橋本綱維、 綱常
３
兄弟らが従軍した。 各方面の戦場では、 それぞれ従軍した軍医らが、
総督府と連絡を取りながら野戦病院で治療にあたり、重症患者は横浜または東京の大病院へ後送するという手段をとった。
本章では、今まで経験したことのない、銃創により外科的治療を受けた重症患者や増え
続ける負傷兵に対して、どのような医療体制がとら たのかを 関寛斎と橋本綱常に焦点をあてながら明らかにする。
新政府が東征に向け 軍陣医療体制をどのように整えようとしていたのかは、 『復古記』
からその一端を知る事ができる 二月六日、東海道と北陸道の先鋒総督兼鎮撫使から先鋒出張藩に向け、左記のような布告がなされている
４
。
此度、御親征
ニ
付、各藩人数ニ応
シ
、医師召連、陣営ニテ各医打寄、病院相立療治之
手当可致候様、可相心得、御沙汰候事。
東海道先鋒記北陸道先鋒記
それに対し、二月八日に長門（山口）宰相寺内暢三は、左記に示すように、長引く戦争
により多くの負傷者の手当てを国元で行うため医師を差し出す事ができな 事、負傷者の治療は設けられた病院でお願いしたい旨の返事を提出している
５
。
今度、御沙汰之趣
ニ
付、別紙人数差出候ニ付テハ、医師
ヲモ
一同差出、病院ヘ加入可仕
之処、来春之戦争ニ付、傷瘡之モノ多人数、詰合之医師ニテ手合兼候付、国元ヘ申遣
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シ
、未上著不仕候間、此度出兵之間ニ合不申候間、不快尚傷瘡等相受
ケ
候節
ハ
、此度御
一手病院
ニ
於
テ
、療養被仰付候様、兼
テ
奉願候、以上。
又紀州藩では、四〇七名のうち医師二名を召し連れていくことを報告している
６
。この
時期、幕府軍も政府軍も軍医の状況は系統組織づけられたものではなく、各々その所属藩医が戦地に臨む体制であった。しかし、従軍したほとんどの藩医は、西洋外科学を知らない漢方医であった。五月一九日、会津征伐大総督の発令があり、東征大総督熾仁親王が兼任でその長に補され、続いて、東海・東山・北陸三道の鎮撫総督府が廃される。新たに、白河口・平潟口・越後口三道の総督が任命された。
奥羽追討平潟口軍総督には四条隆謌 参謀には木梨清一郎（長州） 、渡辺清左衛門（大
村藩）が任命され、薩摩藩をはじめ、一大隊、五中隊、五一小隊、四砲隊七、九九五名の藩兵が駆り出された
７
。うち一三六名が死亡し、傷者は六九九名（内死亡九七名）との記
録が残されている
８
。この平潟方面の海道軍の軍医長となったのは阿波藩医関寛斎であっ
た。
寛斎は、一八四八（嘉永元）年一八歳で佐藤泰然の門に入り、五年間勉学した後、千葉
銚子で開業、一八六〇年には醤油業を営む豪商浜口儀兵衛の援助で長崎に留学した。長崎ではポンペに師事し、ポンペと松本良順によって構築された医学教育のカリキュラムで医学を学んだひとりであった。 寛斎 三三歳 時 阿波藩の御典医となったことで 、 官軍の追討令に伴い、 東下部隊に阿波藩士も参加すること 隊付医師として 路江戸 下った。
寛斎は、五月一五日に起こった上野彰義隊の戦での負傷兵治療のため、大総督府の命令
で神田講武所 開設され 病院で治療にあたった。関寛斎の「戊辰役 陣病院日記」によると、その病院からウィリスの治療を受けるため、横浜軍陣病院へ負傷兵を護送 た記録が残されている
９
。
そこでの治療が、大総督府の西郷隆盛や軍務官判事となっていた大村益次郎の目にもと
まり、六月八日 寛斎は大総督府から至急登城するように の呼び出しを受け、参謀渡辺清左衛門から書付けを渡され、奥羽出張病院頭取の命が下された
１０
。
来ル十一日乗船ニテ兵隊千人斗リ御出兵
ニ
相成候ニ付キ、御時会柄殊
ニ
炎暑之時節
ニ
モ有之候間、銃創其余手厚ク用意可仕仍
而者
追
而
諸藩医御引揚
ニ
相成御渡
ニ
モ相成可申
候得共、不取敢右御用意向可有之見込書差 可申旨被達候
翌九日には、準備金として八二〇両が寛斎に渡され、医療器具の準備は横浜病院（頭取
有馬意運）の協力を得て準備をするように連絡が届けられた。寛斎は門人斉藤龍安と古川洪堂門人中村洪斉を助手として同伴させる許可を得て、早速準備に取り掛かる。寛斎は越前屋より薬種、浴衣、晒木綿、外科道具を購入し、一一日一三時 出発し、一七日 は、平潟村「地福院」 （神護山地福院海徳寺） 奥羽出張病院として治療を開始する
１１
。
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寛斎はこの奥羽出張病院（以下、出張病院と記す）頭取に任命された六月八日より、十
二月一五日の本営引き渡しまでの約六ヶ月間の記録を、 「奥羽出張病院日記」 （以下、 「奥羽日記」とする）と題し、その運営記録を残した。奥羽日記は五巻に分冊され、主に寛斎が記入しているが、筆跡からは三名以上 医師が担当していたと考えられている
１２
。原本は
北海道陸別町郷土資料室に保存されている
１３
。
南関東を制圧した政府軍は、太平洋海岸線から同盟国を攻める方針を打ち立て、六月六
日から二〇日にかけて約千五百名の兵士を平潟港に上陸させた。政府軍は後続の援軍が上陸するのを待ち、平から相馬をぬき、そのまま仙台まで攻撃することを計画した
１４
。
寛斎が頭取を命じられた出張病院 、野戦病院としての機能を持つものであった。寛斎
は野戦病院である病院の設置場所を追討軍の動きに合わせ、六月一七日から七月二二迄は平潟、 翌二三 海路小名浜に移転し数日滞在、 二七日には平に移動し、 寺院に本院を、裕福な町人宅などに分局を置いた。病院の設置場所は 七月二二日 日記には 出張病院滞在中に世話になった施設として 地福院の他に、由右衛門宅（六月二五日に慢性病院として開設） ・善十・橋本屋・念仏堂夫妻等、町人宅も明記されている
１５
。
また寛斎は到着後、藩兵と地域の住民にチフス患者が発生するが、寛斎は山上の念仏堂
を熱病院として隔離対策を実施 。この隔離対策は、長崎でコレラが大流行した際に、寛斎がポンペから学んだ伝染病拡大防止対策の実践であった。
「地福院」を仮病院とした寛斎は、翌一八日参謀らと相談し、平潟並びに川越藩医らを
「付属医」 とし、 隔日で朝五時 （八時） より七時 （一六時） まで出勤させることを決める
１６
。
付属医として現地徴用したのは、中西玄隆（川越藩医、八月二〇日帰宅） 、小松秀謙 川越藩医、八月末まで） 、篠田本奄（庵） （平潟在住 町医、東京引揚解放ま ） 、下山田主計（潟在住の町 、八月二〇日帰宅） 四名であり、 名一組で出勤し治療 あ った。
「奥羽日記」に書かれている出張 機構図には、病院の付属医は計二五名、その他現
地協力医師は一九名の名前が記されている
１７
。 二五名の名簿と各自に支払われた月給の一
覧は、表１
１８
に示す通りであるが、付属医は、寛斎の門人、知人やその紹介、現地徴用、
各藩医、出張病院の寛斎に入門して腕を磨い 付属医 取り立てられた者（現地徴用医の子弟など） であった
１９
。 八月三日の日記には、 「追々手負人相増且諸藩病院江相残シモ多
分
ニ相成候ニ付当地並最寄之医師雇上ケニ仕候召平潟表ニ地下医師相雇候通リ一ヶ月三両
ヅツ月給被下置度奉存候」とあり 現地協力医師らにはひと月三両が支払われていた
２０
。
戦線が北へ向かうに従い、野戦病院は分院を設けて移動をした。分院は現地の寺院に本
院を、他に裕福な町人宅などを分局として負傷兵を収容し 寛斎は西洋の治療知識を活用して銃創者の手当、消毒の実施、器具を用いた銃弾の摘出、下肢又は指の切断術 破砕骨摘出などの手術を行った。出張病院の記録には 銃・砲弾による創の手当は二二七件、手術を受けた者二六名、下肢切断一件 指切断二件、銃弾 摘出一七件、破砕骨摘出二件の記載があり、そ うち四名が死亡している
２１
。
銃撃戦による負傷兵に、寛斎は野戦病院で出来うる限りの処置・手術を施すが、重症者
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は入院期間が長期に及ぶことも予測された。そのため六月二一日には、参謀から重症患者は横浜軍陣病院へ移送するようにとの指示が入る。 「奥羽日記」には「参謀衆ヨリ手厚負之分日間取御見込有之横浜病院ヘ差送可申当院ハ相成丈軽便ニ致置様差指図モ有之候」との記録
２２
が残されており、寛斎は重症患者の海路での移送を開始する。
寛斎は前線の移動に伴い、野戦病院の重症患者は船便で横浜軍陣病院への移送を合計六
回行い、移送には必ず付属医師一名を付き添わせた。第一回は六月一七日、負傷して治療を受けた薩州壱番隊高松庄兵衛・財部左十郎の二名を、薩州大砲隊付属医安楽養清（九月二〇日より相馬病院へ）付添のもと、六月二一日「飛隼丸」で横浜病院に後送する。 １参照）佐久間は、 「横浜軍陣病 日記」の記録から、海路横浜への移送には、約二 間を要したとしている
２３
第二回は六月二五日、 「三邦（国）丸」にて一七名の負傷兵（大村藩一名、薩摩藩二名、
備前藩一四名）を移送し、備 医師佐次碩安が付き添って後送（六月二七日横浜到着）する
２４
。第三回は七月四日、 「安豊丸」にて一一八名（備前藩二名、佐土原藩五名、柳川藩
四名）を後送。この八名の後送に関しては、因州医官伊藤健造の他に、初めて「看病人」四名も付き添っており、氏名（前田定右衛門・新名中右衛門 飯田銅毅・夫卒壱人）も記録されてい 。この四名 看病人がどのような者であったかは不明である。
当時の軍事医療体制は、参戦各藩が藩医を従軍させ、第一線での初期治療を行う形態で
あり、病院での世話には各藩から を差し出 いた。 「 豊丸」に乗船した看病人四名も、負傷者八名 藩である備前藩、佐土原藩、柳川藩から差し出された看病人であったと考えるのが妥当なのではないだろうか。
七月一三日早朝から始まった平城の攻防で 、 前 主安藤信正が城を脱出し、 落城する。
同盟軍は相馬中村方面に退き、政府軍は、四倉・広野へと相馬方面に向かう海道軍と、山間の道を進み、三春に向かう山道軍と 分かれて進撃を続け 。
第四回目の移送は、平城が落城した翌一四日に 第一回目に使用した「飛準丸」で、合
計一九名（薩摩藩一七名、佐土原一名、大村藩一名）の負傷者に、付添医も同じく安楽養清が付き添い、横浜まで移送している。第五回目は七月一八日 寛斎 門人と 最初に同伴した中村洪斉を付添医として 英国船で五六 （佐土原三名 備前一三名 摩藩一二名、柳川藩 二 鳥取一六名）という多くの負傷兵を横浜に移送しており、看病人六名（病院渡 看病人二名 会計方御雇の看病人四名）も同船している。そしてこの では初めて「会計方御雇の看病人」が登場した。
五回に及ぶ海路を使用しての患者移送後も負傷兵は出張病院に運び込まれ 二日の
「奥羽日記」 には 「入院等 六
諸藩病院諸病人八八名」
２５
とある。 第六回目の移送は、
七月二五日肥後蒸気船 万里丸」に、二七名（薩摩藩一八名、柳川藩四名、大村 五名）に負傷兵に、付添医官小松立介
２６
、看病人五名（氏名の記載なし）が同船している。
出張病院は、六 目の負傷兵移送を終えた二日後、平に移転する。移転に際しては、 「昨
日二四日当地引揚ゲ平表迄引移候参謀衆ヨリ達シモ有之候ニ付龍安義即日出立彼地探索イ
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タシ病院取立之義申付置候」
２７
と、病院移転の通達は参謀により指示され、事前に付属医
らが現地の視察に赴き、病院の移転場所を決めてくるという段取りであった。
七月二七日、平に開院した出張病院には、 「平潟ヨリ之看病人七ツ時（一六時）着ニ相
成候」と、看病人が移転先の病院から到着した旨の記録も残されている。前述し 会計方が雇い入れた看病人らは、病院移転と共に 動し、看病に従事して たと考えられる。
二衛生隊のはじまり
奥羽出張病院は、七月二 日に病院移転するが、同日には広野と木戸の間の戦争による
負傷兵七名（長州藩）が、翌二八日には五〇名（因州藩三五名、芸州藩一五名）の負傷兵が入院する
２８
。続々と負傷兵が運び込まれる状況に、病院は重症者で充満し、前線と共に
移動することが困難となり、もはや野戦病院としての機能が果たせなくなる。八月三日日記には、参謀に左記の伺い書を提出している。
追々諸藩手負人相増候上者是迄通り
□
病之義重体之分入院為致候事ハ御座候得共、以
後之処ハ行届不申候事ニ御座候召以後之処ハ仮令大病人ニテモ入院為致候義ハ一切断リ可申哉、又ハ別段病院 取立ニモ相成候哉、追々諸藩共本病人モ相増夫々重体之症モ有之如何ニモ難義仕居候是迄通り諸藩病院ニテ療養仕居如何様重体之症多シ、然共当病院ヨリ見舞手当仕候迄之義ニ御候ハバ、仕懸リシ事故相勤可申候得共、当病院ニテ十分見舞モ只今之懸リニテハ自然疎遠ニ相成不本意之義ニ御座候乍去当時之御用繁之御場合ニテ病院御取立御行届ニモ相成不申候節ハ当病院ヨリ此迄通り診察手当之義可仕候召一藩ニ付壱人宛看病人世話イタシテ当表 御残シ置被下度左候ハバ只今之所ヨリ行届キ様相成候方モ被存候召此段諸藩迄御布告被下度奉存候、前件之次第得ト御談之上御差図被下度
□
存候
本文看病人 義参謀ニ達置候召諸藩迄相達シ差置 様可被致病院小名浜ヨリ平迄昨日引移リ 処
□
諸藩病人迄モ世話仕候テ引移リニハ相
成候共小名浜ニテモ人馬支之彼是ニテ内外打混シ甚タニ相成候、寛斎初メ付属医師ニ会計方等モ奔走仕候 行届不申右ニ付手負人初病人手当尚之義モ自然ト疎遠ニ相成事故以後 引移シ之節ハ人馬方出立ヨリ着迄之 御付被下度此段御相談シ可上候各藩ヨリ看病人壱人ツヅ付添上ハ右看病人ニテ世話可為致候事
寛斎は、重症者が増え入院患者を断らなければならない状況であり、諸藩でも重体の者
が多く治療に難義していることを訴え、 別に病院を設立することの必要性を提言している。小名浜から平までの移転では各藩の重症者も引き取り、付属医も会計方も奔走したが、運
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び込まれる負傷兵に十分な治療は行えない状況が続く。寛斎は、収容能力を超えた入院患者に治療も充分できずに不本意であること、各藩から一人の看病人を付き添わせて世話をさせて欲しいことを参謀 謀り、その通達が されたことが書かれている
２９
。
八月一九日の記録には、負傷兵は一五〇名に達したことと共に、同日千両の費用を受領
した事が記録されているが、二一日にはさらに二～三千両の送金を願っており、病院運営資金に困窮していたことの記録が随所に見られる
３０
。佐久間によると、入院患者の費用は
一日一両と決められており、 これを下廻ることは許されず、 入院患者の増加に費用は嵩み、その費用調達のため患者以外の者は食事をきりつめたことも書かれている
３１
。
後年、第二次世界大戦当時には、兵站病院は千名の患者を収容し得る要員 材料を有す
るまでに整備が進められるが、戊辰戦争当時は使用する薬品類、繃帯材料類、蒲団などリネン類、食事の材料も、寛斎を含めた会計方が現地で調達しなければならず、寛斎の負担は大きく、寛斎は病院会計監査官を一名増やし、自分は治療に専念したい旨の要望を参謀木梨にも出していた。
出張病院の構成は、征討総督―参謀―下参謀の下に、各藩戦斗部隊・機械方・会計方が
あり、出張病院は会計方 所属した
３２
。そのため、出張病院に対する指示、病院から上層
部への伺いは、会計方の責任者を通じて行なわれた。負傷兵が増加することは 藩から差し出された看病人だけでは、とうてい負傷兵の世話は賄えなかったこと、藩 とっても負傷兵がでることは兵力の減退につながり、結果、藩から看病人を差し出すことも困難 状況が生まれ、そ 状況改善と病院運営のためには、会計方が地元の者を雇い入れ 策をとったであろうことは、容易に推察 る。例えば、九月一八日の日記には、 「平潟、平病院開設の際負 者の看病にあたった糖屋平兵衛外四人 格別の礼金を渡す」
３３
とあり、地元
の者に看病を依頼 ていたことが記録されている。
八月一日は木梨清一郎参謀からは、三春と相馬の出兵に際し、 「双方共遠隔地ニ相成ル
事」として、手負人の手当が厚く行き届くように諸事総て寛斎 委任するとの指示がなされていた
３４
。七日には、浪江戦争の負傷兵二三名、九日には同じく浪江戦争における長井
藩の負傷兵三名、一〇日には二本松攻撃 負傷 一八名が び込まれ 八月一九日には各藩から運び込まれた入院患者数は一五〇名まで増える
３５
。
このような状況に、八月一三日には相馬病院を開設し、一一日の駒ヶ峰戦争の負傷兵ら
が運び込まれた。相馬病院に収容された負傷兵は、東京へ移送 る途中 一時平の出張病院へ入院しており（一〇月五日津藩負傷兵二〇名、七日に久留米藩負傷兵七名） 、出張病院は後方に位置する兵站病院
３６
の役割を担うことになる。
戦争は寛斎が軍医長を務めていた平潟口方面だけでなく、佐藤進が軍医長を務めた白河
口でも激戦は繰り返され、白河城における戦いは七回に及び、七月二九日 奥羽追討白河口総督府隊が二本松城を陥落させる。山道軍は三春町字荒町の寺院竜穏院 「三春 」を設けて野戦病院とし、二本松の負傷兵、会津戦争での を収容 治療を行った。この三春病院では、 赤地に黒く菊花徽紋と病院の二字を描いた旗 立てられており、 「天朝病
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院」とも呼ばれた
３７
。この三春病院には、会津で銃創を負った大山弥助も入院した。
薩摩砲兵隊を指揮していた大山は、八月二三日右股を内側から貫通する負傷を負い、一
端後方の病院に入ったのち、 翌二四日に三春病院に後送された。 移送は、 戸板に乗せられ、十六橋、猪苗代、保成峠と、進撃の逆を辿り、二日間かかって二六日に三春病院に到着した。大山は入院治療後、九月二一日に退院し、一〇月六日には千住宿に帰京した
３８
。
二本松の負傷兵や会津戦争での負傷兵は三春病院で治療を受けたが、患者は大山同様、
戸板などに乗せられて運ばれるが、その移送には小荷駄の人馬方などがあたった
３９
。三春
病院の負傷兵は、応急処置を受けたのち、重症者は旧陸羽街道を堀越 陸送し、そこから那珂川を舟下し、横浜へ移送された
４０
。
九月四日、大村益次郎より奥羽出張病院 「大病院」 （但し、東京の大病院と区別する
ため本稿では以下も出張病院と記す）と称するこ 連絡が入り、出張病院は兵站病院としての機能へと変わる。
九月二二日、会津藩の降伏の報せは一〇月四日に病院へもたらされ、回復した者は順次
退院させると同時に、直ちに引き揚げ準備が開始さ た。すでに八月二一日には 薩摩医官中島管冶が付き添い、薩摩藩六番隊の二本松攻撃の負傷兵五名を、九月二五日には薩摩藩九番隊負傷者三名を、ともに陸送で横浜に後送していた。引揚に際し一〇月六 総督府からは「官兵ノ創痍者ヲ横浜ニ護送ス」と 令が出され、会計局へは左記の通達がなされた
４１
。
一金一両、但、病人一人
ニ
付、一日分御定、
外ニ看病人、重病ヘハ一人ツツ、軽
キ
病人
ニハ
三人
ニ
一人ノ割、
右、今度中村、平両所 院病 、陸通リ横浜迄被差送候條、病院取締方相談之上、病人数
二
応
シ
、夫々手当金可被相渡之事。
この通達に、看病人一名を重症者一名に付けることが総督府の文章に登場したことは、
「病院で看病を担当する看病人」 という役割意外に、 「負傷兵の後方病院へ 搬 時に重症者に付き添い看護できる者としての看病人」が、配置人数 共に総督府通達に定められたのであり、軍陣医学の発展上着目すべき史実である。
一〇月五日には相馬病院から津藩の負傷兵二〇名、七日には久留米藩の負傷兵七名が東
京へ帰還する途中、出張病院へ一時入院 た後、兵站病院へと移送されて る。寛斎は一〇月一一日、病院引揚について参謀と協議を開始し、一六日には東京に帰るまでの警護体制のほか、引揚げ方法について、木梨参謀に書面を提出する。
その中で寛斎は、 「引揚ノ際ハ、二十名グライヲ一組トシテ、四組グライニワケ、各組
三二人宛ノ医官ヲ付添トシテ、紋付提灯及ビ小旗ヲ目印ニ使用ス」
４２
という計画を立てて
いる。東京へ 引揚は、入院患者六〇名を 一番立・二番立・三番立・四番立の四組に分けて一〇月二六日・二七日・二八日の三日間で行い、最後の四番立に寛斎も乗船し、江戸
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に
は一
一月八日までに
全員
帰京し、患者は大病院に収容された
（表２参照）
。
 
奥羽出張病院の東京引揚
では、寛斎は通達に従い
負傷兵約二〇
名をひと組として、負傷
者の重症に合わせて看病人を配属して
おり、 四回の移送で合計五二名の
看病人 （男三一名、
女二一名）が
東京への移送に付き添っている。
。人足も多数乗船しているが、重症者は戸板
などで移送するため、人足の人数は重症患者一名に四名、軽症患者一名に人足二名としたのか、
または
軽症患者では、看病人一名に人足
六名として
確保したのか
は不明である。
 
看病人を確保する
に
あたっては、日記に「看病人世話方ノオ礼」
と書かれた箇所が確認
でき
ることから
、
その募集や取締は、看病人世話役
に依頼していた
と考えられる
４３
。
さら
に
一〇月二
四日の記録には、 「入院多勢の際看病に協力した二五人に謝礼金を渡す」
４４
と
あ
る。その氏名には、お中・おせい・おまつ・おてつなど女性の名前もあり、町医者や村
落の男女を看護や病院の雑役としてあたらせ、
各自に
「
金ニ分
」
を渡している
。
 
寛斎が平潟口討伐の軍医として従軍したことから、奥羽
出張
病院
で
初めて
野戦病院が
登
場し
、「病院」という名称もその後定着した
４５
。
戦火が激しさを増す中、
出張
病院
は
前線
とともに移動する野戦病院から
兵站病院
へと
役割
は
移行
し、さらに
適切で十分な治療のた
めには
、
東京の大病院へ後送する
という医療体系
が確立され
ていた。
 
出張病院が、
野戦病院―兵站病院―
大病院という戦場での医療体系の確立に大きな役割
を
果たした
ことは
特筆すべきことである
。さらに
特記すべきは、
東京の大病院への後送に、
付属医・看病人・人足を
構成人員
とする、いわゆる「衛生隊」を
わが国ではじめて
編成し
、
実行、その達成を見たこと
であった。
 
すでに西欧フランスでは、ナポレオンに指揮された一七九七年のイタリア戦線に いて、
三個の病院隊で一個移動野戦隊が編成され、外科処置 補助者や看護の担当者が役割として決められていた。さらに
フラン
ス革命からナポレオン時代にかけて、フランス陸軍の軍
医を務めたドミニク・ジャン
・ラレィ（
Dominique Jean Larrey）
４６
によって、戦場医療
の大きな改革がなされていた。
 
ラレィは、 フランス革命において衛生隊を組織し、 荷馬車を改良した患者輸送専用車 （救
急車）を開発し、戦場における組織的な治療 後送体系を創った
４７
。衛生隊を編成したこ
とで負傷兵は早く後方へ集めら 高度な治療を受けることが可能となり、将兵 志気も向上した。これらフランスの軍事状況を実質的最高指揮官であった大村益次郎は、フランス兵制を学ぶ中で
、
すでに知り得た情報であったと考えられる。
 
先行研究では、
従来「女性」という「性」に着目されてきたが、
本稿において、
寛斎の
出張病院で
は
後送にあたり「看病人」を採用し
、さらに
患者の重症度に
応じた配属がなさ
れていたことが確認 きた
。これは「戦時医療機関の構成要員に看病人が必要であった」
と
、
関寛斎および総督府が認識していた結果であった
。
 
関寛斎によって運営された奥羽出張病院では、横浜及び東京大病院への移送に際 看
病人を患者の重症度に応じて配置し、医師―看病人―人足による 療チーム 構成し、それがわが国のはじめての衛生隊編成であったことに意義を見出すことができる。
寛斎が
実
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施した出張病院から東京大病院への後送が、 「わが国の衛生隊の始まりであった」 とする先行研究は、官見の限り見出すことはできない。それは同時に、戦時医療では西洋外科医の育成とともに、重症患者の看護ができる看病人の必要性が初めて認識されたこと もあった。つまり、本章の分析視点の一つでもあった、 「洗濯・飯炊きといった女性の仕事としての看護」から、 「外科的治療を受けた患者の回復を支える看護人」へ 、看護の質が変化したのであり、看護人に求められる能力も医師の補助者へと移行したことを意味し 。 。
また、奥羽出張病院の開設・運営は、各藩毎に病院を持っていた体制から、政府の病院
として運用することになった初 ての野戦病院であった。政府 しては兵士の治療には充分な運用資金を調達する方針を取るが、 負傷兵 増大は莫大な 院運営資金を必要とした。その費用には、医療材料だけでなく、布団などの日常品を じめ、食費、人件費も含まれるのであり、費用の調達を含め、野戦病院の運営に関して多く 問題提起を残すこととなった。
三「動病院」と「不動病院」
正月九日、北陸道鎮撫総督（先鋒総督）として高倉永祜が任ぜられ、副総督四条隆平、
安芸藩士小林柔吉、船越洋之助が追従し、安芸藩兵二五〇名を率いて越後高田に到着したのは三月一五日であった。政府軍は高田から北上して長岡を挟撃し 新潟を占領して会津の左翼を包囲するという作戦を立て、四月一七日には参謀として黒田了介 山県狂介を北越に派遣した。越後口・北越軍の軍医長を赤川玄擽とし、軍陣外科医である越前 橋本兄弟を加えた医療体制がとられた。
橋本兄弟とは、第四代陸軍軍医総監となる橋本綱常と、兄越前藩医橋本綱維である。綱
常は、一八四五（弘化二）年福井越前藩医の子として生まれ 。長兄左内
４８
は、藩主松平
慶永（春獄）の側近であったが、井伊大老によ 安政の大獄で処刑されてい 。次兄の綱維は江戸で航海術やオランダ語を学んでいたが 兄左内死後藩 帰り 医学を修め医業に従事した。一八六四（元治元）年長崎でボードインに師事し 翌六五年に帰藩 、奥医師となる。綱維は再度長崎に渡りマンスフェルト（
M
ansvelt,  
Constant  
Georgevan
 ）
４９
に師事するが、戊辰戦争の勃発 より、越前藩医として弟綱常と従 した。維新後は陸に出仕し、一八七七年には陸軍一等軍医正まで進むが、翌七八年三八歳で病気のため死去した
５０
。
綱常は一七歳の時に長崎に遊学し、松本良順、ボードウィンに西洋医学を学び、綱常も
関寛斎同様、長崎でポンペから西洋医学教育を受け、ポンペが一八六二年一一月に帰国する際に、修了証書を授与された一人であった
５１
。
越後口の戦乱の初期の治療態勢は、海道軍同様、各藩毎に従軍した医師 よって行われ
た。しかし、西洋外科技術を身につけた藩医がほとんどいなかっ ことから、各藩で 治療は仮繃帯所の役割でしかなかった。 さらに藩同士の横 連絡、 協力体制も不十分であり、
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各藩では十分な負傷兵治療、特に銃創治療はできない状況にあった。
四月二七日の柏崎郊外の鯨波の戦いでは、多くの負傷兵がでる。政府軍では負傷兵の多
さに、参謀の山県が戦傷治療のできる有能な医員の急遽派遣を、長州藩執政広沢平助に要望書を送ったこと 前述したとおりである。鯨波の負傷兵は、三月一五日に北陸道鎮撫総督が到着すると直ちに設けられた高田寺町浄土宗来迎寺内の高田軍病院に収容された。政府軍はこの高田軍病院を「根病院」 し、鯨波の戦いの負傷兵三九名（長州藩七名、高田藩八名、加賀藩二四名）を収容した
５２
。
「根病院」とは、現在の兵站病院に匹敵する役割を担うものであり、高田軍病院は政府
軍が越後に設けた最初の兵站 あっ 。兵站病院とは、後送される患者を収容・治療するために軍作戦地域に開設され、患者を収容し得る要員と材料を有し、戦地における治療の最後を担当する重要な役割をもつも である
５３
。高田病院は一定の呼称がなく、 本病
院、不動病院、根病院、根拠病院等と称された
５４
。
さらに柏崎の守備桑名藩が敗退した直後には、柏崎旭町一の聞光寺内に病院を設置し、
仮繃帯所としての役割を担った。しかし、五月二日長岡藩の河井継之助 土佐藩岩村精一郎の慈眼寺会談が決裂し 中岡戦争が始まると 越後 地は壮絶な戦地となる。五月一九日の長岡城の落城から七月二五日の長岡奪還、 九日の再落城と約二ヶ月に及ぶ持久戦は、信濃川を隔てた砲撃の あいに 政府軍兵も奥羽列藩同盟兵士の夥 い死傷兵を生み 山野を焦土と化した。柏崎軍病院は、根病院乃至不動病院 して 役割へ 移行し、多くの負傷兵を収容することになる
５５
。
軍医として従軍していた橋本綱常は、予想を超える戦傷者が続々と運び込まれる状況に、
柏崎軍病院を「不動病院」 し、他を「動病院」と ことを兄綱維に提案した
５６
。綱常
の提案した 治療の体系とは、 戦地での仮繃帯所となる 「 」 は隊と共に進退 、後方の病院は 「不動病院」 と 一定の に留まり 治療にあたる方法であった。 「動病院」はいわゆる救護所、仮繃帯所であり、 「不動病院」 野戦 もの
５７
。
提案の結果、 動病院の編成は、 各藩の兵一隊ごとに医師二名と薬剤方又は調合方を附し、
前線に近 寺院、旧家等の大邸宅を利用して傷病者の応急処置 行うこととなった。高田軍病院以外の大方 病院が動病院として 機能を有することになる。北越 を通じて五泉、三条、見附、村上、新発田、出雲崎、寺泊、長岡 与板、浦佐 小千谷 どに、動病院が設けられた（図２参照） 。
綱常自身、専ら越前藩 動病院医師として治療に従事し、前線と後方の軍病院の体系を
整えて治療にあたり、さらに治療 必要な者は、蓆 た担架によっ 後送 た。そして戦乱後期戦火の激しさが増すと、前線の「動病院」と後方 「不動病院」をつなぐ「中間病院」を設け、関原軍病院と新潟軍病院がそ 役割 担った。
新潟軍病院が設立されると、薩摩藩医山崎良泰、佐竹立庵の二名が入局し、薩摩藩、
長州藩、越前藩、高鍋藩、加州藩の五藩 各藩医 さらに越後高田藩 医師も加わり 軍病院の診療が行われた。 「中間病院」 なった新潟軍病院で 八月二二日から一〇月一二
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日までの間に治療をうけた者は、 、戦傷患者四六〇名、戦病者三二名にのぼった
５８
。
当時の軍事医療体制は、参戦各藩が従軍させた藩医による前線での治療、次に軽症者は
戸板や竹籠 後方病院へ移送され、さらに治療を要する場合は船で横浜病院に送られた。西岡香織はこの北越戦争における体制を、 「近代的野戦衛生機関の隊繃帯所
→
野戦病院
→
野戦予備病院
→
兵站病院・衛戍病院に似た、出征軍衛生機関業務系統が形成されたことに
なる」と意義付けている
５９
。
総督府においても、長岡方面の戦闘を境とする負傷者の続出に、すで 綱常の越前藩が
実践していた医療体系、つ り前線 としての動病院と、本病院としての不動病院の二者を設ける体系への移行を決める。八月一八日、総督府から本病院を高田に設けて本病院とし、長州藩医赤川玄櫟を頭取として、外国医師を雇って官軍の負傷兵に治療にあたること、その病院を柏崎に移すことの指示が出される
６０
。さらに同日、各藩には左記の布達が
出された
６１
。
賊軍矢石之際被創病疴之輩其藩々ニ於テ病院取建手厚取扱候儀ニハ候得共、為国家奮戦勇闘罷在候段深御焦慮被遊、寸刻之苦悩ヲモ被為厭候ニ付テハ、近頃西洋治療ノ道相開ケ竒療顕然病院立法甚懇篤ニ相聞候間、此度洋医御雇ニ相成、其外医官被差置官軍病院根拠ヲ高田表ニ被居、出張先々分院ヨリ大患ナル者ハ根院ニ差送リ厚御世話被為在候思召ニ候間、各藩病医合一致シ熟談ヲ遂ケ懇切ニ治療可致旨被仰出候間各深密ノ御趣意洞徹可致様可相心得候事
総督府はこの布達により、西洋医を雇い高田病院を本病院とするので、重症患者は高田
病院へ送り、手厚い治療を受けるようにとの方針 各 にも周知させ、さらに各藩医も協力して懇切に治療をするようにとの指示を与えたのであった。この頃はまだ前線にあった仮繃帯所としての病院（分院）が、手に負えない負傷兵 後送するという漠然とした対処であったものを、政府が西洋医であるウィリス 越後口に差し向 た とで、重症者を根病院に送るという態勢が確立したの あった
６２
。
九月一日、外科医ウィリスは高田に到着し、約一週間逗留した後、一〇日前後 高田を
出発し、直江津経由で柏崎に到着する。病院も高田軍病院 柏崎に移動 、本病院（不動病院・根病院）としての柏崎軍病院が誕生した。九月九日には、頭取となった赤川が御沙汰書を提出 各藩医一八名と五名の調合方に柏崎軍病院での勤務を命じる
６３
。この布達
の意図は、高田に本病院を設立 たことで、治療体系の組織化を図る事であり、調合方も含めることで、医療陣薬剤補給に対して万全 施策がとれることになった
６４
。
柏崎軍病院は、頭取赤川の指揮の下、各藩の医師が出仕して治療が行われるという、組
織力による治療体系が誕生し、そこでウィリスによる 行われたのであ 。ウィリスは柏崎軍病院に一〇日内外滞在したのち、出雲 経由で新発田軍病院へ 向かい、動病院でも治療を続けた。
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すでに八月初めから中間病院としての役割を担っていた新潟病院では、前述したように
薩摩・長州・越前・真鍋・加州・越後高田藩ら六藩の藩医らは、病院長となった長州藩原田英伯が診療統率の主導をとり、 軍病院勤務医師団としての組織的な治療を展開していた。
その新潟軍病院は、新発田軍病院や五泉口軍病院の中間病院としての役割を果たし、四
六〇名の傷病兵の治療に、各藩医師三一名の他、看病人三二一名が戦傷者の看護にあたた
６５
。さらに患者移送に動員された日雇者は一、一六三名であり、中間病院としての新潟
病院は、その運営に莫大な人員と膨大な運営資金を必要とした
６６
。
各藩の帰郷は、 一〇月九日に始まるが、 傷 者の輸送に関して御本営 （ 「越後在陣参謀」 ）
から一二日に達しが出される
６７
。
怪我人引揚ニ付附属ノ医師共道中休泊雑用並人足員数等定
怪我人一人ニ付宿駕籠一挺布団二枚宛駕籠人
足二人物持人足一人
医師一人二付薬籠持人足二人両掛人足二人休泊雑用共主 一日金二分宛家来一人一日金一分宛
人足費一里ニ付銭二百五十文宛
関寛斎が頭取を務めた奥羽出張病院では、東京大病院への移送 総督府 ら看病人の
配属人数も指定されていたが、この「越後在陣参謀」から出された布告には、看病人が付くことは書かれていない。越後口への布達に看病人が含まれていなかったそ 理由は、出された達しが総督府でなく本営からであったという違いによるものな か、また 橋本をはじめ軍医らの看病人の必要性に対する認識 違いに由るものかは、不明である。
東京大病院へ移送するにあたっては、まず各不動 から柏崎軍病院に、一旦傷病者を
すべて収容する策がとられた。収容後 選別を行い、輸送方法を決定した。また、九月二三日に会津若松の日新館内の戦時病院の立ち退きを命じていたが、一〇月一一日に、旧幕府軍の敵軍の負傷者も官軍病院に収容する許可が出される
６８
。
越後口の軍事医療体系がどのようなものであったのかをは図２を参照されたい。浦佐・
小千谷・長岡・見附・与板・三条に設けら た動病院の重症者は、中間 となった関原軍病院に後送され、新発田・村上・五泉口の動病院の重症者は、中間病院の新潟癌病院へ後送、さらに継続した治療を要する者を柏崎軍 院へ後送し、そこから東京ま は横浜に移送するという体系が見事に確立してい 確認でき 。
越後口における軍事医療体系の確立は、わが国ではじめて出征軍衛生機関業務系統を形
成したことに、大きな意義を 出す事ができ 。さらに、各々版籍 異なる藩医 が組織的に力を合わせて柏崎軍病院で治療が行われたことも、軍陣医療 進歩であり、その治療過程を、出仕した地方医師 が体験する機 になったことの効果もあげることがで 。
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四海外事情探索「病院看病男」
神谷は、会津攻めの主要方面各戦線における幹部軍医の配置には、練達した軍陣外科医
を配置し、動病院（救護所） 、不動病院（野戦病院）のシステムをもつ「病院」なる軍医部編成を、短時日のあいだに作り上げることができたその大きな要因に、大村益次郎の手腕を高く評価している
６９
。
すでに徳川幕府では、 一八六七年一月に第一次フランス顧問団を招聘しており
７０
、 兵は
庶民階級から募集 、士官には旗本出身の秀才があてられ（幕府歩兵では士官のことを差図役と呼んだ） 、幕府歩兵はフランス式で教練されていた。
徳川幕府は幕末、 数回にわたり使節団を派遣し
７１
、随行した使節団員により多くの情報
がもたらされていた。特に、第二回使節団となる一八六一年一二月に竹内下野守保徳を正使とする総勢三八名の文久遣欧使節団 、修好通商条約（第三条）に規定された江戸・大阪・兵庫・新潟の開市開港の延期交渉と併行して、イギリス公使ラザーフォード
･オールコ
ック（
Alcock, Sir Rutherford）
７２
の勧めにより、 「ヨーロッパ事情探索」を第二の訓令
とした
７３
それはヨーロッパ締盟国であるフランス・イギリス・オランダ・プロシア・ロシア・ポ
ルトガルの六カ国を訪問し、夷情探索をできるだけ行い 見聞を国政の改革、幕府体制の補強、外交交渉に活用しようという目的に基づいたものであった。事情探索 内容は、建国の法、政体、風俗、城郭、砲台 軍制、産業、貿易、軍事産業 貨幣鋳造法、産業用機械の製作、学制、病院と、多岐に渡 ものであった。そのため語学堪能な松木弘安、福沢諭吉・箕作秋坪
７４
・福地源一郎
７５
・立広作
７６
・太田源三郎
７７
ら六名を翻訳方および通
詞として参加させた。
松木・箕作・福沢は、病院および学校を訪問し、見聞した事柄を宿舎で確認し合って記
録、 最終的に報告書として 「大冊」 にまとめた
７８
。 調査領域ごとにまとめられた報告書は、
組頭柴田剛中
７９
が帰国後に福地源一郎に編集させた。この報告書を公的文書（報告書）と
して勘定役徒目付福田作太郎が筆記しまとめたものに「福田作太郎筆記」
８０
がある。
福田作太郎筆記の中で「英国検索」は分量が最も多く、松沢弘陽校注のもと 全文が『西
洋見聞集』に掲載されており、その報告内容を知ることが出来る
８１
。 「英国探索は」さら
に四〇の題目に分類されて報告され、そのひとつ「軍制並随意の兵の事」には、 「前書随意の兵卒戦争にて疵請け候節は、政府にて厚く療治手当向等いたし、当人 出費は聊も相懸不申由」
８２
と、書かれている。前述したように、奥羽出張病院では入院患者の費用が一日
一両と決められていたことを考えると、政府はイギリス同様 負傷兵の治療を負う方針を取っていたと判断することができる。
また、勘定組頭支配普請役益頭駿次郎
８３
は、医師高橋祐啓
８４
や川崎道民
８５
らとフラン
ス「ラリボワジュール病院」や陸軍病院「ヴァル・ドゥ・グラース病院」を訪ねており
８６
、
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「欧行記」
８７
にその見聞した内容が書かれている（資料１参照） 。 「欧行記」の三月一九日
の記録には、 「病院看病男」 のことが書かれている。 左記のその部分を抜粋して紹介する
８８
。
病院看病男は一体仏国民間の若き男百人有之候へは五十人は兵隊にいたし候制度に有之候処右兵隊の内にて病院に入り看病を望む
□
時は七ヶ年の期を限り召使ひ猶また兵
卒に致し候由尤右七ヶ年中には大略医師の筋を心得 様相成相應出来いたし候ものはエルス、ヲシュルと相唱へ候て半は医師半は士官にて兵卒の中に加り戦争等の節疵受候ものの療治等為致候趣〇別 バレイス中にストラジビュルグと相唱へ候陸軍の為にのみ設置候病院有之 〇右病院は前病院に比し候ては一層後代にて病症千八百床程も有之候趣右は全く政府入費にて陸軍の上等士官等の入り候病室は清潔にして手広に作り恰も旅宿に居ると同様に有之 由右陸軍 附頭取たる医師は医学校の中
□
療養学
術共相勝れ ものを選み六七年の中半者ハレイス平人の病院に入り修行為致半 アラビヤ邊へ差遣し小戦争 節士卒の疵傷を負ひ候ものを療治致し実地の修行相熟し候上にてミレタイレと唱へ候医師頭 取立 趣 医師の位階は陸軍にて申候得 ゼネラールの官に相適り候位階にて医師 棟梁に有之一ヶ年の給分二千トルラル程に有之候由
「病院看病男」は、兵隊に入隊したのち、病院での看病を希望した兵士であるというこ
とである。フランスでは若い男子百人のうち五〇名は兵隊に入隊する制度があり、七年間を期限として「病院看病男」として仕えることができ、その七年間 医師としての技術を心得、医師にふさわしい者は士官候補生となり、半数は医師へ、半数は士官として兵卒に加わり、戦争 負傷した者の治療に当るというシステムとなっていた。
益頭らが見学した ヴァル・ドゥ・グラース病院」は、修道院として始まり、フランス
革命後に病院として使用されていた。さらにその後、医学教育機関としての役割も担い一七九三年から陸軍病院 使用され、二年後の九五年から患者受け入れを始めた病院であった
８９
。
使節団派遣の目的は、ヨーロッパで積極的に事情検索し、知り得たことを参考に 、
国政の改革に活かそうとすることであったが、近代史の中の評価では、文久遣欧使節団調査結果は、幕末の動乱の中で政策に活か ることもなく埋もれてしまったというのが一般的な評価とされてきた
９０
。
神谷は大村が短時日のあいだに軍医部編成を作りあげた手腕を鮮やかであったと て
いるが、大村がこれら使節団随員の報告を参考 したことを裏付ける資料は、管見の限り見出すことはできず、今後の研究課題といえ 。
橋本綱常の軍事医療体系の確立は、戊辰戦争で多くの負傷兵を生んだものの わが国の
軍陣医療を大きく発展させたと捉えて良いであろう。特に、橋本綱常は後年 陸軍で衛生隊編成に深く関わり、初代日本赤十字社の病院長 もな 人物 り、その業績に 戊辰戦争の教訓が生かされることに る。
73 
また佐久間は、橋本が確立した軍病院勤務医師団の組織的な治療の展開を評価し、組織
力で治療されていく疾病処理の形態に対する魅力は、明治になり各地に設立される私立病院設立の大きな原動力となったと指摘している
９１
。そしてその「病院」と云う組織におい
ては「看病人」というものの存在を、地方の漢方医らが知る機会と 、明治における職業看護婦の萌芽につ がるこ も付け加えたい。註１
佐々木克『戊辰戦争―敗者の明治維新』 （中公新書、二〇一三年三三版）四一―四二頁。
２
佐藤進（一八四五―一九二一）常陸国の酒造業高和家の長男として生まれ、佐倉藩医佐藤尚中の養子となり医師を目指す。戊辰戦争では六月二四日に官軍負傷兵の手当てのために奥州白河へ派遣の命が大総督から出され、薩摩兵の治療にあ った。そ 後一八六九年 はドイツに留学し、ベルリン大学で医学博士をとる。帰国後は佐藤尚中が一八七五年四月に開設した順天堂大学で外科の講義を担当する。西南戦争で 大阪城内の陸軍病院長として赴任。八二年に尚中死去後は、順天堂医院の院長に就任。
３
橋本綱常 （一八四五～一九〇九） 越前福井藩累代藩医橋本長綱の三男。 兄は橋本佐内。次兄は軍医綱維。一八六二年には長崎でポンペに、一八六四年に ボードウィンに西洋医学を学ぶ。一八七〇年には大阪軍事病院医官、一九七二年七月 松本良順の推薦により陸軍省から医学研究のためのドイツ留学を命ぜられ第一回留学を経験、一八七七年に帰国。翌年東京大 医科大学教授。 八四年大山巌陸軍卿の欧州視察に随行、ジュネーブの万国赤十字条約加盟 貢献 。のちに陸軍軍医総監、医務局長を経て、一八八七年初代日本 社病院院長に就任。
４
太政官編『復古記』第二編（内外書籍、一九二九年）一五三頁。
５
太政官編『復古記』第二編一 四頁
６
太政官編『復古記』第二編一五五頁。
７
斉藤省三（白里研究グループ）編集『寛斉日記―奥羽出張病院日記 中心として―』 （一九八二年、陸別町教育委員会）三三―三 奥羽出張病院機構図には、各 戦斗部隊（復古記調）として佐土原藩三小隊、因幡藩一 小隊一八三名、 門藩四中隊、岩国一中隊、徴兵隊一大隊、中村 二九小隊、大洲藩二 他、薩摩藩一、 一 名 村藩 四三名、備前藩六六九名、柳川藩三 六名、笠間藩三二二名、郡山藩 九〇 、安芸 三五八 久留米藩一、〇二一名、筑前藩七七三名、津藩八三〇 肥後 九五〇名、館林藩二二〇名、佐倉藩二八五名、御親兵二 二名、磐城平藩五〇名の計一 隊、五一小隊、四砲 七 九九五名が参加した 尚、先行研究である 久間「 『奥羽周長病院日記』の研究 承前） 」 三七〇頁 は、奥羽討伐平潟口軍 薩摩藩をはじめ三藩の藩兵約六、〇〇〇名とあるが、本稿は斉藤編（白里研究グループ）編集『寛斉日記―奥羽出張病院日記を中心 して―』三三―三四頁の奥羽出張 機構図を参考としている。
８
『復古記』第十三分冊、五六三―五六五頁。死亡一三六 の内訳 大隊長 名、隊長以下士官一二名、兵隊一〇九名、人足一四名であった。傷者六 九名の内訳は、大 長六（三） 、隊長以下士官五八（九）名 兵隊五九 （ ） 人足四四（ ）名であった。尚、 （
）内は傷者のうちの死亡者数で
ある。
９
神谷『日本近代医学のあけぼの』二 ― 頁。
１０
斉藤編『寛斉日記』二頁。
74
１１
斉藤編『寛斉日記』一一頁。
１２
斉藤編『寛斉日記』一頁。奥羽出張病院日記第一巻（六月八日～五十六枚綴、負傷
者
氏名六十一枚綴） 、第二巻（七月七日～
七十八枚、各藩入院姓名簿二十八枚綴） 、第
三
巻（八月 六日～
四十七枚綴、戦死傷調書六十四枚綴） 、第四巻（九月十三日～五
十
七枚綴、処剤録六十一枚綴） 、第五巻（十月十一日～十二月十五日
九十四枚綴、外
院
処剤録・平病院八十七枚綴）
１３
本稿は、陸別町教育委員会が発行した、斉藤『寛斉日記―奥羽出張病院 記を中心と
して―』 （一九八二年、陸別町教育委員会）を参照としている。原本は虫が入り込んで判読しかねる場所も多いものを、郷土史家を中心として「白里研究グループ」によ 日記五巻までの概要がまとめられたものである。また、 「奥羽出張病院日記」は日本医史学会・国立歴史民俗博物館編編『佐倉順天堂―近代医学の発祥地―』 （ 本医史学会・佐倉市教育委員会、二〇一二年、
Ⅱ
翻刻史料編）五八―五〇頁にも掲載されており、判
読の研究も進んだと判断し、日本医史学会編も参考としている。
１４
佐々木『戊辰戦争』一四一―一四二頁。
１５
斉藤編『寛斉日記』二―三頁。
１６
斉藤編『寛斉日記』四頁。 「参謀衆と相談、当平潟住並川越藩医師共付属医として隔日
出勤とする」とある。佐久間は「 『奥羽出張病院日記』の研究―戊辰戦争中の一軍事院の実態」三一九八頁で「附属医」と書いているが、寛斎日記には、 「付属医」 あるため、本稿は「付属医」とした。
１７
斉藤編『寛 日記』三三―三四頁。
１８
表１は、斉藤編『寛斉日記』 三―三四頁を主に参考資料とし、二五名の氏名もそれ
に倣っている。佐久間 『奥羽出張病院日記』の研究―戊辰戦争中の一軍事病院の実態―」三一九八頁 第二図 奥羽出張病院附属医師」には関寛斎の名があり、勝浦静馬名は記載されていない。八月一二日より付属医となった者に「桂静馬」がおり、記載ミスによる同一人物として判断して、佐久間は勝浦静馬の名を名簿から削除したのかは不明。 『寛斎日記』の一〇月一六日の記録には「 氏 が確認できる。
１９
斉藤編『寛斉日記』三三―三四頁。
２０
斉藤編『寛斉日記』一五頁。
２１
佐久間「 奥羽出張病院日記』の研究
(承前
)」三三七二頁、第四表を参照。
２２
日本医史学会・国立歴史民俗博物館編編『佐倉順天堂
Ⅱ
．翻刻史料編、五四頁。
２３
佐久間「 『奥羽出張病院 の研究―戊辰戦争中の一軍事病院の実態―」三一九八―
三一九九頁。
２４
斉藤編『寛斉日記』
五頁。 「三邦丸」で後送された負傷兵は、石黒幸次郎（尾州大砲
対隊） ・岡竹助蔵（尾州大砲対隊） ・堀孫六（薩州一二番隊） ・碇山真十郎（薩州一二番隊） ・土橋真一（大村藩小銃隊） 、備前藩負傷兵 水野三郎兵衛・西浦須之助（復古記には久次郎） ・村幸之進・余嶋平三郎（復古 には余三郎） ・小林助次郎・赤木佐衛門・津毛勇次（復古記には勇治） ・柴田佐之吉・横田藤左衛門・伊東貞次郎・岩知道芳吉、鉄砲師石井惣七の一七名。
２５
斉藤編『寛斉日記』一一頁。
２６
七月二四日の日記には、 「右付添医官薩州佐多泰元」と書かれており、佐久間 「 「奥
羽出張病院日記」の研究（承前） 」三三七三頁、第五表にも付添医欄には佐多泰元が書かれている。しかし、出発は都合により二五日に延期され、二五日の日記 「小松立介
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付属」とあり、佐久間の研究でも、小松は七月二五日に採用され、東京引揚解散までとある。
２７
斉藤編『寛斉日記』一一頁。
２８
斉藤編『寛斉日記』一二頁
２９
斉藤編『寛斉日記』一三―一四頁。
３０
斉藤編『寛斉日記』一七―一八頁
３１
佐久間「 奥羽出張病院 の研究（承前）三三七七頁。
３２
佐久間 「 『奥羽出張病院日記』 の研究―戊辰戦争中の一軍事病院の実態―」 三一九七頁。
３３
斉藤編『寛 日記』二二頁。
３４
斉藤編『寛 日記』一三頁。
３５
斉藤編『寛斉日記』一六―一八頁
３６
陸上自衛隊衛生学校修親会編『陸軍衛生制度史〔昭和篇〕 』八八頁には兵団病院は、明
治四年、大阪、東北（仙台）鎮西（熊本）の各鎮台に創設された。その元祖は一八七〇年大阪に設置された軍事病院である。
３７
佐藤進が掲げた病院旗は、日本医史学会・国立歴史民俗博物館編『佐倉順天堂』三八
頁に掲載されている。二〇一四年四月に開館した順天堂大学「日本医学教育歴史館」にも病院旗は展示されている。
３８
松村久『元帥公爵大山巌』 （マツノ書店、二〇一四年） 。二七九―二八三頁。 春病院
は三春町字荒町にある龍穏院を総督府直轄の病院ではなく、薩摩藩の病院に充てていた。本堂には中央正面の佛壇を囲んで一一室あり、其の畳数は一五三枚に算することが出来、相当数の負傷兵の収容が可能であった
３９
『歴史読本』編集部編『カメラが撮られた会津戊辰戦争 九頁。
４０
佐久間「 『奥羽出張病院日記』の研究」三一九六頁。
４１
『復古記』第十三分冊五一八頁。
４２
斉藤編『寛斉日記』二六頁。
４３
斉藤編『寛斉日記』二八・二九頁。
４４
斉藤編『寛斉日 二六頁。
４５
戊辰戦争で松本良順の医療の本拠地であった藩校日新館の四つの寮では、病院とは称
せず、 「軍陣医部」という名が使用された。一八六八年一二月、 「太政官日誌」一六九号で「未ダ行ハレ難キ儀モコレアリ、暫時、病院ノ名目」をやめて「 務官治療所」と唱えることが達示されており、この時代に「 」という言葉が日本には存在していなかった。しかし官軍の野戦病院には「病院」という旗が掲げられ 医史学会編『佐倉順天堂―近代医学の発祥地―』三八頁に 奥羽白河口
(福島県白河市
)で佐藤進が掲げ
た病院旗と、平潟口（福島県いわき市） 関寛斎が掲げ 病院旗が掲載 ている。
４６
ドミニク・ジャン・ラレィ（
Dominique Jean Larrey 、一七六六～一八四二）フラン
ス陸軍の軍医総監。外科医 息子として生まれる。アメリカ沿岸でフランス海軍の外科医を務め 後、フランスのヴァル・ド・グラス修道院 陸軍 で軍医養成上重要な役割を果たす。戦場での外科医として 活躍はナポレオンも賞賛した。ラレィ 負傷兵輸送のために、馬に引かれた木製馬車に乗っていく姿 飛び行く軍医」として人々に賞賛され 。ラレィ 主義の中 最も重要な項目は、失血患者が横たわっている場所 、できるだけ早く到着し、最善 手術をすることであり、実際戦場で多くの四肢切断術などを見事にこなし 。また、眼病のトラコーマが伝染 であると主張
(一八〇一年
)した
最初の医師のひとりとしても知ら る
76 
４７
尾立貴志「衛生隊誕生―戦場医療のルーツをたどる」 （ 『歴史群像』一九（五） 、二〇一
〇年）七八―八六頁。
４８
橋本兄弟の祖父と父は花岡青洲の塾門下生であり、長兄佐内も一三歳より父の代診を
務め、一九歳で家督を継ぐ。しかし藩命で江戸留学をしたのをきっかけとして志士活動に入る。医籍を脱け藩候松平春獄の政治参謀として働き、井伊大老の「安政の大獄」 （一八五九）年に処刑された。
４９
マンスフェルト（
M
ansvelt,  
Constant  
G
eorgevan
、一八三二～一九一二）アムステ
ルダム近郊で生まれる。ウトレヒト陸軍軍医学校で医学教育を受ける。ポンペの後任として推薦されたが、オランダ東インド政府側 承認を受けられず、その後ボードウィンの後任として一八六六年に来日し 明治維新で精得館が長崎付医 校と改称された時、長与専斎 相談し、教育制度を改革。小学校学科（数 、物理 、化 ） 大学校学科（解剖学、生理学、病理学 内科学、外科 、眼 学、産科学、一切治療 薬剤 、包帯学、翻訳）に分け、教育科目と専門科目を区別した 一八七一年か は三年間熊本治療所兼医学校（現熊本大学）に勤務し、その時の教え子に北里柴三郎などがいる。
５０
日本赤十字社病院編『伝記叢書
160 
橋本綱常先生』 （大空社、一九九四年）一〇頁。
５１
相川『出島の医学』一一二―一二五頁。
５２
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」四六頁。
５３
原剛「概説戦傷病者に対する医療・援護体制」 （ 『軍事史学』第四九巻、第四号、二
〇
一四年三月）三八―四九頁。第二次世界大戦当時になると、兵站病院は軍作戦地域に
数個開設され、各兵站病院は約一、〇〇〇名の患者の収容が きる要員と材料を有していたとある。
５４
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」四六頁。
５５
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」五二頁。
５６
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」五二頁。
５７
日本赤十字社病院編『伝記叢書
160 
橋本綱常先生』 （大空社、一九九四年）二一―
二二頁。綱常の提案した野戦病院の体系は 西洋の事情を調べて参考 したことではなく、綱維・ 二氏が必要上工夫した結果であったと説明されている。
５８
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」四六頁。
５９
西岡香織「 陸軍における 医制度の成立」 （ 『軍事史学』二十六巻第一号、一九九
〇年）二四―三九頁
６０
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」四六頁。
６１
｢北西日誌
｣第十四、八月一八日。朝倉治彦編『幕末明治日誌集成第二巻』 （一九八六
年
、東京堂出版）一〇一頁。
６２
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」四七頁。
６３
朝倉編『幕末明治日誌集成第二巻』一三六頁。赤川は加州藩医三名、薩摩藩医 名、
長
州藩医六名、越州藩医二名、土州藩医一名、高田藩 三名、松代藩医一名 計 八
に「御雇ヲ以於柏崎病院診診療方可相勤ノ旨御沙汰候事」を提出、同じく調合方 して長州藩四名、高田藩一名の五名に柏崎勤務を命じている。
６４
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」五三頁。
６５
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」四六頁。
６６
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」四六頁。
６７
｢北西日誌
｣、朝倉治彦編『幕末明治日誌集成第二巻』二四一頁
６８
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」五四頁。
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６９
神谷『日本近代医学のあけぼの』三三頁。
７０
篠原宏 陸軍創設史―フランス軍事顧問団の影』 （リプロポート、一九八三年）
７１
田中彰編『近代日本の軌跡１明治維新』 （吉川弘文館、一九九四年）に所収されてい
る
犬塚孝明「幕府遣外使節団と留学生」 （九七頁）では、幕府遣外使節団は七回として
い が、宮永孝氏は『幕末遣欧使節団』 （講談社、二〇〇六年、三四八―三四九頁、 ） 、使節団の数は八回としている。第一回は、一八六〇年一月、日米修好通商条約批准交換目的で渡米、新見豊前守正興の一行。第二回は、一八六 年一二月、ヨーロッパ締盟国であるフランス・イギリス・オランダ・プロシア・ロシア・ポルトガルの六カ国に開市開港延期交渉を目的に渡欧、竹内下野守保徳一行。第三回は、 八六三年一二月、横浜鎖港談判 仏 池田筑後 長発 四 五 閏五 横須賀製鉄所設立準備のためフランス・イギリスへ派遣、 特命理事官柴田剛中の一行。 第五回は、一八六六年一〇月、 カラフト境界画定談判 ためロシアに派遣、 小出大和守秀美の一行。第六回は、一八六七年、パリ万国博覧会参列観覧と締盟各国聘問目的で将軍慶喜の名代徳川昭武一行が渡欧。これらの外交使節団と 別に、幕府は留学生を派遣している。
７２
ラザーフォード
･オールコック（
Alcock, Sir Rutherford、一八〇九～九七）英国公使
オールコックは、文久遣欧使節団派遣を企てたその背景には、本国である英国に幕府高官の中の開明分子を選んで派遣し 英国の実力やヨーロッパの外交慣行の実態を見聞させ、結果日本の改革は、漸進的に上層部より下層に浸透する がよいと考えていた。その考えは、オールコックの『
The Capital of the Tycoon』 （一八六三） （日本語版は山
口光朔『大君の都』上・中・下、岩波文庫）に記録されている。そ 日本語訳に関しては、大久保利兼他編『史料による日本の歩み近代編』 （吉川弘文館、一九九六年）二四―二五頁に掲載されている。また オールコックの日本の印象など 誤っ ものであるとして福澤諭吉が批判しており、そ 詳細については、松沢『近代日本の形成 西洋経験』三八六―三八七頁を参照されたい。
７３
宮永孝『文久二年のヨーロッパ報告』 （新潮選書、一九八九年第三刷）二五二―二五三頁。
７４
箕作秋坪（一八二五～八六）岡山県津山藩士。旧姓菊池 通称文蔵。儒学者菊池文理
の次男。箕作阮甫に洋学、大坂の適塾で緒方洪庵に蘭学を学ぶ。阮甫の二女と結婚し、箕作姓を継いだ。文久遣欧使節団に 傭医師兼翻訳方として随行 一八六六年 はカラフト国境交渉の随員 ロシアを訪問した。維新後は、三叉学舎を開設して明治の各界で活躍する偉人俊英を教育、さらに福沢らと明六社（後の東京 士会院）を創立し社長に就任。教育博物館、東京図書館長の兼務など 多く 業績を残 た。
７５
福地源一郎（桜痴、一八四一～一九〇六）蘭学を学んだ後、江戸に出て英学を学ぶ。
万延元年に御家人となり第一回遣米使節団 は定役並通詞として随行し 日本語学者レオン・ド・ロニーからフランス語を学ぶ。文 遣欧使節団には、外国奉行支配定役格通弁御用として随行、帰国後は、ヨーロッパ 巡回報告書を（和綴五冊 現在行方不明）執筆。一九七一年の岩倉使節団には一等書記官として随行した。
７６
立広作（一八四五～七九）名村五八郎から英語を、神父メルメ・ド・カションからフ
ランス語を学び、文久遣欧使節団では最年少一六歳で箱館奉行支配定役通弁御用出役として随行した。明治新政府 は外務省に一等書記官として入り外務 丞になる
７７
太田源三郎（一八三五～九五）神奈川奉行所勤めで唐通詞として文久遣欧使節団に随
行。明治になり工部省鉄道局権頭。
７８
吉村道男監修『寺島宗則自叙伝／榎本武揚子』 （ゆまに書房、二〇〇二年）一二二―一
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二三頁。寺島の自伝には「余と箕作秋坪とは病院学校等に治療教育及び組織の方法を探究せり。其他各分任あり。帰宿すれば之を筆記し、終に集めて大冊を成せり。然れども帰朝後之を読むの暇なか しなり。或云ふ福沢の著せる西洋事情多くは此聞見録に基けるものなり」と書かれている。
７９
柴田剛中（一八二三～七七）通称貞太郎。江戸小石川で直参の家に生まれた。昌平黌
に学んで成績優秀であった。 文久遣欧使節団では、 正史と副使の諌め役、 意見の調整役、西洋事情探索方責任者を担った。帰国後 外国奉行となるが、起こった生麦事件の賠償金を巡ってイギリスとの折衝に忙殺された 一八六五年には、横須賀製鉄所建設準備と軍制調査のため特命理事官として再渡欧し、資材と技術者の調達を行うなど、有能な幕吏として外交の表舞台で活躍した
８０
福田作太郎（一八三三～一九 〇） 。福田は弓矢槍組同心の子として生まれ、父の職を
継いだ後、一八五四年から一八六〇年まで箱館奉行所勤務、その後徒目付に転じ、翌年勘定格に任じられた。帰国後、神奈川奉行所に勤務後 フランス式に改革再編成をはかる幕府陸軍の中で昇進 新政府成立 は、電信事業に携わり、 九一 内務省衛生局次長を最後に退官した。 「福田作太郎筆記」は東京大学史料編纂所 所蔵されている。 「福田作太郎筆記」 は、 中野善達 「文久遣欧使節 徒目付福田作太郎をめぐっ 」 （ 『蘭学資料研究会研究報告第二〇〇
号』一―一一頁に所収、一九六七年九月刊）によって
その概要が報告された。
８１
沼田次郎・松沢弘陽『西洋見聞集』日本思想大系６６（岩波書店、一九七四年）四七
七―五四八頁
８２
沼田・松沢『西洋見聞集』四九七頁。
８３
益頭駿次郎（一八二九～一九〇〇）幕臣。江戸の総録検校（盲人の統轄官の最上の位となった芙蓉一の長男として生まれる。万延元年遣米使節団にも普請役として参加し「亜行航海日記」 を、 文久遣欧使節団には勘定組頭支配普請役として参加し、 「欧行記」を著す。維新後は郷里の駿河国
(静岡県
)に一時移り住むが、のちに上京し、一九〇〇年
没し、泉岳寺に葬られた。
８４
高島祐啓 （一八三二―八 ） 幕府漢方表医師、 文久遣欧使節団の紀行を 『欧西行記』 （全四巻）と題して一八六七年に誠求堂より刊行し、此の版本も当時、欧羅巴事情を巷に広めるのに貢献した
８５
川崎道民（一八三一― 一）佐賀藩医松隅甫庵の四男として生まれ、鍋島安房の侍医
川崎道明の養子となる。蘭学を学び藩医となり、第一回万延遣米使節団にも御雇医師として参加している。道民はヨーロッパから写真技術を学んで帰国し 活字印刷で佐賀県初の新聞「佐賀県新聞」を一八七二年に発行する。但し二ヶ月で終わるが、日本 ジャーナリストの先駆者のひ りとされている。 道民は、 第一回遣米使節団随行の紀行を 『航米実記』三冊に著す。現在、東京国立博物館に所蔵されてい 。この史料 関する先研究には、大塚英明「万延元年遣米使節、随行医師・川崎道民の海外帰国 ―道民自筆本『航米実記』の紹介をめぐって―」 （東京国立博物館研究誌、 九九七年、五四六号、五七―六九頁）がある。
８６
宮永孝『幕末遣欧使節団』 （講談社学術文庫、二〇〇六 ）八九頁。益頭らの見学した
模様は、 『ジュルナル・デ・デパ』紙（四・十九付）に「同日の午前中・使節団 医師や主なる高官らは、外務省医師エルヴェ・ド・ラヴォール氏の案内でラリボワジェール病院を訪れた。かれらは薬局、試験所、病室を見て回った。そ 間メモを取 あとで他の病院も見学したいと云った」と 記事が見られる。
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８７
益頭駿次郎「欧行記」 （大塚武松編『遣外使節日記纂輯
第一～三』日本史籍協会、一
九〇三年）一二五―三三八頁）
８８
益頭「欧行記」一八九―一九〇頁。
８９
今泉孝 絵ハガキで見るパリの古い病院
(四
)―ヴァル・ドゥ・グラース陸軍病院（パ
リ五区） （その１） 」 （ 『医譚』七二巻、一九九七年）四二五一―四二五三頁、 。同「フランス軍陣医学におけるヴァル・ドゥ・グラース病院の役割」 （ 『日本医史学雑誌』四三巻三号、一九九七年）一五四―一五五頁、 。同「絵ハガキで見るパリの古い病院
(五
) ―ヴ
ァル・ドゥ・グラース陸軍病院（パリ五区） 」 （その２） 」 （ 『医譚』七三巻、一九九八年）四三一一―四三一三頁、
９０
岩田高明「 『福田作太郎筆記』の『欧州探索』にみる西洋教育制度受容過程 分析 文
久元年遣欧使節団による欧州学制探究―」 （ 『日本の教育史学
:教育史学紀要』 二〇〇六年）
一九―三一頁。松沢弘陽『近代日本の形成と西洋経験』 （岩波書店、二〇〇八年第四刷）三三頁。岩田は、 「調査結果は『欧州 索』にまとめたが、幕末の動乱期の中で政策に生かされることなく埋もれてしまった」とし、松沢も、 「とるべき政策にまで論及することなく、西洋諸国の現実に対 て評価をのべるこ なく、 、その限りで客観的な事実の説明に終始していた」と評価し いる。
９１
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」五 頁。
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第四章戊辰戦争と
看護
一会津若
松城籠城と看護
戊辰戦争は、前線の仮繃帯所で治療処置が行われ、野戦病院には多くの負傷兵が運び込
まれ、多くの看護人を必要とした。壬生城内に設置された官軍の負傷兵を治療する「養生局」 （野戦病院）で、銃創看病人を九名雇入れた事例が、わが国の女性看病人の始まりとされているが それは、従来各藩夫々が繃帯所を創設し、負傷者に看病人を付き添わせるといった形態では すでに対処できない いう課題として認識された結果であった。
負傷兵の看護は、籠城した城の中で、士族の婦女子らによってなされたことも知られて
いる。白河口を突破した政府軍は、母成峠、猪苗代、戸ノ口原、滝沢峠と勝利を治めながら若松城に迫 。会津藩は八月二三日早朝、城内の鐘を乱打、その合図で会津藩は籠城の構えをとる。この割場の鐘の会津で籠城したのは約六百名、自殺した者二百数十名であり、九月二二日の降参、開城の際に城中 いた老幼婦女子は五七五人 籠城中に戦死した者も含め、多くの非戦闘員が本丸に約一ヶ
１
。
城内は、溢れる負傷者のために薬品は不足し、繃帯も補充できない状況であった。負傷
兵の治療の補助・看護にあたったのは、籠城した会津藩士の家族である婦女子であっ 。 。そのひとりに山本八重
２
がいた。八重は、砲術師範の娘として育ち、鳥羽・伏見の戦いで
戦死した弟三郎 衣装をまと 男装し、八月二三日早朝、七連発 スペンサー銃とその弾丸百発を持った上で、入城をした。八重は戊辰戦争後、京都府顧問となっていた兄の山本覚間を頼り母と京都に移 住み、新島襄
３
と結婚し、のちに日本赤十字社の社員となり、
日清戦争・日露戦争時に篤志看護婦
４
として従軍する。八重は後年「男装して会津城に入
りたる当時の苦心」を発表し、その中で「入城した女 役目は、兵糧を炊くこ 、弾丸を作ること、負傷兵の看護をすること」であったと語っている
５
。
同じく籠城をした山川操子
６
の籠城中の実見録や、藩士間瀬新兵衛の娘みつ子が日記風
に綴った「戊辰後雑記」 （稿本）により 鶴ヶ城城内で行われた看護 実態を知る事ができる。山川操子の籠城中の実見録
７
からその部分を抜粋する。
私ども婦人の仕事は、弾をこしらえるのと握飯をつくるのとの外に、負傷兵を看護する大任がございました。城も覆えるかと思うばかりの大砲の轟きがきこえたかと思うと、血だらけになった負傷兵を表の方から私どもの方へ連れてまいります。その負傷兵の姿をみる毎に、ああま 一人味方の兵隊が斃れたのかと、ほんに涙 こぼれました。医者は幾らかおりましたようですが、薬などは少しもございませんから、負傷兵に対
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しては、ただ慰めるというばかりで、おそろしい傷があっても、それをどうすることもできません。それでも、初めは畳の上に寐かしておきましたが、しまいには、畳を牆壁のかわりに使いますので、皆剥がして行ってしま ましたから、あとでは、床板の上へ寐か おくだけでございました。蒲団は、城 中にもとからおりました奥女中や下働きの女どもので間にあわせましたが、それではとても足 ませんから、その人 ちの衣類だの、私たちの衣類を脱いで着せてやりました。それです 、向うには、縮緬の縫をした裲を着て唸っている負傷兵があるかと思う 、こちら は、木綿もの ゴツゴツした着物を被って呻いているものがあるというような始末 ございました。何分暑中 ことでございますから、負傷兵は皆、 『看護 さん、水 飲ま て らいたい。 』と、苦しそうに申 ます。けれども、井戸は深うございますのに、大勢の人が城中におって汲むものですから、朝 もございませんと、水が少なくなって濁っおります。それでも飲みたいと申せば仕方がござい せんから弾の飛ぶ中を手桶をさげて汲みまいりました。中に一人、火薬を頭から身体中に浴びて、まっ黒に火傷した人がありました。身体中の皮膚はすっかり爛れていて、着物を着せることもできませんから 裸体のままでおきましたが、それが、時々、 『起して下さい。 』 申します。抱き かえるようにして起しますと、火傷した皮膚が剥れ 両手にべったりつき し 、その手を洗うこともできませんから、いい加減に拭いておきますが、そ 臭いことと申した とても我慢ができませんで 。しかし 私ど は家老職の娘でしたから、自分が先に立って働きませんと、他の女たちの勇気が鈍りますから、一生懸命に働 た。・・・ （中略） ・・・大砲の弾 小銃の弾は、私どもの頭の上をピュウピュウ飛 でまいります。そこらに落ちて破裂するものもございますし、屋根の瓦を飛ばす。戸障子を砕く。それはそれは恐ろしい有様でござ ました その中に 血は流れておりし、負傷兵は唸っ おりますし、屍骸は横わっていると う有様でござ ますが、その当時は気が立っておりますし、自分も死ぬ覚悟でございますから 少し 恐ろしとは思いませんでした。 眠ることなどは ても きません。 だ少 すい 時 、柱にもたれてウトウトするぐらいなもの ございま 。
会津藩の婦女子らは、一同主君のために働いて、一思いに討死する覚悟を持ち、黒羽二
重の紋つきの袷の着物など、拝領の衣類を着て入城した者が多かった。山川操子の実見録からは、多くの負傷兵に治療を施す薬品もなく、ただ蒲団もない床板の上に寝かされ苦しむ負傷兵に、婦人らは自分の着物も提供し、寝る時間もなく看護人として働いたが、 「ただ慰める」ことしかで なかっと述懐している。
間瀬みつ子も「八月二三日―奥より御指示にて、手すきの者は手負者看病 出候様、右
82 
に付のぶ、つや、ゆうは手負看病に出申候。私は結び（握飯）握りに出候様に付」とあり、入城すると、女手を必要とする部署に配置されたことがわかる
８
。
一九三九（昭和一四）年に、 「会津戦争婦人隊士顛末記」を『新女苑』に投稿した神崎は、
「日本におけ 看護婦の発生史からいえば、明治元年正月、伏見・鳥羽の戦争後、土佐藩の大阪屋敷に同藩の負傷兵を収容して、藩士の妻や娘が看護にあたったのが、最も古い出来事であるが、会津女性の看護活動も、同時に記録されるべきものであろう」
９
と述べて
いる。
籠城した若松城は、 会津藩の大本営であると同時に野戦病院であり、 兵站病院であった。
そこで「看病人」を務めたのは、籠城した藩士家族の婦女子らであったが、化膿し鼻を衝くばかりの腐敗臭と膿だらけの創部 治療を素手で行い 自ら 着物を差出ながら看病を行い、負傷兵の希望を聞き入れ 慰めに務めた彼女らの看護の実際は、病院における女性看病人のはじめ あった 位置付 て良いであろう。
また山川操子の妹は、 のちに陸軍卿大山巌の妻となる山川捨松
１０
である。 捨松は岩倉使
節団に参加した五人の女性の一 り、 ニューヘイブンのベーコン牧師の家 預けら 、名門女子大学ヴァッサーカレッジを卒業するが、日本へ帰国する前の二ヵ月、一八七三年六月開校したアメリカで最も古い 護学校の一つ ヘイ 病院付属 コネティカット看護婦養成所で看護を学んで帰国し
１１
。陸軍大山巌と結婚後、有志共立東京病院に
看護婦養成所を作るため、わが国最初 慈善バザーを開催し資金集 を など わが国の看護の発展に関わっ 人物の一人である。
捨松が若松城に母や姉たちと籠城したのは、わずか七歳の時であった。捨松の義姉は、
城内に落ち破裂した砲弾で胸を負傷 、拷問 ような苦しみ 味わいながら息を引き取った。捨松は後年、苦しさのために母に介錯 懇願す そ 姉 声は堪え難いも であっと、自身で語っている
１２
。幼いながらも、この若松城内でのすさましい悲惨な経験が、捨
松が看護に関わり、 を推進する力の原点 あった
さらに、会津城で看病人の役割も担った山川操子の実見録にも「私どもは家老職の娘で
したから、自分が先に立 働きませんと、他の女たちの勇気が鈍りますから、 生懸命に働きました」と述べている。これは政府軍の 撃 、多くは主従関係が崩壊し、奉公人は逃げ、または暇を出したことで、若松城内では士とその家族がすべてを負担 る状況になっていた結果であった
１３
。
明治となり、 日本赤十字社に上流階級の婦人たちによる篤志看護婦人会
１４
が設立された
時に、捨松 理事となって衛生学の普及や看護婦 地位向上に務め、一九〇一
(明治三四
) 
年に結成された愛国婦人会などでも積極的に救護活動を始め、包帯作り も励んだ。八重も日清・日露戦争では自ら従篤志看護婦として従軍した。これらの積極的な 護活動の源は、若松城での籠城で、士族の家族として「 分たちが先に立って働く」というそ 精神と同一のものであり、同時に、傷ついた者に っては「看 」が何よりも必要とされることを知りつくしていた証であった。
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二女性看病人の採用
大病院に移転するまでの約六ヵ月以上に及ぶ横浜軍陣病院で行われた看護については、
シッドルが一八六九年三月三〇日に提出した報告書「日本陸軍病院にかんする報告」と、『横浜軍陣病院の日記』
１５
（以下、 『横浜日記』とする）で知ることができる。 『横浜日記』
は、慶応四年閏四月一八日より、同年一〇月二一日に至る横浜軍陣病院の日記であり、各地の騒乱によって発生した傷兵の手当を行うために、当時外科医として名高いウィリアム・ウィリスを招くことを目的として設けられ 病院であり、当初は江戸で を開く予定であった。しかし、ウィリスが横浜を離れることが困難な状況にあることで、やむを得ず急遽横浜修文館に病院を開くことに変更をされた。その経過を含め、 『横浜日記』は一七日の大総督府の達の掲載から始まっており、一八日使番の佐藤喜七郎（名古屋藩士）が到着し、手配等事務が開始されたことで、日記が記録 始める であり、 『横浜 記』は事務の執務日記である。そ ため、治療内容ではなく、入院者名や掛かった経費などが詳細に記録さており、沿革を知ることのできる根本史料である
１６
。
開院にあたっては、 食費や薪・炭等の購入代金と共に、 老女を介抱人として 「銀十八匁」
で雇い入れたことが記されている。記録には
一老女一銀拾八匁介抱人五十以上女壹ニ付
但病人壹人ニ介抱人女壹人之筈之処書夜不寝等ニ而ハ難相勤趣再々申出候ニ付増人三人都合拾壹人ニ而繰合筈
一銀六匁九分六里風呂焚男壹人ニ付
とある
１７
。介抱女の人数は開院当初薩摩・伊州両藩の入院負傷兵八人に対して五〇歳以上
の老女を介抱女として雇入れたが、昼夜を通しての勤めはきついので、三名の増員を要求して一一名となった
１８
。
さらにこの記録からは、介抱女の賃金「銀拾八匁」は、風呂焚き男よりも高い設定であ
ったこともわかる。その料金設定の根拠は、看護の仕事内容を評価した結果な か、それとも介抱女を集める条件として高い料金設定が必要であっ かは不明
１９
。但し、
多くの負傷兵に膨らむ病院運営経費のため、介抱女の賃金も九週間後には日銀一五匁（二朱＝五百文＝約七千五百円）に引き下げられている
２０
。
『日記』には介抱女の仕事内容は書かれていない。中西は移転した大病院で 「東京府
大病院規則」に「看病人」として、その仕事内容が規定されていることから、横浜病院でも同様の仕事をしていたと考えられ としている
２１
。その規則には、
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者江相渡候事
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病者之起臥衣類飲食其他掃除等万事世話可致事
 
 
 
 
但せんたくは女の
 
 と書かれており、看病人は薬の投与、病人の食事、衣類の世話、掃除等、日常生活全般の世話がその仕事とされた。シッドルの報告書には、 「調剤はみな日本人医師がやっている」とあり、看病人の仕事は薬を飲み終えたあとの薬袋、薬瓶の回収と、調合された薬を患者に渡すことであった
２２
。
 
『日記』
には、看病女に褒美金が贈られたことの記録も残されている。六月二
三日、死
亡の転帰を った薩摩藩士 看護を「神明ニ念入介抱致し候趣相聞へ候ニ付」として、看病女「なか」に褒美金子百疋が贈られている
２３
。この看病女は日当で雇われた介抱女では
なく、入院に際し藩が付添人とし 準備した者であったと考えられる。
 
その理由は、八月二
七日に総督府が「大病院規則」として記したものに、 「各藩看病人
可為無用事」
２４
とあり、それまでは各藩が、入院の際は看病人を準備していたと
判断
でき
る。これは平潟口総督日誌に書かれたものではあるが、総督府の方針として横浜軍陣病院も相違なかったと推察でき、 「各藩が用意し 看病人」と「病院が日当を以て雇い入れた介抱女」が存在していたと考えるべきで ろう。看病人「なか」は各藩が雇入れた看病人であると考
えると、褒美金が送られたことにも納得がいく。
 
 
九月三〇
日頃から横浜軍陣病院の入院患者の移転を開始し、
一〇
月
一
七日には全ての患
者の移転は完了す 病院と った藤堂屋敷は、約六八
、〇〇〇
平方メートルの広さを有
し、内科、外科、医療材料を始め してあらゆる必要物品を支給する部局の三部局に分けられて運営された。
どのような看護がなされたかは、シッドルの報告書「日本陸軍病院に
かんする報告」にその一端が書かれている。その箇所を左記
に
抜粋する
２５
。
 
  
 
患者用にたくさんの寝台や、鉄製の寝台床架、一級品の馬の巻き毛の敷きぶとん、シーツや毛布を用意した。これらの品物は
大多数の者にはまったく見なれないものだっ
たので、
初期のころ、寝台はシーツを広げてよごれを防がねばならぬことや、折リた
たんだシーツとか油紙を用いて患者の排泄
を防ぐことが必要だという考え方を、す
くなくとも患者の付添い人たちに正しく理解させることは非常に面倒であった。そして、いくつか 寝台を切り裂かねばならなくなって破損した後 ようやくこ 問題に留意することが看護の第一原則の一つとしてすこしは認識
されはじめたのである。
 
患者につく看病
人や付添い人はおもに既婚の婦人だった。平均し
て
、各患者に一名
ついている。と
い
うのは、軽症患者二名か時には三名に付き添い人は一名しかつかな
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かったが、一方重症患者には二名か時には三名の付添い人がついたのである。これらの婦人たちは、概して、彼女らの任務を非常によく遂行するようにみえた。私は患者の臨終に際して彼女らがはげしく嗚咽するのを見たことがある。しかし、患者にわがままな行為を許さないためにも欠くことのできぬ確固たる態度が彼女ら は不足している。 （・・・略・・・）可能ならば、患者が独立し 部屋に収容されるという事情 、看病人が一名与えられる慣行を明らかにするだろうが、西洋人の考え方によれば、それは患者が実際に必要とする程度をかなり超えているのである。
シッドルやイギリスの医師等にとっては、看護婦が業務として日常的に行ってる患者の
排泄物に対する汚染防止対策なども、日本ではその必要性を看病人に理解させることから始めなければならなかった。
また、 横浜病院に続く大病院では、 看病人は患者一名に一名の看護人が付き添っており、
その日本の制度についてウィリスは「現在採用されている看護制度は高くつき、しかも好ましくない。患者一人に看病人が一人就き、重患は二人か三人の看護人をあてがわれた。それぞれ 看病人は、一昼夜の付添いで、一定量の米のほかに二分 一分の賃金を支給されるのである」と、看護人の配置についてその不合理に苦言を呈していた
２６
東京大病院では、ウィリスの助言 よって女性看病人を雇入れることになり、この女性
看病人の採用は、わが国における看護婦 濫觴といわれている。女性看病人を雇いはじめたその経緯については、石黒忠悳の残した記事で知ることが出来る
２７
。
当時の（東京大病院）入院患者はその負傷は戦勝の種であると云ふ心の持主が多く、従て患者の気勢がなかなか盛で我儘一パイにて、とても医員の云うこと 用ひ 。況んや、看護は頗る難しい。気に入らぬと烟草盆を投げる、枕は蹴 ばす、癇癪が起ると看護者を殴打すると云ふ輩も多かった。 こで如何にしてよ かと云う相談で、試みに女子に看護せしめて見ようと云ふことに議一決し、其の看護に従事する婦人募集す ことになった。然 に患者が荒々しいと云ふ とが世間に知れ渡りて居るで看護業務 来り応ずる なく漸くに応募せる婦女は孰れも所謂「バクレン」者で、着物は白と紺との弁慶縞の単物に、 髪は 「ジレッタ」 結ひに黄楊の横櫛と云ふ様な姿、海に千年、山に千年、男を男とも思わね輩であるが、他に応じ来る人なかり より止むを得ず先づそれを雇入れて看護に従事せしめて見た所が、患者等は従順となり、一方之等婦女の内には案外勤勉で、繃帯など漸次巧みになり 看護の業務概して男子勝る事を見出したのである。又其の中には看護婦を統御す 才幹あるものも出て 意外にも辛酸を甞めた方正のものもあっ 段々熟練 て来た。之が明治維新当時 於ける看護婦の最初で、我が東京帝国医科大学病院の の元祖である。最も之等の内で漸次技能熟達し、患者の取扱に 慣れ優秀看護婦と称せられ 者もある。
この回顧録に出てくる「バクレン」とは、世間ずれしたわるがしっこい女のことを差す
86 
が、これは上野戦争の際緊急に集められ、身元調査も不十分なままで雑用に充てられた者のなかに、吉原の遣手婆などの女性も一部交じっていたことが、強調して伝わったと考えられている
２８
。
石黒の記録には、女性が勤勉であること、訓練次第では繃帯法なども巧みに熟したとあ
る。つまり、看護 従事させるために大病院では女性を雇い入れ のであるが、その看護の業務の一つに包帯法があったということである。賄や洗濯などの仕事を担当する人と区別されていたのかは不明であるが、横浜病院・大病院でウィリスやシッドルの指導の下で病院を運営する過程で 人は負傷兵の治療 携わ 人へと役割が変化していったと判断できる。
三海外看護婦の紹介
戊辰戦争によって病院に女性か看病人を雇い入れることが始まるが、幕府が幕末より西
欧諸国に派遣した使節団の随員らは、海外 病院で働く看護婦 存在を知る機会に なった。前章ではフランスの陸軍 の病院看病男について触れたが、わが国に最も早く看護職を紹介したのは、一八六〇年に日米修好通商条約批准交換を目的とした正史新見豊前守正興の遣米使節団一行の従者、仙台藩士玉虫左太夫誼茂
２９
の『航米日録』であり、随員玉
虫が北米ワシントン 米国病院を見学した折 記録であるとされ いる。
亀山は、 「新見の訪米のころ は、すでに病院という名称ないし概念は一部に定着しは
じめていたが、看護婦や修道女たちの存在については、ほとんど知ら なかってよいだろう」としている
３０
。海外を経験した有識者たちが病院見学で何を見て、報告
したのかを確認しておくことは、明治となり近代化へ 改革に何をどのように生 し のかを知る貴重な資料となる。そこで本項では戊辰戦争当時、海外 看護に関する情報がどのように伝えられていたのかを確認す 作業を行う。
まず玉虫左太夫の『航米日録』である。玉虫は仙台 生まれ、幼児に藩校養賢堂で四書
五経と西洋事情などを学ん 。一三歳の時に藩士荒井東吾の養子となり、荒井家の娘と結婚するが、妻病死後、二四歳の時に脱藩して江戸へ出奔した。
玉虫は一八五七年四月から九月まで、函館奉行堀利煕に従って蝦夷地を巡行する機会に
恵まれ、地勢や気候や風土 アイヌ 生活習慣、衣食住 蝦夷地警備 状況などを『入北記』 に著した。 その観察力と 観察した結果を詳細に記録する根気と筆力などが認められ、使節団の記録係として推挙され、仙台藩からも使節団参加を許された。玉虫は、帰国するまでの約一〇ヵ月の渡米体験を、八巻の『航米日録』に書き記した。 『航米日録』には、ワシントン滞在中の四月一四日、同じく従者福島義言と木村鉄太と連れ立って、石造 の玄関のある四階建の病院を見学 た記録が残っている（資料２）
３１
。
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大小ノ房室相並ビ数十個アリ。男女各限隔ヲナシ、病者臥シ居タリ。一房多キハ七八人少キハ五六人、病者女ナレバ女、男ナレバ男ヲ以テ監視セシム。寝室・食床極メテ清潔ニス。医官数人其傍ニ在テ時々ニ診察ス。 ・・・
(略
)・・・其外病人ノ取扱ヘ一ノ
遺漏ナク感心スベシ。
病室は男女別になっており、それぞれ女性の病人には女性の看病人が、男性の病人には
男性の看病人が、 一つの病室に七から八名、 少なくとも五、 六名が配属されていた。 寝室、食卓が極めて清潔であること、 病人の取扱いに一つの漏れもないことに感心する。 さらに、看護を行っている女僧については「女僧黒衲衣ヲ服シテ是ヲ守護ス 男ノ入ルヲ禁ズ 予等ヲ導キシモノ始メ男ニシテ、 此房中ヘ入リシトキ女僧一人付き副フテ、 男ハ戸外ニ待ツ。尤其女僧ハ常ニ十字木ヲ腰辺ヘ帯ブ」 記録している
３２
。
玉虫と行動を共にした福島義言の「花旗航海日誌」には、病院を見学した記録が一二日
の記録に確認できる。 「白キ石ヲ以 四重ニ建、貧難病者等 療治ス、男子ハ介抱シ、女子ハ室ヲ隔テ男ヲ禁シ、女介抱スト云」と短く記録されている
３３
。
また同じく木村鉄太の『航米記』の一三日 日記には「病院 と題さ た項目があり、
「都下。往々病院アリ。中チ甚ダ清浄。難病人及び貧人、薬ヲ買フコ 能ハズル者ハ官之ヲ養テ病ヲ療ゼ会ム。男女ヲ別テ居ヲ令 、病男ハ男之ヲ介抱シ、 女ハ尼層之ヲ介抱ス。凡ソ三日ノ中チ一度衣衾ヲ更メ会ム。皆官医之ヲ司ル」と記録され
３４
。
鉄太の日記にも玉虫同様、病院が清潔であることが記録されているほか、病院では、難
病で苦しんでいる人や貧乏で薬を買うことが出来ない者を政府が治療をしていること、政府から医者と介抱人をつけ、三日に一度は衣服 着替えさせていること、こ らすべては政府の医者が管理をしていることなど、鉄太が知り得た事柄も記録されて る。
注目すべきは、玉虫は看病人を「監視セシム」人と捉えているのに対し、鉄太と福島は
「介抱」する人と、記して ことである。玉虫 、病院に入院し いる者は「病者臥し」と記録している み あるが、鉄太は、三日毎の 服交換など、尼層が行っている内容も調べており、その結果 して、尼層の仕事を病人の介抱であると理解し、 「介抱」という言葉を用いたと思われ 。看護婦という職業に関する概念もなく、武士社会の上下関係に身を置く玉虫にとっては、 「監視」 言葉でその状況を理解したと推測できる
護衛艦威臨丸の従者の中には、アメリカで入院を経験した者もいた。提督木村摂津守
従者の一人長尾幸作はサンフランシスコで急病に掛かり半月間の入院を経験した そ 様子は長尾の『亜行日記鴻目魁耳』に残されてい
３５
。
長尾は、サンフランシスコ入港直前 病を発症し、現地の 院に入院する。記録には、
「余愈悪シク大下痢ヲ催ス」 「矢張下痢ス、大渇食ヲ口ニ入レス」と ことから 下痢よる脱水症状を起こしていたと考えられる。症状がよくなると、病室を見て回り 懇意となった医師から外科道具や妊婦の手術を聞い 西洋 学の吸収 努め、 後に退 する
３６
。退院が決定した日の記録には、入院中に感じたアメリカ人の人間性に触れ、感動し
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たその想いが書かれている
３７
。
皇国扇二本宛相携礼謝ニ行ク、各医一期月モ看病施治之知己トナル故皆分袖又遺憾ノ情大ニ顔ニ露ル、夷人タリト雖トモ返テ亜斯亜州産之人ニ勝ル、惣テ亜米利加州之情合新開国之地故人情正直親密、他人へ対シ空虚ナルコトナク厚情致至、余独所論ニ非ス、亜斯亜州ハ旧国故薄情、地球中惣論ナリ、時ニ別ヲ告ケ余モ又長々懇情ヲ受病癒引去之情大筆ノ外ニ在リ
長尾の記録には、入院中に施された具体的な治療や受けた看護などは書かれていないが、
長尾が入院中に接した医師や看護婦の対応から、差別もなく、米国人の情の深い扱いに感心したことが書き綴られている。
長尾の入院に際しては医師牧山修卿
３８
らが病院へ引き渡し役を務めた。 修卿は適塾出身
で、長尾の入院中も度々面会に訪れており、長尾の入院経験は、医師が西洋医学を学ぶ好機となった
３９
。修卿は一八七五年には東京府病院副院長に就任し、その病院では入院区分
別に看病人の配置も決められいた
４０
。看護管理に、使節団随員としての見聞がどのように
活かされたのか、そ 資料を見出すことはできないが 未だわが国に職業看護婦のない時代に、入院区分別に看病人を配置して病院管理を行っていた事実は、西洋式病院の看護管理の始まりと捉えて良いだろう。
咸臨丸でのアメリカ訪問に続き、文久遣欧使節団に翻訳方及び通詞として参加した福沢
諭吉
４１
は、海外体験での詳細な聞き書きを、 「西航記」 、 『西洋事情』に著した。福沢は「西
航記」で修道女看護婦「ノン」を紹介 、また病人と介抱人の配置割合なども記録していた
４２
。介抱人は男女両様ありて、男子は病男に属し、婦人は病婦に属す。病人五十人に介抱人十名を附るを定則とす。又、ノンと名くるものあり。これは老若婦人、奇数に遭ふか、或は他故あるもの、神に誓ひて若干年間、病者を扶けんことを自から約し、其年期内は男女の交を絶ち、自から守ること本邦の女僧の如して、病院に入るものなり。故に此ノンは、病者を扶くるに、男女を弁ぜず臥床に近くことを得るなり。
一八六八年に刊行された『西洋事情』初編全三巻では、 「病院」 （資料３） 「貧院」 「盲院」
「唖院」 「癲院」 「痴児院」 「博物館」など、西欧社会 おける福祉、医療の現状 その成り立ちを詳細に調べた結果を項目ごとにまとめる形で紹介した。
福沢はイギリスで四つの病院を訪問している。その四つの病院とは、キングスコルレー
ジ病院
(King’
s 
College 
Hospital、一八三九年設立、セント・メアリーズ病院（
Saint 
Mary’
s
 
Hospital、一八四五年に設立） 、セント・ジョージズ病院（
St
 
George’
s
Hospital、一七三三年設立）の一般病院三施設と、精神科病院の「養癲院」であるべツレ
ム病院（
Bethlem 
Royal 
Hospital）である
４３
。
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イギリスではすでに一五〇の病院が設立されており、キングスコルレージ病院は、一八
六一年に新たに建て直され、四階建て病床数は約二〇〇であった。換気への配慮、大きな調理場、看護婦の為の宿泊設備など、当時の模範的な病院とされており、福沢らは約二時間かけて、 患者と看護婦の快適と便利を考えて作られた を視察し べツレム病院は、一二四七年に教会の小修道院として建てられ、福沢らが訪れた当時は三七〇名の入院患者の収容が可能であり、病室はすべて個室、病棟と廊下には椅子やテーブルが置かれ 鳥かご、花、絵などが並べられ、レクリエーションも行われるなど、入院患者の生活環境が改善され、注目を集めていた時期であった。
『西洋事情』とともに、明治期の日本人の〝開知〟（知識の啓発）のために読まれた書
物に、一八六九年に発行された橋爪貫一編『開知新編』 （一〇巻本）
４４
があった。この『開
知新編』は、文久遣欧使節団の報告書を、勘定役格徒目付福田作太郎が筆書き写した「福田作太郎筆記」二七冊
４５
を収録したものである。
「福田作太郎筆記」のうち、文久遣欧使節団の見聞に関 るものは七冊である。そのう
ち最も分量の多い「英国探索」 は、 「英国倫敦府病院并学校の事」と題された項目が確認できる。その全文は巻末に付記（資料４）するが 一四～五人 病室を看病人三～四人で担当していること、病室は常に清潔で換気も充分に行われ 蒲団類は七日毎に交換 ていること、看病人は て婦人を使用していることなど 報告されている。
先に述べたように、イギリスではすでにナイチンゲールにより軍 衛生改革が行われ、
一般病院の環境改善も行われ いた。また、イギリスの軍隊は志願制であるため、 人よる健康管理が大きな意味を持っ おり 兵士の健康障害によ 戦力低下を防ぐ め、一八五九年からは医官が衛生管理やヘルス・ケア ついても担当してい 。一八六〇年からは、陸軍医学校にて軍事活動に即した外科学、衛生学 病理学、医学などによる医官教育も開始していた
４６
。
文久遣欧使節団がイギリスを訪れたのは、このような陸軍の改革が行われた直後であり、
事情探索により、戦争におい 兵士が負傷したときの国家の責任、兵士の健康と戦力低下の関係、病院における看護の効果など、今後わが国が近代国家建設に向け取り組むべき課題を情報としてもたらされてはいた。これらの情報が生 るのは戊辰戦争を経た 明治政府が近代化を目指すなかで活かされることになる。
四戦時医療の
課題と看護
幕末、使節団の随員となって欧米諸国を見聞する機会に恵まれ 者たちは、その情報を
日本の近代化に活用するべく、 告としてその情報を幕府 もたらし また書物 して多くの開明的な日本人が知識を得るのに寄与した。すでに病院におけ 治療が社会の中仕組みとなっている西欧諸国と、病院そ ものの存在が一部に限ら た日本では、も らさ
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た情報を活用するには限界があった。特に西欧で病院で看護に従事しているのは、十字架を下げた修道女であり、亀山が指摘しているように、単なる異国事情として捉えられていた感は強い
４７
。
しかし、戊辰戦争を経験する中で、野戦病院で藩という枠を超えた組織力による医療の
実践の必要性を体験した医師らは 医療の近代化に向けた多くの課題を認識するに至る。まず、兵器の進歩により旧来の漢方医らでは対処できないことが明白な事実として、医師のみならず政治を掌ろうとする多くの有識者らに認識された。さら 多くの負傷兵を助けられなかった事実と、ウィリスが提言した人道主義に対する課題が、近代国家建設を目指すにあたり、戦場医療 課題となった。
軍陣治療は大きく三つの段階に分けられる。まず一段階目は、仮繃帯所となる前線での
応急処置（主に止血と患部に固定） 、二段階目は、 療体制 整 （医療材料を含め）病院での西洋外科学 よる治療、三段階目が隊への復帰を目指した回復過程 お る看護が主体となる病院での治療である。そしてさらに各 を繋ぐの 「移送」 ある。
戊辰戦争では、第一段階目は藩が用意を た男性看病人を使用していたが、野戦病院で
は多くの負傷兵が入 すること 、病院が看病人 確保 ようになる。そ 結果、看護人として地域の女性を雇入れる、また籠城では士族の婦女子 看病人の役割を担った。戊辰戦争では広がる戦場に、負傷兵 移送に船を用い、奥羽出張病院 は医師―看護人―人足というチームで移送を行う。大病院では初めて女性の看病人を採用し、包帯交換などの治療の介助も看病人の仕事として熟し、その効果も確認された。このように戊辰戦争は、看病人は単に洗濯や掃除など 家事部門を担当す という役割から、医療チーム 構成要員へとそ 必要性が移行していったことが確認 きる。
戊辰戦争で明らかになった戦時医療の課題を挙げると、次に挙げる五項目にまとめられ
る。
一．西洋医術を身につけた医師の早急な育成
４８
二．医療材料、武
器弾薬、食糧などの確保・補充システムの確立
三．戦場における、病院（仮包帯所）―中間病院―後方病院といった医療体制の確立四．理論と実地訓練による看護者の育成五．文明国家となるべく人道主義の理解
これらの課題のうち、一に関しては、石黒忠悳・土岐頼徳・長谷川泰ら、戊辰戦争に従軍し、戦場医療に携わった医師により提出された「医学教育建白書」
４９
により、医師教育が
開始される。課題二は、人件費を含め、費用の確保から始まり、政府を含め、軍のシステムの整備にかかわる問 であった。課題三に関しては、寛斎や橋本ら 実践したことで衛生隊が初めて組まれたが、陸軍として負傷兵の後送システム、支援体制は整え ければならない課題であった。つまり、政府が戦時 どのようなは医療体制を整える か、病院陸軍の中で衛生部隊をどのように作り上げるのか、そ 構想 中で課題四の 護兵 育成取り上げられることになる さらに課題五は 人道主義を取り入 文明国 なることは欠
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かせない近代国家建設の条件であり、明治政府首脳人に大きな課題が投げられたのであった。
一八六七年一二月明治政府が発足。政府は国家建設の目標を、国家的に独立し、国際社
会において欧米列強諸国と肩を並べる強国となることを目指す。
日本医学の近代化は、新政府の欧米化政策に則り、 「西洋医術採用建白」
５０
によって始
まり、西洋医学の採用（一八六八年）
５１
、ドイツ医学の導入（一九七一年）
５２
、文部省の
「医制」の制定（一八七四年） 、 「医師開業試験法」の制定（一八七六年） 、文部省「医学校通則」を制定（一八八二年）がなされ、課題の一である西洋医術による医師の育成が医学教育と医師の免許を柱とし 行われた
５３
。さらに、医学の近代化に大きく貢献したのが、
陸海軍の軍制改革にともなう軍隊の医療施設・教育 整備充実があった
５４
。
国軍を建設（健軍）するためには、全国の軍備の充実という政策がとられることになる
が、一八六九年兵部省が設置され、兵部大輔の地位に就いた大村益次郎は、国軍の創設に手腕を振るった。 大村がどのような軍制改革の構想をもっていた かは門下の山田顕義
５５
が残した記録によって知ることができる。
大村は「諸藩を徹し、佩刀を禁じ、徴兵令を定め、兵学校、造兵局を開き、鎮台七道に
分置するがごとき」と考え おり、それは士族 務専任主義の打破であり、国民皆兵を推進するものであっ
５６
。山田は、 『大村益次郎先生事績』の中で、大村の軍病院構想につ
いて左記のように説明している
５７
。
戦時に於ける病人を扱うには平常の時の治療とは余程趣を異にするものであるから、軍事病院と申すものを設けて充分に治療法の攻究を致さなければならぬ、それがないと戦の起った時に負傷者の治療 非常に困ることが出来る、又鎮台と云ふ を設け処々の要所に兵を置き、又海軍の如きも所を定めて鎮守府を置き軍艦の集まる場所を定めて非常 用意を設けて置かなければならぬ
一一月一八日、国軍の創設、兵制確立に尽力した大村益次郎が没後、大村の遺志を継い
だ兵部大丞山田顕義ら兵部省幹部らによって、太政官に「兵部省上申」が提出された
５８
。
上申書では「軍医寮ヲ設置クベキ事」とし、兵部省、海陸兵学寮、陸 屯所 砲銃火薬製造所等と共に、軍病院の設置が具体的計画として提示された。
一八七〇年に大阪軍事病院が設立され
５９
、併設した軍医学校では、アントニウム・フラ
ンシスカス・ボードイン
６０
（
A.F.Bauduin）を顧問として招聘し、軍医養成教育を開始し
ていた
６１
。さらに翌七一年には兵部省内に軍医寮が設置され、陸海軍の医事を所掌した。
軍医寮頭となったのは元幕府の奥 師兼医学所頭取であった松本良順
(明治四年に順と改
名
)であり、その出仕にあたっては、兵部大輔大村益次郎の死後、事実上兵部省を代表する
立場にあった、兵部少輔山県有朋の強い希望によるものであった
６２
。
山県は、戊辰戦争当時北陸鎮撫総督参謀の任にあり、緒戦から戦死者が多数発生 状
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況に対し、戦傷治療のため有能な医員の急遽派遣要望書を長州藩執政広沢兵助に要請した経験があった
６３
。八月欧州視察から帰国した山県有朋は、戊辰戦争に幽閉処分を受けてい
た松本が、赦免後、早稲田に開院していた病院を自ら訪問し、 「ようやく兵部省あるも、最も必要とする衛生部なし」として、松本に兵部省への出仕を要請した
６４
。軍医寮頭となっ
た松本の進言により、七月五日には陸軍衛生機関の中央機関として兵部省内に軍医寮が置かれ、衛生部の官等が初めて制定されることとなる。
すでにフランスなどでは、病人看病男として兵士を看護兵として育成している方法もあ
ったが、戦場で負傷兵の治療に医師ととも あ り、重症患者 包帯交換 担当 、重症患者の移送にも付き添える看護者を、未だ職業看護婦教育の い日本で、ウィリスが認識していたように「実施と訓練」のもとにいかに育成するシステムを作るのか、陸軍は軍医寮も一つの課題として取り組むことになる。註１
神崎清「会津戦争婦人隊士顛末記」 （ 『新女苑』一九三九年一〇月号初出、 『
J‐
novel』
二〇一三年一月）三九頁。
２
山本八重（新島八重） （一八四五～一九三二）会津藩砲術家に生まれる。一八六五年には川崎尚之助と結婚。戊辰戦争後、川崎と離別。京都府の顧問格 就任していた兄覚馬を頼り、 一八七一年に京都に移住。 七五年 は新島襄と再婚。 新島襄永眠 （一八九〇年）後は、日本赤十字社の正社員（一八九五年には日本赤十字社終身社員）となり、日清戦争、日露戦争に従軍。 九〇六 明治三九）年にはその功績により薫六等宝冠章を受ける。八七歳で永眠。 、
３
新島襄（一八四三～九 ）江戸に生まれる。アメリカボスト に密航しアーモスト大学とアンドーヴァー神学校に五年間在籍 在学していた時、その人格と識見を認められ、一八七二年より岩倉使節団の文部大丞田中不二麿呂理事官の秘書・通訳 して使節団随行し、フランス、スイス ドイツ、ロシアを訪問し、一八七四年に帰国するまで各国の教育制度の調査研究を行う。日本への帰国が許され、日本では宣教師として布教活動を行い、七五年に京都で「同志社英学校」を開校しキリスト教主義 教育を創始した。さらに医学教育の実現を目指すが断念、看護婦学 と病院の建設を目指し、八六年秋京都府より看護婦学校設置の正式認可を受ける。指導者にはアメリカからボストン私立病院看護学校校長のリンダ・リチャーズ 招聘 毎 九月の第三月曜 に入学し、修業年限二年間で六月に卒業する「 看病婦学校」を設立。指導者の下で実際業務を通して看護を学ぶ、実地学習を主体とした 護教育 行った 一八八 年六月第一回卒業生四名を始めとして、一九〇六（明治三九）年の廃校にな まで、約 〇名の卒業生を出すなど、わが国の近代看護学 発展に寄与した人物 もある。
４
看護史研究会『看護学生のための日本看護史』 五頁。一八 年六月 有栖川宮妃殿下を初代総裁、会長鍋島侯爵夫人栄子をはじめとした皇族、華族の婦人達 発起人に名を連ねた「日本赤十字社篤志 婦人会」が発足 。この発足 際しては、岩倉使節団の最初の女子留学生五人のひと 、山川捨松の功績が大きい 「日本赤十字 篤志看護婦人会」は、皇室と軍部の保 を背景に、やがて誕生 九〇年四月に日本赤十字社看護婦養成所創設）させる日本赤十字社救護看護婦のイメージアップを図るも であ
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り、この組織は地方にも広がり、市会（長は知事夫人） 、分会が上流婦人を中心に結成され 一通りの救急看護法の講習を実施して、戦時には役割を果たした。
５
新島八重子 「男装して会津城に入 たる当時の苦心」 （ 『婦人世界』 第四巻第一三号初出、明治四十二年十一月、 『
J‐
novel』二〇一三年一月、一四―一九頁復刻）
６
山川操子（正しくは操）とは、旧会津藩士山川尚江 礼嬢で、 、戊辰戦争当時籠城を指揮した山川大蔵（のちに浩、陸軍少将・男爵）や後年女子高等師範学校教授となる山川双葉子の妹であり、健次郎（帝国大学総長理学博士） 、陸軍卿公爵大山巌夫人 捨松の姉である。十七歳の時に戊辰戦争で鶴ヶ城で籠城を体験。数年後 旧会津藩士小出光照と結婚す が、光照は陸軍入り 佐賀の乱で戦死。その後操はロシアに留学し、フランス語をマスターし、宮内省御用掛となる。
７
山川操子「十七歳にて会津籠城中に実験せ 苦心」 （ 『婦人世界』第四巻第一二号初出明治四十二年 一月、 『
J‐
novel』二〇一三年一月、二〇―三三頁復刻）復刻は、 『婦人
世界』に掲載された記事を全文再録されたも で、読みやすいように新字、現代仮名遣いに改められている。
８
神崎「会津戦争婦人隊士顛末記」五五頁。
９
神崎「会津戦争婦人隊士顛末記」五六頁。
１０
山川捨松（大山捨松） （一八六〇～一九一九）捨松は留学中にアメリカニューヘイヴン
病院付属のコネティカット看護婦養成学校 二ヵ月間看護を学び帰国。捨松は陸軍大臣大山巌と結婚後、 政府高官の婦人 して高木兼寛が創立した有志共立東京病院
(現在の東
京慈恵会病院
)を見学し、看護人に男性看護人しかいないことに疑問を感じ、看護婦養成
所創設のための資金集めのために、一八八四年六月十 日から三日間「鹿鳴館慈善バザー」を開催し、八千円の収益を寄付。高木はその寄附金によ わが国初 看護婦養成所を開校した。捨松はその も、看護婦という職業が欧米社会では高く評価されていること 説き、日本赤十字会にも働きかけ「日本赤十字社篤志看護婦人会」が発足した。捨松は、日本赤十字社に上流階級 婦人 ち よる篤志看護婦人 が設立され 時に 理事となり看護法や衛生学の普及や看護婦の地位の向上にも努め 。捨松に関しては、ひ孫にあたる久野明子著 『鹿鳴館の貴婦人
大山捨松―日本初の女子留学生』 （中公文庫、
二
〇一一年四刷）を参照。
１１
久野『鹿鳴館の貴婦人大山捨松』一三九―一四二頁。
１２
久野『鹿鳴館の貴婦人大山捨松』三五―三七頁。捨松は一九〇四（明治三七）年に
ア
メリカの雑誌「トゥエンティース・センチュリー・ホーム」に英語で語った記事が掲
載されており、義理の姉の壮絶な死を語っている。
１３
神崎「会津戦争婦人隊士顛末記」三七頁。
１４
篤志看護婦人会は、 八八七（明治二〇）年 月一九日、有栖川熾仁親王妃董子の台
旨により、有志の貴婦人、橋本綱常、石黒忠悳らが集まり、日本赤十字社 監督 とに、篤志看護婦人会設立を決める。この時の集会では 妃殿下四名と貴 二五名が発起人となり、会員は日本赤十字社社員であり、 「年齢族籍ニ拘ハラズ平素品行貞淑ニシテ患者看護ニ熱心ナル者」とし 「看護法救急 ノ如キ看護 必要ナル学術ヲ教授」して、 卒業後には証書を授与することが定められた。 その後、 講習 様子は 『女学雑誌』などに掲載された。活動は一九四五（昭和二〇）年八月の終戦を機に廃会となった。これら篤志看護婦人会の発足過程やその後の活動 詳細は 吉川龍子『日赤の創始者
佐
野
常民』 （吉川弘文館、二〇〇一年）一三三― 三九頁を参照。
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１５
日本医史学会編「横浜軍陣病院の日記」 （ 『日本医史学会雑誌』一七巻附録、一九四四年、思文閣出版、一九七八年復刻）一―八二頁。
１６
日本医史学会編「横浜軍陣病院の日記」二頁。
１７
日本医史学会編「横浜軍陣病院の日記」四頁。
１８
中西淳朗「横浜軍陣病院の介抱女」 （ 『日本医史学雑誌』第四二巻第四号、一九九六年、
一五八―一五九頁。
１９
中西「横浜軍陣病院の介抱女」一五八頁
｡中西は賃金が高い理由として、 「肉体労働が
一応認められた」結果であったと考察している。
２０
中西「横浜軍陣病院の介抱女」一五八頁。
２１
中西「横浜軍陣病院の介抱女」一五九頁。
２２
コータッツィ『ある英人 師の幕末維新』三 〇 。
２３
日本医史学会編「横浜軍陣病院 日記 三六頁。
２４
朝倉治彦編『幕末明治日誌集成第一巻』 平潟口総督日誌」 （東京堂出版、一九八六年）
一三三頁。
２５
シッドル「日本陸軍病院にかんする報告」コータッツィ『ある英人医師 幕末維新』
三四八―三四九頁。
２６
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二四五頁。
２７
鮫島『明治維新と英医ウィリス』一三九頁。初出は、 『日本医事新報』第一二五 号、
一九四三年）２８
亀山『
Ⅳ
 
看護婦と医師』八六―八七頁。
２９
玉虫左太夫（一八二三―一八六九） 。玉虫に関してはその五代末の玄孫で 山本三郎
氏が著書『仙台藩士膜松世界一周―玉蟲左太夫外遊録 』 （荒蝦夷、二〇一〇年）で紹介している。
３０
亀山『
Ⅳ
 
看護婦と医師』二〇―二一頁。
３１
沼田・松沢『西洋見聞集』一〇四 〇五頁。
３２
亀山『近代日本看護史
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看護婦と医師』二〇―二一頁。亀山はこの病院にいた女性
の看護婦はシスターをさし、男女の性別によって看護婦の使用を異にするのは、宗教上の病院によく見られる病院管理方法であると述べている。又、亀山は「フェドルヒャ」の病院を訪ねたとして、地名のフィラデルフィアであると解説しているが、玉蟲の記録三月二十五日に見られる「フェドルヒャ」とは、ワシントンまで乗船した ィラデルフィア号」 事である。
３３
福島義言「花旗航海日誌」 、日米修好通商百年記念行事運営会 万延元年遣米使節史
料集成』第三巻（風間書店、一九六一年）二七九― 〇〇頁。病院見学の記録は三三八頁。
３４
木村鉄太『航米記』六巻〔三〕の四月十三日の記録。国立国会図書館所蔵 現代語訳
は、高野『航米記』一四〇頁。
３５
長尾幸作『亜行日記鴻目魁耳』日米修好通商百年記念行事運営会編『万延元年遣米使
節史料集成』第二巻、一九九―二二九頁。
３６
佐志傳、 「解題『亜行日記鴻目魁耳』 『亜行記録』 」 、 『万延元年遣米使節史料集成』第二
巻、四一三―四二〇頁。
３７
長尾『亜行日記鴻目魁耳』二〇九頁。
３８
牧山修卿（一八三四～一九〇三）武蔵に生まれる。江戸の出て漢学を学んだ後医業を
志し、坪井信良に蘭学を学び、長崎に一年、適塾で二年間（一八五一―五三）学ぶ。適
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塾生八木称平や村田蔵六（大村益次郎）らとは江戸でも親交があった。咸臨丸での米国からの帰国後、一八六九年には医学校教授試補となり、一八七四年まで医師教育に携わる。東京府病院副院長、東京地方会衛生委員、駒込避病院長などを歴任後、上野花園町に開業。牧山に関する先行研究には中崎昌雄「咸臨丸に乗っていたもう一人の適塾生牧山修卿」 （ 『適塾』 九巻、一九八六年）三―二三頁。神前「適塾生『牧山修卿』と東京
府病院」 （ 『適塾』二三巻、一九九〇年）一六九―一八九頁がある。
３９
長尾幸作『亜行日記鴻目魁耳』二月二四日の記録には「役医四輩見舞来ル」 、三月七日
の記録には「吉岡勇平、山本金次郎、小杉雅之進、牧山修卿、大橋栄二・秀島藤之助右六名余カ病床ヲ尋来ル」とある。
４０
東京市役所編『東京史稿救済篇』五三九頁。入
院区分（一等から四等）に応じた看
護人を配置。一等（一日一円、個室、看護人一人） 、二等（一日三七銭五厘、一～二人部屋、看護人一人／患者四人） 三等（一日三 銭二厘五毛 三～四人部屋、看病人一人二部屋） 、四等（一日二五銭、患者一〇人余 雑居部屋、看病人一人一 ） 。 等と二等は「看護人」三 ・四等は看病人になってい が その区別の詳細は不明である
４１
福沢諭吉（一八三四―一九〇一）中津藩士。長崎及び緒方洪庵の適塾で蘭学を学ぶ。
一回目は第一回新見豊前守正興の一行に、護衛艦咸臨丸で木村摂津の守の従者として随行。二回目は竹内下野守保徳一行 、通詞外国方翻訳局員として参加。三回目は、一八六七年に軍艦受取委員小野友五郎の翻訳方として二度目とな アメリカを訪問。
４２
富田正文編『福沢諭吉選集（第一刷） 』 （岩波書店、一九八〇年） 六頁。山口一夫『福澤諭吉の西航巡歴』 （福澤諭吉協会、一九八〇年）三八―三 頁。
４３
山内慶太「福澤諭吉の見たロンドンの医療」 （福澤諭吉教会編・発行『福澤諭吉年鑑二
九』二〇〇二年） 〇五―一 九頁。
４４
『開知新編』は、福田作太郎がまとめた文久遣欧使節団の報告書二七冊のうち、プロシアとロシア二ヵ国の分だけを除き、順序を変えて殆んどそのまま取り入れ 橋爪貫 が刊行した。 『開知新編』は、一八六六年に刊行された福沢の『西洋事情』とともに 明治期の日本人の知識の啓発に大きく寄与したとされている。
４５
「福田作太郎筆記」 （東京大大学史料編纂所所蔵）全二七冊中、文久遣欧使節団に直接
関係するものは、 「英国探索」 「荷蘭探索」 仏孛葡探索」 「欧羅巴行御用留（一） 」 「欧羅巴行御用留（二） 」 欧羅巴行御用留（三） 」 「魯西亜探索」の七冊がある。 「仏孛葡探索」には、 「仏蘭西国検索」 「孛漏生国探索」 「葡萄牙国検索」と った見聞録が含まれる。締盟国として訪問したフランス（ 「仏蘭西国検索」 ） ・イギリス（ 「英国探索」 ） ・オランダ（ 「荷蘭探索」 ） ・プロシア（ 「孛漏生国探索」 ） ・ロシア（ 「魯西亜 ポルトガル（ 「葡萄牙国探索」 ）の六ヵ国における見聞の項目が、中野善達により一覧表 して比較検討されており、ポルトダル以外 五ヵ国には 病院之事 が項目として挙げら ていることが確認できる（松沢弘陽「解題
英国探索始末」沼田・松沢『西洋見聞集』五八二―
五
八三頁）
４６
看護史研究会編『看護学生のための世界看護史』 医学書院、一九九七年）七八頁。イ
ギリスでは一八世紀末から、大病院内で内科・外科などの
専門医によって、解剖実習
を基礎にした医学教育が開始されていた。一八五八年にはロンドンを中心に病院付属の医学校が一二ヵ所に設けられ 同年には医師法が成立している。
４７
亀山『
Ⅳ
 
看護婦と医師』二一頁。
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４８
中村赳『新説明治陸軍史』 （梓書房、一九七三年）九二―一〇九頁には「陸軍がたど
っ
た近代医学の道」と題されて、戊辰戦争での医師不足から陸軍が軍医育成を初めた経
過が書かれている。
４９
厚生省医務局『医制百年史』 （ぎょうせい 六 資料編二一頁。
５０
厚生省医務局『 制百年史』資料編一九頁。一八六八年二月。新政府は典薬少允（次
官）高階経由、高階筑前介の連名による西洋医学採用の建議を採用した。
５１
国公立所蔵史料刊行会編 日本醫学の夜明け』 （日本世論調査研究会、一九七七年）二
九八頁。一八六八年三月八日付「西洋醫術採用」の記録、 「西洋醫術ノ儀是迠被止置候ヘ共自今其所長ニ於テハ御採用可有之被仰出候事 が、 『公文類纂』で確認できる。
５２
一八六九年に「醫学校取調御用掛」に任ぜられた相良治安と岩佐純はドイツ医学の採
用を強く主張、その結果一八七〇年、ドイツとの間に医学教師二名を三年契約で雇用する協定ができ、翌七 年にミュルレル（陸軍軍医少佐） 、ホフマン（海軍軍医少尉）が東校医学教授として来日し、ドイツ式の大学制度に倣った医学教育が開始された。
５３
国公立所蔵史料刊行会編『日本醫学の夜明け』二九五頁。
５４
国公立所蔵史料刊行会編『日本醫学の夜明け』二九七頁。
５５
山田顕義（一八四八～九二）長州。一八五七年に松下村塾に ぶ。六二年に上京し藩
主の跡継ぎである毛利定広の警護を務める。戊辰戦争では、陸軍参謀兼海陸軍参謀として勝利に貢献した。一八六九年の新官制施行により、兵部大丞に就任する。大村益次郎死亡後は、その継承者として兵部省確立に尽力した。岩倉使節団 兵部省理 として随行し各国軍制を調査。帰国後「 は凶器ナリ」と 上申書を提出した。一八七五年には警報編纂委員長に就任し、 第一次伊藤内閣 司法大臣に就任。工部卿、内務卿 司法大臣などを歴任。伯爵。
５６
木村紀八郎『大村益次郎伝』 （鳥影社、二〇一〇年）三〇二―三〇三頁。
５７
村田峰次郎『大村益次郎先生事績』 （一九 四年刊、二〇 三年マツノ書店復刻）一〇
六頁。
５８
由井正臣・藤原彰・吉田裕『軍隊兵士』 （岩波書店、 九八九年）一八―一九 大村
は一八六九年九月四日に襲撃され重傷を負い 同年 〇月一六 に早急 軍事病院を設立すべきとして右府三条実美卿に「朝廷之兵制」について 意見書を提出、一一 五に死去した。
５９
大阪軍事病院は、一八六八年四月に設立した横浜軍陣病院に次ぐ軍事病院であり、関
西では最初の陸軍病院となった。
６０
アントニウム・フランシスカス・ボードイン（
Antonius Franciscus Bauduin 
一八二〇～一八八五）オランダのユトレヒト陸 軍医学校のおけるポンペ 恩師。 崎養生所のポンペの後任として一八六二年に来日。三年半長崎 医学校で眼科学、生理学等の講義を担当した。 一度帰国後、 明治新政府移行後に再来日し、 大阪仮病院に就職し、大村益次郎の右大腿部切断術を執刀した。 学東校でも二ヶ月講義を担当。
６１
坂井編『日本医学教育史』二五〇頁。明治新政府の医師への期待が示され、医師の教
育課程の水準を均質化することと同時に、当初は医師という職種の国家経営における使命を明確にすることが指向された。
６２
小川・酒井『松本順自伝・長与専斎自伝』八二頁。松本の自伝 は、 県有朋は松本
が早稲田で開業していた病院を訪れ「然るに、未開の国、ようやく兵部省あるも、最も必要とする衛生部なし、しかして、このこ をなさん者、他にその人なし、出でてこれを主宰することあらば、予必ずこれを任ぜん 」と説得されたことを記録 てい 。
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６３
蒲原「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」四五―四六頁。四月二十九日付広沢兵
助宛てに「前文略
先鋒を争候熱
、死傷余分有之何とも遺憾（中略） 、此辺は御推察被
下度候（中略） 、京師詰居上等之医師両人
何卒繰合出張之儀御配慮奉願上候寺内君
（
暢三）其外へもよろしく御鳳声梅雨中別而御自重為国家專祈仕候」との書簡が残って
いる。
６４
小川・酒井『松本順自伝・長与専斎自伝』八二頁。良順は会津若松城を去ったあと、
米沢・鶴岡でリウマチの療養を行った後横浜に戻る。しかし明治政府により幽囚され、一八六九年一二月に赦免。金銭 工面し、計画していた私病院「蘭疇舎」を一八八〇年三月に開院していた。医員 は、長崎での教え子であり当時浪人中であった橋本綱常を招き、ポンペ流の西洋式病院運営を実践した。
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第Ⅱ部陸軍看護制度創
設期
第一章看護制度の整備はじまり
一看病人
･看病卒の職務
一八七二年二月二七日に兵部省が廃止され、翌日二八日の陸軍省設置に伴い、軍医寮は
陸軍省の所轄となる。明治時代における陸軍衛生機関の中央機関は、一八七一年から七二年までは軍医寮、七三年から七八年までは陸軍本病院、七九年から八五（明治一八）年までは陸軍 医本部、八六年以降は陸軍省医務局と変遷し、陸軍軍事行政の医事・衛生を掌った
１
。
七三年五月、初めて衛生部の官等が定められ、軍医官等も設けられ、会計部病院課の下
士に看病人（一等看病人・二等看病人・三等看病人）が、兵卒には看病卒が置かれたことで、衛生要員の補充制度としての看護制度の整備がはじまる
２
。その切掛けは、軍医寮が
行った病院附属兵制度創設についての上申であった。
陸海軍の医事を所掌することとなった軍医寮は、一八七一年一〇月、病院附属兵制度創
設について、左記のような上申を行った
３
。
病院附属兵ハ大凡兵卒百名ニ拾人位ヲ撰附シ隊伍ヲナシ以テ「アンビランス」ニ附属シ病傷兵ノ護衛トナリ或ハ戦地傷創ノ者ヲ運輸スルモノニシテ平時ハ軍事病院ニ随従シ小給ノ役ニ充テ病者ヲ看護シ或ハ病院出入ノ番卒タルモノナリ徽章ハ帽衣ニ至ルマテ各国一般白地ニ赤十字ヲ誌スヲ以テ格トス右ハ軍事病院ノ附属ト仕平時傷創等ノ取扱ヲモ習熟致サセ置キ度存ジ候方今ノ処ハ先三四拾名モ有之候ハバ行足リ申ス可キト存ジ候間然ベキ御撰定ノ上当寮附属仰付ケラレ度尤衣食俸給等ハ都 他ノ兵隊ト同様御給与相成度此段申出テ候ナリ
病院附属兵とは、欧州のホスピタルソルジャーを模した者で、兵卒一〇〇名に一〇名程
度の割合で隊伍をなし、病傷兵の護衛、戦地傷創の兵 の運搬、軍事病院 おける病者の看護を行う者のことである。上申内容からは、軍医寮が平時 創傷 取扱も習熟させておきたい考えを持っていたことがわかる。
しかし実際には、病院附属兵制度はすぐには創設されず、兵団病院創設後も看病人は日
給の傭人であり、その金額が各隊によって金額が違うことの不都合
４
や、行軍の際の服装
が不揃いのことでの不都 を生じていた
５
。そのため、軍医寮は看護兵に関わる諸制度の
不備不整頓による混乱 避けるために、看護制度の整備に着手する。
病院附属兵制度が上申された七一年は、大阪 東北（仙台） 、東京、鎮西（熊本）の四
鎮台に兵団病院が創設された年であっ 。鎮台の他に、広島等の分営には養生所が設備さ
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れ、 七三年には東京に陸軍本病院が創設された。 鎮台の各病院には衛生要員として、 医師、薬剤師、看護要員が必要となり、医師は中央で募集した軍医が派遣された。
一八七二年一〇月、軍医寮が制定した「軍医寮職員令並事務章程」
６
の一六条附録に「看
病人設備法則」五項目が制定されたことで、看病人の採用規準が法規上看病人の雇用初めとなった。
一軍陣病院ノ看病人ハ所謂病院兵ヲ使用ス可キナレトモ当今今未タ病院兵ノ設ケ
キ
ヲ以テ別ニ看病人ヲ設クルコト左ノ如シ
一体質強健ニシテ信実ナル者ヲ撰ヒテ身分ヲ本質ノ地方官ニ質シ看病人ヲ命シ病
兵ノ看
護ヲナサシム但病兵十名ニ看病人一名宛ヲ以テ常トス然レトモ重症危篤
ノ者ニ至テハ此例ニアラス
一各屯営病院看病人ハ当番ノ銃卒ヲ以テ之ニ充ツル 法ト レトモ立法未タ密ナ
ラサル
ヲ以テ粗漏ノ恐アリ故ニ当分看病人ヲ雇フテ看護セシム其雇料ハ隊ニ於
テ彼ノ月金弐朱ノ内ヨリ出ス可シ但鎮台等他邦出張ノ向ハ薬種料金一分弐朱永二十文ノ内ヲ以テ之ニ供ス可シ但他国出張先ニ於テハ各地方ニ於テ雇料ニ高下アレハ各地ノ宜キニ従フ可シ
一看病人中優勝ノ者ヲ撰ンテ看病人長ニ命 看病人ノ勤惰 監督セシム看病人二
十
名毎ニ長一名ヲ定員トス
一看病人若シ病者ノ伝染病ニ感冒セハ 中平日ノ日給ヲ賜ハリ一等軍医之ヲ治療
シ
薬剤ヲ賜ハリ若シ殞命セシ時ハ埋葬料金七両ヲ賜ハル但伝染病ノ全ク病兵ヨ
リ感受セシヤ否ヤハ医正又ハ一等軍医ノ印証ニ拠テ沙汰ス可シ
陸軍としては、軍陣病院の看病人には「病院兵」を使用する方針を持っていることがわ
かる。しかし、実際はその制度のないことから、身元の確認できる者に看病人を命じ 病兵一〇名に看病人一名という割合を標準として配置することが定められた。但し、重症危篤の場合はその限りでないとしているが、このように看病人 定数を決めたことは、ウィリスが「現在採用されている看護制度は、高くつき、しかも好ましくない」
７
と指摘した、
看護制度 不備に対する制度化といえる。一〇名の病兵に一名の看病人という配置は、病院附属兵制度 上申が 発想の基準 なったかは不明であるが 軽症と重症 は配置人数を区別する方針であったことは読み取れる。
さらに、同じく一六条附録には一三項目からなる「看病人心得」も制定された。これに
は看病人の職務と遂行方法、禁止事項を定めたものであった。
一病者ヲ
扱フニ万事深切懇篤ナルヲ要ス
一薬ヲ服セシムルニ分
量時刻ヲ違フ可ラス
一病者ノ食事ハ当
直医官検査済ノ品ニアラスンハ仮令病者切ニ求ムルモノアリトモ
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之ヲ与フ可ラス
一毎朝夏ハ六字
冬ハ七字迄ニ病室ヲ清掃シ室中ヲ清潔ニ致スヘシ
一当直医官朝暮四診ノ時ハ各受持病者ノ床頭ニ侍シテ詳ニ容体ヲ演述ス
ヘシ
一受持病者ニ変アラハ速ニ当直医官ヘ報
告シ四診ヲ請ヘシ
一病者摂生法ヲ守ラサルカ又ハ病院ノ規則ヲ犯スモノアラハ一応
厳責シ尚改メサル
トキハ速ニ当直医官ヘ報告スヘシ
一日録ヲ置キ
春雨風雪等ノ天時ヲ記シ毎日朝第八字夜十二字寒暑鍼ノ度ヲ記載ス
ヘシ
一大小便其他凡
テ不潔ノモノハ速ニ取除クヘシ
一病者法ヲ犯スモノアリテ医官ヘ報
告セサル時ハ受持ノ看病人モ亦罰アルヘシ
一病死ス
ル者アル時ハ丁寧ニ屍室ニ輸リ且其人病中所用ノ病被其外臥具 名目一々
之ヲ記シ一等軍医ヘ出シ焼捨又ハ取捨或ハ取捨ニ不及ノ検印ヲ請ケ之ヲ本寮ヘ出スヘシ
一看病人室
ニ於テ酒賭並ニ淫犯ノ小説ヲ読ミ或ハ雑話高声等凡テ禁止タリ
一看病人長ハ看病人ヲ督責シ謹惰ヲ糺
ス可シ
「看病人心得」では、看病人は親切懇篤であるという人間性はもちろんのこと、決めら
れた時間に薬を投与すること、排泄物は速やかに処理し、病室内の清潔を保つこと、病状の変化などは医官に報告すること、日誌を書くこと、病人の入院態度に関する役割などが定めら 、実際 は多くの場合、当番の銃卒が看病卒の職務に付いた。
これらの内容は、松本がポンぺに学び、病院で入院生活を整えるために新選組屯所で実
践し、私病院「蘭疇舎」でも実践した西洋式病院でも実践した 入院生活を整え、治療の回復を促進する実践者として、看病人の職務内容が制定されていたことがわかる
また、この「軍医寮職員令並事務章程 が定められた前年七一年七月には、廃藩置県が
行われており、 中央集権 が達成され、 藩という考えがなくなった時期である。 そのため明治政府が建設し軍病院に働く看病人という立場は、医官―看病人長―看病人と命令系統に位置するものであり 病人と看病人という関係性は、幕末までに存在し 武士階級 おける立場などに影響されるものではない いう 政府 方向性が示されたものであったも推察できる。
一八七三年一月一〇日、太政官番外無号布告として諸省府県宛に「徴兵令」が布告され
た。徴兵令は国民皆兵主義を標榜 「国民軍ハ常備後備両軍ノ外ニ 全国ノ男子十七歳ヨリ四十歳迄ノ者、悉ク兵籍ニ載セ置キ 全国大挙ノ役アルニ方リ均シク隊伍ニ編入シ、以テ管内ノ守備ニ供スル者ナリ」
８
と、徴兵の対象を明確に規定した。四月からは徴兵によ
る最初の入営兵があり 翌五月には陸軍武官官等表の改正があり、会計部病院課の下士に初めて看病人が、兵卒には看病卒が位置づけら た。九月二四日には、太 官から陸軍武官服制が布告（第三二八号）され、下士官までの制服が整えられ、一等看病人から三等看
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病人までは、会計部下士官の制服・サーベルを着用し、背嚢を所持することが義務付けられていた
９
。
所属が会計部病院課の所属になった経緯は、病院管理は軍医の所轄外ということで、陸
軍の制度を取り入れたフランス式に倣ったと考えられている
１０
。すでに幕府時代、フラン
ス顧問団シャノワンヌの建白書では陸軍局を、第一局（召集、法規 教育） 、第二局（大砲等の装備） 、第三局（騎兵、馬飼育） 、第四局（会計、運輸）の四局に分けることを提言しており、一八六七年当時は陸軍奉行を歩・騎・砲の三局に分けていた
１１
。その後、戊辰戦
争では関寛斎の奥羽出張 院日記でもわかるように、 征討総督―参謀―下参謀―三部局 （各藩戦斗部隊、機械方、会計方）の、会計方の下に出張病院が組み込ま た。食料の調達を始めとした医療材料の調達、看病人 補充業務も会計方 業務として行われていたその流れの中で、会計部病院課に看病人が位置づけられたと考えられる。
一八七五年一〇月一七日 「陸軍病院条例」
(第七五条
) １２
が制定された。 この条例により、
東京に陸軍本病院を置き各鎮台に鎮台病院を置く事、病院長の役割、軍医の階級などと共に、病院長―医官―看病人―看病卒と云う指示命令系統も定められた。さ に看病人 看病卒の職務もはじめて明文化された。その要点を次に列挙する。
看病人の職務
第一二条病室とその周囲、浴室などの清掃、取
り締まり
第一七条各病室の監視、
看病卒が看護を実施するが重病人に対しては看病人が率先
して看護を行うこと
第三二条隊より支給された病者所用の管理第三五条退院決定者の第一課への連絡第三八条死亡者の埋葬時の取扱第四〇条亡くなられた方の死体の引き渡し第四三条失火及び天災時の病 保護
看病卒の職務
第一二条病室とその周囲 どの清掃第一七条各病室における看護第一九条朝夕一回
ずつの病室内の環境整備
第二三条診察・食事前の空気 入れ換え第二八条散歩、入浴の時の監視第二九条病室の温度管理第三一条重病人のベッドサイドにおける面会の監視第四〇条霊安室における死体の管理第四三条失火及び天災時 病者の保護
さらに翌月の一一月一〇日には「看病人看病卒服務概則」
１３
が制定され、一等看病人職
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務（一四条） 、二等看病人職務（一七条） 、三等看病人職務（一七条） 、看病卒職務（一六条）の階級ごとに職務内容が定められた（資料５） 。
定められた職務内容を、定員・病棟管理・患者管理・人的管理・教育的管理・物品管理
の項目別に一覧表 して比較したのが表３である。 「陸軍病院条例」は、あくまでも陸軍本病院、鎮台病院における看病人・看病卒の指示命令系統と職務内容の制定がその目的であったが、 「看 人看病卒服務概則」は、 「行軍」を想定した職務内容が盛り込まれた。
二等看病人は患者の輸送を介助するが、職域としては、三等看病人が行軍の際には看病
卒を率いて行軍することが定められている。 は行軍の際、陸軍武官服制（第三二八号）によって所持が義務付けられた背嚢に外科道具や手術備品 納めて背負い、使用時に備えて所持している薬品や機械類は全て暗記しておく事が求められた。背嚢には、三角布白布、サック入注射器及び薬液瓶、膿盆、巻軸帯、止血帯、呉氏副本、綿撒糸、海綿 脱脂綿、帽子針、錫製水呑、絆創膏の一二品目が所持されてい 。
「看病人看病卒服務概則」では、 「看病人設備法則」で病兵一〇名に看病人一名と定めら
れた定員も 陸軍本病院、鎮台病院別に、各 の定員が定められ
一等看病人陸軍本病院二名
各鎮台病院一名
二等看病人看病卒二〇名ないし二一名に一名
、各屯営病室に一名
三等看病人看病卒八名
に一名
看病卒患者六名
～一〇 に対して一名、各屯営病室毎に一名
具体的にどのような管理体制であったのかを図に示したのが、 図３である。 「看病人服務概則」は看病人・看病卒の職務が定められただけでなく 病院、屯営病室で受け持つ患者の人数と、各階級における役割が明確になったことで、看護管理体制が確立されたのであった。
二ナイチンゲールの看護管理方法の
導入
黒澤嘉は、 「看病人看病卒服務概則」の制定によって整備された陸軍看護制度には、ナ
イチンゲールが提唱した看護管理が取り入れられていることを指摘した
１４
。 ナイチンゲー
ルは、生涯で一五〇点を超える印刷文献と一二、〇〇〇通以上におよぶ手稿文献を残している
１５
。一五〇点の著作のうち、英国陸軍に関する文献は一一編である。
ナイチンゲールはクリミア戦争に従軍した経験から、陸軍病院では物品管理責任をどう
すべきか、必要な処置を患者に速やかにおこなうためには指示命令系統はどうあるべきかなどを、具体例を挙げて改革の必要性を唱えた
１６
。日本でも翻訳され『ナイチンゲール著
作集』全三巻が刊行されており、一巻にはナイチンゲールが 八五八年に書き げた「女性による陸軍病院の看護」
１７
と題された著作が掲載されている。
一八五六年に、イギリスでは陸軍大臣の命によりナイチンゲールが陸軍の の女性
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組織の総監督として承認されたことで、医務官長はナイチンゲールと連絡を取り、命令を下すシステムとなった。まず、ナイチンゲールは平時であろうと戦時であろうと、将来陸軍病院の看護婦総監督になる人々の指針を決めた。 その要点は次のような内容であった
１８
。
１．看護婦総監督は毎月その部下である
[各病院
]の監督ひとりひとりに、看護婦と患者と
に関する出費の予算請求の概要を作成させ、それを調達官に提出させるようにすること。
２．陸軍省は、女性看護スタッフに関連
して作成された報告書類は、秘密報告書であって
も看護婦総監督に提示すること。
３．総監督は陸軍省と直接連絡を取る権限を持つこと。そして総監督の収支計算書は直接
陸
軍省に送ること。
またナイチンゲールは、フランスやイギリス各国の戦時医療の状態も紹介している。フ
ランスでは、 「連隊医療活動は、 一両日ほど軍務を免除される程度の一過性の傷病のみを扱う。数週間も要すると思われるような傷病の場合は戦場にある師団野戦病院に送る。回復に数ヵ月も要すると思われるようなときには、作戦根拠地 あ 陸軍総合病院に送る」方法であり、イギリスでは「連隊が行く先々に連帯病院を作る。いかに連隊が実際上破壊されようと、それはもっぱら連帯組織の病院なのである」としている
１９
。
ナイチンゲールは、陸軍で看護にあたれるの 優れた品性と能力を身につけた他の病
院で婦長にあった女性のみであり、患者の清潔、リネン交換を含めた病床周りの清潔、食事、 与薬、 外科医が行う処置以外の手当、 医務官の指示を患者に徹底させ ことについて、責任があるとした。そして陸軍病院 病院およびその中の人間に関する 上の業務（入院簿の記入や収支決算書など 書類の作成）に関する責任 病棟長すなわち軍曹であるとしている。さらに、看護婦と患者の数 看護婦一名が受け持つ 数は二五名超えてはいけないこと、陸軍病院では民間 に比較して平時には外科病棟において重症患者の割合は低い傾向にあるが 戦時勤務で有能に働くため は訓練が必要 り、平時から重症患者の看護に慣れさせることが最も重要であるとし、 「戦時勤務にあっては 可能な限り省力し、できるだけ少人数の有能なスタッフで優れた看護をす にしなければならない」
２０
とその理由を述べている。
ナイチンゲールは、陸軍病院の病棟長は少なくとも曹長と同等の階級と報酬とを与える
ことが望まし との提言をしていた。病院管理 ついて「病棟長すなわち軍曹は、病院およびその中の人間に関する軍務上の業務と、 軍務上の業務― 入院簿 記入定期兵力報告書、答申書、収支計算書、その他の書類の作成等 あって、そ 中には 女性でないとうまくこなせない仕事、すなわち婦長 行なう仕事や患者の世話に関してのオーダリーの監督あるいは与薬などの仕事は含まれ ない」
２１
と説明している。
我が国の陸軍では、会計部病院課の下士に看病人が位置付けられ、一等・二等・三等看
病人は、それぞれ曹長、軍曹、伍長と同等となった。ナイチンゲールの提言と「看病人看病卒服務概則」の一等看病人・二等看病人 職務内容を比較すると、曹 と同 の一等看病人の職務 医官・会計官の指示に従い病院諸般 事務を掌ることで り、ナイチンゲ
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ールの云う総監督の仕事になっている。そして軍曹と同等の二等看病人は、病棟長の職務内容になっていると判断できる。一等看病人が掌る病院諸般の事務とは、収支決算書関係も含め、物品管理、人の管理（二等看病人以下の看病人と看病卒、患者の管理）など、病院運営全般 かかわるものであり、二等看病人が具体的な日常の治療 遂行に関する責任を担う のであった。
またナイチンゲールの云うオーダリーの業務が看病卒の職務になっているなど、ナイチ
ンゲールが提唱した陸軍病院の看護システムと、 「看病人看病卒服務概則」 内容が相似していることは明らかであり、陸軍がフランス式の兵制を導入してはいたが、黒澤嘉 指摘しているように、陸軍の看護管理には、ナイチンゲールによって改革されたイギリス 病院管理体制を参考に、わが国の の階級に合わせた職務内容を制定したと考えるべきであろう。
一等看病人の職務内容は、戊辰戦争で奥羽出張病院の軍医長であった関寛斎が現地で調
達することに忙殺された業務（付属医・看病人 確保 医療材料 補充、食糧の確保、運用資金の確保など）であり、その大変さに寛斎は「木梨準一郎参謀三春より帰路寛斎は院会計監査官一名を増員 要望し、寛斎は治療に専念したいと旨上申」
２２
して
いる。一等看病人を曹長と同等の階級 位置付けたことで、医官が治 専念できる体制が作られたと同時に、病 運営に必要な管理体制 確立した であった。こ 管理体制の確立は、戦場医療の課題の問題解決につながるものであった。
ナイチンゲールによって実践されていたイギリス陸軍の看護管理体制の情報は、岩倉使
節団によってもたらされた可能性が高い。一八七一年一一月 ら七三年九月までの約二年間、特命全権大使岩倉具視ら使節団員四八名、留学生五八名を加え 欧米使節団（以下岩倉使節団とする） 西米欧一二カ国を歴訪した
２３
。
岩倉使節団の発遣意図には、条約締結国に新体制政府として各国元首に国書を捧呈し、
聘問の礼をとること、各国と結んだ条約（不平等）の改正の交渉、各国と同一致の水準国力を高めるため、欧米各国の政治・社会・経済・産業・軍事・教育・宗教・文物・思想等々、あらゆる分野に、各省理事官を分遣し実地調査 行い、わが国への摂取導入 可否と方法の研究をす こ があった
２４
。
岩倉使節団の大きな特色に、最初から調査専門の理事官を特設したことがあった。理事
官は、各省派遣の専門別の調査官のことで、遣外使節構想を立案した「事由書」には、派遣省庁は、左院をはじめ、外務、大蔵、兵部、司法、宮内、文部、工部であり、日本行政の中央全官庁が理事官を派遣した。それら、理事官 その補佐役 専門的技能者群は、主に各省に関係する分野の実地調査に於いて重要な任務を担った
文部省の理事官として任命をされたのは田中不二麿
２５
であった。 一八七一年一〇月二二
日に任命を受けると、就任早々、田中は欧米諸国の先進的な教育の成果を積極的に研究してくることを目的 、 「調査予定項目」 上申した
２６
。 「講究スヘキ目的」 として挙げた 「調
査予定項目」は三二項目に挙がり、そ なかには、 「病院法則之 」 「貧院法則之事」 「亜院
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法則之事」 「盲院法則之事」 「癲院法則之事」 「痴児院法則之事」などがあった。
田中は一八七二年より、アメリカ・アマースト大学に留学中の新島襄
２７
を秘書・通訳と
して私設秘書として参加させ、その新島の力を借りて、帰国後に復命報告と『文部省理事功程』全一五巻を提出し、アメリカ合衆国・イギリス・フランス・ベルギー・ドイツ・オランダ・スイス・デンマーク・ロシアにおける調査研究によって各国の教育制度を明らかにした
２８
。
この『文部省理事功程』は、各国の医学教育や病院に関する調査報告がなされたもので
あるが、その内容には各国の医学教育についての報告があるが、病院に関する報告はなされていない。この点については、小林も指摘しているが一八七五年七月に衛生行政が文部省から内務省に移ったことと関係があるのではな かと推察している
２９
。
具体的に病院見学をした記録は、大使に随行した太政官少書記官久米邦武（当時、権少
外史）が、使節団が訪問し 米欧一二ヶ国（ウィ ン万国博物館を含む）と回覧を途中で中止したスペイン・ポルトガル両国の略記、さらにヨ ロッパ総論、帰国日程を加えて編修した報告書『米欧回覧実記』全五巻（岩波文庫）で確認できる。
使節団は各国で、陸軍病院や海軍病院をはじめとして、国を代表する大病院や医学校付
属病院、乳児院などを見学しており 見学場所を順に辿ると、華盛頓の精神病院（五月一日）
３０
、 イギリスグリニッジの海軍病院 （一〇月二日）
３１
、 巴黎府の軍病院 （一月一八日）
３２
、
伯林の大 （三月一四日）
３３
、羅馬の軍病院（五月一五日）
３４
がある。病院見学で、ど
のようなことを見聞 てきたのかを『米欧回覧実記』より抜粋し、表４にまとめた あくまでも、こ 記載内容は、久米邦武氏の見聞した内容であり、病院の管理方法などの着いての詳細な内容は書かれていない。
岩倉使節団は軍事問題にも多大の関心を払っており、軍事に関しては陸軍省の山田顕義
が軍事理事官として参加していた。山田は西洋諸国の政府内で陸軍省はどのような機構をもっているかを調査せよとの訓令を受け おり、兵器庫、海軍公廠、軍需工場、陸軍士官学校などを訪問した
３５
。
一八七三年六月二四日に帰国した山田は、 「兵力は国家の各部門と権衡 適宜にして設
置すべきであり、法律決して欠くべからず」と考え、形の上で 徴兵を廃し、知識・学問を身につけた常識ある者の徴兵を説き、帰国する前年（七二年一一月九日）に公布されていた徴兵令の延期という意見を以 いた。山田は総論 上篇）と各論
(下篇
)から構成され
る「建白書」を提出する。その中で山田は軍医ノ良否が軍の強弱に影響を及ぼす事、陸軍会計の育成が緊要な課題であること 説いている。特に、鎮台の運営 会計の関係につての山田の考えが書かれ箇所を左記に抜粋する
３６
。
陸軍会計給養ノ国家ニ緊要ナル、素ヨリ論ヲ待タズ。算盤一粒ノ差、国家ノ興廃全軍
ノ勝敗ニ関ス。実ニ精密ヲ尽サズンバアルベカラザル者ナリ。故ニ是ノ官ヲ撰ブヤ、只常人ノ材能アル者而已ヲ以テ是ノ任ニ当ツベカラズ、必ヅ数年兵隊ノ諸務ヲ学ビ、然後
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此学ヲ講ジ従テ又其事ヲ習ハシメ、追次其職ニ任ズベシ。若シ不
レ
然シテ不学ノ人ヲシ
テ此任ニ当ラシメバ、必ラズ其帳簿上ノ加減乗除能ク其理ニ合スト〔雖〕ドモ、自国他国ノ比較ニ於テ加減乗除スルノ理ヲ知ルベカラズ。是ノ理ヲ知ルコト実ニ会計ノ至要ナリ。不
レ
可
レ
不
レ
学ナリ。
如
レ
此会計軍医器械火薬等備リ、士官下士官兵卒有リ、之ヲ総ベ之ヲ括シ、以テ国内
ノ鎮撫ニ当テ又外況ノ変遷ニ応ズル者ヲ鎮台トス。一国ハ尚ホ一家ノ如ク、鎮台ハ尚戸壁ノ如ク、其家屋ノ形勢ニ依リ戸壁ヲ以テ大小諸室 各別スル如シ 諸要具皆其用ニ適シ、事 有無 関セズ常ニ能ク之 預備スル者ナリ。 費用出糶ノ事ト其常産入糶ノ会計、及区内人別ノ多寡、人別職務ノ如何、運送転輸ノ便及人民刑律 異同ヲ計算シ、分別鎮台ノ区分ト其別ヲ同ジフセズンバアルベカラザル。各国
〈独仏）
之ヲ区別スルニ、
コルダルメー域ハジビジョンヲ以テ其地方陸兵ノ事ヲ統括シ、全ク陸軍省ト格別ノ者如シ。国ニ 設アルヤ 用ヲ知テ之ヲ施サバ其利実ニ之レヨリ大ナ ハ無シ。其用ヲ知ラズシテ之ヲ施サバ只ニ其用 為サヾル而已ナ 、其害又之ヨリ大ナル 無シ。鎮台ノ事務、地方凡百ノ事務ト并行ヲ得ザレバ決シテ其妙用 得 ナリ。苟モ其妙ヲ得、恰モ文武両輪ノ如クナラシメベ全国ノ軍備十全ト云ツ可シ。この建白書からは、会計官の育成は国家の緊要な課題であるが、その会計官の采配が勝
敗にも影響することから、兵隊として数年庶務を学んだ上でその任につくことが望ましいとしている。そのように考えると、会計部病院課に所属する看病人、特に曹長である一等看病人は、その職務内容からしても、将来の会計官育成のため、数年間兵隊での庶務業務を現場の実践者として学ぶ配属場所として、一等看病人という階級が位置付けられたとも考えられる。 かし、本稿ではその根拠を示す資料は持っておらず、実際に一等看病人を経験した者が、その後陸軍の中でどのような役割を担ったのか、今後の研究課題で明 かで確認していく必要がある。
三看護卒
教育の始まり
看病人・看病卒の教育に関しては、 「看病人看病卒服務概則」の「第一章一等看病人
職
務」の第七條で「職務ノ余暇ヲ以テ二等看病人以下ニ看護ノ方法ヲ教導スヘシ」ことが
明示された。しかし、看病人が学ぶべき具体的な看護の方法な は示されていない。
一八七五年、陸軍はわが国 先駆的な看護学教科書となる『陸軍病院扶卒須知』を陸軍
文庫から発行する 『陸軍病院扶卒須知』の原著はオランダ医ファン・ジュエル ファン・エセル共著
３７
とされ、一八七四年に、大阪鎮台病院の軍医、堀内利国、明石退蔵、副島仲
謙、山上兼善、人見元常が翻訳し、翌年に陸軍省か 発行された。
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陸軍二等軍医堀内利国が書いた「題言」には、この本を翻訳した目的が書かれている。
我邦陸軍病院ノ設ケアル茲ニ五六年体裁略備ハル、然レトモ夫ノ看病ノ方法ノ若キハ之ヲ学習シテ而シテ実践スルニ非ス、唯前規ニ因習スル者ノミ是ヲ以テ、平時尚且疎漏ノ弊ナキコト能ハス。況ヤ戦時 於テヲヤ其鹵莽ノ患想フヘシ。嘗テ聞ク軍医学校ニ於テ看護ノ教則ヲ立ント欲スト、而シテ諸君鞅掌未タ遑アラサルナリ
この題言から、陸軍では、平時より看護が疎漏なくできなければ、戦場では実践するこ
とはできないので、軍医学校で看護の教則を立てることを望むが、未だにその体制は整っていない状況が読み取れる。そのため、大阪鎮台文庫に所蔵されていた『看護須知』と題された書物を見つけ、 この書物によって看護者の学科及び看護の方法を備えることができ、さらに軍医部においてこ 書は至要の一冊であること 目指したも であっ 。
構成は七編構成で、解剖・衛生学・外科学・包帯学・救急諸病・中毒証・瀕死及死亡か
らなっており、戦場で必要とされる処置に関する知識と、技術を学ぶ内容になっていた。特に「死体処置」の項には「毫モ仮死ノ疑念アル者ハ先ツ救急ノ法方ヲ施シ以テ医員ヲ招待スヘシ。屍少クモ創痍ナキ者ハ之ヲ適宜ノ位置ニ撰シ生命尚ホ喚起スヘキヤ百法以テ之ヲ試ミサルヘカラス」とある。このこ から、看護兵 は、戦場で仮死状態の者を発見した際は、医員が来るまであらゆる救急の方法を試みることを求め おり、その処置が施せる能力を身につけさせたいと考えていた。
同年、包帯法に関する書物『三角繃帯用法』
３８
も、同じく陸軍文庫から発行された。
諸言を書い の 「 学教育建白書」提出者のひとり、土岐頼徳（陸軍軍医）である。
軍医の足ざる時兵士互に傷せし場所に繃帯を施す簡便の法を示す者なり。既に一昨年独逸と仏蘭斯との戦争に、独逸の兵士は平生より能く之を習込たるゆえ大に助となりたるなり。希くは我国の兵士も平日より之を心得おき、万一 時之を施さば大に療治の手助となり又軍医の事缺をも補うに足らむ
普仏戦争でドイツが勝利をもたらしたその要因の一つに、平時より兵士が包帯法を訓練
し身に付けていたことを挙げ、兵士が包帯法を身につけているこ が 治療の大いに役立ち、さらに軍医の不足を補えると書かれている。この『三角包帯用法』 は、附録として「三角繃帯図附」が存在する。この「三角繃帯図附」を見つけたのは、土岐と同じく「医学教育建白書」提出者 ひとり石黒忠悳である。看護卒がフラン 式の医療背嚢所持することが決まった当時、 石黒は一個の包帯小 を手に入れる。 小包は三角巾であり、戦場で兵士同士が互い 三角布を応用して創所を している図が印刷し あ のを見つけ、これがドイツの外科医エスマルヒの考案した三角 用法図式である とを知る。そこで同様に、戦場で負傷兵が包帯法を施されている絵 銅板に彫り、数千枚印刷して軍医
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や看護長らに配布したのが、三角包帯法の始まりとなる
３９
。
『三角繃帯用法』 （資料６）には、元来兵士は背嚢の中に巻木綿（巻軸帯の包帯）と海
綿、綿撒糸を一包 して常備し、軍医の手の回らない時には相互に仲間に包帯法を施すことが書かれている。その内容は、看病人兵らが戦場に出るときの心構えにはじまり、三角巾の利点として創部の保護、副木の固定、止血などの使用に簡便であること、大きさを変えるこ で全身のあらゆる創部の処置に使用できることが説明された。特に銃創を受けた場合は、傷口は貫通した二ヶ所に穴が出来るため、看護兵は常 小さく束ねた綿撒糸や綿を三角布に巻き込んで準備しておくことが書かれている。
またウィリスが戊辰戦争に従軍した際、 「副木一本あてがわれてなかった」と報告した
副木の方法についても、 戦場では銃や木の枝など身の回りにあ も を添木にして使用し、固定には三角巾以外 も背負っているランドセル 紐などを使用す など、看護兵として戦場医療で負傷に対処できるような知識と技術が書かれていた。これ 看護学教育における包帯法の始まりであ 。
『三角繃帯用法』には解説文のみが書かれており、巻き方は「三角繃帯図附」に書かれ
ている絵を見ながら休日に各自で練習する、あるいは軍医・看病人が実際に行なうときにその処置方法を観察して習うことが書かれている
４０
。現在『三角繃帯用法』は靖国神社内
偕行文庫に所蔵され いるが、 「 繃帯図附」は 個人所有している数枚しか所在はわかっておらず
４１
、 看護史、 医療史の貴重な教育教材である。 そのため本稿でも資料６・図４・
図５を資料として巻末に掲載した。
戊辰戦争によって戦時医療の課題が明らかになったが、明治新政府は近代的な健軍に向
けた改革を行う、 中で徴兵令の制 伴い、看病人・看病卒が誕生し、一八七五年には制定された「看病人看病卒服務概則」によって各階級の職務内容 定められ、看護管理体制の整備も整った。その体制の整備は、単に看病人・ 卒の仕事が明らかになったという内容にとどまらず、本病院、鎮台病院などの病院運営にも関わ システムの整 であった。註１
陸上自衛隊衛生学校修親会編『陸軍衛生制度史〔昭和編〕 』二頁。
２
陸上自衛隊衛生学校修親会編『陸軍衛生制度史〔昭和編〕 』二三八―二四一頁、三五九頁。看病人・看病卒は一八七九年に 医部の下士・卒となり、一八八 年には軍医部は衛生部に改められた。看病人・看病卒の名称も一八八三年五月には看護長・看護卒へ変更され、その後も 生部の官等制度は逐次された。衛生部の兵種は 九 六（昭和 一）年に看護兵に、翌三七年には衛生兵となった。
３
陸軍軍医団編纂『 軍衛生制度史（明治編） 』三二六頁。
４
陸軍 医団編纂『 軍衛生制度史（明治編） 』三二六頁。 七二 二 九日「会計局より御親兵各隊保養所 日給の儀」により、各隊とも傭人看病人の日給は一 永百
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文に統一された。
５
陸軍軍医団編纂『陸軍衛生制度史（明治編） 』三二六頁。一八七二年五月六日「諸隊医局小使の帽服に付軍医寮よりの伺」
６
「陸軍軍医寮職員令並事務章程」一八七二年一一月一 日。内閣官報局『法令全書（第五巻―二） 』 （原書房、一八八九年刊本、一九七四年復刻）
７
コータッツィ『ある英人医師の幕末維新』二四五頁。
８
松下『徴兵令制定史』一四〇頁。
９
防衛ホーム新聞社『彰古館―知ら ざる軍陣医学の軌跡―』 （防衛ホーム新聞社、二〇〇九年）一 ―一六頁。背嚢はランドセルの始まりとなるもので、当時の内容品目は三角布白布、サック入注射器及び薬液瓶、膿盆、巻軸帯、止血帯、呉氏副本、綿撒糸、海綿、脱脂綿 帽子針、錫製水呑、絆創膏の 二種類であった。
１０
黒澤嘉「明治期の陸軍看護システム」五二六―五二七頁。黒澤嘉氏は、フランスの経
理が極めて経理を重要視しており、人・装備・被服など経理監督のため 点検をする行事からうまれたものであり、それに倣ったのではないかとしている。
１１
篠原宏『陸軍創設史―フランス軍事顧問団の影』 （リブロポート、一九八三年）一五六
頁。
１２
『陸軍病院條例』 （全七五條）一八七五年一〇月一七日、国立公文書館所蔵。
１３
『看病人看病卒服務概則』一八七五年一一月一〇日、 『第六類太政類典』 （太政類典・
第
二編・明治四年―明治一〇年） 。国立公文書館所蔵。
１４
黒澤嘉「 期の陸軍看護システム」五三九頁。
１５
金井一薫 ナイチンゲールの七つの素顔」 （ 『綜合看護』二〇〇九年三月）四九―五八
頁。ナイチンゲールの著作は、イギリス人ジャーナリスト
W
.J.Bishop
とその秘書の女
史
Sue  
G
oldie
により『ナイチンゲールの開設著作目録』一九六二年）として編纂され
た。看護に関する文献四七編、インドおよび植民地の福祉に関する文献三九編、病院に関する文献八編、統計学に関する文献三編、社会学に関する文献九編 回顧録八 、宗教および哲学に関する文献四編、その他二一編に分類されている。
１６
「女性による陸軍病院の看護―平時および戦時の陸軍病院へ 女性による看護を導入
する件に 補助覚え書」 （
Subsidiary notes as to the introduction of fem
ale 
nursing into m
ilitary hospitals in peace and in w
ar.1858） （湯槙ます監修『ナイチンゲ
ール著作集』第一巻、現代社 二〇〇七年第二版） 五―一三八頁。また第 一条には、「患者摂生法ヲ守ラサルカ或ハ規則ヲ犯ス者アラハ必ス懇切ニ忠告シ仍 改メサルキハ之ヲ看病人ニ申告ス可シ」とあり、先に述べたようにナ チンゲールが提唱した医務官の指示を患者に徹底させることについて、看護卒 職務内容 定めら ことが確認できる。１７
「女性による陸軍病院の看護」臼井坦子編訳代表『ナイチンゲール著作集』第１巻
（現代社、二〇〇七年第二刷一〇刷
)三九―一三八頁。
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より
１８
「女性による陸軍病院の看護」 『ナイチンゲール著作集』六九―七一頁。
１９
「女性による陸軍病院の看護」 『ナイチンゲール著作集』六一頁。
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２０
「女性による陸軍病院の看護」 『ナイチンゲール著作集』一三五―一三六頁
２１
「女性による陸軍病院の看護」 『ナイチンゲール著作集』六五―六六頁。
２２
斉藤編『寛斉日記』一八頁。
２３
芳賀徹 岩倉使節団の比較文化史的研究』思文閣出版、二〇〇三年、五頁。歴訪国
はアメリカ・イギリス・フランス・ベルギー・オランダ・ドイツ・ロシア・デンマーク・スウェーデン・イタリア・オーストリア・スイスの一二ヵ国。
２４
大久保『岩倉使節の研究』九三―九四頁。
２５
田中不二麿（一八四五～一九〇九）岩倉使節団が米欧回覧中の一九七 年八月三日二
学制は頒布され、田中は帰国後、 『理事功程』で各国の教育制度を詳細に報告した。田中は一八七四年から八〇年まで文部大輔であり、その間七六年にも再渡米しており、それらの成果のもと七九年に教育令を発した。
２６
影山昇「岩倉使節団での田中不二麿文部理事官と新島襄」愛媛大学教育学部紀要第一
部教育学科
(二五
)、三三―五七頁。
２７
新島襄（一八四三―一八九〇） 六四年に国禁を犯してアメリカに密航、神学校で
学んでいるとき、田中 私設顧問の資格で岩倉使節団に加わる。新島はヨーローッパ各国を見たことで、文明の基礎は国民 教化にあることを学び、結果、日本で純粋な宗教が発展するのを促進する手段としてキリスト の高等教育期間を設立する。妻は戊辰戦争で会津若松城に籠城した新島八重。同志社大学の創立者。
２８
大久保『岩倉使節の研究』一三五―一三六頁。田中は九月八 に米国之部二冊、九月
一八日には独乙国ノ 、 十月三一に 「英 ノ部」 を提出するなど、 順次上申を重ねた。十五冊の内容構成は、影山「岩倉使節団での田中不二麿文部理事官と新島襄」五三頁の表―７に一覧表で知ることができる。 「文部省理事功程」 後に六冊として刊行された。現在では、国立公文書館所蔵 岩倉使節関係簿冊が『大使書類』という総称でまとめられている。さらに整理上「原稿」 ・ 「原本」 ・ 副本」に 別され、 「原稿」のなかに「単行書・大使書類原稿理事功程・文部省 一として所蔵されており、一から五までの五冊となっている
２９
小林哲也「 『理事功程』研究ノート」 （ 『京都大学教育学紀要』四四号、一九 八年 七
五―一〇三頁。
３０
久米『米欧回覧実記（一） 』二五二―二五三頁。
３１
久米邦武編、田中彰校注『米欧回覧実記（ ） 』岩波書店、二〇〇七年、三七七頁。
３２
久米邦武編、田中彰校注『米欧回覧実記（三） 』岩波書店、二〇 九年、一一八頁。
３３
久米『米欧回覧実記（三） 』三二一―三二 頁。
３４
久米邦武編、田中彰校注『米欧回覧実記（四） 』 波書店、二〇〇五年、三 頁。
３５
大 保利兼『岩倉使節団の研究』 崇高書房、一九七六年）二七八頁。
３６
由井正臣・藤原彰・吉田裕『軍隊兵士 （岩波書店、一九八九年）九七―九八頁。
３７
平尾『資料にみる日本看護教育史』ｎ五頁。
３８
陸軍文庫編『三角繃帯用法』 （陸 文庫、一八七五年）靖国神社内偕行文庫所蔵。諸言
は陸軍軍医土岐籟徳が書いており、ドイツ人医師が口授したものを軍医試補多納光儀が訳して一冊の本とし、兵士に三角包帯 一緒に携帯することを計ったとある。その目的は、独逸の医師エスマルクが編み出した三角繃帯法をドイツの兵士 平時から練習し身に付けていたことが普仏戦争で大 に助かったとし 、わ 国 素より万一の時に実施することで治療および軍医の助け なることを目指 ことが書かれている。
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３９
陸軍軍医団編纂『陸軍衛生制度史（明治編） 』石黒忠悳「陸軍衛生部旧事談」一一頁。
４０
拙稿「 『三角繃帯用法』と「三角繃帯図附」に学ぶ三角布繃帯用法のはじまり （ 『看護
歴史研究』五号、二〇一〇年）三四―四三頁。
４１
筆者は、 明治六年陸軍本病院」と印刷された「三角繃帯図附」を一枚所蔵している。
世田谷区三宿の衛生学校「彰古館」の所蔵書物には、 「明治一〇年大阪陸軍病院」と印字された同「三角繃帯図附」が写っている写真があり 西南戦争時に大阪陸軍臨時病院でも看護兵教育用に活用してたと思われる。
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第二章西南戦争と看護
一「大阪陸軍臨時病院」と
看病夫
一八七三年一月一〇日、太政官番外無号布告として諸省府県宛に「徴兵令」が布告され
た。徴兵令は国民皆兵主義を標榜し、 「国民軍ハ常備後備両軍ノ外ニ、全国ノ男子十七歳ヨリ四十歳迄ノ者、悉ク兵籍ニ載セ置キ、全国大挙ノ役アルニ方リ均シク隊伍ニ編入シ、以テ管内ノ守備ニ供スル者ナリ」
１
と、徴兵の対象を明確に規定した。
制定と前後して行われた兵制改革では、全国が六軍管に分けられ、歩兵、工兵、砲兵、
騎兵、輜重兵の五種類となり、各 の団隊を編成して兵力約三万を有する陸 編制の基礎が出来上がった。徴兵の服役年限は常備軍が三年、後備軍四年（第一後 軍二年、第二後備軍二年）の合計七年であった。
しかし、同時に第三章に「常備兵免役概則」
２
を設けたことで、徴兵忌避を生み出す結
果を招いた。 第三章の常備免役概則は、 体格不良者 （第一条・第二条） 、 陸海軍将校生徒 （第四条） 、官吏及び所定学校生徒並びにその修業生（第三条・第五条） 、戸主及びその相続者（第六条・第七条・ 八条・第十一条） 、犯罪者（第九条） 、家族中特殊の関係に有る者（第十条・第十二条） 、代人料を上納する者
（
第六章第十五条）であり、徴兵令は家族制度を尊
重し、家系の存続に関して考慮して、免役条項が規定されたことは明らかであった
つまり、戸主、戸主たるべきもの、戸主に代わるものすべてを兵役の対象外とした。さ
らに「官吏である」ことや「官公立学校に入学できる者」 「代人料を上納できる」という免役条件に適う者は、殆んどすべてといってよい程、それは士族であっ 者の子弟であり、免役条項は特権支配層を保護する内容であった。免役条項に該当し い被支配階級にあたる多くの農民 とって 兵役は封建的賦役となった。国民皆兵を掲げる徴兵令が免役 項を掲げていることで、兵員の確 が困難な状況 生まれるだけ なく、徴兵忌避も減ることなく、徴兵令制定三年後の一八七六年の壮丁中の免役者は八割に及び、軍部は頭を悩ますこととなった
３
。さらに、上層階級や上級学校生徒を兵役から除外したことで、職業軍
人以外に予備校将校を貯える道を閉ざし、常備兵力の向上を困難にするという状況を作出した
４
。
陸軍では、鎮台六ヵ所、営所一四ヵ所、歩兵連隊一四（大隊四二） 、騎兵大隊三、砲兵
小隊一八、工兵小隊一〇 輜重兵隊六、海岸砲兵隊九とし、常備軍（三 服 を終了した者が第一後備軍 （二年） 、 続いて第二後備軍 （二年） に編入されるシステムを制定した。その結果として 平時人員三一 六八〇名、戦時兵力四六 三五〇名を確保することを目標としたが、七三年末の徴兵による兵員総員は、一五、三〇〇名に過ぎなかった。そのため、政府軍は壮兵（志願による兵士）に頼らざ を得ず 徴兵による兵員の確保は政府の
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急務の課題となった。
そのような状況が改善されない中、一八七七年二月一五日に起こったのが西南戦争であ
った。西南戦争の戦死者は、政府軍は六、八四三名（参謀本部編纂課編『従西戦記稿』陸軍文庫、一八八七年） 、薩摩軍は六、七八五名（ 「西南戦争薩摩戦没者全名簿」 ）と記録されており、多くの負傷者に対して両 ともに病院を設け、医師や看護者を派遣して治療と看護にあた
薩軍は本営を熊本に置くと、病院本部を川尻の延寿寺に置き、熊本城下各地 出張病院
を置いた。そこで行われた看護活動に関しては、 「西南戦争と薩軍の看護活動」 （宮下満朗「敬天愛人第十六号」西郷南洲顕彰会、一九九八年）で 各地方の婦女を雇っていたことが確認されている。
政府軍は増加する負傷者を収容するため、四月一日「大阪陸軍臨時病院」 （以下、 「大阪
病院」とする）を設立した。 「大阪臨時病院」の設立場所の選定では、さまざまな条件の検討がなされた。戦場近くに支病院を各地に置くことは、医官の負担が大きくなるなどの問題が起こっており、すでに米国では南北戦争の に、負傷兵の増加に応じて巨大な木造の仮病院を建設し、そこに負傷兵を収容して治療を施した ころ 著しく速やか 治療効果が上がった例 あった。検討にあたって 、戦地の近傍では衣食住 補充が困難 あり多数の負傷者は軍の進退を阻害 る恐れがあるなどの要件を考え、戦地より遠隔の地大病院を開設し、負傷兵を受け入れる方針がとられ 。その結果、商都であり、物品に富み軍人の物品補充にも欠かないことから、兵站病院として数千 病者 受け入れも可能であるとの判断から、すでに征討陸軍事務所があっ 大阪での病院設立が決まった
５
。
負傷兵は前線の仮繃帯所で治療を受けた後、 「大阪病院」に搬送された。 「大阪病院」で
治療を受けた者の総 は八、五六九名、そのうち退院した者は四、八五五名、三月から七月までの五ヵ月間に入 した者は四、一六八名であった
６
。負傷兵の多さに、陸軍では医
官を臨時に雇い入れ、治療にあたった。 「医官並ニ雇看病人姓名」 は、軍医監佐藤進、一等軍医正石黒忠悳、 副長二名、 病院附医正六名、 病室専務として軍医五名 軍医副 一名軍医補一〇名、軍医試補三〇名 他、 「雇医」として一一二名の医師名 書かれ いる
７
。
看病人に関しては一等看病人一名、二等看病人一〇名、三等看病人三九名の氏名が記録されており、その他「患者取締曹長」が一四名いたことが確認できる
８
。
明治政府は、一八七〇年にはドイツ医学の採用を決定し
９
、さらに七四年八月一八日に
は、衛生行政機構の整備、医師開業免許制度の樹立、近代薬剤師制度の確立を目指し、
｢医
制
｣（七六ヵ条）を発布し
１０
、医学分野の制度制定に向け動き始めていた。この「医制」
は、医師の質向上を図る上から 医学教育の確立 医術開業医制度及び医師免許制度 制定、近代的薬剤師制度及び薬事制度の確立を目指して制定され 。 「医制」は 日本の医行政の確立の基礎として、一八七二年九月に発布され 「学制」と相ま て、西洋医学に基づく医学教育を確立する目的があった。明治政府のこのような医事衛生 の 立に向けた動きの中で、医学を体系的に学んだ医師が育ち始めており 医学を学ぶ って西
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南戦争は、貴重な戦場治療を学ぶ実践の場となった。また、医学教育の進歩に伴い、病院の管理、運営方法に関する規則の整備も進んでいた。
病院の管理方法は、前章で触れた一八七五年に制定された「陸軍病院条例」に基づき管
理運営された。 「大阪病院」の病舎は三〇棟が並列形に設けられ、内科外科に大別された。病舎は重病舎には患者四四名、軽症 には八八名の患者を収容した。三〇棟を五区に区分し、一区を六舎として、一区毎に軍医正一名、軍医以下四名、雇医凡そ七名、看病人二名、看 卒八一名が配置された。さらに一区六舎 うち、一舎を重病舎、五舎を軽病舎とし、重病舎には軍医以下一名、雇医二 看病人 看病卒二一 配置、軽病舎五舎には、看病人一名と看病卒六〇名配置が決められた
１１
。
これら、看病人・看病卒の配置は、一八七五年に制定された「看病人看病卒服務概則」
で定められた 「 患者六名～一〇名に対して 名」 「二等看病人は
看病卒二〇名
な
いし二一名に一名」に基づいて配置されたものであった。実際にどのような配置となる
かを図６に表した。軽病舎は八八名の患者を雇医一 、看病卒一二名が配置されたこなる。その計算では必要とされた看護者総数は、看病人 は〇名、看病卒は四〇五名にのぼった。
「大阪病院」に入院した患者の疾患名は戦闘で負傷した外科系の患者だけでなく、脚気
やリウマチ どの内科疾患患者もいた。 等軍医正石黒忠悳によって作成された報告書 『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』によると、入院した 傷病名 四症、入院治療を受けた八、五六九名 うち、負傷 五 九九〇 で内科疾患の者は二 五七九名と、入院患者の約三分の二が内科的な治療を要す 患者であっ 。疾患 の上位にあったもを表５にしたが、内科疾患 で最も多かったものはアジアコレラであり 実 八八七 が罹患し、四八二名が死亡してい 石黒の報告で 九四二名の死亡 うち 負傷 よる死亡者は三〇七名、内科疾患 者六三五名の死亡のうち、実に四 二名がコレラで亡くなっていた。コレラの流行は 戦地より凱旋した兵士から発症したも あった
１２
。
八月「大阪病院」に戦地より送られて来た患傷病兵からチフス患者が発症し、近く 寺
院などを仮病院として伝染病の熱病室として治療にあ る体制をとった。九月二四日に西郷隆盛の死によって西南戦争は終息を迎えるが、そ 二日前に兵庫港に停泊中の帰還兵七名がコレラを発症した。そのため、伝染 の蔓延を防ぐために隔離病棟を設置することとなり、大阪陸軍臨時病院に属する病室は、臨時病院を本部とし、士官病室、第一～第三養生室、チフス病室、コレラ病室、神戸コレラ病室、西京コレラ病室、滋賀県コレラ 室の計一〇ヵ所となった
１３
。すぐに「大阪病院」では、軍医試補、看病人、看病卒は神戸コレ
ラ病室に派遣されている
１４
。 陸軍では徴兵で集めた兵士を戦場ではなく、伝染病による多
くの死者を出したことは、多くの教訓を残 た。
入院患者の衣服は淡青色の木綿で統一され、寒い場合は襦袢などが支給された。襦袢の
交換は、重症患者は原則五日に一回 通常の患者は七日に一回 養生室 者は一〇日回と定められていたが、特に重症患者の場合は、病状により適宜考慮された
１５
。行なわれ
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た看護の内容は、食事・排泄の介助、褥瘡予防・与薬・軟膏塗布・包帯交換・冷罨法の他、四肢切断術後の患者には一日二～四回、一回一五～三〇分の微温浴の介助があった。
入院患者の増加、仮病院の創設などで、 「大阪病院」では臨時に医師や看病夫を雇入れ
る方針を取った。雇医は、新聞紙並びに門外に掲示して日程を定め、雇医 志願者を集めて試験を行った。雇医志願者には、姓名・年齢・学業履歴を確認し、理学科学、解剖生理、病理、薬剤学、内科外科 大意を試問するなど 試験を行っ 採用した。
「看病夫」もまた、雇医同様 新聞と門外への提示で志願者を募り、試験は一二等看病
人一名、徒食看病卒一名で試験を実施 験内容は、 「体格」 「読書」 「扶卒須知衛生学及び看病人看病卒規則概則或は往復文通に差支ナキ者」であった
１６
。合格した「看病夫」は日
給金二五銭から一八銭で雇入れ、報告には一、五七六名の「看病夫」を日給で雇ったことが記録されている
１７
。しかし、看病夫の中には一～二日で解雇された者もいた。
陸軍は、一一月ごろより入院治療の継続が必要な患者に関しては、雇医や看病卒を附け
て、仙台、熊本、名古屋などの病院へ航路 陸路で搬送 開始
１８
。 「看病夫」の中に
は包帯術を身に付けて、戦場に派遣された者もい が、 「臨時病院」の患者数が減少するに伴い、 「看病夫」も解散とな 。その際「大阪病院」で 、看護方法に熟し、仕事 勉励な者には、大阪陸軍臨時病院の で「職掌ヲ勉学シ頗ル看病ノ方法ヲ得タリ」と 証書」（図７） を授ける方針をとっており、 合計二五五名の 「看病夫」 に 「証書 が与えられた
１９
。
その「証書」 与えられたこ が その後どのように生かされたのか 不明であるが、陸軍では有事における看護者不足 備えた一つの対策措置であったと考えられる。
陸軍での看護兵教育は、看護要員用の看護学教科書を作成してからわずか二年しか経っ
ておらず、看護兵の育成には未だ 充分の状態であった。各鎮台病院には会計部より看病人看病卒が廻されていたが、包帯術をはじめ、 護の方法ができ 者が少なく、西南戦争以前から、 日々訓練しても尚不足する状態であると云う訴えは多く挙がってい
２０
。 その
ため、実際に西南戦争で看護兵の需要が高まると、看護者不足は切実な問題であっ 。
西南戦争では、臨時で医師・看護者を雇入れる方針をとるが、看護者の場合は未だ職業
看護婦の教育がなく 医師のように学業履歴を確認する方法 なかった ため、外科的治療を受けた患者の看護や伝染病患者の看護に携われ 者として、進歩する医療を理解して技術が実践できる看護者を、如何に同じ教育水準で確保するか い 課題に、陸軍は取り組むことになる。
二博愛社による救護活動
西南戦争は、日本赤十字社の前身「博愛社」を誕生させた。熊本城の攻防戦や田原坂の
激戦で、 多数の死傷者が山野の放置されてい 状況が新聞で報道され
２１
。西南戦争にお
ける看護者不足の状況に対して、元老院議官佐野常民
２２
は「博愛社」を創設し、反乱軍の
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負傷兵にまで救護の手を差し出した。佐野常民は一八六七年に、パリ万国博覧会の赤十字の展示館で、敵と味方の別なく負傷者の苦痛を救う国際的な救護組織である赤十字が、一八六三年に創設されたことを知った。 一八七三年六月には、 ウィーン万国博覧会に参加し、各国で赤十字事業が広がっていることや、普仏戦争における負傷者 の実際を知り、文明開化の象徴の一つとして人道的国際組織の発展が必要であることと、事業を拡張す ためには平時の準備を行うことを学び、 日本に於いても救護団体の設立を考える 至った
２３
。
西南戦争での負傷兵続出の報を知った佐野は、外国の王室や貴族のように 救護団体を立ち上げることを岩倉具視に申し出てい 元老院議官大給恒と連名で、 設立請願書
２４
と五条
からなる社則
２５
を四月六日に提出した。
それに対し、陸軍卿山県有朋の代理である西郷従道は、右大臣岩倉具視宛に「太政官ヘ
議官佐野常民外一人博愛社設立ノ義御下問ニ付上申」
２６
を提出した。その内容は、此の戦
いは国内の戦争であり、看病人は適当に整い治療には差し障り い で、救済の人員が派遣されても混乱を招くということと、結社 儀は善良 あるが、平常から準備をしていなければ実現は難しいという主旨の者であった。これらの意見が陸軍内部 実際に存在していた結果であった。
しかし、佐野による山県有朋や有栖川宮への働きかけにより、五月三日有栖川宮に博愛
社設立願書が聞き届けられ、五月二七日より、熊本軍団病院へ救護員（男性看護人）を派遣し、 救護活動が開始された。 西南戦争の救護に従事し 博愛社の救護員は、 一二九名 （監督一名、監督補一名、司計二名、医員長一名、医員及び助手二三名、看 人役夫一〇一名）であった
２７
。
八月一日、 「博愛社」は政府から正式に認可されたが、西南戦争の負傷兵の救護に携わ
ることができ 背景には、政府の中枢にいた岩倉具視が、一八七二年三月 、岩倉使節団で歴訪したスイスのジュネーブで、伊藤博文とともに赤十字国際委員会 グスタフ・モワニエに会い、赤十字事業についての説明を受 ていた事実が った。
岩倉使節団一行は、一八七三年六月から七月にかけて、スイスのジュネーブに滞在し、
赤十字国際委員会のメンバーと岩倉具視大使 副使、大山巌らが会合 持 ていた
２８
。この面会は、 負傷軍人救護国際委員会側が赤十字活動の詳細を日本の使節団に知っ
てもらいたいと考え、スイス滞在を好機ととらえ、極東から訪れた使節団に、赤十字活動を紹介すること目的として実現したものであった。
国際委員会が残した記録には、 「日本が同条約に加入するには時期尚早であること さ
らに日本軍の正規の衛生部隊を幇助する め 自発的な協力を呼び ける以前に、そ した軍の衛生部隊をきちん した組織として整備するため 、まだやるべきことが多く残っているということを、日本人として初めて認識された」とある
２９
。さらに、 「日本の軍隊
がヨーロッパ式に
（それもプロシア軍制ではなくフランス軍制に拠って）
組織されていくにつ
れて、今後各連隊には、外科専門軍医 移動野戦病院 配置されることでしょう。衛生部隊も現在、徐々に編成されつつあります」
３０
。とある。確かに日本では陸軍内で衛生部隊
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の組織整備が、国内でやっと始められたばかりであった。
岩倉が佐野の申し出に対してその設立願書を却下したのは、それは岩倉の意向と云うよ
りも、政府軍の衛生部隊が機能していると認識していた軍上層部の自負があったのではないかと考えられている
３１
。
岩倉と伊東が赤十字国際委員会（当時の名称は、負傷軍人救護国際委員会）のメンバー
と何度も会談したその様子は、赤十字国際委員会の機関紙『
Bulletin
 
International』 （国
際紀要）第一七号（一八七三年一〇月）に掲載されている
３２
。岩倉と伊藤は、赤十字の思
想、活動を十分に理解した上で、日本の現状からは同条約に加入するには時期尚早と云っていた。その理由は、日本の正規の衛生部隊を幇助するため 自発的な協力を呼びかける以前に、そうした軍の衛生部隊をきちんと組織して整備するため 、まだやるべきことが多く残っているこ 認識してい から あった。
岩倉と伊藤らの発言からは、赤十字に加入するにあたっては、西欧諸国と肩を並べるだ
けの軍隊を健軍し の中で訓練された兵士による正規 衛生部がシステム化されていことが条件になると認識していたと考えられる。そ 点においても、陸軍で看護制度を整備する一つの目的には、赤十字に加盟するのに不可欠な条件をクリアすることが目指たとも言える
また岩倉具視が、博愛社の申し出を断った理由は、陸軍として負傷兵の救護体制に対し
てはすでに整備ができているとの認識があっ からだと 言われている 西南戦争の経験は、戊辰戦争でウィリスがパークスへの報告書で述べていたように「理論と実地訓練による看護者の育成」の必要性を陸軍が再 する機会となり、同時に、有事における看護法を身に着けた者の確保対策についても、改革が迫られること なっ であった。註１
松下『徴兵令制定史』一四〇頁。
２
松下『徴兵令制定史』一六六―七〇頁。
３
藤原彰 日本軍事史（上巻）戦前篇』 （社会批評社、二〇〇六年）五七頁。
４
藤原『日本軍事史』八六頁
５
石黒忠悳『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』 （陸軍文庫、一八七八年六月、国立公文
書館所蔵）三―四頁。
６
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』一八頁。
７
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』七〇―七三
８
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』七三―七四頁。
９
新村拓『日本医療史』 （二〇〇七年、吉川弘文館）二二五―二二八頁。戊辰戦争で銃創を負った兵士に対する治療を行なったイギリス公使 付医師ウィリアム・ウィリスの功績により、明治政府はイギリス医学の採用に向けて動いてい が、明治二年に・医学取調御用掛に任じられた元佐賀藩医相良治安と越前藩医岩佐純の意見により、ドイツの採用が決定し 。
１０
厚生省医務局『医制百年史』一一―二二頁。 「資料編」三六―四四頁。医制の草案は初
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代医務局長相良治安が衛生制度編制の大網を八十五条の「医制略則」にまとめ、二代目医務局長となった長与專斉が全文七十六条の成案をまとめたといわれている。
１１
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』五七頁
１２
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』三八―四〇頁。
１３
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』五六頁
１４
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』一三頁。
１５
石黒忠悳 二 （陸軍文庫、一八七八年、国立公文書館
所蔵）七頁。
１６
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第二号』二五―二六頁。
１７
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』六八頁。
１８
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』一五―一六頁。
１９
『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』一三頁。
２０
「病院より看病人百拾名不足云々」 『陸軍省大日記―明治七年』 （防衛庁防衛研究所所蔵）
２１
吉川龍子「明治期の赤十字看護教育」 （ 『明治聖徳記念学会紀要』復刻第五十号、二〇
一三年）三八七―四〇三頁。
２２
佐野常民（一八二二～一九〇二）肥前国に生まれる。九歳で親戚の佐野家の養子とな
り、外科医を継ぐこととなる。養父は元藩主鍋島斉直に仕えていた。儒学を学んだ後、一度江戸に出るが、 再び佐賀に戻り外科医の修行を続けた。 一八四八根には適塾に入門、翌年には大村益次郎が塾頭を務めた。 一八六五年パリ万博の使節団に佐賀藩から参加し、赤十字を知る。博愛社 設立に伴い、一八七 年には博愛社副総裁に就任。中央衛生会会長、大蔵卿 元老院副議長を歴任。日本赤十字社の改称された一八八八七年には初代社長に就任した。
２３
吉川龍子『日赤の創始者佐野常民
』 （吉川弘文館、二〇〇一年）六一頁。
２４
「博愛社ノ創立ト従軍ノ願出」明治十年四月六日、陸軍省 日記 省大日記・西南
戦役。
２５
「博愛社則」明治十年四月六日、陸軍省大日記・西南戦役。
２６
「太政官ヘ議官佐野常民外一人博愛社設立ノ義御下問ニ付上申」 明治十年四月十九日、陸軍省大日記
２７
川俣馨一『日本赤十字社発達史』 （明文 、一八九八年） 。七一頁。
２８
黒沢文貴 赤十字国際委員と岩倉使節団との邂逅」 （ 軍事史学』第四十八巻第一号、
二〇一二年）一二八―一三五頁。
２９
黒沢文貴「赤十字国際委員と岩倉使節団と 邂逅」一三一頁。
３０
黒沢文貴「赤十字国際委員と岩倉使節団との邂逅」一三 頁。
３１
黒澤文貴「岩倉具視、伊藤博文と赤十字の出会い」 （ 『日本歴史』七八号、二〇一二年）
一〇〇―一〇二頁。
３２
黒澤文貴「岩倉具視、伊藤博文と赤十字の出会い」一〇一頁。
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第三章看護制度の第一次改革
一「徴
兵看病卒取扱手続」の制定
西南戦争後の一八七八年一〇月、陸軍病院では看病人・看病卒の不足に困り、陸軍省に
徴兵適齢者を壮兵看病卒として採用することの採否を確認した。しかし回答は「看病卒は免役に属するものであり、服役期限は未定の者」
１
ということであった。そのため、衛生
部が民間人を募集して教育をするなどの対応をしていた。
陸軍は徴兵逃避がやまぬ中で徴兵連名簿の人数の少なさを嘆き、徴兵令の改正案として
「輜重卒看病卒、諸隊職工を新たに徴集」すること 太政官に上申した
２
。また、西南戦
争の勝利は、結果として徴兵制度の確立をもたらしたが、免役条件が多く、市民平等、国民皆兵の根本精神に相反するものがあるとして、明治政府は二年後の一八七九年一〇月二七日、徴兵令の全 に亘って大改正（太政官布告第四六号）を行なった。
徴兵令の改正にあたって、陸軍省は、服役年限を 年から一〇年に延長（常備三年後備
四年を改めて常備三年予備三年後備四年）すること、補充兵役九〇日 一 に延長すること、輜重輸卒看病卒、諸隊職工を新たに徴集すること、免役概則に改めて制限を加え免役の概念を、終身兵役免除、平時兵役 除 一時徴募猶予に大別して整理すること、の四項目の原案を提示した
３
。その結果、徴兵令改正では、陸軍省が提示した項目に対して、兵
役年限は常備軍三年、後備軍四年（第一後備軍二年、第二後備軍二年）の計七年であった規定を、常備軍三年 予備軍三年 後備軍四年の計一〇 に延長し、さらに、補充兵 新設して、常備欠員を補うために一年を期間とすること 改正された。
免役の概念に関しては、一八七三年に「常備兵免役概則」として第三章に独立して設け
ていた一二項目 終身兵役を免ずるもの（第二七条） 、国民軍の外兵役を免ずる の（第二十八条） 、平時において （第二九条） 、平時 おいて一年間の兵 徴集を猶予するもの（第三〇条）の四つの場合に分けて設定した。さら 、代人料は、本年の徴兵該当者が金二七〇円の上納をもって 除されること、新たに平時免役にあた 者は金百三五円を上納するときは、外兵役を免除することに改められた（第六四条）
４
。
この改正の中で免役条項の改正とともに注目されるのは、第三条に輜重輸卒看病卒、諸
隊職工の徴集方法が第三
５
に定められたことである。
第三条輜重輸卒看病卒並ニ職工ハ各其志願者ヲ徴募スト雖モ、 若シ不足スルトキハ、
壮
丁ノ身幹定尺ニ満タス、又ハ銃器ヲ執ルニ適応セサル者、或ハ合格ノ者ト雖
モ、各自ノ職業ニ依リ便宜ヲ以テ諸兵ト同シク徴集シ、該役ニ服セシムルコトアルヘシ
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看病卒並びに職工として徴集する者は、その服役は諸兵と同じとされ、不足するときに
は各自の職業を考慮して便宜を持って服役に付かせることが制定され、服役年限は常備軍が三年、予備軍三年、後備軍四年の合計一〇年に延長された。
徴兵令が改正された翌一八八〇（明治一三）年一月、陸軍軍医本部長が中心となり、各
鎮台の病院長 各営所連隊医官が東京に集められ、徴兵看病卒を徴集するための諸則の整備と、実現に向け 陸軍看病卒平時定員、徴集員数表、陸軍看病人看病卒概則、看病人看病卒心得、看 卒教授書草案の五項目の検討が始 る。これが看護制度の第一次改革の始まりである
６
。
そもそも看病人・看病卒の職域は、衛戍地勤務・隊付勤務・野戦衛生部隊勤務・機関等
勤務に分けられ、職域によって充足のされ方や勤務内容は異なった。衛戍地勤務では、部隊等が恒久的に所在する場所 設 られた病院
･病室に勤務。隊付勤務では、騎兵・砲兵・
工兵・輜重兵などの部隊に配属され、戦時には部 員の一員として出兵し 負傷兵の救を任とした。 野戦衛生 勤務は、 戦時に際して編制され、 戦時動員によって充足された。官衙など機関勤務は、軍 学校（軍医 獣医など 養成機関も含む）など平時機関の衛生業務に携った。官衙など機関勤務には、参謀本部 省、造兵廠 兵器本廠や技術研究所などの工場
･研究機関も含まれた。 隊付勤務の定員がはじめて示されたのは一八八〇年で
あり、歩兵連隊に三等看病人一名、看病卒三名と た
７
。
一八八三年二月二〇日、 「明治十六年徴兵看病卒取扱手続」 （達甲第六号）
８
（以下「看
病卒取扱手続」とする）が制定され、徴兵 の召集方法 定員、教科と教授場所、教育期間、終了時の手続き、命令系統などが定め た（表６参照） 。
この規則の制定により、徴兵看病卒は諸兵と同時に召募して住所の最寄の営所に入営し、
基本訓練を三ヵ月受けた後、鎮台病院ま は屯営病院で三ヵ月間 護の方法について訓練を受ける教 方法 教育期間が定められた。計六ヵ月 教育修了時には、連隊長もしくは大中小の隊長、または病院長が熟否を検査し、その結果「二等看病卒」 命ぜられる育成システムが確立した。
教育内容は、第九条で一〇科目が定められた。まず第一教科の三科目（基本体操術、生
兵徒歩教練、看病卒心得書）は 兵士としての基本訓練で学ぶ教科である。第二教科四科目（人体造構ノ概略、三角繃帯用 、看病卒背嚢入緒品、患者運搬法）と、第三教科三科目（救急要法、繃帯撒絲ノ製造、繃帯通術）は、病院で三ヶ月間 訓練 学ぶものであり臨床での実習が重視されるものであった。
さらに教育内容が決定されたことで、看護学教科書も整備され、教授用『陸軍看病卒教
授主要原本並附録』と看病卒用『陸軍看病卒教授主要』が出版された。尚、陸軍ではその後も看護学教科書 改訂などを続けな ら多くの教科書を発行した
９
。その一覧は表７を
参照されたい。このように、 「明治十六年徴兵看病卒取扱手続」の制 により 教育内容・期間、教育場所、終了時 手続きが定められたことで 戊辰戦争から 課題であっ 理論と実践訓練による看護兵 育成が確立されたことになる。これが看護制度 第一次改革
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ある。
翌八四年五月二六日に、看病卒は看護卒に名称が変更された。六月には「明治十七年徴
兵看病卒取扱手続」
１０
が改定され、第九條の科目は大幅に変更され、学ぶ科目が一〇科目
科から一二科目に増えた（表６参照） 。変更された科目は、 「看護法」 「伝染病者看護法」 「救急法」 「調剤法大意」が加わった。 「伝染病者看護法」は、西南戦争でチフスやコレラ患者が発生し、隔離患者の看護 求められた経緯から、追加された科目であった。すでに西南戦争の二年後、一八七九年 はコレラ病予防仮規則が公布され、患者発生の届出、検疫委員の配置、避病院の設置・患家の標示および交通遮断・汚染物体の処分禁止・清潔消毒方法の施行・患者の死体の処置・官庁における予防方法など 規定 ていた
１１
。
初めて定められた「看護法」の具体的な内容は、一八八八（明治二一）年に陸軍省より
発行された 『陸軍看護卒教科書第四版』 で知ることができ、 その内容は、 「病 看守・病蓐・病室温度」 「消氣法」 「浴法」 「消毒法」 「患者飲食」 「睡眠」 「体温測定法」 「泄物」 「瀕死及死後ノ処置」であった。この内容も、伝染病 者 看護などを想定し、消毒法や排泄物の取り扱いなど、根拠をもってルールに則り実践できる看護兵の育成を目指して盛り込まれたものであった。
定員については、 「徴兵看病卒取扱手続」の第三條で「鎮台所在地ニアラサル歩兵隊ニ
在テハ毎大隊ニ三人騎砲工輜重兵ノ各大（中） （小）隊ニ在テハ毎一隊ニ一人トシ」と定められた。さらに、六鎮台病院における看護長看護卒の定員合計は「軍医部職官定員表中各地陸軍病院看護長看病卒定員別表 （以下、 「陸軍 看護長看病卒定員別表」とする
) １２
で定め 、一等看護長八名、二等看護長二七名、二三等看護長一六名、三等看護長六七名となり、看護長の合計は一一八名、看病卒は五六八名が配置人員とされた。
看護制度の第一次改革が行われたことで、 の徴集が可能となり、陸軍病院に
おける看護卒の確保も可能となった。 第一次改革によって 病院と各隊には徴兵 病卒を、官衙と学校には徴兵適齢者の者より壮兵看 卒を採用して配属することとなった。
この第一次改革により、 八八三年一月より徴兵看病卒の召募が開始されるこ になる
が、看病卒には壮兵 の二様が存在することと る。その め 身分の違いや欠員時の補充や配属において不都合を生じることとなる。統轄に於いても、徴兵看 卒は鎮台司令官、壮兵 は陸軍軍医本部長という違いがあ 、任命補充上に関する 規 な ため、看病卒一名の任命 もその 度軍医本部から陸軍省に伺 を立てなければ執行できない状況は続いていた。しかし、 陸軍軍隊内におけ 教育体制が初めて整備されたことで、全国に配属される隊附き看護卒の教育水準 一定化が図られることとなり、看護制度の第一次改革 意義は大きい。
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二看護長・看護卒の増員計画
一八八一（明治一四）年一〇月一二日、国会開設の勅諭が発せられたことで、明治政府
の革新は急速に進められることとなる。国会開設が一八九〇（明治二三）年に決定したことで、内閣制、憲法発布、帝国議会の開設に向けた改革が、伊藤博文による憲法起草作業と平行して進展することとなった。 陸軍も新政府態勢に伴うそのあり方を考え、 桂太郎
１３
が中心 なり、 陸軍省の官制を改革して
１４
、 強力な行政機構の確立を目指すこととなる
１５
。
一八八二年七月二三日、壬午事変が勃発したことで、翌八月には参事院議長兼参謀本部
長山県有朋は、 「陸海軍拡張ニ関スル財政上申」 で軍備拡張の必要性と軍事費の増加を建議した
１６
。一一月二四日には宮中に地方長官が集められ、 軍備拡張と増税についての勅語が
下された。政府は一二月に軍備拡張の予算について長期計画を立て、これに基づき一八八五年から一〇年間にわたる軍備拡張計画を策定した。計画は近衛と六鎮台 整備を企図したものであり、兵員は一八七四年に想定した定員 比較し、歩兵は二倍強 騎・砲・工・輜重兵なども大幅に拡張した案であった。
陸軍では、改革を進めるにあたり、後に将官となるべき人物一四名を選抜して欧州に派
遣し
１７
、軍事施設や大部隊の演習など、最新の軍事事情を実地に見聞させる計画を立て、
一八八四年一月に大山使節団を結成 て、 欧州視察を行なっていた
１８
。 大山使節団帰国後、
一八八五年五月には軍 大単位を師団に改め 師団編成実現 ための改革に着手する。軍備拡張に向けた政策を推し進める任 ついたの 五月に陸軍少将となっ 桂であった。陸軍は 三 、 ドイツ参謀少佐クレメンス・メッケル
１９
を参謀本部顧問として招
聘し、兵制を従来のフランス式を排してドイツ式を導入 ドイツ に範を仰 だ統一組織体として再編制された。
しかし、 陸軍が軍備拡張に向けた政策を始めるにあたっては、 国の財政には余裕がなく、
増税実現は困難な状態にあり、経費対策も重要であった。軍事予算の対国民総生産（ＧＮＰ）比率は、明治大正を通じて三パーセント台が普通であり
２０
、軍事費の内で陸軍の経費
は六〇パーセント前後が俸給、 諸手当、 旅費、 糧食費、 被服費など 人件費で占められた。一人当たりの人件費 海軍が陸軍の約二倍以上 なるが、陸軍は戦略的 兵卒 数を必要とするため、俸給は少なくても、兵員の多さから多くの人件費を必要とし
２１
。そのため
陸軍では、師団編制に必要な兵の確保は 同時に人件 の削減につながる方策を取る必要があった。
当時の日本は、西南戦争の際の軍事費調達のために行なった紙幣増発から、物価の騰貴
と財政金融上の危機状態にあった。その状況の中で立 られた軍備拡張案は 一八八三年から八年間の総額六、七四〇万円 のぼる計画であり 二 から一八八五年の財源は、酒造税と煙草税を増税し、新税を徴し国民の負担を増す政策であった。陸軍卿大山巌が、一八八二 一二月に提出し 予算計画書「軍備皇張費取調書」には、一八八三年から
124
の予算と具体的な拡張計画が書かれている。少し長くなるが、次に引用する
２２
。
明治十五年十二月軍備皇張之儀被仰出、差向常備兵ヲ定数迄ニ
増加可致、右費用ノ
義ハ同十六年度ヨリ年額通貨百五十万円、同十七年度ヨリ通貨五十万円、同十八年度ヨリ猶通貨二百万円ヲ増シ都合通貨四百万円宛年々増加可相成ニ付、其兵員及費用予算取調可申出旨御内達之趣ニ依リ、造兵着手順序ノ計画、及之ニ係ル諸費予算ノ義ハ常時進達致置候通ニ有之、爾来右之計画ニ基キ、十六 度ヨリ仙台鎮台ニ歩兵二大隊砲兵工兵一中隊宛、名古屋広島両鎮台ニ砲兵工兵一中隊 、各鎮台ハ看護卒若干名宛ヲ召募シ、其他陸軍大学校ヲ新設シ、後備軍司令部ヲ拡張シ、戸山学校ニ士官下士ヲ入校セシメ、射的体操ノ科業ヲ伝習セシメ、及山野砲ノ改造ニ着手シ、同十七年度ヨリ各鎮台ニ六師団ヲ置キ、歩兵砲兵両隊ノ編制ヲ改正シ、又本年度ヨリ近衛ニ一師団ヲ置キ、歩兵砲兵騎兵三隊ノ編制ヲ改正ス。右之通師団ヲ置カレタルニ依り 来ル二十一年度迄ニハ鎮台ニ歩 二十四連隊 六連隊、近衛 歩 四連隊砲兵一連隊騎一大隊 完備セシメ候教育ニテ既ニ着手致候。就テハ之 要スル士官下士ノ生徒ヲ年々増募シ、士管学 教導団 於テ教育セシメ、或ハ兵営ノ建築兵器弾薬 服陣具馬匹其他増員ニ係ル諸費不少、依テ十六年度ヨリ来ル二十二年度迄七ヶ年二割越経理スルモ、尚御下附金ニ対シ差引朱書之通致不足候付 不得止四月入営スベキ徴兵ヲ七月ニ繰下ゲ、或ハ四月満期除隊兵 一ヶ月前乃至三ヶ月前帰郷セシメ 之ヨ 生ズル処ノ全員ヲ以テ補填シ、尚ホ不足ノ分ハ被服戦 備品ヲ以テ一時繰替支弁スル等種種繰合セ、漸ク増員兵ノ給養維持致候目的ニ有之、其順序等ハ詳ニ別表予算備考 揚ゲタル通ニ候。然ルニ今般御内議ノ如ク増加 ニ対スル金額ノ内二百万円 減雑相成候得者維持ノ道無之候事。
陸軍は、 徴兵による兵士の目標定数である四万人の充足をめざし、 一八八三年一月には、
八五年度より部隊増加費として、六年間毎年二百万円の追加支出が与えられることとなった。この額はさらに増加され、八五年以降は、合計四百万円をもって軍備拡張費に充てることとなり、 定数四万人体制を可能とする財政確保の態勢は整えられた。 しかし現実には、国の財政には余裕がなく、 額実現は困難な状態にあった。
大山は、一八八三年六月一五日 「陸軍部内節倹ノ内諭」
２３
を達し、予定の額内にて目
的を達成するこ を述べている。大山は「陸軍部内節倹ノ内諭」と同時に「軍備皇張費取調書」を提出し、その中で一八八三年度より「各鎮台ハ看護卒若干名宛ヲ召募」する方針を立てており、 「軍備皇張費取調諸表」 （表８参照）には、一八八三年から一八八九（明治二二）年まで、看護長増員費と徴兵看護卒増員費を予算として計上されていた。
予算を組むにあたり、看護長・看護卒の人数の試算方法は、一八八三年七月に書かれた
桂太郎の「戦時陸軍編制並其解説」
２４
の第五表「六管鎮台補充兵第一予備徴兵第二予備徴
兵人員表」で知ることができる。
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第五表「六管鎮台補充兵第一予備徴兵第二予備徴兵人員表」の中で、看病卒の人員を第
二軍管は四一名、第五軍管二八名、合計六九名としている。これらの人員換算の根拠は、同年二月二〇日に制定された「看病卒取扱手続」で定められた定員に基づくものであったと考えられる。 第二表 「六管鎮台常備予備両軍編制隊」
２５
に記されている各軍管の隊数に、
「看病卒取扱手続」 三条で定められた定員「歩兵隊ニ在テハ毎大隊ニ三人騎砲工輜重兵ノ各大（中） （小）隊ニ在テハ毎一隊ニ一人トシ」をあてはめたものが（表９）であり、中隊に二名を配置するとして計算をすると、桂の案とほぼ一致する。
大山が「軍備皇張費取調諸表」で看護長増員費と徴兵看護卒増員費を予算として計上し
た背景には、看護長・看護卒の不足という問題状況があり 師団 成に向けた隊付き看護長・看護卒の確実な定員の確保が必要であるとの認識があった。また、対外戦争の想定にあたっては、外地における負傷兵や病兵の救護方法の実際を考えた衛生隊の編制を確立する必要があり、同時 看護長や看護卒をどのように養成するか、具体的な養成 度の改革が迫られることになる。
三
一年志願兵制度の制定と看護長の確保
一八八三年一二月二八日、徴兵令二回目の大改正が行なわれ、第一〇条に「年齢二十歳
ニ満タスト雖モ、満十七歳以上ノ者ハ現役ヲ志願スルコト得」 条項が設けられ これにより志願兵制度が創設された。さらに第一一条では、
年齢満十七歳以上満二十七歳以下ニシテ官立府縣立学校（小学校ヲ除ク）ノ卒業証書ヲ所持シ、服役中食料被服等ノ費用ヲ自弁スル者ハ願ニ因リ一個年間陸軍現役ニ服セシム。其技芸ニ熟達スル者ハ若干月ニシテ帰休ヲ命スルコトアル可シ。但常備兵役ノ全期ハ之ヲ減スルコトナシ
という条項が定められ、 一年志願兵制度が創設された。 この第一 条 一年志願兵制度は、看護卒を対象とし、官立府県立学校の卒業証書のある者で、経費を自弁できるものが一年志願兵 して看護卒になることができるシ テムであった。
看護卒を対象とした一年志願兵制度以外に、経費を自弁する制度には、一八七四年に制
定された士官学校条例（陸軍省布第三六九号）があり、士官生徒
２６
について「入学初ニ期
年間ハ修学ノ費ヨリ被服食糧ニ至ル迄総テ官給トス」とされ、一八八一年七月 士官学校条例の改正（陸軍省達甲第一五号）では、士官生徒に官費生と自費生の二種が設けられていた。 自費生は 「集学費用及ヒ寝具ヲ除ク外被服食料ノ費用ハ一切之ヲ上納セシムルモノ」とされ、一八八三年の納金額は一年百円内外であった
２７
。八四年・八五年は、一ヶ月八円
であり、これは当時の経済水準ではかなりの高額であり、自弁費用が収められた は地方
126 
の地主か資産家の子弟など、有産者や上流階級に限られた。看護卒を対象とした一年志願兵に対して経費自弁の費用として提示されたものも、同額であったのではなかったかと考えられる。し し実際には、該当者は免役制や猶予制 かく て、一年志願兵制度による看護卒志願を願い出る者はほとんどいなかった
２８
。
徴兵令は、憲法発布一ヶ月前の一八八九年一月二二日に三回目の改正が行われ、法律第
一号として発布されたが、徴兵令が改正を重ねるその過程で検討されたポイントとして、加藤氏は、左記の三点 指摘している
２９
。
一つは、免疫条項を漸次減らして人材のプールを大きくすること、二つめは兵営で三年
間の教育・訓練を終えた 士に関して故郷に帰してからの半拘束期間を延長すること、三つめは戦時増員できるような予備将校をたくさんつくること、である。さらに、戦時に必要とされるのは兵士ばかりではなく、戦時の第一線 指揮に立つべき将校（少尉以上） 、それ以外の野戦隊、 後備隊などの指揮官 軍医を確保しなければならなかったとしている
３０
。
軍医の育成と確保という問題は、医師資格制度により医師教育は進んでいたものの、軍医は軍陣外科学などの知識と実践の治療力を必要と 、その育成には時間を要した。
また、西南戦争で経験した衛生要員の 卒となる看護卒不足に対しては、一八八三年
月二〇日に制定された「明治十六年看病卒取扱手続」 より 前項で説明したように「二等看病卒」に任命できるシステムが確立され 補充制度の整備は着々と進めら ていた。しかし、未だ衛生要員 下士（看病人）階級の育成システムは存在せず、そ よう 状況の中で制定されたのが、第一一条の看護卒を対象とした一年 兵制度であった。
陸軍が一年志願兵の対象を看護卒とした目的は、一八八五年四月四日に大山巌 よっ
提出された「徴兵令第十一條ニ掲クル一箇年志願兵中本年入営ノ歩 並ニ看護卒取扱手続左之通相定候條此旨相達候事」 （全十項） （以下「徴兵令第十一條一箇年志願兵看護卒取扱手続」とする）
３１
に盛り込まれており、制定目的を知ることができる。その要旨を左記に
抜粋する。
第一項・・・ （略） ・・・看護卒ニ在テハ徴兵看護卒取扱手続第九條ノ第一教科ノミ
ヲ
該隊ニ於テ教習セシム可シ
第五項看護卒志願者ハ徴兵看護卒ト共ニ之ヲ為サシメ而シテ徴兵看護卒取扱手続
第九條ノ第一教
科ヲ卒レハ之ヲ該地陸軍病院ニ附属セシメ同條第二第三教
科ヲ教習スルノ後其進歩ノ程度ニ従ヒ適宜ノ学術ヲ教授ス可シ
第七項志願兵中品行方正勤務勉励ニシテ技芸ニ熟達シ下士ノ任ニ堪ユ可キ者ハ満
期若クハ帰休ヲ
命スルノ際歩兵ハ聯隊長看護卒ハ病院長下士適任証書ヲ附
．．．．．．．．
典．
ス可シ又教育上抜群ノ結果ヲ得タルモノハ歩兵ニ在テハ聯隊長看護卒ニ
在テハ病院長ヨリ鎮台司令官ニ具状シ許可ヲ得テ士官 任書ヲ附与
．．．．．．．．
ス可シ
第八項鎮台司令官士官適任書附与ノ具状ヲ受クルトキハ （略） ・・・看護卒ハ其
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軍医本部長ニ移牒シ三等看護長ニ任ス
．．．．．．．．
ルノ後之ヲ許可ス可シ
第九項軍医本部長ハ前項鎮台司令官ノ移牒ヲ受ケ若クハ東京陸軍病院長ノ具状ヲ
受
クルトキハ陸軍卿ノ許可ヲ得テ三等看護長ニ任ス
．．．．．．．．
可シ
（傍点筆者付記）
この条例の中で注目したいのは、 「下士適任証書ヲ附与」することと、 「三等看護長ニ任
ス」方法が定められたことである。前章で説明したように、 「明治十六年徴兵看病卒取扱手続」の第九條で看護卒が学ぶ教科として規定された結果、兵士としての基本訓練を第一教科として三ヶ月間学んだ後、陸軍病院で第二・第三教科を三ヶ月の実地訓練で看護法を学ぶ教育システムが確立されてい 。看護卒志願者と徴兵看病卒とでは このように同じ教育システムで学ぶが、この一年志願兵制度では修了後の昇任に違いが生まれた。つまり、徴兵看病卒は「二等看護卒」に任じられるのに対し、第一一条による看護卒志願者は下士階級である「三等看護長」に任じら ることが可能 なった。
さらに、 「志願兵中品行方正勤務勉励ニシテ技芸ニ熟達シ下士ノ任ニ堪ユ可キ者ハ満期
若クハ帰休ヲ命スルノ際」に、病院長 「下士適任証書」を附典するシステムができた
。
一八八三年の徴兵令改正における一年志願兵制度の制定目的は、松下氏によると、比較
的学識を要する看護卒を得る目的であり、予備役幹部養成のためではなかった、と ている
３２
。しかしこの制度の導入目的は、単に看護卒を補充する制度ではなく、 「明治十六年
徴兵看病卒取扱手続」に基づいて看護の理論と実践訓練を受け 看護者を、戦時に必要される、看護兵を指揮 下士階級の「看護長を確保するシステム」を構築す ことにあった。
看護長の役割は、一八七五年制定 「看病人看病卒服務規則」 （表３参照）で定められ
ており、三等看病人（明治一七年に三等看護長に変更）は、病院では 八名 束ねる役割であり、戦時には二等看護長に代わり行軍に従い、看護卒を指揮するという重要な役割を担う者であった。行軍に従う三等看護長は、有事 衛生隊を編成する際には欠かせないポスト役割であり、陸軍としては、三等看護長の下士適任書を授けるシステム 作ることは、加藤が述べているよう 戦時の人材のプールに 効な手段であった。
一八八三年の徴兵令第一一条の改正にともない、大山は一八八五年 「一年志願兵看護
卒取扱手続」を制定し、同年 一年志願兵制度による 卒志願者 召募 実際に開始した。しかし、実際は一年志願兵で看護卒に応募してくる兵士は甚だ少なく
３３
、さらに看護
長・看護卒養成に向けた取り組みを続けるこ となった。註１
陸軍軍医団編纂『陸軍衛生制度史（明治編） 』三二八頁。
２
黒澤嘉幸「明治期の陸軍看護システム」五三三頁。
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)、馬場命英
(士官
学校中隊 歩兵 尉
)、伊地知幸介
(砲兵大隊副官、砲兵中尉
)、野島丹蔵（東京鎮台付
歩兵中尉） 、保賀致正
(会計局付三等軍吏
)。
１８
宇野俊一校注『桂太郎自伝』 （平凡社、一九九三年）九七―九九頁。
１９
クレメンス・ウィルヘルム・ヤコブ・メッケル（
K
lem
ens W
ilhelm
 Jacob M
eckel、一
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八四二～一九〇六）ドイツケルンに生まれ、一八六七年にプロシア陸軍大学校を卒業した。普仏戦争に参加後、勲章を受章している。のちに陸軍大学校兵学教官となる。著書に『戦術学』 （一九七四年） 、 『兵棋入門』 （ 七五 ） 、 『帥兵術』 （一九八一年）があり著名な戦術家であった。日本政府のドイツ兵学教官派遣の要請 より、参謀総長モルトケの推薦により来日。一八八五年三月十八日陸軍大学校へ契約期間二年間の月給は四五〇円。一八八六年からは別段手当てとして月一五〇十円が、一八九〇年三月には契約が一ヶ年延長され、別段手当として月二五〇円が支払われた 八八 三月に帰国。
２０
熊谷光久『日本軍の人的制度と問題点の研究』
(国書刊行会、一九九四年
)一〇一頁。
２１
熊谷『日本軍の人的制度と問題点の研究』一〇四―一〇七頁。
２２
「軍備皇張費取調書」伊藤博文『秘書類纂一〇兵制関係資料
(明治百年史叢書第一九
巻
)』 （原書房、一九七〇年）二六〇―二六一頁。
２３
「陸軍部内節倹ノ内諭」伊藤『明治百年史叢書第 九巻』二五八―二五九頁。
２４
「八六―五戦時陸軍編制並其解説」 「戦時陸軍編制並其解説附表六枚」 『桂太郎関係
文
書目録八六
桂太郎伝記参考書（十） 』
(明治一八年六月
)(国立国会図書館憲政室蔵
)。
２５
「六管鎮台常備予備両 隊 『桂太郎関係文 目録八六桂太郎伝記
参考書 （十） 』
(明治一八年六月
)(国立国会図書館憲政室蔵
)。
２６
広田『陸軍将校の教育社会史』三二頁。陸 士官学校條例が出され、一八七四年に士官学校が発足し、一八七〇年に士官候補生制度を導入するまでの陸軍士官学校生徒を通例では「士官生徒」と呼んだ。
２７
広田『陸軍将校の教育社会史』四八―四九頁。
２８
陸軍軍医団編『陸軍衛生制度 三二五頁。一八八五年より一年志願兵中看護卒志願者を召募するがその人数は甚だ少なかった。
２９
加藤『徴兵制と近代日本』八二頁。
３０
加藤『徴兵制と近代日本』八二頁。
３１
「徴兵令第十一条ニ揚クル一箇年志願兵本年入営ノ歩兵並ニ看護卒取扱手続左之通相定候條此旨相達候事」内閣官報局『法令全書（第十 巻―一） （原書房、復刻原本明治二十三年刊、一九七七年発行）二三五― 三九頁。
３２
松下『徴兵令制定史』四九二頁。
３３
陸軍軍医団『陸軍衛生制度史』三二四頁。
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第Ⅲ部陸軍看護制度成立期
第一章衛生隊編成に向けた改革の動き
一ジュネーブ条約への加入成立
一八八五年五月鎮台条例が改正され、軍の大単位を師団に改め、全国を七軍管とし
て各軍管に鎮台を置き、鎮台司令官（中・少将）が戦時には師団長となって作戦に従事することとなった。師団編制にあたっては、鎮台条例が改正された翌月の六月に、桂太郎は「出師編制及び職務綱領」
１
を立案する。これにより師団編成と軍事衛生、そ
れに伴う看護卒の配属をどのように考えていたかを知ること できる。ここで注目すべきは、看病卒の配属 ともに、日本赤十字社のことに触れていることである。 「第一七條
病院」の二項目には、戦場で負傷した患者の看護を博愛社に託すという案を持
っていた事が確認でき 。
左記はその部分を抜粋した文である。
一病院ハ経理長ニ隷シ全軍中ノ医務ヲ総括シ医官以下ヲ指揮シ軍人軍属ノ健全
ヲ保護シ患者ヲ治療スル可シ
一陣中病院ヲ他所ニ転スルニ方リテ患者ヲ臨時病院ニ又地 病院ニ移シ或ハ博
愛社ノ如
キ会社ト協議シテ患者ヲ之ニ託シ或ハ臨時ニ地方ノ医ヲ使用スル等
ノ事務モ亦院長ノ任トス
一病院ハ軍ニ後方ニ置キ而メ戦線ト相隔ルヲニ随ヒ数個ノ支病院ヲ配設シ以テ
旅団病院
ヨリ送致スル処ノ患者ヲ治療スル 要ス故ニ院長ハ其患者ノ多寡及
ヒ地位等ニ応シテ医官以下ヲ派出シテ ニ従事セシム
また、 「第四條旅団編成」には、 「病院ハ一等軍医正若クハ二等軍医正一名ヲ以テ
其長トシ二
等軍医正二名軍医八名薬剤官副補ノ中一名及看病人看病卒若干名ヲ置キ以
テ旅団病院及大小繃帯所二分属セシム」 とある。 これらから 桂は師団編成 あたり病院や繃帯所の設置方法や配置人員なども自ら計画し おり、戦線の移動に伴い、負傷兵の看護を「博愛社」に依託する考えを持っていた。
一八八四年に、陸軍卿となった大山は、三度フランスに渡り、各国の兵制の研究と
ともに、同行した橋本綱常とともにジュネーブ条約の加入手続きを調査していた。橋本が大山巌使節団の随行員として留学した目的には、 陸軍衛生制度の だけでなく、政府と博愛社の委託による赤十字病院の調査、万国赤十字条約加盟に関する諸種の手続等を調査する使命があっ 。橋本はベルリンに長く滞在し、一八八四年九月には大山の代理として公使館参事フォン・シーボルト氏に随行し、ジュネーブにおける第三回赤十字会議に出席した。
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橋本は一八八五年一月に大山使節団の欧州視察から帰朝した際、博愛社の将来拠る
 
べき方針につき意見を具申し、戦時傷病兵の救護を行うために、平時に於いて救護員を養成すべきこと、 救護員養成機関として病院を設けることを 「赤十字社ノ儀ニ調査」にまとめた。
 
七月二〇日、 外務卿伯爵井上馨より 「瑞西国政府ニ於テ設立ノ赤十字社ノ加入ノ件」
２
が上申書として提出され、翌年一八八六年六月、蜂須賀公爵を主席とする特命全権使節団を政府が派遣し、ジュネーブ条約への加入が成立 た
)。
 
「瑞西国政府ニ於テ設立ノ赤十字社ノ加入ノ件」には、橋本が作成した「赤十字社
ノ儀ニ調査」と「赤十字社則」が添えられており、赤十字社に加盟することの利点 、「欧州各国ヘ対シ我邦文明ノ意向ヲ表彰スルノミナラズ我国ノ地位ヲ一層上進セシムルノ盛挙ニ可有ト存候」とあった。
つまり、赤十字に加盟することで先進諸国に対す
る日本の地位を一層向上させるこ になると述べ いた。
 
上申書には、伊藤
博文、松方正義などをはじめとして、山県有朋、西郷従道、川村
純義、山田顕義、大山巌など陸軍関係者の名が連ねられており、赤十字社への加盟は単に陸軍衛生部のみの意向ではなく、政府 の欧州各国を意識しての政策であった。それは
、明治政府が目指した国際社会において欧米列強諸国と肩を並べる強国と
なるため は、赤十字へ 加盟は つの必要な条件であった。八月四日、大山は赤十字社規則並調査書類を添えて 赤十字社加盟ノ件」
３
を提出し、翌年のジュネーブ条約
への加盟成立につながった。
 
橋本は、大山使節団の欧州視察から帰国し、 「赤十字社ノ儀ニ調査」作成の間に、赤
 
十字に関する資料を整理し、 重要と思われるものを翻訳した
４
。 翻訳したものには、 『赤
十字』 『普国在伯林婦人連合社制法』 『マインノフランクフルトニ於ケル戦地負傷軍人及罹病軍人看護連合社ノ看護婦教員
成ママ
（普） 』 『民立病院
首普オーベリン
概則』があ
った。
橋本
は看護婦教育に関しても知識を得て
おり、救護員養成機関としての病院の建設につい
ても提唱している
５
。
 
 桂が立案した「出師編制及び職務綱領」は、これら赤十字加盟への動きを背景として考案されたものであった。一一月には「戦時編制概則」の改正案が提出され、一八八六年一月に「戦時編制概則改正」が作成された
６
 。
 
一八八六年六月五日、 「在仏国瑞西公使館」 において、 「赤十字ニ帝国政府加盟調印」
が行われ、
ジュネーブ条約へ加入、国民へは一一月一五日にジュネーブ条約に加入し
た旨が公布された
７
。すでに五月一四日には、病院設立が正式に議決され、早朝故松
宮彰仁親王から陸軍大臣宛てに、 「看護人看病婦ヲ養成」するための病院の建設地の借用の願書が提出さ ていた。
 
同年一一月
一七日
、博愛社は博愛社病院（後の 赤本社 ）を開設し、
陸軍軍医
総監である
橋本綱常が初代病院長となった。橋本が初代病院長になるに至っては、一
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〇月〇日博愛社総長熾仁親王より陸軍大臣大山巌に対して「博愛社ヨリ病院創設ニ付橋本軍医総監嘱託ノ義照会」が提出された
８
。
 
 
博愛社ノ義ハ尋常ノ慈善会社ニ異ナリ軍人ノ負傷者ヲ救護シ以テ戦陣ノ義務ニ服事致シ
候者ニ付既ニ明治十年西南ノ役ニ際シ本社創立ノ節ハ征討総督ノ御指
令ニ依リ特別 保護ヲ受ケ軍団軍医部長ノ管理ヲ得テ其事 行ヒ候義ニ有之平時モ亦其努ハ戦時 準備ヲ経営致シ候者 付自然御省 保護ヲ仰クニアラサレハ事業ヲ全フスルコト能ハス彼ノ欧州赤十字社 如キ常ニ陸軍軍医部ト連絡シテ諸事ヲ調理シ公私其便宜ヲ得候趣承ル所ニ御坐候就テハ本社病院落成ノ上ハ院長及ヒ掛リ医員ノ設置看護人看病婦 養成其他治療方ニ関スル諸件ハ総テ橋本軍医総監ヘ嘱託致度本社ハ私立ノ一社ニ不過候得共其事業ハ軍陣衛生ノ一端ニ関シ専ラ報国ノ志ヲ存 且ツ海外諸国ニモ干渉 候義ニ付何卒特別ノ御詮議ヲ以テ前義御聴容相成度此段及御依頼候成
 
 
 
一八八七 （明治二〇
)年五月二〇日、 博愛社は 「日本赤十字社」 と改称した。 そして、
一八八九年、 「日本赤十字社看護婦養成規則」 （以下、
「養成規則」 とする） が制定され、
翌九〇年看護婦生徒の養成が開始された。 「養成規則」は全二 条からなる
９
。
 
 
第一条
 
本社看護婦養成所ヲ設ケ生徒ヲ置キ卒業後戦時ニ於テ患者ヲ看護セシムル用ニ供ス
 
第二条
 
看護婦生徒ヲ志願スル者ハ修学年間専ラ之ニ従事シ且ツ卒業後二ヶ年間
 
 
 
病院ニ於テ看護婦ノ業務ニ服シ後二十年間ハ身上ニ何等ノ異動ヲ生スル
 
モ国家有事ノ日 際セハ速ニ本社ノ召募ニ応シ患者看護ニ尽力セン事ヲ誓フ可シ
 
 
第二條では、卒業後二〇年間の応召義務が明確に定められ、国家は有事の際に日本
赤十字社看護婦を確保でき
ることとなった。その結果、桂が考えていた戦場での「博
愛社」への患者委託案が現実可能なものとして動きだしたのであった。
 
  
 
 
 
 
二
 
「担架卒教育規則
」の制定
 
 陸軍では、外地における負傷兵や病兵の救護方法の実際を考えた衛生隊の編成を確
立する必要を認識し
、これら衛生隊の編制に向けた改革に着手する。一八八六年一月
四日「戦時編制概則」
１０
が制定され、
「戦時編制概則」の第一章第二條師団ノ編制で
は「歩兵連隊毎ニ大繃帯所同大隊毎ニ小繃帯所ヲ置ク」事と大繃帯所 小繃帯所「看
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護長同卒若干名」を置く事が定められた。
 
陸軍では
同
年三月、 「陸軍臨時制度審議委員」
１１
を設けた。委員会では、①一師団
ニ属スル原野病院編制勤務及ヒ材料、②一師団ニ属スル衛生隊ノ編制勤務及ヒ材料、③各部隊ニ属スル衛生部ノ編成勤務及ヒ材料、④兵站病院ノ編成勤務及ヒ材料、⑤各衛生部 輜重ノ編制、⑥担架卒補助担架卒ノ教育及ヒ担架卒召集方法以下の六点について調査が行われ、
メッケルと共に具体的方法の計画に乗り出す。
同月、 「鎮台
職官表営所職官表」
１２
により、看護長
･看護卒の定員が定められた。さらに戦時編制
にあたり、
実際に軍医とともに治療にあたる看護長
･看護卒の他に、負傷兵を包帯所ま
で運搬する者、 運ばれてきた負傷兵の看護を行なう者を必要とし、 それを誰が担当し、どのように確保するか、看護卒の職務の見直しがなされた。
 
「師団戦時整備仮規則」
１３
の第二章野戦師団の第二款で、衛生隊は「野戦師団中新
ニ編成スルモノ」として「予備役及後備役ニ在ル歩兵」で「担架術卒業証書ヲ所持スル者」を配属する方針を打ち出した。
「担架術卒業証書ヲ所持スル者」を衛生隊に配属
する目的は、橋本の上申書にみる事ができる
。
 
医務局長橋本綱常は
三月二七日
「戦時衛生
軍務改正之義ニ
付申
進」
１４
を大山巌に提出す
る。橋本は
この中で「補助担架卒」を作ることを「従来ノ制ヲ釐革シ
独逸国ノ制ヲ参酌シ
補助担架卒ヲ取リ又衛生隊ノ編制ヲ定ムル
ハ目下必要ノ事業ナルヲ信ス
」と
進言する。
 
さらに、 「補助担架卒 の必要な理由を
、以下の例を挙げて説明している。
 
  
 
戦時救傷ノ事タル軍医部事業中ノ一大部分ヲ占ルモノニシテ各国軍医部ニ於テ最モ研究スル所ナリ佛国ノ如キ千八百七十年及ヒ七十一年ノ役ヨリ殊ニ鋭意改正ヲ加ヘシモノハ盖シ独国ノ戦時衛生事業ト比較自省シテ慊トセサル所アルニ由ルモノナリ本邦ノ該事業タル歴年計画スル所ナレトモ之ヲ実施ニ施用セシハ僅ニ西南ノ役アリシノミ然レトモ此役モ亦決シ
テ該事業ヲ順整確実ニ実施シ得タル者ニアラス爾来改正ニ孜々タ
レトモ未タ完全ノ定制ヲ得ス仰
現今ノ制ニ拠レハ戦隊ニ於ケル負傷者ハ戦友之ヲ小
繃帯所ニ送ルヲ法トスレトモ之ニ戦友ヲ使用スルハ特リ戦列ノ隊力ヲ減殺ス ミナラス兵卒事ヲ之ニ託シテ動モスレハ戦列ヲ離 ン スルノ弊アル
ハ皆十人ノ知ル所
ナリ例之バ一中隊人員ヲ二百人ト 負 者ヲ其十分一ト仮定スルトキハ二十人又毎一傷者ヲ護送スル 概ネ三人ヲ要ス
スレバ則六十人ナリ之ヲ以テ二十名ノ傷者運
搬ニ充ツルトキハ戦列 残 者殆 半数ニ過キ 果シテ然ラバ名 一中隊ニシテ其実ハ半中隊ニ過キサルカ如シ加
平素運搬救急ノ事ヲ教ヘサルノ戦友ヲシテ此事ニ従
ハシムル時ハ救ヒ得ヘキノ傷者ヲシテ斃レシム ノ惨状ナキヲ保シ難シ
況ヤ近日ゲ
ネウ万国救傷同盟エ我政府加盟連合ノ美挙アルニ於テオヤ此際従来ノ制ヲ釐革シ
独
逸国ノ制ヲ参酌シ補助担架卒ヲ取り又衛生隊ノ編制ヲ定ムル
ハ目下必要ノ事業ナル
ヲ信ス其編制教育ノ方法 至テハ特ニ委員 命セラ 制 アランコト 稟請候也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
線筆者付記）
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 橋本は、現今の決まりでは、負傷者を小繃帯所に移送するのは戦友の兵卒であり「
 
傷者ヲ護送スルニ概ネ三人ヲ要ストスレバ則六十人ナリ之ヲ以テ二十名ノ傷者運搬ニ
 
充ツルトキハ戦列ニ残ル者殆ト半数ニ過キス」として、一名の負傷の運搬に必要な兵
 
卒の数は三名であり、負傷者の搬送のために隊の力が減殺されることの問題点を挙げ
 
ている。さらに、 「平素運搬救急ノ事ヲ教ヘサルノ戦友ヲシテ此事ニ従ハシムル時ハ
 
救ヒ得ヘキノ傷者ヲシテ斃レシム ノ惨状ナキヲ保シ難シ」と述べ、平素運搬救急に
 
ついての教育を受けていないことで救える も救えないなどの不都合が生じることを
 
挙げた。
これらを改善するために、ドイツの制度を参考にして「補助担架卒」を作り、
 
衛生隊の編制を定めることを提案した。
 
その結果、六月二五日
「
担架卒選抜及教育規則並衛生隊編制表之儀ニ付上申」
１５
が戦時
衛生事務改正審査員から
提出
される。
 
 
先般戦時衛生事務改正之儀ニ付訓令御下附相成候中衛生隊編制之調査ニ及候処従来戦闘区域地ニ於ケル
傷者ノ運搬法ハ看護卒或ハ輸卒等ヲ以テ之ニ充用スルノ定規ニ有
之
候得共
看護
卒ハ其職ニ於テ運搬作業ヲ主トスル者ニ無
之又
輸卒ハ平時之カ教育ヲ
受ケス彼是不都合不少
ニ付従前之制ヲ釐革シ更ニ
独逸之編制ニ準拠シ歩兵砲兵隊ニ
於テ平時ニ之カ教育ヲナシ有 ニ際シテ傷者運搬ニ従事セシムルコト
御改正相成候
得共戦闘区域ニ於ケル衛生事務完全可致ト被存候是等ノ事項ハ悉皆調査結了ノ上復命可致義ニ候得共本年ヨリ御着手不相成候テハ漸次遷延ニ及候義ニテ最モ差掛リ居候ニ付先ツ之ニ要スル部分審査ヲ終ヘ即担架卒選抜及教育規則並 衛生隊編制表相添開陳致候間御採用相成度候也
 
 調査した結果、戦闘区域の負傷者を運搬するのは「看
護卒或ハ輸卒等ヲ以テ之ニ充用ス
ルノ定規」であるが、 「看護卒ハ其職ニ於テ運搬作業ヲ主トスル者ニ無之」又「輸卒ハ平時之カ教育ヲ受ケス彼是不都合不少」と述べ、ドイツ編制に倣い「歩兵砲兵隊ニ於テ平時ニ之カ教育ヲナシ有事ニ際シテ傷者運搬ニ従事セシムルコト」 にする方針を打ち出し、 「担架卒」の選抜方法と教育規則案に編成表を添えて上申する。
 
｢担架卒
｣を制定するにあたり、戦時衛生事務改正審査委員の一人である陸軍一等軍
医
 
谷口謙は、同年二月の『陸軍軍医学会雑誌』二月号に「独逸 條例摘要」
１６
を掲載した。さらに
一等軍医武谷豊は、
谷口謙の説話したものを「独逸衛生條例摘要
附録」
１７
 として編纂し、同時に紙上発表していた。
 
谷口は
まず「独逸戦時衛生條例摘要」
（資料７）
を、
以下のように紹介している。
 
 
彼ヲ知リ己ヲ知ルハ豈独リ軍機ノミナランヤ軍隊医務ニ在テモ亦然リ而シテ今ヤ開明諸国ノ
戦時衛生部編制ハ独逸ヲ以テ最良トス
佛人ニシテ猶且之レヲ欽美ス其整備知
ルヘキナリ茲ニ其大網訳萃シテ一覧ニ供ス是亦彼ヲ知ルノ一端也
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谷口は、戦時衛生部編制は独逸が最良であるとの考えを持って、戦地における病院機関
と編制について詳細に紹介している。
 
 
 
一項
 
隊ニ隊附医官病院助手及ヒ
補助患者運搬人
隊属薬品車担架繃帯具入背嚢若ク
ハ薬品及ヒ繃帯入匣並ニ病院助手携帯嚢ヲ附ス
 
 
 
 
 
 
此人員及ヒ材料ヲ以テ病室舎営病院及ヒ隊繃帯所（戦闘地ニ）ヲ設立ス
 
 
 
 
 
 
 病室ハ病院的看護ヲ要セス暫ニシテ回復就役ノ目途アル患者ヲ収容スル所ナリ・・・ （略） ・・・
 
隊繃帯所ハ戦闘地ニ於テ隊附医官ノ傷者ヲ集合セシメ救
急繃帯ヲ施シ若シ傷者ヲ
派出衛生部
若クハ戦地病院ニ輸送シ得サル場合ニ於
テ遷延スヘカラサル手術ヲ施ス為ニ之ヲ設置スルナリ
 
 
 
二項
 
戦争ニ於テ死傷者ヲ生スル時ハ
派出衛生部作業ヲ始ム
但該部ハ大戦ニ至テ作
業ヲ始ルモノトス該部ハ各軍団ニ三箇予備師団 一箇ヲ附ス該部ノ主要ナル任務ハ傷者ヲ医治スル為ニ大繃帯所ヲ備置シ
傷者運搬者ヲ以テ傷者ヲ戦闘地及
ヒ隊繃帯所ヨリ大繃帯所ニ輸送ス
ニアリ
 
・・・ （以下略） ・・・
 
 
ドイツでは、 「派出衛生部」が「各軍団ニ三箇予備師団ニ一箇」を附属しており、 「
傷者
運搬者」が、傷者を
戦闘地及
び隊繃帯所より大繃帯所
に輸送するシステムがあることを紹
介し、派出衛生部の人員構成を示した。 「派出衛生部」は騎兵大尉が該部司令官であり、騎兵中尉、 騎兵少尉が各一名配属されていた。 ここで紹介されている人員には 「傷者運搬人」の他に「上等病院助手
」 「
病院助手
」 「
陸軍看病人
」が
あった。
 
谷口と同じく一等軍医の武谷豊は
「独逸衛生條例摘要附録」で
、具体的に戦場で設置さ
れる機関の役割と配当する人員について解説 している。
その中で上等病院助手は陸軍に
おける一等看護長、 病院助手は二三等看護長、 陸軍看病人は看護卒に相当
するとしている。
 
一〇月
一九
日、戦時衛生事務改正審査委員の陸軍歩兵大佐児玉源太郎は
「担架隊演習方
法印刷之件ニ付申進」
１８
を大山に提出
し、
担架隊の編制計画として看護長看護卒による実
施演習の方法が決められ
た。
すでに
一四
日には「改正傷者運搬術試業之例
」
１９
により、傷
病者の運搬術試業のために東京鎮台に対して、歩兵卒
八〇名、軍医三名、看護長
一一
名、
看護卒
六四
名、輜重駄馬
三頭を差し出すことの通達が出されていた。
 
担架隊演習方法は、
「衛生隊ハ二中隊ヨリ編制シ一中隊ハ三小隊一小隊ハ四分隊ハ上等兵
一名担架卒十一名又此幹部ニ医官薬剤官看護長卒若干名ヲ
附シテ繃帯所ヲ設立セシム」と
設定され、 長看護卒が補助担架卒を指揮して行なわれた。これらの演習は、陸軍が補助担架
卒を採用し、
衛生隊の編制を考える上での実際的な検証となった。
 
一八八七年二月五日、 「担架術教育規則」
（陸達第一八号）
（資料８
）
が定められた。
 
「担架術教育規則」
は、 戦場に於いて傷者を運搬する学術を教授するために設けられ、
対象は歩兵及び砲兵隊の下士兵卒を若干名修 させること（第二条
）とした。教育期
関は凡そ三ヶ月（第十条） 、 業は検閲を行い、
卒業証書を附与すること（第十二条） 、
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復習として毎年夏に予備役及び後備軍の下士卒中より担架術を修業したものを召集して、現役の修業中の者とともに演習すること（第十七条） 、などが定められた。同時に「担架卒選抜及教育復習規則」
（資料９）
も定められ、
この第一條において担架上等兵、
担架卒、補助担架卒が定められた。
 
 第一条
 
担架卒ハ
歩兵及ヒ砲兵隊ニ於テ之ヲ養成シ
有事ノ日ニ当
リ衛生部ニ属シ傷
者ヲ運搬セシメ
其称呼ハ本務ニ服スルニ際シ之ヲ称スルモノトス而メ之ヲ分
テ三トス
 
其一担架上等兵
 
 
担架上等兵ハ
現役一ヶ年ヲ終タル上等兵ヨリ選抜
シテ之ヲ教
育シ衛生隊ヲ編制スルニ方リ之ヲ編入ス
 
 
其二担架卒
 
 
 
 
担架卒ハ補助担架卒ノ現役満期ノ者ヲ以テ之ニ充テ
衛生隊ヲ
編制スルニ方リ之ヲ編入ス但シ砲兵ノ補助担架卒ハ之ヲ除ク
 
 
 
 
其三補助担架卒
 
 
補助担架卒ハ歩兵及ヒ砲 現役一ヶ年ヲ終ヘタル兵 中
行状
方正ナル者ヲ選抜シ之ヲ教育シ戦時現隊ニ在テ傷者運搬ノ勤務ヲ執ラシム
 
 
「担架卒選抜及教育復習規則」には第一表と第二表として、歩兵一中隊担架術修業定員
 
表と砲兵一中隊担架術修業定員表
が付記されており、
現役教育数と予備役に編入する数が
一八八六年から一八九四（明治二七）年まで計画されている。衛生隊は戦時に編制するものであり、陸軍では戦時に必要とする兵士を確実に確保する方法を
システムとして整える
必要があり、担架卒、補助 卒の選抜方法を、現役満期の者や現役一年を終えたもので構成し、卒業証書を附与することで、一定の教育を受けた兵士を効果的に活用するシステムとなった。
 
さらに第二二條では
「近衛並ニ各鎮台ニ於テハ毎年担架卒ヲ召集シ之ニ歩兵及ヒ砲兵ノ
補助担架卒ヲ加エ衛生隊ヲ編制ス其編制方法左ノ如シ」として 編制方法 「戦時師団衛生隊編制表」 として提示した。
戦時師団衛生隊は担架隊演習方法の際に想定されたとおり、
二中隊六小隊で編制
された。
 
一八八七（明治二〇）年二月五日
「担架術教育規則」及び「担架卒選抜及教育復習規則」
が制定され、
戦場における負傷者を運搬する兵士を、 「担架修業兵卒業」として名簿による
管理を行うこととなった。 戦時に とされる衛生隊の兵士の補充は、 歩 及び砲兵で 「担架術修業兵卒業」者で、予備役や後備兵役から召集するシステムが作られた。看護長もまた予備役より召募することがあるこ も定められた。これらの規則の制定により
、教育を
受け特別な技術 身につけた兵士を、
戦時要員として確保できることになった。
さらに五
ヶ月後の七月二〇日には
「戦時師団司令部編成表」
が作成され、
その中で「衛生隊編制
表」
（表１０）
２０
も明示され衛生隊編制時における担架卒の人数も定められた。
 
『陸軍衛生制度史（明治篇） 』四八四頁には、 「担架術教育」の項目が確認できるが、
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衛生隊の編制は明治二一年七月の師団戦時整備表に於いて発表されたことから始まり、その前年より衛生隊担架卒の教育が始められていたことが書かれている。しかし、橋本の上申や、担架卒教育が開始された理由や目的については書かれていない。表１１は、看護卒と担架卒の教育内容を比較したものであるが、看護卒の教育期間は六ヶ月を要するが、担架卒
その半分である
三ヶ月で「担架術修業兵」として管理することが
できる。表１０には一 には看護卒二四名の配属に対し、担架卒は二六四名と約一〇倍にあたる兵卒を配属する計画になっている。
 
「担架術修業兵」の成立は、
故郷に帰してからの半拘束期間（平時にあっては時々の復
習に応ずる義務）を有効に活用し 戦時 担架卒として召集するシステムを作った。
職域
によっては
一定の訓練期間を要するが、兵士の育成には経済的な効果も考える必要があっ
た。 「担架術修業兵」の成立は、戦場に於ける の職務と て、包帯所において医師とともに治療に専念できる体制作りがなされたことを意味し、看護卒の職務 見直しの結果であった。
「担架術修業兵」の成立は、陸軍衛生史にお
ける師団編成に向けた改革の一つし
て位置づけることができる。但し
実際には「担架術卒業証書」制度を導入したが、担架術
の教授は所属本隊で行なうことで一定の規定 ず 一八九二（ 五）年に改正され、日清・日露戦争などの実践を経て改正 昭和 なってもなされること なる。
 
 
 
 
 
 
 
三
 
傭人磨工卒の採用開始
 
 一八八四年五月二六日に
、看病卒は「
看護卒」と改称され
る。
一八八五
年一〇月
五日に
達乙第百二四号及び第三九号
を以って、看病卒の任命は定員内において本部長が任命でき
ることとなった。しかし、依然として看護卒の取扱は、壮兵看護卒が軍医本部 徴兵看護卒は鎮台司令官
にかわりはなく、これらの不都合を解消する方法が考えられた。
 
一八八六年四月五日には、 「明治十九年徴兵看護卒取扱手続」 （以下「看護卒取扱手続」
とする） が制定され、 欠員の補充方法に関
して第六條で 「病院附看護卒ノ内ヨリ之ヲ補ヒ」
と定められた。同月二二日に橋本綱常は
、
壮兵看護卒も徴兵看護卒と同様に各鎮台司令
官
が統轄すべきことを上申書として提出する
２１
。
 
 
壮兵看護卒進退上之儀ハ従来当局ニ於テ取扱来候処徴兵看護卒ニ在テハ各所管長官ニ
 
属居候ニ付取扱上区々相成候間自今壮兵看護卒進退之儀ヲ総テ各鎮台司令官ニ於テ取
 
扱候様御達相成度此段申進候也
 
追テ一
軍管内ニ在ル諸隊各官衙附ノ壮兵ハ総テ該鎮台司令官ニ於テ統轄候様
 
 
五月五日には省令第七二号
２２
により、壮兵看護卒も徴兵看護卒同様各鎮台司令官が統
轄することとなり、徴兵壮兵の区別なく鎮台司令官によって配属・配転・欠員補充などが
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可能となった。
また、一八八四年に看病卒
が「看護卒
」と名称
は改称されたが、徴兵看護
卒は一等二
等と階級が分かれているのに対して、壮兵看護卒は単に看護卒という名称しか
ないという身分の違いを生じていた。徴兵看護卒の教育方法や階級の進級に関しては
「看
病卒取扱手続」が適用されていたが、壮兵看病卒には適応されなかったことで、身分や看護に関する能力に徴兵と壮兵では差が生じていた。そのため統轄の統一に継いで、一八八六年九
月二五日には、送乙第四〇二七号によって壮兵看護卒も徴兵看護卒同様、一等二等
に分けられ、徴兵壮兵看護卒の身分の統一が図られた。壮兵と徴兵の看護卒の統一は、軍備拡張に向け、看護長
･看護卒の定員決定・配属場所やその勤務内容に応じた人員配置を考
える上では必要な改正であった。
 
一八八八年一二月二四日には、陸達第二二九号「陸軍看病人磨工召募準則」
（資料１
〇）が制定され、磨工を雇員として民間より志願者 採用する方針がとられることになる。陸軍では明治初年には治療器械の研磨修理を、必要が生じる毎に時々職工を傭役して実施させていた
２３
。
一八七五年の「陸軍病院条例」第六六号では「機械器械掛
ハ医科百般ノ器械ヲ主管シ時々清拭シ錆腐ノ処ナカラシム」と、病院の管理上医療器械の保守点検は必要であり、器械簿の記録も 掛の仕事であった
。しかし年々、陸
軍部内備付器械が精巧な物に変わり増加する中 、各鎮台では磨工の必要性 、一八八一（明治一四）年に初めて各鎮台から看病卒一名を東京に召集して 軍医部本部にて研磨術を修得させ、研磨技術を学んだ看病卒が研磨術 技術を部内で普及させる役割を担っていた。
 
 
一八八二年九月二〇日発行の「医事新聞第六五号」には、
「陸軍軍医本部に於いては
昨年八月来各鎮台の看病卒一名宛を召し研磨の術を教授せ しが本年九月一一日其卒業証書を与えられたという其人名左の如し」とあり、大阪陸軍 院、 古屋陸軍病院、熊本陸軍病院、鹿児島陸軍病院、仙台陸軍病院 看病卒各一名（計五名）に「陸軍研磨証書」を授けたことが掲載されている。
 
徴兵看護卒
として六ヵ月の教育期間をかけて看護の技術を身につけても、配属場所
に器械掛があることで、
戦場で救護にあたる看護兵の確保にも支障をきたした。 また、
器械の修理保存ができない看護卒が配属されることでの不都合や、
看護技術を必要と
する職域の人員の確保の問題など、さまざまな問題も生じ始める。そのため 器械の修理研磨技術を持つ者を雇員 して採用することは、分業化を促進 、 持った者の有効な配属が可能となる方法であった。
 
陸軍は「陸軍看病人磨工召募準則」を制定する方針をとるが、その制定にあたり、
一八八八年一一月一日陸軍大臣大山巌が次のように制定理由を上申している
２４
。
 
 
 
 
官廨及衛戍各官衙附看護卒ヲ廃シ更ニ雇人ノ看病人ヲ被置候上ハ其召募方法必要ニ有之候且又従前治療器械修理保存ハ看護長卒ヲ以テ之ニ充テ置キ候得共元来看護長卒ハ其教育ヲ受ケサルモノニ付実際不都合ニ有之候依テ自今之ニ充ツヘキ看
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護長卒ノ人員ヲ減シ更ニ雇人ノ磨
工ヲ置キ該修理保存ニ従事セシメ度既ニ戦時野
戦病院編制表等ニハ磨工ヲ被置候ニ付
旁かたがた
以テ平時ヨリ磨工ヲ置カサルトキハ彼
是不都合不少候就テハ其召募方法ハ看病人同様被相定候様致度依之テ別札之通其方案及進達候条御詮議之上御決行 相成り候様存度此段申進差也
 
 
 
その結果、 「陸軍看病人磨工召募準則」が定められ、
第一條で「看病人ハ病院病室及
憲兵隊其他衛生部士官ノ属スル官廨ニ置キ患者ノ看護其他看護ニ係ル雑務ニ服セシム」と規定されたことで、病院、官衙、学校には傭人の看病人を使用することになった。第二条では、近衛各師団の軍医部及び病院に いて治療器械の研磨と修理を行うことが定められた。これは、明治初年から徴兵令が制定されるまで使用していた傭人看病人の復活であった。
 
 
この磨工卒を傭人
として
採用する方針は、明治一六年以降
とってきた壮兵看護卒を
漸次減少させ、総て徴兵看護卒とする方針に関係したものであった。
「陸軍看病人磨工
召募準則」が制定された同日に、後述 看護手制度が制定されたことで、壮兵看護卒は全て廃止される
。そのため、磨工術を修得している者を、服役年限を過ぎた後も
志願者として軍隊に採用・確保できるシステムとなったのであった。
 
「陸軍看病人磨工召募準則
」に基づくシステムは、
一九〇九（明治四二）年までそ
の制度は存続するが、戦時補充上の
関係
から再び看護卒に磨工術を
修得させることに
なり、一九一五年八月には純然たる磨工卒が誕生する に る
２５
。
 
対外戦争を想定し
た明治一五年以降は、西南戦争で再認識された看護者の確保の問
題とともに 師団編成に向けた 備拡張政策 中 、改革が行われることになった。限られた軍事費のなか、軍隊や戦場で求められる技術に応じた職域の者として 新たに研磨術の研修を終えたもの 「陸軍研磨証書」を、担架術を三ヵ月学んだ者 は「担架術修業兵卒業」という証書を発行し 陸軍で管理するシステム できた。 れらは看護卒が担っていた職域から 独立であり、看護 度改革の中で行わ た 位置付けることができる。
 
陸軍では、橋本が中心となり担架卒や磨工卒に関する改正と同時進行する形で、看
護制度の改革に着手しており、次章で看護卒 教育内容など、行わ た第二次看護制度改革について明らか していくこととする。
 
 註
 
１
「第十三号
 
出師編制及職務綱領」 『桂太郎文書
 
十七』 （国立国会図書館憲政室所蔵）
九六―一三四頁。
 
２ 「瑞西国政府ニ於テ設立ノ赤十字社ノ加入ノ事」親展第一八九号、国立公文書館・公文別禄・外務省・明治一五年～一八年第三巻。この中には「赤十字ノ儀ニ付調査」と「赤十字社規則」第 〇条が含まれている。
 
 141 
 
                                        
        
 
３ 「赤十字社加盟ノ件」国立公文書館
･内閣
･公文書別録・陸軍省・海軍省・明治十八
年、製作者大山巌。
 
４ 亀山『近代日本看護史
Ⅰ
 
日本赤十字社と看護』一六頁。川口啓子・黒川章子『従軍看
護婦と日本 ―その歴史と従軍証言』 （文理閣、二〇〇八年）三〇―三一頁。
 
５ 吉川『日赤の創始
 
佐野常民』一一三頁。
 
６ 「戦時編制概則改正」達乙第一号、明治一九年一月四日『陸軍省大日記』
 
７ 吉川『日赤の創始者
 
佐野常民』一一二―一一三頁。
 
８ 「博愛社ヨリ病院創設ニ付橋本軍医総監督嘱託ノ義照会」明治一九年一 月二〇日『陸軍省大日記』明治一九年「弐大日記十月」
 
９ 日本赤十字社中央女子短期大学編纂『日本赤十字社中央女子短期大学九〇 史』 （一九八〇年、絢文 ）一六―一七頁。
 
１０
 「戦時編制概則」達乙第一号、明治一九年一月四日『
陸軍省大日記』
 
１１
 「陸軍臨時制度審議委員」戦時衛生事務改正審査員メンバーとして名を連ねているの
は、
 
遠藤慎司（陸軍二等軍吏） 、谷口謙（陸軍一等軍医） 、落合泰蔵（陸軍一等軍医） 、
原田良太郎（陸軍騎兵 尉） 、徳田正稔（陸軍輜重兵少佐） 、真鍋
斌（陸軍歩兵中佐） 、
石坂惟寛（陸軍一等 医正）
、児玉源太郎（陸軍歩兵大佐）である。
 
１２
 「鎮台職官営所職官表別紙之通被改 達第十二号、明治 九年三月一一日、 『法令
全書第十九ノ二』 （内閣官報局、一九七八年）一六八―一七二頁。
 
１３
 『戦時編制概則改正師団戦 整備仮規則陸軍定員令』
（防衛研究所図書館所蔵） 「
軍
事行政編制三四三」
。
 
１４
 「戦時衛生軍務改正ノ義ニ付申進」 （医第七九号） 『陸軍省弐大日記』明治一九年「弐
大日記四月」
 
１５
 「担架卒選抜教育規則並ニ衛生隊編制表之義ニ付上申」 （弐大一四八三号）一八八六年六月二五日『陸軍省弐大日記』明治二〇年「弐大日記二月」
(総医第六八号
) 
１６
 谷口謙（ゆずる） 「独逸戦時衛生條例摘要」 （ 『陸軍軍医学会雑誌 第三号、 八八六年
二月）一七―三二頁。
 
１７
 武谷豊
「独逸衛生条例摘要附録」 （ 『陸軍軍医学会雑誌』第三号、
一八八六
年二月）三
四―四三頁。
 
１８
 「担架隊演習方法印刷之
件ニ付申進」明治二〇年「弐大日記二月」一八八六年一〇月
一九日「担架隊演習方法」が別紙として添付され九〇冊印刷された。
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第二章
 
看護制度の第二次改革
 
  
 
 
 
 
 一
 
「看護学卒業」名簿管理のはじまり
 
 
一八八四年に改定された「明治十七年徴兵看護卒取扱手続」 （
省令第四一号）が改正され、
看護卒の学ぶ科目は一二科目となった。
さらに二年後の一八八六
年
四
月
五
日に
は「
明治十九
年徴兵看護卒取扱手続
」 が制定され
、
第三教科の 「伝染病者看護法」 に代わり、
「治療介輔法」
（表１２参照）
という教科が盛り込まれた。
同年六月二日には、 『陸軍看護卒教科書第二版』
が出版され、 「治療介輔法」
の内容として
、
薬量、
薬用法、浣腸法、
罨法、蜞針及吸角用法、
芥子泥及芫菁膏貼用法、手術準備及介輔、救急法、創傷、止血法
の項目が並んだ。
これは戦
場で軍医を助け
、
治療にあたる看護兵に求められる技術として
、
追加された看護法であった
。
「治療介輔法」という教科は 師団編制と
衛生隊の編制を考えるにあたり、看護卒には、創
傷の取扱を習熟させたいとの考えのもとに制定されたものであった。
 
 
一八八七年
一
二月二八日
、「明治二十年陸軍看護卒教育規則」 （
陸達第一五五号、
全九条）
（
以下「看護卒教育規則」とする）
（資料１
１
参照）
が制定され、 「明治十九年徴兵看護卒取
扱手続」は廃止とな
る。 「看護卒教
育規則」
では
、
それまでの「徴兵看護卒」という対象名が
「陸軍看護卒」に、 「取扱手続」が「教育規則」に変更され
る。
この
「看護卒教育規則」は
、
看護卒教育上の
初めて
の単行
規定
であった
１。
 
「看護卒教育規則」では、
看護法として学ぶ第二・第三教科
は
「明治十九年徴兵看護卒取
扱手続」
（表１３
参照
）
と変更
は
な
かったが、
教科書は改訂され、 『陸軍看護卒教科書第三版』
（明治二〇年五月一三日発行）が発行される。その諸言を紹介する。
 
 
此書ハ看護卒教科ノ大要ヲ示ス者ニシテ其業ヲ受授スルニ字句文章ニ拘ラズ専ラ其趣意ヲ審ニシ実地応用ヲ主ト
スヘシ。看護卒ハ常備役満期ノ後ト雖トモ常ニ此書ヲ携帯シテ
家業ノ余暇温習シ有事ノ日ニ方リ機ニ臨テ捷ク 技能ヲ奏センコトヲ要ス。此書ノ空欄中ニハ各自教授ヲ授ケタル條件ヲ記憶ノ為メ記入スルコトヲ許 。予備及ヒ後備役二在ル者ノ定期復習或ハ臨時召集 際 ハ必ス此書ヲ携帯スヘシ
 
 
この諸言により、陸軍では、常備役（四年）で看護卒として技能を学んだ者に対して、有
事に備えて召集されることを念頭において、各自技能を維持することの必要性を説 ていること確認できる。
 
「看護卒教育規則」が制定される以前は、第三教科まで修了した者は
、病院長が習熟を検
査し、鎮台指令官に具申して許可を得て「
二等
看護卒」が命ぜられていた。しかし「看護卒
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教育規則」の
第七條において、病院長がその習熟を検閲し、本人の手帳に「看護学卒業」の
ことを記入すること、卒業名簿と配附表を所管の軍医部に報告する事となった。つまり、常備役で陸軍看護卒として必要な教科を学び病院長の検閲に合格した者を、軍医部が「看護学卒業」として管理 システムが始まったこと 意味した
（図８参照）
。
 
 
「看護卒教育規則」では、陸軍看護卒は近衛鎮台の歩兵連隊に編入し、六ヶ月の教育期間
の間に定められた
教科を、病院分営や重病室で学び、教習後は病院長が習熟を検閲すシステ
ムが確立された。卒業が決まれば本人の手帳に「看護学卒業」のことを記載するとともに、部隊でも名簿を管理し、軍医部に報告された。 「検閲」によって卒業を決め、 「看護学卒業」として名簿管理することなったことは、 「担架修業兵卒業」 同様に、教育を受け特別な技術を身につけた兵士の確保による兵力の向上をもたらすためのシステム作りとなり、看護制度の改革のひとつと位置付けられる
。
 
 
 
二
．
看護
手制度
制定に向けた上申
 
 
一
八八八年
一二
月二四日、 「陸軍衛生部現役看
護手補充條例」 （全七條）が制定され、徴兵
壮兵の両看護卒は廃止となり、隊附に看護手 置き、病院官衙学校は看病人を雇人とすることとな
る
２。
 
陸軍医務局長
橋本
綱常
はこの制定に先立ち、
一一月
九日
陸軍大臣大山宛てに左記の上申書
を提出している
３。
 
 
今般各兵編制表ニ看護卒ヲ削リ看護手ヲ被置ラレ御詮議ニ就キテハ該看護手ノ儀ハ卒ト異リ其の教育ニ係ル学術ノ程度ヲ高尚トシ以テ上等兵ノ資格ニ充ツヘキ精神ヨリシテ改正候儀ニ有之候然レハ此段教育不十分ノ看護卒ヲ以て頓ニ看護手ト換称セシムルトキハ右ノ改正シタル精神上ニ於テ不都合ニ之有候
又此際看護卒ヲ全廃センカ若シ之ヲ廃スル
ニ於テ現時ノ看護手充実セサ ノミナラス一朝事アルニ際シ野戦病院ソノ他各隊ニ補充スヘキ者之ナクニ付在役看護卒廃シノ義ハ此亦施行難致候佑此在役看護卒ハ其満期迄服役セシメ当分 内看護手欠座ノ場所ハ看護卒ヲシテ之カ勤務 被充度此段申進候成
 
 
 
 
 
 
 
明治二十一年十一月九日
 
 
 
医務局長
 
橋本綱常
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陸軍大臣伯爵
 
 
大山巌
 
殿
 
  
橋本は、教育不充分な看護卒を全廃し、看護手を設ける案をもっており、その看護手は卒
と異なり、高い教育を受け上等兵
の資格として充実させる方針を打ち出した。なぜ、橋本は
このような方針を上申したのか、その根拠は、一
一月
一
二日の
橋本の上申書「看護卒ヲ廃シ
上等兵資格ノ看護手ヲ置キ各官廨及病院ニハ雇人之看病人ヲ附シ歩騎砲工輜重兵隊ノミ各中
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隊ニ
該看護手壱名宛被附度儀付申進」
４に
書かれている
。
長くなるが全文を引用する。
 
 
従来看護卒ノ補充ハ初ヨリ看護卒トシテ徴集シ歩兵隊ニ編入シ然ル後病院ニ於テ看護学ヲ教授シ卒業ノ上病院及歩騎砲工輜重兵隊等ニ配付スルノ規制ニ有
之候処元ト看護
卒ハ乗馬隊ニ在テハ乗馬スルヲ原則トス故ニ現行ノ制度ハ歩兵隊ニ在
テハ其等ヲ得ルト
雖トモ他ノ乗馬隊ニ在テハ軍事上ノ教育ニ於テ其等ヲ得サルノ憾ナシトセス依テ自今騎兵隊附ニ在テハ騎兵隊 砲兵隊附ニ在テハ 兵隊ニ編入相成候様致度加之初ヨリ
看護
卒トシテ徴集スルトキハ自家脳中想像期画スル所ノモノ専ラ看護ノ一点ニアルヲ以テ軍事上ノ教育ヲ加フルモ其練熟ノ程度自ラ十分ナラサルノ弊アリ
故ニ
各兵初年兵ニシテ
上半年間軍事上ノ教育ヲ受ケタルモ ヨリ選抜シ 下半年間看護学修業兵トナシ
然ル
後看護卒ヲ命シ候様致度候且ツ自今
看護卒ハ各隊ノミニ置キ病院及各官廨附ノ者ハ之
ヲ全廃シテ雇員 看病人ヲ配布スル
事ニ
改正相成候様致度何者病院ニ於ケル看
 
 
 
 
護卒ノ勤務ハ隊附ト其趣ヲ異ニシ隊附ニ在テハ行軍等ニ当リ医官一時不在ノ場合ニ於テハ救急処置ヲ施スヘキ技儞ヲ要スレト 病院ニ在テハ兵起居ノ介補屎尿 排棄、室内酒掃、食餌ノ配与、等ヲナスニ止ルヲ以テ雇員ノ 病人ヲ使用 モ敢テ差支ナカルヘク之ニ反シテ
病院等ニ兵役義務者ヲ置クトキハ其費用上頗ル不利ナリ
何者兵役義務者ニ
在テハ其勤務ヲ隔日ニ為ササルヲ得ス故ニ実際ノ日役五十 ナレハ定員百人ヲ要シ而テ別ニ教育中ノモノ五十人アル 以テ 定役以外百人ヲ養 サル 得ス況ヤ為メニ看護卒舎
ヲ要スルヲヤ之ニ代ユルニ
日勤ノ雇員ヲ以テスルトキハ日役五十人ヲ要セハ定員
亦五十人ニテ足レリ又更ニ看護卒舎ヲ要セサルノ利アリ
又従来看護卒ノ教育時期ハ
大
約六ケ月ニシテ内三ヶ月 軍事上 教育三ヶ月ハ看護学 ニ充テ
候処今日ノ実験
ニ徴スルニ該教育ノ日数ニテ
看護学ハ固ヨリ軍事上ノ教育ニ於ケルモ充分ニ無之況
ヤ軍人志気態度 至 ハ充分ナリトナシ難キノ憾ナシ セ
元来看護卒ノ勤務タル固
ヨリ病兵ノ起臥ヲ助ケ屎尿ノ排棄等ニノミ従事スルニ非スシテ
平生専ラ医官治療ノ補
助ニ任シ行軍演習其他ノ場合 於テ一時医官 不在ニ際シテ 自ラ
救急処置ヲ為スヘキ
モノニ之アリ其処置ノ適否如何 依テハ患者 予後ニ於テ其関係少 トセス
依之従前
ノ
教育年期ヲ改メテ一ヶ年トシ其上半年ハ軍事上ノ教育其下半年ハ看護学ニ充テ相当
ノ教育ヲ加ヘ
ンコトヲ希望ス蓋シ従来教育時期ノ短キハ定員内ヲ以テ教育スルノ主旨
ニ出テタル 此方案タル財政上苟且ノ策 シ 教育ト実役ト両様同時ニ施行スヘカラサルハ論ヲ竢タス依テ教育中ノモノハ定員 内ヨリ ヲ省キ各兵ヨリ初年兵ニ 上半年軍事上ノ教育ヲ受ケタルモノヨリ補充スルトキハ年々各兵一中隊ヨリ半人ツツノ補充員ヲ要シ而シテ病院等ニ之ヲ置カサ
モ戦時ノ要員ハ決シテ欠員ヲ生セサルヘシ今試ニ其
要員ヲ算ス ニ戦時一師団〔留守師団ヲ合シ〕ニ看護長九十七人看護卒百八 六人ヲ定員トス今平時一師団ノ人員ヲ算ス ニ看護長五十二人〔
看護長ノ補充ハ看護卒ニシテ再
役志願ノ者 以テス〕
看護卒二百九十六人〔現役六十二人（各兵中隊ニ一人）予備役百
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四人後備役百三十人〕アリ故ニ前陳ノ如ク平時平均一人ノ定員ニ就キ戦時要員ヲ減算スルモ〔
戦時定員ニ封スル看護長ノ欠員ハ看護卒ニシテ其適任証書ヲ所持スル者ヨリ補欠
ス〕
尚残員六十人ヲ得ヘシ故ニ戦時ノ補充ニ於テハ支吾アルコトナシ然リ而シテ毎年
一
中隊半人ノ補充員ヲ現行各隊編制表ノ中隊定員ニ増加スルトキハ其数全国通シテ合計二百〇七人トス此費額金一
 
万七千二百九十五円十七銭九厘〔着手初年ハ更ニ金五千七百
二十一円四十三銭ヲ要ス〕ヲ要ス然ルニ該金額支出ノ途ヲ調査スルモ曩ニ騎工輜重兵之隊ヲ拡張スルヲ以テ今日ニ在テハ其支出道ナキニ依リ更ニ兵員ヲ増加シテ補充スルハ目下望ムヘカラサル事
故ニ各隊編制表中隊定員ヨリ毎年半人ヲ看護卒補充ノ修業員
ニ加フルノ他良策ナカルヘシ
其理由ヲ述ンニ看護卒ハ其之ヲ命シタル日ヨリ現役ニ服
スルコト二ケ年ナルヲ以テ其補充ハ毎年定員二分ノ
一ヲ要スヘク且ツ此方法ニ拠ルトキ
ハ中隊兵員ハ定員ノ如ク現在ニテ欠員スルコトナカルヘシ即チ入営後六ヶ月間ハ軍事上ノ教育ヲ授ケ此ニ於テ看護学修業兵ヲ命シ
六ヶ月間所在地病院ニ入学或ハ通学セシメ
卒業ノ上看護卒ヲ命スル
ノ心算ナレハ其修業中ハ他ノ兵卒ト毫モ異ルコトナク
有事ノ
時ニ於テハ未卒業者ハ固ヨリ ノ実務 服スルコト能 サルヲ以テ兵卒ノ勤務 服セシムルノ主義トス
而シテ一中隊ヨリ半人ノ補充員ヲ採ルトキハ歩兵一連隊ニ六人ヲ要
スト雖モ年々徴集人員ニ就テ 戦 定員 ヨリ看護学修業ニ従事セシムル者ハ実際二人ニ過キサ 割合ニ
当レリ何者
従来看護卒定員ハ歩兵一連隊ニ十二名ニシテ之ヲ戦員
外トシ其徴集ハ 三分一即チ四名ナリ而シテ該四名ハ 中 雖トモ他 二年兵三年兵ヲ合セテ定数トナセリ
自今之ヲ改メ
初年兵ノ看護学修業中ノ者ハ合算セスシ
テ常ニ定数十二名〔二年兵六三年兵六〕 現在セ メ
又
従来ノ如ク看護卒ノ徴集ヲ戦
員外トセスシテ戦員ニ組込ミ
戦員中ニ於テ看護卒ノ補充ヲ教育スル時ハ毎年一中隊ヨ
リ半人一連隊ニ付キ六人ヲ要ス然レトモ此 人中ニハ従来一連隊ノ戦員中ニ組込アル看護卒ノ徴集員四名ヲ含有 ルカ故 他ノ二名ノミ毎年戦員ヨリ補足ス ノ理ナ
リ然ル時
ハ各隊ニ於テモ別ニ不都合ナカルヘク且ツ其兵ノ補充隊及後備隊 編制上ニ於ケルモ著シキ障碍ナカルヘシ而シテ常時困難ノ財政ヲ以テ之カ為メニ強テ他 費目 減少シ殊更ニ兵員ヲ増加スルニ及ハサルナリ故ニ前述ノ如ク
各
兵中隊兵卒ノ定員ヨリ毎年半人宛ヲ
採リ看護卒ヲ補充セントス且又
看護卒ノ技倆ハ他ノ上等兵ニ於ケル学術ト相匹敵スル
モノニ可有之而シテ其職務治療ノ事ニ与カルヲ以テ卒ノ身 ヨリ上位 アラサレハ患者ノ信用上ニ於テモ其関係不少候
ニ付自今其位置ヲ
上等兵ト同一ニナシ
且看護卒ノ名称
ヲ看護手ニ改メラレ度前條ノ理由ナルニ依リ
別冊之通看護手補充條例案取調致進達候條
御詮議相成候様致度追テ右決行相成 上 看護学修業兵ノ教育規則必要ニ可有之 付是亦其方案二本取調別冊ノ相附シ置候條同時ニ御決行相成度此段副テ申進候也
（
 
 
線
筆
者加筆
）
 
 橋本は上申書の中で、現状の問題点を挙げ、戦時における看護卒の定員を確保するための
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方法、軍隊における看護卒に求められる能力を維持するための教育方法、補充方法、効
果的
な看護卒の配置と其の位置づけなど、具体的な改正案を提示した（
表
１３
参照
）。
 
橋本は
、看護卒の職務が
戦場に於いては「医官が不在の時には自ら治療処置
を施す人」で
ある
と
役割づけをし、そのためには三ヶ月の看護学の教育期間では充分ではないこと、看護
卒が施す其の の技量は上等兵に匹敵する学術であることを挙げ、看護学の教育期間を六ヶ月にす こと、待遇は上等兵と同等として、名称も「看護手」とすることを提言した。また、陸軍としての兵士の確保や軍事教育の視点に於いては、やはり三ヶ月の教育期間では軍人志気態度 欠ける して、軍事教育期間を六ヶ月 延長し、歩騎砲工輜重兵隊の各隊で授することの有効性を述べた。
 
橋本の改正案は、上半年を軍事教育に、下半年を看護学教育に充て
るというものであり、
結果、教育期間を六ヵ月から一年に延期するものであった。下半年看護学教育を学ぶ者は、兵卒中から「篤実温厚読書算筆アル者」で「看護手ニ適当ノ者」を選び、 学修業兵」を命じて看護学を学ぶ方法を提案した。教育期間を一年間に延長するにあたっては、兵士の確保と補充方法を考える必要があり、橋本は病院に於け 看護卒 職務内容は、雇員で何等不都合はなく、病院では雇員を使用することで、軍隊 卒を兵士 て確実に確保できること、経費上も節減でき こと 述べた。
 
現況を改正するためには、経費対策も重要
であった。軍事予算の対国民総生産（ＧＮＰ）
比率は、明治大正を通じて三パーセント台が普通であ
った
５。軍事費の内で陸軍の経費は六
十パーセント前後が俸給、諸手当 旅費、糧食費、被服費などの人件費で占められた。一人当たりの人件費は海軍が陸軍の約二倍以上になる 、陸軍は戦略的に兵卒の数を必要とため、 俸給は少なくても 兵員 多さ 多くの人件 を必要とし
た
６。
そのため陸軍では、
師団編制に必要な兵の確保は、 同時に人件費の削減につなが 方策を取る事が必要であった。橋本の上申は、留守師団を合わせた戦 師団に必要な看護長と
看護卒を試算し、軍全体の拡
張を考えた上申内容であった。
 
一八八五年五月一一日に制定された「陸軍俸給表
改正」
７
では、看護長・看護卒の日給月
給は以下のように定 られた。 「陸軍看病人磨工召募準則」 で定められた看病人の月給は一等給で八円、 二等級は七円であ 、 月給のみを比較すると 卒よりは高い。 しか 、宿舎費・食費など人件費として 陸軍予算を考えると雇人の看病人を使用する方が、経費の削減につながるという考えであった。
 
一等看護長
 
日額は二十二銭七厘、平均月額六円九十銭五厘
 
二等看護長
 
日額は十六銭五厘、平均月額五円一銭九厘
 
三等看護長
 
日額は十銭二厘、平均月額三円十銭三厘
 
一等看護卒
 
日額は五銭三厘、平均月額一円六十一銭二厘、
 
二等看護卒
 
日額は四銭五厘、平均一円三十六銭九厘
 
橋本は、戦時の要員に欠員が生じない補充方法として、中隊より毎年半人
を補充員として
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取ることを考えた。従来の看護卒の定員は歩兵連隊に一
二名（看護修業
兵四名＋二年兵四名
＋三年兵四名）を戦闘外としていたものを、定員一
二名（二年兵六名＋三年兵六名＋看護学
修業兵）とすることとした。
 
陸軍では徴兵令を制定する際に、服
役年限を何年にするかの議論がなされ、山県有朋が
 
採用した三年制が継続されてい
８が、
財政逼迫に対して陸軍大臣の大山巌は現役年限の短
縮も考えていた。しかし、桂太郎は
対外攻撃型の芽を植えつけ、皇威拡張を実現するために
は
現役兵の教育年限
、
最低三年間は必要であるとして、服役年限の短縮には反対の意を唱
え
９、
現役三年制に固執した。橋本は、教育中である初年兵を含めて看護卒の定員とするこ
とで、定員を確保する方針を打ち出した。補充方法を半人ずつとすることは、能力の維持を確保する確実な方法の提案であった。また、
看護長の補充に
ついては、戦時師団では看護卒
で「下士適任書」 所持 者より補欠をするこ 、平時師団では、看護卒の再役志願者から補充することを提案した
。
 
橋本は、戦時の要員に欠員が生じない補充方法として、中隊より毎年半人
を補充員として
取ることを考えた。従来の看護卒の定員は歩兵連隊に一
二名（看護修業
兵四名＋二年兵四名
＋三年兵四名）を戦闘外 していたも を、定員一
二名（二年兵六名＋三年兵六名＋看護学
修業兵）とすることとした。
橋本は、教育中である初年兵を含めて看護卒の定員とすること
で、定員を確保する方針を打ち出 た。補充方法を半
人ずつとすることは、能力の維持を確
保する確実な方法の提案 あっ
（図８参照）
。
 
  
 
 
 
 
 
 
三
 
看護手制度と
下士補充制度の確立
 
 
橋本の
上申の結果、
一八八八年
一二月二四日 「陸軍衛生部現役看護手補充條例」
（資料１２
）
が勅令九
二号（以下「看護手補充条例」とする）として制定された。すでに
一
二月一日には、
「陸軍看病人磨工召募準則」が制 されており、上申書の中で述べられている
「看護卒ハ各
隊ノミニ置キ病院及各官廨ノ者ハ之ヲ全廃シテ雇員ノ看病人ヲ配布スル」 という意見が、
「陸
軍看病人磨工召募準則」の第一條「看病人ハ病院
病室及憲兵隊其他衛生部士官ノ属スル官廨
ニ置キ患者ノ看護其他看護ニ係ル雑務ニ服セシム」に生かされていることが確認できる。
 
「看護手補充条例」の制定により、隊附徴兵看護卒は看護手となり、
衛生部における
は
看
護手の服装・徽章・日給などは、総て上等兵と同等と った（図９） 。
研磨術を修得している
者は磨工に採用され、多くの看護卒は病院附きは雇人の陸軍看病人 して職務を継続することとなった
１０
。
 
この制定により、徴兵看護卒および壮兵看護卒
の徴集は中止となり、看護卒は隊附及び病
院の現役看護卒を合わせて配属
されることとなった。
橋
本はその移行処置として、 「現役看護
卒中近衛各師団ニ於テ六百六十八名ハ当分在営セシメ其他ハ此際帰休セシム」
１１
という内容
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の省令案を提出し、
六六八名の看護卒をそのまま在営措置を取ってもらえるように依頼をし
ている。
 
さらに同日には、 「陸軍衛生部現役下士補充条例」 （勅令九三号）全六条（資料１
３
)が公布
され、 その第一条には、 「
陸軍衛生部現役下士ノ補充ハ看護手ニシテ入隊ノ日ヨリ起算シ二箇
年以上現役ニ服シ再服役ヲ許シタル者ヲ以テス」として、 「下士候補名簿ヲ製シ」陸軍省医務局長が管理することが定められた。この勅令により、看護
手として二年間服役したもので再
役を認めた者を名簿で管理して、衛生部下士候補とすることとなった。
 
「看護手補充條例」
では、教育期間は橋本の上申の通り、軍事上の教育六ヶ月、看護学
 
の教育六ヶ月の計一年に延長され、軍事上の教育は歩兵隊への編入 いう限定がなくなり、補騎砲工輜重兵の初年兵が対象となっ
た（第一条
） 。
第三条
では、 「
第二條ノ割賦ヲ受ケタル中
隊長ハ部下ノ兵卒中篤実温厚読書算筆アル者ニシテ看護手ニ適当ノ者ヲ選ミ其名簿ヲ作リ順序ヲ経テ連隊長独立大隊ニ在テハ大隊長以下之ニ倣フニ呈スヘシ
」とあり、配属された看護学を
修め
た者（軍事教育六ヶ月、看護学六ヶ月）から、選んで順番に名簿に登録して看護手となるシステムとなった。
 
第四條では、看護学修業兵は、連隊長が命じ、その地に衛戍病院に通学して看護学を学ぶこと
となった。
さらに
第五条
では、 「看護学修業兵」 を、 卒業後は卒業名簿によって管理すること、
看護手に補欠が生じたときは連隊長が 手を命じるこ となった。
橋本は上申書の中で 「戦
時ノ要員ハ決シテ欠員ヲ生セサルヘシ」 として、 「看護長ノ補充ハ看護卒ニ テ再役志願者ノ者ヲ以テス」 「戦時定 ニ封スル看護長ノ欠員ハ看護卒ニシテ其適任証書ヲ所
持スル者ヨリ補
欠ス」という改正案を提案しており、第五條の制定によって 手及び看護長の欠員も、速やかに補充できるシステ が作られた。第六條では、
毎年二中隊に一名の割合で補充するこ
とが定められた。一八八六年から一八九〇年制定された各隊の編制表は 規則が基本となり配置され
ることになる。
 
「看護手補充條例」
「陸軍衛生部現役下士補充条例」が
制定された結果、看護卒からか上等
兵となる看護手に適していると思う者 選んで名簿を作り、そ 名簿 なかから看護学修業兵を命じて衛戍病院で学ばせ、看護学修業兵 して名簿登録し、看護
手に欠員が生じたとき
にはその名簿から補充する。ま 、衛生部下士には二年間看護手を務め 衛生部下士候補生として名簿に登録されている者から 下士に任命するシステムが確立した であった
（図１
０参照）
。この看護手制度の制定が「看護制度の第二次改革」
（表１６参照）
である。
 
 
「陸軍衛生部現役看護手補充條例」が制定された
翌日
の
二五日には、 「陸軍看護学修業
 
兵教育規則」 （達第二四一号）全
一
七
条
（資料１
４
）
が制定された。
この規則で初めて、
 
試験制度（第十四條～ 十七條）が導入された。試験は学科が口答、術科は実施が行わ
 
た
。術科は包帯術、救急術、患者運搬法の三科目であり、この三科目は戦場の看護人の技
 
術として陸軍が必要とした技術であった。但し、患者運搬法 、担架術の教官を看護長
 
担っていたことからも、修得するべき技術であった。
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試験の合否基準も決められ、試験制度の導入は陸軍が将来上等兵、更に戦時においては
 
下士
（
看護長
）
となる可能性のある「看護学修業兵」の、教育レベルの標準化を目的として
ものであった。 「陸軍看護学修業兵教育規則」
が制定されたことで、教科書も改訂される。
一
八八八（明治
二一）年二月一
二日に『陸軍看護卒教科書（第
四
版）
』が出版され、使用されて
いたが、一八九〇年五月一二日には陸達第九二号として『陸軍看護学修業兵教科
書』
が出版
される。
 
『陸軍看護学修業兵教科書』の第一編は「勤務学」 （
資料１５
）であり、軍隊における看護
者に求められる軍人としての態度・資質・看護技術能力・教育期間・役割・選抜方法・求められる資質などが書かれている。第一項目では、軍隊で看護人には、戦場における伝染病者の看護と負傷兵の救急処置能力と、 「勇気ト服従ノ精神」が必要であり、上官の命令を遂行する事も書かれている。二項目目には、看護手は軍事上の教育を受け
、軍役に服している者と
して、兵器を執れることで、 「名誉ヲ得ル」事ができることが書かれている。これは、橋本が上申書で述べたよう 、陸軍では看護人 ても兵士としての役割を求めており、軍 としての志気の高さと、戦場での役割を果たせる人材の育成をめざしていた事が明文化されている。これらは 軍事教育期間の延長によって修得できる能力 実現できた結果であった。
 
また看護手になれるのは「歩兵、騎兵、砲兵、工兵、輜重兵中六箇月間軍事教育ヲ受ケ品
行方正ニシテ読書、算術ヲ心得、訓 ニ適スヘキモノ」で選抜された者 あり、 「
特科学術」
を取得した者であった。 「特科学術」の内容は、戦時に医官や調剤手の人員が不足することを想定し、看護手の任務範囲が拡張することがあ として「現役中更ニ高度ノ教育ヲ受クルヲ要スル」とした。
 
「陸軍衛生部現役看護手補充條例」の制定により現役満期の者が志願により再役として看
護手に従事できることになった。 陸軍で 軍事教育も特科学術として看護学を修得した者 、戦時に看護手または看護長として召集できるになったこ で、戦時に確実 召集できるシステムの確立であった。これは、加藤陽子氏が徴兵令改正の三つめのポイントとし
た、国家が
訓練済み兵力の効率的な確保に向けて、看護手・看護長の補充と召集シ テムが、整備
・確
立した
ことを意味した。
 
第二章は「看護手ノ勤務」として九項目が挙げられている。看護手の所属と定員について
は「看護手補充條例」の第六條に
毎年二中隊に一を割合で補充することと同様に、 「看護手ハ
所属ノ中隊ニ属シ一ハ本隊 医官ニ隷属シテ勤務ヲ為スヘキモノナリ」とある。さらに
第六
章には平時衛生部組織の概要で各隊に附属す 衛生人員は示された。
 
防衛研究所図書館所蔵の『明十九～二三編制関
係綴』
１２
には、一八八七
年
から一八九〇年
に制定
された編制表が集録されている。
 
・ 「戦時歩兵一連隊編制表」 （明治二〇年一月）
 
・ 「戦時工兵一大隊編制表」
(明治二〇年一月
) 
150 
 
・ 「戦時騎兵一大隊編制表」 （明治二一年五月二日）
 
・ 「騎兵補充中隊編制表」 （明治二一年五月二日）
 
・ 「戦時輜重兵一大隊編制表」 （明治二一年 月二〇
日）
 
・ 「衛生隊編制表」 （明治二一年七月二〇日）
 
・ 「野戦病院編制表」 （明治二一年七月二〇
日）
 
・ 「戦時野戦砲兵一連隊編制表」 （明治二三年二月二一日）
 
・ 「平時要塞砲兵一連隊編制表」
(明治二三年三月二九日
) 
編制表のうち、明治二〇
年、二一年に
作成されたものの階級は看護長
･看護卒であるが、明治
二三年に制定された編制表では、階級は看護長と「看護手」に変更されている。
 
一八八八
年七月に制定された「野戦病院編制表」の階級
には一二三看護長が七名、看護卒
は一〇名に看病人は三〇
名、 磨工は一名の合計四一名が兵卒の定員となっている。 「陸軍看病
人磨工召募準則」で定めら ように、病院に看病人と磨工を徴兵でなく、雇員としたことで、野戦病院では三一名 徴兵による兵卒の削減につながった事が確認できる。
 
また一八九〇（明治二三）年制定の「戦時野戦砲兵一連隊編制表」の備考欄
には、中隊附
一（二）等卒中少とも「捕助担架卒四名を含む」事が書かれている。 補助担架卒」は階級には書かれていないが隊内の役割として「補助担架卒 を育成していた事が確認できる。
 
このように
看護手制度
第二次改革
（表１４参照）
により
、陸軍は衛生隊編制に向け、看
 
護要員の教育体制、補充体制が確立
したのであった。
 
 
 
註
 
１ 『
陸軍
衛生制度史
(明治篇）四五九
頁。
 
２ 『陸軍衛生制度史
(明治篇）三三八頁。
 
３ 「
在役看護卒服役
ノ
件、
本年徴集看護卒補充員組換ノ件、
看護卒過員帰休の件」 （総医第
九二号）
「陸軍省弐大日記」乾（防衛研究所図書館所蔵）
 
４ 「看護卒ヲ廃シ上等兵資格ノ看護手ヲ置キ各官廨及病院ニハ雇人之看病人ヲ附シ歩騎 工輜重兵隊ノミ各中隊ニ該看護手壱名宛被附度儀付申進」
明治二一年「弐大日記一二月」 、弐大
三三八三号、総医第一〇六号、防衛庁研究
図書
館所蔵
。
 
５ 熊谷光久『日本軍の人的制度と問題点 研究』 （国書刊行会、一九九四 ）一〇一頁。
 
６ 熊谷『日本軍の人的制度と問題点の研究』一〇四―一〇七頁。大正元年の比較に
なるが、
一人あたりの俸給諸給（含諸手当）は陸軍一 六、三円に対し、海軍二六一円と海軍 半額となるが、総額の人件費となると陸軍の兵員数二四、四〇〇名に対して総人件費五八、九九二、七〇二円に対し、海軍は兵員数五四、〇七五名 対して総人件費二、九二六、三二六円と 陸軍が二倍の人件費を必要とした。
 
７ 「陸軍俸給表改正」明治
一
八年五月
一
一日
、
内閣記録局『明治職官遠隔表（全七冊）合本
２ 《明治百年史叢書》
第一七五回配本
／
第二七二巻
』（
原書房、 一九七七
年）
八二
―
八五頁。
 
８ 篠原『陸軍創設史』三六〇
―
三六五頁。一八七〇
年
の「徴
規則」では、服役期間を四年と
定め、 論主一賦兵」 では曽我が常備三年、 第一予備二年、 第 予備二年の合計七年を主張、山県は予備の仕組みについて詳しく調べ二〇歳で兵役に入り、二年で予備籍に移り、その
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後も四年の予備兵役があることで、七年の予備を含めて一五間の兵役が確保できるという計算をした。実際には曽我案の
三
年が採用されたことになる。
 
９ 山田千秋『日本軍制の起源とドイツ』原書房、一九九六年、二二一～二二七頁。ドイツの軍政を模範とした桂太郎は三年現役制に強く固執した。一八六〇年代のプロイセンでも軍制改革の焦点
であり、国王や貴族は二年では忠実な兵士は養育できないと主張した。一八
六〇年頃 ドイツでは、統一 ためには対外戦を戦いぬくには、命令にきわめて忠実な兵士を確保する必要があり も兵士には対外攻撃型の芽を植えつけ、皇威拡張を実現するための方略として現役三年制に固執した。加藤陽子『徴兵制と近代日本』六三～六四頁。桂は明治
十
八年一二月に「陸軍経常費節減ニヨル軍制改革反対」をおこない、文明の進ん
だ欧州諸国でさえ兵士を教育するのに三年を要する に、二年に短縮するのは無理だと主張した。
 
１０
 『陸軍衛生制度史
(明治篇）三二
九頁。
 
１１
 「在役看護卒服役ノ件、本年徴集看護卒補充員組換ノ件、看護卒過員帰休の件」 （総医第九二号）陸軍省令第二二号、省令案、 「陸軍省弐大日記」乾（防衛研究所図書館所蔵）
 
１２
 
軍事行政編制
四五五
、 『明治
十
九―二三編制
係綴り』
（防衛研究所図書館）
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結 
論
 
 
本稿
は、
陸軍衛生制度史における看護制度の成立過程を明らかに
することを主題に置く
ものであ
る。陸軍が、
職業看護婦が開始される以前に、系統的・組織的教育という欧米的
な形態による近代看護教育を始めたその意図を明らかにし、
日本の近代化との関係でその
意義を考察することである。
 
陸軍
衛生制度史
で
は、
看護卒の補充を
「
看護制度
」
と題しており、制度の整備が開始さ
れるのは、一八七三年に徴兵令の制定で看病人
・看病卒が会計部病院課に位置付けられ、
全国の鎮台病院に配属された
ことに始まる。
明治政府が近代国家を目指す中で、この看護
制度の整備が行われた目的は
どのようなものであったのだろうかと
い
う
問題
認識
のもと、
看護制度の
成立
過程とその背景を明らかにした。
 
以下、本書の結びとして、各章をふり返りつつ、序論で
あげた
分析視覚のもと、総括を
行いたい。同時に、本書に残された課題 ついても
触れておく。
 
第一部の
「
陸軍看護
制度成立前史
」
では、看護人に関する規則が確認できる「小石川療
養所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」を取上げた。 「小石川養生所」を存続する
過程
では、
看病人の資質として「惻隠 心」が
ある者であることが望ましいとされた
。しかし
西洋式
の病院
が建設され、西洋医学を学び始めた医師らが病院実習を経験する中で、
優秀な看護
が病院経営に必要であることが
認識される
ことになる。
 
「
戊辰戦争期」 、各藩が近代化を目指して購入した武器により、多くの兵士が銃弾に斃
れた。銃創を負った多くの兵士には外科的治療を施せる西洋外科学を学んだ医師が必要であ
り
、明治新
政府は西洋医学に基づく医師の育成は、近代化のためには緊要の課題である
と
して、
改革に取り組む
。
また
戊辰戦争では
、幕末に長崎でポンペに医学を学んだ橋本綱
常や関寛斎により
、
衛生隊による移送や出征軍衛生機関業務
体
系の形成
がなされ
、
軍陣
医
学の発展
が始まったことも
確認した。
 
しかし同時に、戊辰戦争は多くの戦場医療の課題を明らかにした。
本稿で
は
、
一．
西洋
医術を身につけた医師の早急な育成、
二．
医療材料、武器弾薬、食糧などの確保・補充シ
ステムの確立、
三．
戦場における医療体制の確立、
四．
理論と実地訓練による看護者の育
成、
五．
文明国家となるべく人道主義の理解という、五つの課題が
明らかになった
ことを
指摘した
。
 
 
亀山
は、戊辰戦争時に雇われた女性看病人は、単なる洗濯や飯炊きなどのいわゆる女性
の仕事を分担させられた
に
すぎないと考察していたが、本稿で
は
戊辰戦争のなかで、 「負傷
兵の治療に携わる人
」として看護人
への認識が変化したことを指摘した。
そして東京大病
院では、ウィリスの提言などに従い、病院看護 女性
登用を試み
、
包帯交換
なども病院の
看護
に女性
が適していることが確認される
。
 
 
第
Ⅱ
部の
「陸軍看護制度の草創期」では、
山県
有朋
が軍医寮に松本
良順
を招聘した
、
そ
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の目的から、松本により軍隊の中に看護卒が位置付けられた
過程
を
明らにした。明治の初
期に
看護兵
に
行われた
教育
の内容は
、
陸軍省が作成した看護学教科書で知ることになる
。
陸軍では、看護兵に
必要とされる
戦場での止血法、包帯法などを身に付けさせることを念
頭に置いた教育を
していた
。しかし、
一八七七
年に
起こった西南戦争
では、
看護兵
の
技術
不足
と絶対的な数の不足に加え、
コレラの蔓延という問題も
起こる
。
 
徴兵令が制定されたものの、
免役条項のために政府がめざす兵士数
の確保は為されない
状況の
中
、
陸軍では
西南戦争を教訓として、
すべての看病卒を徴兵で召集し、さらにその
教育は戦時の外科的治療、また伝染病の蔓延を防止するための
消毒法などを教育し、
看護
法の基礎知識と技術を
身に付けた看護兵
の育成を目指すことになる。
 
その
方法として、
陸軍では看護兵
教育を系統的・組織的に教育するシステムを構築する
。
また看護兵
を育成する必要性には
、ジュネーブ条約加盟に
向け
、その条
件となる陸軍の正
規の衛生隊の編制システムを確立する
ための
、衛生
要員の育成・確保
という
、
二つ目の
目
的があっ 。
 
黒澤も指摘しているように、
ジュネーブ条約の加盟に向けた課題は、
敵味方の区別ない
救護への抵抗感を処理する以上に、専門的な戦時救護医療
、
すなわち軍医学を充実させる
ことにあった
のであり
１
、
同時にそれは
戊辰戦争
で明らかとなった
課題
の解決に繋がるも
のであった。
そのため
に
陸軍では
、
近代看護学の導入
を行
い、知識を授け、実施訓練によ
り看護法を身に付けた兵士 育成し、正規の衛生隊の確立を目指す
ことになる
。
 
陸軍では
、
兵士に軍事
教育の
基本
教習を終えた後、看護卒に選ばれた者に看護法を学ば
せる方式をとる。取締規則を改正し、
定員を定め、
学ぶべき
教育内容・教育方法を整備し、
看護学教科書の作成にも着手する
。このよう
に
、
陸軍が
鎮台病院で
近代
看護学教育をはじ
めたことは、看護史
教育
前史として位置付ける価値はある。
 
第
Ⅲ
部
「陸軍看護制度の成立期」
では、師団
編成に
向けた軍備拡張政策の中で、行われ
た看護制度
改革に焦点をあ
て、
衛生部下士補充制度が確立した
、
第二次看護制度改革まで
を
研究対象期間と
した。
陸軍の衛生隊編制に向けた改革を行ったのは、戊辰戦
争で出征軍
衛生機関業務
体
系の形成を実践した橋本綱常であった。 橋本は西欧諸国に軍事視察に訪れ、
その近代的
な
軍事
システムと
衛
生部門
についても学
ぶ
。橋本は帰国後
、
わが国の徴兵制度
に合わせた改革
を
推進した。その結果、有事に必要とされる衛生部下士の
補充及び
上等兵
である看護手の補充システムを
確立する。
改革の
過程で
は、
下士となる看護長を確保する
方策として
一年志願兵制度
も
取り入れ
られ
たが、結果としては看護手制度による確実な方
法で改革された。
 
橋本による
看護制度の確立は、対外戦争を視野に入れた軍備拡張政策 中で
、
師団
編制
に向け衛生隊の編制を可能にしたという点で評価されるも る
。
陸軍衛生制度の中で
看護卒の補充制度を看護制度としているが、衛生隊の編制に向けた改革では、戊辰戦争で課題となった、 看護兵の教育システムの確立＝看護制度の確立という単純なものではなく戦場医療を総体的にとられ、 分業と継続・維持を視野に入れて取り組むべき課題であった。
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つまり、最前線で治療にあたるもの者、負傷兵を搬送する者、医師の治療器具の保守点
検、
入院治療の看護を担当する者、 その医療全体を統括する事務
全般を掌る
役割を担う者、
薬の調合を担当する者など、職域を定め、徴兵された限られた兵士と国家予算の中で、如何にその
体制を構築するかが、看護制度改革の柱となるものであった。そのため、看護制
度の第二次改革では、
担架卒や磨工卒など、看護卒が担っていた仕事が
分業され、その職
域
に
応じた教育期間による兵士の育成と確保
が
可能となったのであ
る。結果、
衛生部門の
人的
補充制度の
整備ができたことは、 軍隊の基礎ともなり、 近代化に向けた動きのなかで、
看護制度改革が確立された意義は大きい。
さらに
、
ジュネーブ条約加盟
の条件
のひとつ
と
もいえた
正規の衛生隊を作り上げ
、兵士らに赤十字思想を浸透させたという点においても
、
陸軍の努力は評価されるも であ
る。
 
 
さて、今後の研究課題であるが、看護制度の第二次改革が行われ と同時に、日本赤十
字社の看護婦養成が始まる。
『陸軍看護学修業兵教科書』 が発行された
同
年、 東京飯田町 （の
ち渋谷に移転）日本赤十字社病院において看護婦養成教育が開始（四月一日）
され、
入学
者は
解剖学・生理学・消毒学・看護法・治療介輔法・救急法・傷病運搬法の八科目
を学
ん
だ
。教科書は、当初『足立氏看護法』などを参考としていたが、陸軍軍医学校教官、校長
を務めた足立寛が一八九六年六月に『日本赤十字社看護学教程』を刊行
する
２
。
今後は
、
正規の衛生隊と幇助する日本赤
十字社における看護婦養成の関係が
、
どのように
築かれる
ことになるのか、
陸軍側から検討を加える必要がある。
 
 
さらに日清・日露戦争にはじまる対外戦争が繰り返させ 中で、看護制度改革は を
繰り返すことになるのであり、本稿が対象とした期間はあくまでもその初期にあたる部分である。最終的 は、第二次世界大戦まで陸軍の看護制度改革 つ 研究を行
っていく
必要
はある。
 
 
また、
陸軍省発行の看護学教科書には戦場で必要とされる包帯法や止血法だけでなく、
病院看護に必要な病室環境や食事の世話、消毒法など、看護法全般が網羅されて
いる。
明
治二〇年前後に開始された職業看護婦教育は、 海外の看護指導者 より教育 たことで、陸軍で行われた看護学教育内容が参考とされたという先行研究はない
。
今後はその点につ
いても研究を進めることで、わが国の 学 の発展における陸軍の果たした役割 明らかになるのではないかと考える。
 
 註
 
１ 黒澤
文貴
『日本赤十字社と人道援助』四〇―四一頁。
 
２ 吉川龍子「 『日本赤十字社看護学教程』坪井良子編『近代日本看護名著集成』 （二〇一四年、大空社）五三―五八頁。
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資料編（表・図・資料）
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8月24日 9月20日 10月1日
1 　関　寛斎 慶応4年6月8日 〈頭取〉　　・　東京引揚解散まで　
2 　斉藤龍安 6月10日 寛斎門人 ・東京引揚後富士艦乗組 5両 5両 8両
3 　中村洪斎 6月10日 古川堂門人 ・7月18日英船に乗船　　・東京引揚解散まで 3両 5両 6両
4 　安楽養清　 6月17日 薩摩藩大砲隊付属医 ・６月21日「飛準丸」と7月14日「飛準丸」に付添乗船
〈助役〉　・9月20日より相馬病院へ
5 　中西玄隆 6月18日 6月18日 川越藩 ・8月20日帰宅
　小松秀謙 6月18日 6月18日 川越藩 ・7月22日小名浜への移転、軽症者に付添　 3両
6 ・8月末日まで（？）
7 　篠田本庵 6月18日 6月18日 平潟住 ・東京引揚解散まで 3両
8 　下山田主計 6月18日 6月18日 平潟住 ・8月20日帰宅
9 　田口耕斎 7月7日 酒井村住 ・７月末日まで（？）
10 　府川三省 7月18日 7月18日 ・東京引揚解散まで 5両 5両 8両
11 　小松立介 7月25日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人希望　　・東京引揚解散まで 2両 2両 5両
12 　伊東文仲 7月28日 下総佐倉住佐藤泰然門人 ・8月31日三春に出発、　・東京引揚解散まで 3両→5両 5両 8両
13 　伊東弘三 7月28日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人希望　　・東京引揚後大病院出勤 2両 2両 5両
14 　山内宗春 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両
15 　大和田意仙 8月1日 平町内住 ・東京引揚後大病院出勤 3両→5両 5両 8両
16 　石川玄意 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両
17 　遠藤良斎 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両
18 　草野得柄 8月3日 笠間藩医 ・9月6日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 5両 5両 8両
19 　藤田玄涛　 8月4日 上小川村住 ・東京引揚解散まで 3両→5両 5両 8両
20 　草野万吉 8月9日 ・8月26日寛斎の門人願い　　・９月末日まで 2両 5両
21 　山内圭三 8月9日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 未記入 5両
22 　桂　静馬 8月12日 9月1日 笠間藩 ・8月26日寛斎の門人願い　　・平で残務整理 6両
23 　大村公民 8月12日 平町住 ・8月26日寛斎の門人願い　・東京引揚後大病院出勤 5両
24 　草野栄吉 8月12日 仁井町住 ・門人に取立、見習？
25 　宮本寿碩 8月13日 9月1日 下小川村住 ・8月26日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 未記入 2両 5両
「奥羽出張病院」付属医一覧表 １
出典：斉藤省三編白里研究グループ『寛斎日記―奥羽出張病院日記を中心として―』陸別町教育委員会、1982年、３３
－44頁を主に参考として筆者作成。
月　　給
給料を受け取った記録なし
氏名 採用日 付属医申付日 所　　属 出張病院における業務など
表２
出発日 医師数 人足 計
長州 (10)
佐土原 (1)
筑州 (8)
二番立 10月27日 因州 (23) 23 3 18 (男12、女6) 92 136
三番立 10月28日 芸州 (15) 15 3 14 84 116
四番立 10月28日 郡山 (3) 3 3 4 18 28
12 52 （男31、女21） 302 426
158
一番立 10月26日
患者数
3
「奥羽出張病院」東京引揚人数
看病人
60
出典：斉藤省三編白里研究グループ『寛斎日記―奥羽出張病院日記を中心として―』
陸別町教育委員会、1982年、３7－38頁を主に参考として筆者作成。
16 108 146（男８、女８）
（男11、女7)
19
159
表3
卒
一 等 看 病 人 二 等 看 病 人 三 等 看 病 人 看 病 卒
十一等・曹長 十二等・軍曹 十三等･伍長
・陸軍本病院2名 ・看病卒20名ないし21名に1名 ・看病卒8名に1名 ・患者6～10名に1名
・各鎮台病院1名 ・各鎮台病院に1名
・一等看病人不在時の代理
・病室内の備品及び日用消耗
品の点検・補充
・尿器便器の速やかな片付
け、毎朝痰壺便器の清浄
・診察・食事前２０分間は空気
の入れ替え
・毎室１名づつ交替で火の元
の点検
・毎日午後7時より9時までの
間は各病室を巡視し、患者数
を確認、日表を記録し、翌午前
7時に会計官に報告
・毎日午後7時より9時まで室
内を巡視し、患者数を点検・記
載、日表を記録し、翌午前7時
に会計官に報告
・重症患者は看病卒の見本と
なるよう率先して懇切に看護を
実施
・看病人の指示に従い、与薬・
食事・体位変換の介助を親切
懇篤に実施
・危篤患者の担当看病卒は
二･三等看病人と協議して選定
・受け持ち患者の急変時、異
常時は速やかに医官に報告
・与薬は量・時間を守り、飲食
はすべて医官の指示を順守
・新たな入院患者に病室の諸
規則の説明。
・回診の時は患者の傍らで容
体を医官に詳細に報告
・患者に異常がある場合は医
官に速やかに報告
・災害時の避難誘導を指揮 ・医官に面会者の許可を得
て、その旨を病室掛伍長へ通
知
・散歩など患者外出時の管理 ・患者が療養生活を守らない
時は注意・指導し、改善無い
場合は看病人に報告
・災害時は医官の指揮に従い
病室掛伍長に通知、使役兵卒
を附して避難誘導
・院外面会者の管理（医官に
許可を得て、看病卒一名を付
す）
・患者の散歩・沐浴時の付添、
脱院防止
・患者の文書往診、面会者へ
の注意
・退院患者、死亡患者の書類
を医官・会計官へ送致
・看病人の指示に従い面会場
面に立ち会う
・行軍の時、必要時患者輸送
の介助
・退院患者の個人情報を一等
看病人に報告
・上官の指示に従い死亡患者
の処置
・医官診察時の介助、手術の
介助
・患者の請求物品を一等看病
人に申請と受領
・医官診察時は軟膏貼付・繃
帯、手術介助
・二等看病人以下の勤務態度
の管理
・看病卒の出勤簿の管理
・看病卒出勤簿の管理
・看病卒の病室担当配置
・会計官・医官の命令の伝達 ・命令布告は看病卒に通知
教育
的管
理
・職務の余暇に二等看病人以
下に看護の方法を教える
・三等看病人が記載した患者
私物請求品の帳簿を確認し、
会計官・医官の点検後、物品
を交付
・患者私物請求品の帳簿記載 ・行軍のときは、外科具・手術
の備品を背嚢に納めて背負い
医官に従う
・各病院病室の消耗品出納の
監視、破損状況の確認、三等
看病人を介して補充
・背嚢中の薬品他器械などの
品目は暗記し、使用時に備え
る
・要焼却リネンに関しては会計
官に報告し指揮を受けて処分
物
品
管
理
人
的
管
理
・三等看病人・看病卒の勤務
状況の監視
・各屯営病室に１名を置き、薬
剤の準備、医官の手術介助
定
員
・
職
域
患
者
管
理
・諸隊附医官・会計官の指揮
に従い病室内事務を管掌
・医官・会計官の指示に従い
病室内諸般の事務を掌る
・一・二等看病人の指示に従
い看病卒を指揮する
・１日に２回病室内を清掃し、
食器も清潔、気温への配慮、
便所に至るまで清潔の保持
・担当する室内・廊下・便所な
どの清掃
・死亡患者の処置、身許に関
する情報の管理、遺言及び私
物の保護
・新たな入院患者に病室の諸
規則の説明。病状を詐偽する
場合は医官・病室掛伍長に報
告
明治８年「看病人看病卒服務概則」の職務比較表
病
棟
管
理
・二等看病人に代わり行軍に
従う時は総て同官戦務の條款
による
下　　士
・毎日午前7時より午後3時ま
で室内・浴室・便所などを巡視
し不潔の箇所を病室掛伍長に
通知し、使役兵卒に清掃させ
る
・毎日午前8時、午後4時に各
病室・浴室・便所まで巡視、汚
染箇所は担当の二等・三等看
病人を督責し速やかに看病卒
が清掃
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 表4 岩倉使節団『特命全権大使米欧回覧実記」病院見学記録の抜粋
年月日 見学先 篇－頁
明治4.12.22 （一）-115頁
第五巻
アメリカ合衆国
明治5.5.1 癲狂院見学 （一）-252・3頁
第十三巻
アメリカ合衆国
明治5.6.26 躄児院見学 （一）-346頁
第十九巻
アメリカ合衆国
「ﾆｭｰﾖｰｸノ記」
明治5.6.27 （一）-351頁
第十九巻
アメリカ合衆国
「ﾆｭｰﾖｰｸノ記」
｢ストックト
ン」癲狂院
見学
「ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ鉄道
ノ記」
「ﾜｼﾝﾄﾝ府ノ記
下」
エスト河の
２島の病院
（売笑婦の
産院）に関
する記録
記　録　内　容　
〇夫ヨリ、「ストクトン」邑ニ至リ、姑ク車ヲトト
ム、桑港ヲ距コト、九十二英里、此平野中ノ一大都邑
ナリ、此邑ニ癲狂院ノ設ケアリ、停車中ニ一覧ス、其
屋造壮大ニテ、前後ニ広苑ヲ設ケ、五禽ノ戯ヲナサシ
ム、今男女ノ病人、一千五百人アリ、病ノ軽重ニテ室
ヲ異ニス、病甚キハ室ヲ鎖シ、手足械ヲ施シ、便溺坐
ヲ汙スモアリ、ミナ看病男女ヲ付ス、手足ノ械ハ鉄ニ
テ作ル、近年其囚犯ヲ待ツニ同シキヲ以テ、革製ニカ
ヘン事ヲ議スルト云、凡ソ癲狂病ノ劇性ニテ、暴動制
シ難キハ、殊ニ婦人多シトナン、
癲狂院ニ赴ク、院ハ「ユスチンブランチ」河ノ前岸、
岡上ニアリ、境域広濶ニテ、樹木陰森タリ、中ヲ開キ
テ庭園トナシ、中央ニ病院アリ、高恢ニテ結構清絶
ス、右ニ病男ヲ入レ、左ニ病女ヲ入ルル、近来院内ニ
説教室ヲ設ケヤヤ備成セリ、病堂ニハ画額ヲ掛ケ、盆
花ヲ列ネテ、病人ノ愛玩ニ供ス、室中ノ空気甚タ清冷
ナリ、窓格ハ鉄造ニテ厳重ヲ極ム、
〇夫ヨリ躄児院ニ至ル、此院ハ手足不随ノ嬰児ヲ受ケ
テ、治療スル病院ナリ、父母病児ヲ連レ来レハ、安車
ヲ以テ児ヲ受ケ、蒸気力ノ鈎上ケ器械ヲ仕掛ケ、児ヲ
楼上ノ病室ニ送ル、現ニ入院ノ児、男女百三十四人ア
リ、一児アリ足踵攣縮シ、跟地ニツカス、其趾ヲ截テ
筋肉ヲ緩メントセリ、一女児アリ十一年歩スル能ハサ
ルモノナリシニ、入院十五ヶ月ニテ歩スヘキニ復セリ
トテ、試ミ歩シテ示セリ、寝室ハ、鋼銕ノ網ヲ張タル
ヲ用フ、西洋近年専ラ鋼銕線ニテ製セル螺旋ノ弾キ
ヲ、寝牀ノ墊トナシ、蒲団ヲ其上ニシク、牀ニ上レ
ハ、穏カニ身ヲウケ、輭和トシテ身ニサハラサレト
モ、病児ヲ臥セルニハ猶激動強シトテ、此新工夫ノ銕
鋼ニカエタリ、
港ヲハナレ「ブロックリン」府ノ前ヲ駛リテ、西河ヲ
遡ル、河中ニ二島アリ、島中ノ空気潔キヲ以テ、此ニ
病院牢屋ヲ建ツ、此病院ニハ、売淫ノ婦、妊胎シタル
モノ、来テ児ヲ産ム所アリ、其児ヲ院中ニテ育養ス
ル、育嬰院ノ法ニ同シ、米国ハ地大ニ人少ナルヲ以
テ、百般ニ生口ヲ繁クスルノ術ヲ尽シ、カカル私生ノ
子モ、亦牧養スル方ヲ尽ス、育嬰院ノ設ケ、米ト露ト
ノ両国、尤モ手ヲ尽シタリ、然トモ識者ハ謂フ、世ニ
不善ノ門ヲ開キテ、人工ノ多カランヨリハ、寧ロ風教
正シクシテ、人口ノ少キヲ以テ、「シヴィル」ノ趣意
ニ合セリト、寔ニ篤論是ナリ、
○園後ニ洗濯所アリ、器械ヲ設ケ、常ニ十余婦ヲイレ
テ、衣服帨巾ノ類ヲ洗ハシム、又材木製場アリ、其傍
ニ蒸気器械場ノ軸輪アリ、此ヨリ力ヲ一ノ巨輪ニ伝
フ、輪ハ風扇ヲ仕掛ケ、背後ニアル密林ヨリ、清浄ナ
ル空気ヲ流動セシメテ、室中ノ洞口ヨリ煽キ入レ、此
ヨリ隧道ヲ鑿リ、庭地ノ底ヲククリテ病院ノ下ニ達
シ、吹出ス故ニ鼓入ノ気ハ、地中ニテ湿ヲ失ヒ冷気ト
ナリテ、院中ニ散スルヲ以テ、酷暑ト雖トモ、院内ハ
常ニ涼シ、
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年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　
明治5.9.23 （二）-286頁
第三十五巻
イギリス国
「ﾌﾞﾗｯﾄﾎｰﾙﾄ」府ノ
記
明治5.10.28 （二）-375頁
第四十巻
イギリス国
「ﾛﾝﾄﾞﾝ府後記」
明治5.11.2 （二）-377頁
第四十巻
イギリス国
「ﾛﾝﾄﾞﾝ府後記」
＊写真あり
明治6.1.18 （三）-118頁
第四十五巻
フランス国
「ﾊﾟﾘ府ノ記 四」
明治6.3.14 （三）-321頁
第五十八巻
フランス国
「ﾍﾞﾙﾘﾝ府ノ記
上」
「アレキサンドル」氏ノ誘引ニテ、大裁判所、並ニ病
院ヲ回覧ス
緑威ノ海軍病院ハ、元王宮ニテ、英王ノ猶予ノ地タ
リ、維廉第三世、及ヒ馬利后ノ時代ニ、其宮ヲ以テ海
軍ノ病院トナシタル、高名ナル所ナリ、全院ミナ白石
ヲ以テ建築シ、宇内宏大ナリ、
〇軍病院ハ「ワンセーン」城ヨリ、巴黎府ニ入ル、郭
門ノ辺ニアリ、屋造宏大ニテ、高サ五階、中ニ広庭ヲ
包ミテ、横縦各六十間許、室ヲ分ツテ病人ヲイルル、
一室ニ四十ノ寝床ヲ安ンス、全院ニ二百人ヲイルル、
薬剤店ノ室、台所、洗濯所、浴湯所ミナ広大ナリ、病
房ニハ、ミナ耶蘇磔刑ノ図ヲカカケ、看病婦人（所謂
ル「ノン」ナルモノ）ニテ看護ス、「カドレイキ」教
国ノ風俗ナリ、又男看病人モアリ、
　
〇夫ヨリ大病院ニ至ル、大病院ハ、一千七百七十年、
「セ、クレート、フレデルヒ」第二世ノ代ニ、剏建シ
タルモノナリ、伯林ノ本部ニ於テ、辺鄙ノ地ニアリ、
其地域ノ内ハ、広苑ヲ帯ヒ、周囲ニ市廛ノ閙ヲ絶ツ、
屋造ハ四層ノ高宇ニテ、磚瓦ヲ壁トシ、白鉛漆粉ヲ塗
リタレハ、白石屋ニ彷彿トシテ壮麗ナリ、近年ニ増建
修造シタル屋ハ、上宇ヨリ空気ヲ流通セシムルヲ主要
トシ、以テ建築ス、此ハ米利堅国ニテ発明セル屋造式
ニテ、近年病院ノ建築ニハ、重ニ此法ヲ用フルトナ
リ、蓋病ヲ治シ、健康ニ復スルニハ、空気ノ功、最モ
著大ニテ、薬石ノ力ハ、遠ク及ハサルコト、近年ニ益
実験シタルヲ以テ、漸ニ此式ノ屋ニ改革スルト謂ヘ
リ、
〇台所ニハ、巨釜六ケヲ連ヌ、大ナルハ円径七尺、小
ナルモ六尺ニ及フ、以テ「スープ」ヲ煎ル、此数釜ニ
テ、千五百人ノ食ヲ調スルニ足ル、西洋ノ風ハ、常食
ニ麪包ヲ用フ、故ニ台所ニテハ、只羹ト肉汁トヲ調ス
ルニ過キス、是ヲ以テ庖厨簡易ニシテ善辧スルコト、
比類ナリ、其竉ノ火ヲ導キ、地底ヨリ洞ヲ堀リテ、半
英里外ノ地ニ達シ、其地ニ烟突ヲ築キテ噴出セシム、
炭酸瓦斯ヲシテ、院内ノ空気ヲ攪乱セシムヲ免ル為メ
ナリ、
〇全院ニ病室七百アリ、病人二千人以上ヲイルルヘ
シ、現ニ入院ノ病人、一千六百人アリ、衣服、衾茵ヲ
洗濯スル室、十一ヶ所、一歳ノ費用四十万弗〈日耳曼
ノ貨幣「ターラー」ヲ称セサルハ伯林滞在中ニ独逸語
ニ通セルモノニ乏シク常ニ英語ニテ応答セルヲ以テ其
答語モ故ラニ「ターラー」ヲ弗ニ改メタルナリ〉、其
内ニ、政府ヨリハ其八万弗ヲ払ヒ、他ハ病院ノ所有財
産ヨリ生スル利ニテ辨ス、病人ヨリ入費ヲ収ムルコト
ナシ、入院ノ病人ニ、宗門ノ限制ナシ、看病人ノ給料
ハ、年給八十弗許ナリ、
倫敦での病
院見学
パリ軍病院
見学
1770年フレ
デルヒ2世設
立の大病院
見学
グリン
ウィッチの
海軍病院見
学
ソルテヤ邑
の病院に関
する記録
「ソルテヤ」邑ニ至ル、〇校ノ前ニ養老院アリ、職人
ノ老衰シテ用ヲナサザルモノハ、此ニ入レテ恤養ス、
又病院アリ、村中ノ病人ヲ医薬ス、
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年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　
空気ハ、人ノ健康ニ於テ、第一ノ効用ヲナスモノニ
テ、病ヲ療スル力モ、薬剤ニ超越ス、又炭酸瓦斯ノ
人身ニ害アルコト等、少ク物理ト生理トノ一般ヲ窺
ヒタルモノハ、了解セルヘシ、然レトモ世人ハ、未
タ其故ヲ知ラサルモノ多ケレハ、此ニ其略ヲ論シオ
カン、世人ミナ謂ヘシ、人ノ健康ヲ保ツニハ、飲食
コソ第一ノ効用ナルヘシ、如何トナレハ、飲食ノ人
ヲ養フコトハ、人皆日夕ニ之ヲ目睹スレハナリ、空
気ノ人身ヲ養フコトモ、飲食ト同ク、日夕不断ニ其
効ヲ現セリ、人之ヲ目睹スルヲ得サレハ、知ルニ及
ハサレトモ、試ミ思ヘシ、食ヲ断ツコト数旬ナルモ
猶死セス、気息ノ呼吸ヲ断テハ、須臾ニ死ス、是空
気ハ人身ニ最モ緊要ナル明証ナラスヤ、空気ハ目ニ
視ルヘカラサレトモ、其体質アルコト、水ヲ拒ミ膚
ニ障ルニテ、知ラレタリ、此体質ヲ吟味スレハ、二
ケノ瓦斯ニテナル、酸素一ト、窒素三トノ調剤ナ
リ、是ヲ清浄ノ空気トス、
（三）-322・323
頁
動物不断ノ気息ハ、此空気ヲ吸ヒ、内部ニテ其酸素
ヲ肺管ノ鼓動ニカケ、又胃中ヨリ送リタル、食物ニ
含ミシ、炭気ニ調和シ、炭酸瓦斯トナシテ、再ヒ呼
ヒ出ス、故ニ人ノ呼吸ハ、其吸フトキニ入ルモノ
ハ、酸窒ノ清気ニテ、其酸素ハ内部ニ入りテ種種ノ
効用ヲアタヘ、而テ呼フトキニ出ルハ、炭素ニ抱合
シテ、炭酸瓦斯トナリ、人身ニ効用ナキヲ以テ、直
ニ輸シ出スナリ、試ニ密閉ノ小室、又ハ箱内ニ入
り、居ルコト数時ナレハ、気ヲ閉テ死ス、是他ノ故
ニアラス、
其内ニアル清浄ノ空気ハ、已ニ吸ヒ尽シ、跡ニハ呼
出シタル、炭酸瓦斯トナリ、其内ニ充満スルユヘナ
リ、凡地上ノ空気中ニハ、常ニ炭酸瓦斯ノ混スルヲ
免レス、其原因ハ種種アリ、或ハ人物ノ呼出ス気息
ヨリシ、或ハ火ノ焔ヨリ生シ、或ハ物ノ腐爛朽敗ヨ
リ生ス、如此ク炭酸瓦斯ノ生スルコト多ケレトモ、
人ヲ毒スルニ至ラサルハ、空気ノ分量多ク、又風ニ
動揺サレテ散シ、又其気ノ質重クシテ、地上ニ沈下
スル等ニヨル、
且炭酸瓦斯ハ、草木ノ肥養ニハ、反テ第一ノ効用ヲ
ナスモノニテ、凡草木ハ、常ニ葉ヨリ此気ヲ吸ヒ、
其炭ヲ収メテ、木質トナシ、酸ヲ呼出ス、動物ノ気
息ト相反スルヲ以テ、地上ノ炭酸瓦斯ハ、草木ニ吸
取テ清浄ナル酸素トナシ、空気中ニ呼出シ、人ノ滋
養ヲ造ルモノナリ、故ニ病院ハ、草木多キ地ヲ選
ミ、支廛ノ烟火ヲ離ルル処ヲ選ム、是清浄ノ空気ヲ
トルタメナリ、烟突ヲ遠サケ、病室ノ穢気ヲ交代セ
シムル設ケヲナスハ、炭酸ノ毒ヲサケルナリ、ミナ
府中ニ上水下水ノ管アルカ如シ、
患人ニ薬力ヲアタヘル、最第一ナルモノナリ、此理
ヲ推考シテ、人ノ居常ニモ、能ク空気ヲ清浄ニシ、
炭酸瓦斯ヲ除クニ、心ヲ用フルヲ要ス、疫病瘴毒ノ
流布モ、此気ヨリ生ス、病ノ伝染モ、此気中ニ感
ス、是人ノ目ニ視ルヲ得サル所ナレハ、往往ニ知覚
セスシテ、自ラ己ニ毒スルモノ多シ、慎マザルヘカ
ラサルナリ、
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年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　
明治6.3.14 （三）-32４頁
第五十八巻
フランス国
「ﾍﾞﾙﾘﾝ府ノ記
上]
明治6.4.11 （四）-101頁
第六十五巻
ロシア国
「ｾﾝﾄﾍﾞｰﾄﾙﾎﾞﾙｸﾞ
府ノ記 下」
〇新病院ハ、今ノ皇后ノ建タル院ナリ、此日ハ皇后ヨ
リ、特ニ接伴掛ニ嘱シテ、我使節ヲ案内シ、一見セシ
メ給ヒシ、
新病院
（1867年現
在の皇后増
築）見学
医学校附属
の解剖寮の
見学
〇此院ハ、一千八百六十七年ニ造起セルモノニテ、庭
園宏恢ニ、樹木森沈タリ、屋宇ハ甚タ大ナラス、病室
ミナ米国式ノ造作ニテ、病人八十五人ヲイルルヘシ、
現ニ六十人ノ入院アリ、此院ニ入ルモノハ、病人ヨリ
月ニ一千弗ヲ納メシム、故ニ入院ノ人ハ、ミナ有産ノ
人ノミニテ、其接遇甚タ鄭重ナリ、全院ノ費用ハ、其
大半ハ、府中ヨリノ寄附ニテ辨ス、
〇此日ハ、全部ノ解剖屍五六人、一部ノ解剖モ六人ア
リ、又一寮ニハ牧畜ノ解剖科アリ、牛馬羊犬ノ解剖ヲ
ナシ、各室ニ蓄フ、乾燥ノ支骨、火酒漬ノ臓腑、蠟細
工等甚タ夥多シ、八年前ヨリ、石灰ニテ乾固ノ法ヲ行
ヒシ石屍アリ、髑髏ノ多キハ、数室ニ充牞シ長廊ニ堆
積シ万数ニ超ユ、
〇入校ノ生徒ニ、蒙古人、満州人アリ、又女医生モア
リ、露国ノ婦人ハ、大学校ニ入リテ業ヲ講スルモノア
リ、他国ノナキ所ナリ、重ニ医業ヲ学フ、解剖ノ寮ニ
テ、二八ノ窈窕タル婦人、案ニ向ヒ臓腑ノ火酒漬シヲ
摸シ、捻リテ書籍ニ比較シテ験スルアリ、或ハ断腕ヲ
執ヘテ査験スルモノアリ、頗ル人ヲ驚愕セシム、欧洲
ニテ婦人ノ大学校ニ入ルハ、露国ト瑞西トノミ、
〇院中ニ礼拝堂アリ、病室ノ人ヲ殯スル所アリ、庖厨
及ヒ窖蔵ニ至ル迄、ミナ清麗ニシテ、器皿尽ク整備
ス、又洗濯室ニハ、五六名ノ女工ヲイレテ、洗濯ヲナ
サシム、洗濯器械ノ設ケナシ、手ニテ洗濯シ居タリ、
此ニ仕使セラル婦人ハ、多ク貴族豪家ノ寡婦トナリタ
ルモノ、施済ノ為メニ、此ニ入リテ事ヲ操ルモノナ
リ、此日我輩ニ院中ヲ接伴セルハ、四十余ノ婦人ニ
テ、容止嫻雅ナリ、貴族ノ寡少君ナリト、
〇此朝モ、我輩ニ先タツテ、皇后親ラ病室ヲ見舞リ、
帰御アリシ後ナリキ、大抵1ヶ月ニ、三四度ハ病人ヲ見
回リ、問訊アルトナシ、一統此ニ名ヲ題署シテ帰ル、
此時ハ飛雪紛紛ニテ、院ノ庭園ヲ一見スルニヨシナカ
リキ、
〇二時ヨリ駕シテ、医学校附属ノ解剖寮ニ至ル、此ハ
元四十年前ニ建テタルヲ四年前ニ広メタル大館ニテ、
規模宏壮ナリ、寮内ニテ解剖スル数ハ、一ヶ年ニ全部
ノ解剖ヲナスコト、六百人ヨリ七百人ニ及フ、病ノ一
部ヲ解剖スルハ、其数ヲシラス、此屍ハミナ病死ノ人
ナリ、罪人ノ屍モ解剖スルヤト問シニ、之ナシト答ヘ
タリ、凡病院ニテ、政府ノ救済ヲ以テ、無費ニテ治療
ヲ受ケ、遂ニ死シタル貧民ハ、ミナ解剖ヲ受クルヘキ
義務ト定ム、解剖ノ後ニハ、又縫合シ完身トナシテ、
政府ヨリ之ヲ葬ムルナリ、其内ニ石炭ヲ以テ乾固シ、
骨骸ヲ存シテオクモアリ、是ハ無宿ノ貧民ニテアルヘ
シ、
164 
年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　
明治6.4.11
（四）-102頁
明治6.4.11 医学校附属
病院の見学
（四）-102頁
明治6.4.27 （四）-182頁
第六十九巻
スウェーデン国
「瑞典国ノ記 下」
＊写真あり
明治6.5.15 （四）-312頁
第七十六巻
ローマ国
「羅馬府記 下」
＊写真あり○此院ニテ記スヘキハ、浴室ノ設ケナリ、尋常ノ浴盤
ローマ軍病
院の見学
○軍病院ニ至ル、スヘテ七十室ヲ分ツ寝床三百五十ヲ具
ス、現ニ入院ノ病人百五十人アリ、医師十一人ヲ配ス、看病
人ニハ「ノン」アリ、
〇此ニ附属セル病院アリ、病人八十人アリ、此ハ医生ヘ、病
ノ治療ヲ現地ニ付テ、鍛練セシムル為メ、校ノ「ドクトル」〈医博
士〉治療ヲナストキ、生徒ニ其容体ヲ示シテ、治術ヲ思考セシ
ムル設ケナリ、大病院ハ又別ニアリ、四日前ニ額ノ皮ヲトリテ鼻
「ストックホル
ム」府湖岸病
院
是ヨリ病院ヲスキテ、兵学校ニ至リ、其城中ノ岡上ニ
上リ、湖上ノ景ヲ一望ス、風光絶佳ナリ、前ニハ湖ヲ
隔テ、一村アリ、此村中ニ牢獄一区建ツ、空気ノ清浄
ナルヲ択ミテ建タルナリ、
〇 兎ヲ以テ試験シ、或ハ蛙ヲ照シテ査験スル室アリ、
〇 医学校ハ、築造更ニ広大ナリ、全黌中ニイル、生徒二千
百人、其入費年ニ三百五十万「ルーブル」、此日分析寮ヲ回
復ス、記スヘキコトナシ、
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内科系疾患名 患者数 　死亡 患者数 死亡
　　アジアコレラ 887 482 　上肢銃創 2531 121
　　脚気 461 　下肢銃創 1556 99
　　腸粘膜カタル 163 5 　躯幹銃創 818 48
　　腸チフス 161 69 　頚首銃創 705 31
　　単純熱 110 1 　上肢截傷 125 1
　　弛張熱 62 1 　頭首截傷 71 3
　　関節慢性リウマチ 46 　躯幹截傷 42
　　気管支カタル 36 　下肢截傷 28 1
　　赤痢 36 9 　躯幹打撲 26
　　胃慢性カタル 34 　下肢打撲 24
　　ディスペプシア 30
　　発疹チフス 28 14
【
表
５
】
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
入
院
患
者
疾
患
名
と
患
者
数
石黒忠悳『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』（陸軍文庫、１７８７年）「大阪
陸軍臨時病院並所轄病院病類総表」３３－３８頁より作成
外科系疾患名
明治十六年徴兵看病卒取扱手続 明治十七年徴兵看護卒取扱手続改正
明治16年2月20日送乙第五八九号 　　明治17年6月25日送乙第二五四〇号
明治16年7月達丙第十八号ニテ第十一・十ニ條追加 改正：第二・三・四・六・九條
第一条
本年徴兵看病卒取扱方ハ総テ生兵規則ニ拠リ其
他ノ諸則モ諸兵ニ同シト雖モ其異ナル所ノモノハ
此手続ニ準拠ス可シ
本年徴兵看病卒取扱方ハ総テ生兵規則ニ拠リ其他ノ諸
則モ諸兵ニ同シト雖モ其異ナル所ノモノハ此手続ニ準拠
ス可シ
第二条
　徴兵看病卒ハ諸兵ト同時ニ召集シ住所最寄ノ営
所ニ入営セシム可シ
＜改正＞　徴兵看護卒ハ諸兵ト同時ニ召集シ鎮台所在
地ニアラサル歩兵隊ニ要スル人員ハ其最寄居住ノ者ヲ
以テ入営セシメ其他ハ悉ク鎮台所在地ノ歩兵隊ニ編入
シ第九條ノ第一教科ヲ教習セシム
　第三條   
前條入営ノ人員ハ鎮台所在地ニアラサル歩兵隊
ニ在テハ毎大隊ニ三人騎砲工輜重兵ノ各大（中）
（小）隊ニ在テハ毎一隊ニ一人トシ其他ハ悉ク鎮
台所在地ノ歩兵隊ニ編入シ第九條ノ第一教科ヲ
教習セシム可シ
＜改正＞　前條ノ教習卒レハ鎮台所在地ニアラサル歩
兵隊ニ在テハ該卒ヲ医官ニ渡シ又鎮台所在地ノ歩兵隊
ニ在テハ其地陸軍病院ニ渡スヘシ
各隊ニ於テ第九條第一教科ノ教習卒レハ該卒医
官ニ渡シ各所付看病人ヲシテ第九條第ニ及ヒ第
三ノ両科ヲ教習セシム可シ
但鎮台所在地ノ歩兵隊ニ在テハ該隊所要ノ人
員ヲ除キ其他ノ者ハ該地陸軍病院ヘ渡シ同病院
ニ於テ第二第三ノ教科ヲ教習ス可シ
第五條
第九條第二第三ノ教科ハ看病人ヲシテ専ラ之ヲ
教習セシムト雖トモ医官之ヲ指揮監査ス可シ
第九條第二第三ノ教科ハ看病人ヲシテ専ラ之ヲ教習セ
シムト雖トモ医官之ヲ指揮監査ス可シ
＜改正＞ 教科ノ教習全ク卒レハ東京ニ在テハ病院長
其熟否ヲ検査シ軍医本部長ニ具申シ許可ヲ得其他ニ在
テハ連隊長若クハ病院長其熟否ヲ検査シ鎮台司令官ニ
具申シ許可ヲ得テ二等看護卒ヲ命スル者トス
但各地陸軍病院ニ於テ二等看護卒ヲ命セシトキハ直ニ
各所要ノ人員ヲ配賦ス可シ爾後病気事故等ニテ欠員ヲ
生スルトキハ病院附看護卒ノ内ヨリ之ヲ補フモノトス
第七條
看病卒ノ職務ハ看病人看病卒服務概則ニ詳ナリ
但シ徴兵看病卒ニ在テハ総テ屯営内ニ宿スル者
トス
看病卒ノ職務ハ看病人看病卒服務概則ニ詳ナリ但シ徴
兵看病卒ニ在テハ総テ屯営内ニ宿スル者トス
徴兵看病卒ニハ左ノ教科ヲ教習シ六ヶ月間ニシテ
卒業セシム可シ
＜改正＞徴兵看病卒ニハ左ノ教科ヲ教習シ六ヶ月間ニ
シテ卒業セシム可シ
　第一教科 　第一教科
　　　第一　基本体操術 　　　其一　柔軟体操
　　　第二　生兵徒歩教練 　　　其二　歩兵教練
　　　第三　看病卒心得書（明治16年3月削除） 　第ニ教科
　第ニ教科 　　其一　人体造構ノ概略
　　　第一　人体造構ノ概略 　　其二　看護卒背嚢並携帯具ノ用法
　　　第二　三角繃帯用法 　　其三　三角繃帯用法
　　　第三　看病卒背嚢入諸品 　　其四　繃帯撒絲ノ製造
　　　第四　患者運搬法 　　其五　繃帯術
　第三教科 　第三教科
　　　第一　救急要法 　　其一　看護法
　　　第二　繃帯撒絲ノ製造 　　其二　伝染病者看護法
　　　第三　繃帯通術 　　其三　救急法
　　其四　患者運搬法
　　其五　調剤法大意
 看病卒一名ニ付教習ニ要スル品目左ノ如シ  看病卒一名ニ付教習ニ要スル品目左ノ如シ
　　一　看病卒心得書　一冊 　　一　看病卒心得書　一冊
　　一　同　教科主要　一冊 　　一　同　教科主要　一冊
　　一　三角繃帯図附　一枚 　　一　三角繃帯図附　一枚
　　一　白地三角繃帯　一枚 　　一　白地三角繃帯　一枚
　　一　片頭軸繃帯　　三巻 　　一　片頭軸繃帯　　三巻
　　一　布　　　　　　六尺 　　一　布　　　　　　六尺
　　一　布袋　　　　　一個 　　一　布袋　　　　　一個
　　　　　　　　　　　　　計七種 　　　　　　　　　　　　　　計七種
第四條但書ニ因リ各地陸軍病院ニ於テ徴兵看病
卒ヲ受取ルトキハ該卒ノ人員ニ応シ二三等看護長
若干名ヲ以テ教授掛ニ二等看護長一名ヲ以テ給
与掛ニ三等看護長一名ヲ以テ炊事掛ニ充テ各其
事務ヲ取扱ハシム
第四條但書ニ因リ各地陸軍病院ニ於テ徴兵看病卒ヲ受
取ルトキハ該卒ノ人員ニ応シ二三等看護長若干名ヲ以
テ教授掛ニ二等看護長一名ヲ以テ給与掛ニ三等看護長
一名ヲ以テ炊事掛ニ充テ各其事務ヲ取扱ハシム
　但教授掛ハ一般ノ取締ヲナシ若干名宛週番ヲ以
テ宿直ヲナサシム
但教授掛ハ一般ノ取締ヲナシ若干名宛週番ヲ以テ宿
直ヲナサシム
第十二條
各地陸軍病院ニ在テハ徴兵看病卒ノ人員ニ応シ
該卒若干名ヲ以テ本務ノ外当番及ヒ其他ノ使役ニ
充ツヘシ
各地陸軍病院ニ在テハ徴兵看病卒ノ人員ニ応シ該卒若
干名ヲ以テ本務ノ外当番及ヒ其他ノ使役ニ充ツヘシ
　第九條
第十條
第十一條
第八條
徴兵看病卒ハ鎮台司令官ニ於テ統轄スト雖トモ
其職務ニ至テハ軍医本部長之ヲ管掌スル者トス
徴兵看病卒ハ鎮台司令官ニ於テ統轄スト雖トモ其職務
ニ至テハ軍医本部長之ヲ管掌スル者トス
第四條
＜改正＞ 病院若クハ隊附医官ニ於テ看護卒ヲ受取ル
トキ看護長ヲシテ第九條ノ第二第三教科ヲ教習セシム
第六條
三教科ノ教習全ク卒レハ連隊長連隊ヲ為サザル
隊ニ在テハ大（中）（小）隊長病院ニ在テハ病院長
其熟否ヲ検査シ鎮台司令官ニ具申シ二等看病卒
ニ命スル者トス
表６         明治 16 年･17 年徴兵看護卒取扱手続 
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表7
番号 　     　　書　名    発行年 　　発行元       対象 　　　    備考
1 撒善篤繃帯式 1872(Ｍ5).5 文部省 ・明治16年以降自然廃止
2 綳帯彙編 1974(Ｍ7).5 吉雄種満著 164
3 三角繃帯用法 1875(M8） 陸軍文庫 兵士用
・陸軍軍医土岐賴徳がドイツ人シ
セルが口授したものを軍医試補多
納光儀が訳したものを一冊の小冊
子として作成
4 陸軍病院扶卒須知 1875(M8）.2.25 陸軍文庫 看護要員全般
・明治８年11月10日『看病人看病
卒服務規則」制定、二等看病人が
余暇に看護の方法を教導すること
が定められた
・明治16年2月20日「明治十六年徴兵
看病卒取扱手続」制定
・明治17年4月改定
6
陸軍看病卒教授主要原本並附
録
1883(M16).3.20 陸軍軍医本部 教授用として出版 ・明治19年6月改定
・明治17年6月25日「明治十七年徴兵
看護卒取扱手続改正」、「看護法」が
第三教科の一つとなる
・明治19年6月改定
陸軍省医務局
・明治19年4月5日「明治十九年徴兵
看護卒取扱手続」、「治療介輔法」が
第三教科の一つとなる
・明治２０年５月改定
9
陸軍看護卒教科主要原本第二
版
1886(M19).6.2 陸軍省医務局 ・明治23年5月廃止
10 担架術教科書 1887(M20).3.7 陸達第28号 担架卒用
・明治20年2月5日「担架術教育規則」
「担架卒選抜及教育規則」制定
11 陸軍看護卒教科書第三版 1887(M20).5.13 陸軍省医務局
12 陸軍看護卒教科書　第四版 1888(M21).2.12 陸軍省医務局 ・明治23年5月廃止
13 陸軍看護学修業兵教科書 1890(M23).5.12 陸達92号 看護卒用(兵用) ・明治36年6月陸達第61号で廃止
14 陸軍看護調剤学教程 1890(M23).6.2 陸達111号 ・明治36年6月陸達第61号で廃止
15 陸軍看護学修業兵修業書 1890(M23).6.4
16 陸軍看護手修業書 1890(M23).6.4 看護長・看護手用
17 陸軍看病人教科書 1890(M23).8.11 陸達156号 ・明治3６年陸達第61号で廃止
18 担架術教科書 1893(M26).5.23 陸達55号
19 陸軍看護学教程 1897(M30).6 陸達79号 ・明治3６年陸達第61号で廃止
20 陸軍看病人修業書 1897(M30).6
21
陸軍看護学修業兵教科書第一
編改版
1897(M30).9.15 陸達103号
22 陸軍看護卒教科書 1899(M32).12.22 陸達152号 ・明治36年陸達第61号で廃止
23 陸軍看護学修業兵教科書 1903(M36).6.10 医第34号 ・明治42年３月廃止
24 陸軍看病人教科書 1903(M36).6.10 医第35号 ・明治42年看病人廃止に伴い消滅
25 看護学教程 1903(M36).7.9 医第40号 看護長用(下士官用） ・明治42年３月廃止
26 陸軍看護卒教科書 1903(M36).7.15 医第41号 ・明治42年３月廃止
27 看護教程 1909(M42).3.31 医第45号
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1886(M19).6.2
陸軍看病卒教科書7 1884(M17).4.23
5
陸軍看護卒教科書第二版8
     明治期陸軍看護学教科書一覧
看護卒用(兵用)
陸軍軍医本部
陸軍軍医本部
　　　　　陸軍軍医団編纂　『陸軍衛生制度史』（小寺昌発行、1913年）482～484頁を参考に作成
看病卒用に出版1883(M16).3.20陸軍看病卒教授主要
看護卒用(兵用)
16年度 17年度 18年度 19年 20年 21年 22年
近衛
六鎮台
60,468 10,281 12,419 12,419 12,419 12,419 12,419
近衛
六鎮台
近衛
六鎮台
3,866 4,874 6,195 6,260 6,260 6,260 6,260
35,616 43,821 61,116 61,116 61,116 61,116 61,116
594 1,472 15,680 25,206 26,272 26,286 26,286
軍備皇張費取調諸表
軍　　備　　費　　予　　算
患 者 増 員 費
註）伊藤博文、『≪明治百年史叢書≫第109回配本/119巻秘書類纂10　兵制関係資料』原書房、1970年2月、
262～263頁「皇備皇張費取調諸表」より抜粋
53,172 53,172 53,172
30,945 46,220 22,654 88,833 98,805 105,863 105,863
30,945 46,220 53,172 53,172
1,495,715 1,658,777 1,658,777
42,310 133,544 247,273 289,611 340,528 353,240 353,240
60,468 354,865 751,668 1,080,370
近 衛 騎 兵 隊 増 員
看 護 長 増 員 費
徴 兵 看 護 卒 諸 費
名称
歩 兵 隊 増 員
砲 兵 隊 増 員
仙台、名古
屋、広島 工 兵 隊 員
輜重兵隊附費
                                                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表８ 
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軍管 師団 兵種 看病卒の人員計算 隊数 看病卒の人員計算 合計 桂の案
第二 第四 歩 一連隊 （二大隊） ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（仙台） （二中隊） ２名×２＝４名
第五 兵 一連隊 （二大隊） ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（青森） （二中隊） ２名×２＝４名
砲兵 一大隊 （二中隊） ２名×２＝４名 一中隊 ２名×１＝２名
（二小隊） １名×２＝２名
一隊 ３名
工兵 一中隊 （一小隊） ２名×１＝２名
輜重兵 一小隊 １名×１＝１名
輜重輸卒
第五 第十一 歩 一連隊 ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（広島）
第十二 兵 一連隊 ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（丸亀） 山砲兵 一大隊 （二中隊） ２名×２＝４名 一中隊 ２名×１＝２名
（二小隊） １名×２＝２名
工兵 一中隊 （一小隊） １名×１＝１名
輜重兵 一小隊 １名×１＝１名
輜重輸卒
註：『桂太郎文書十七』桂太郎関係文書目録86．桂太郎伝記参考書（十）５.戦時陸軍編制並其解説附表六枚、
明治18年6月、33～48頁
明治16年　桂太郎草案の看護卒の定員の考え方
２８名 ２８名
隊数
４０名 ４１名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 
表９ 
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表１０
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長
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官
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軍
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軍
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三
等
軍
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各
兵
中
少
尉
各
兵
大
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24 44 3 1 8 2 1 1 1 6 3 1 1
24 44 3 25 8 2 1 13 4 2 1 6 3 1 2 1
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長
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小
隊
長
小
隊
長
小
隊
長
中
隊
長
六
小
隊
131 1 12 6 2 1 1
出典：明治20年7月20日「陸軍省大日記」陸達156号
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表 11      看護卒と担架卒の教育内容の比較 
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    表 12               陸軍看護卒教育内容の変遷 
明治二十年
陸軍看護卒教育規則
明治20年12月28日 明治23年
送乙第2540号 省令第41号 陸達百五十五号
教科 第三條
第一教科 柔軟体操 柔軟体操 勤務学  解剖学
歩兵教練 歩兵教練 人体造構ノ概略  生理学
 消毒法
第二教科 人体造構ノ概略 人体造構ノ概略 人体造構ノ概略  看護法
 治療介輔
 繃帯法
三角繃帯用法 三角繃帯用法 三角繃帯用法 看護法  救急法
繃帯撒絲ノ製造 繃帯撒絲ノ製造 繃帯製造及消毒繃帯ノ使用法 救急法  傷病運搬法
繃帯術 繃帯術 繃帯術 治療介輔法
第三教科 看護法 看護法 看護法 調剤法大意 （明治26年から追加）
伝染病者看護法 治療介輔法 治療介輔法 繃帯術  軍陣勅諭
救急法 救急法 救急法 救急術  陸海軍人等級及徽章
患者運搬法 患者運搬法 患者運搬法 患者運搬法  赤十字条約
調剤法大意 調剤法大意 調剤法大意
『日本赤十字社看護学
教程』
看病卒背嚢並携帯
具ノ用法
看病卒背嚢並携帯具
ノ用法
医療嚢並繃帯嚢入諸品ノ使用
法
繃帯製造及消毒繃帯
ノ使用法
第七條第九條
歩兵教育順次概表初年兵第一
期術科学科
明治19年4月5日
陸達第二百四十一号
規則
医療嚢並繃帯嚢入諸
品ノ使用法
学
　
科
術
　
科
　陸軍看護学修業兵教
育規則
明治２１年12月25日
徴兵看護卒取扱手
続改正 徴兵看護卒取扱手続
明治十七年
明治17年6月25日
明治十九年
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表１3
明治十九年徴兵看護卒取扱手続
明治19年4月5日省令第四一号
＊明治十六年徴兵看病卒取扱手続廃止
第一条 徴兵看護卒取扱方ハ総テ生兵規則ニ拠リ其他ノ諸則モ諸兵ニ同シト雖トモ其異ナル所ノ者ハ此手続ニ準拠ス可シ
第二条
徴兵看護卒ハ諸兵ト同時ニ徴集シ近衛ニ要スル人員ハ近衛歩兵隊ニ営所
並ニ分営ニ要スル人員ハ其最寄居住ノ者ヲ以テ其歩兵隊ニ其他ハ悉ク鎮
台所在地ノ歩兵隊ニ編入シ第七條ノ第一教科ヲ教習セシム
第一教科 歩兵教育順次概表初年兵第一期術科学
科
第二教科
人体造構概略 医療嚢並繃帯嚢入諸品ノ
使用法 三角繃帯用法 繃帯製造及消
毒繃帯品ノ使用　繃帯術
第三教科
看護法 治療介補法 救急法 患者運搬
法　　調剤法大意
軍医長病院長又ハ隊附医官ニ於テ看護卒ヲ受取ルトキハ看護長ヲシテ第
七條ノ第ニ第三教科ヲ教習セシム可シ
　但病院内看護卒舎狭隘ニシテ其総員ヲ容レ難キトキハ便宜若干名ヲ歩
兵隊ニ留メ病院ニ通学セシムルモ妨ケナシ
第五條 第七條第二第三ノ教科ハ看護長ヲシテ専ラ之ヲ教習セシムト雖トモ医官之ヲ指揮監査ス可シ
教習全ク卒レハ近衛鎮台ニ在テハ軍医長営所ニ在テハ病院長分営ニ在テ
ハ連隊長其熟否ヲ検査シ都督或ハ司令官又ハ旅団長ノ許可ヲ得テ二等看
護卒ヲ命スル者トス
　但近衛及鎮台営所病院ニ在テ二等看護卒ヲ命セシトキハ諸隊ニ要スル
人員ハ直ニ配賦ス可シ爾後病気事故等ニテ欠員ヲ生スルトキハ鎮台営所
ニ在テハ病院附看護卒ノ内ヨリ之ヲ補ヒ近衛ニ在テハ補充員ニテ第七條ノ
教科ヲ卒業シタル後之ヲ補フモノトス
徴兵看病卒ニハ左ノ教科ヲ教習シ六ヶ月間ニシテ卒業セシム可シ
　第一教科
　　　其一　柔軟体操
　　　其二　歩兵教練
　第ニ教科
　　　其一　人体造構ノ概略
　　　其二　看護卒背嚢並携帯具ノ用法
　　　其三　三角繃帯用法
　　　其四　繃帯撒絲ノ製造
　　　其五　繃帯術
　第三教科
　　　其一　看護法
　　　其二　治療介輔法（伝染病看護法から変更）
　　　其三　救急法
　　　其四　患者運搬法
　　　其五　調剤法大意
 看病卒一名ニ付教習ニ要スル品目左ノ如シ
　　一　看護卒教科書　一冊 　　一　看護卒教科書　一冊
　　一　図附三角繃帯　一枚 　　一　図附三角繃帯　一枚
　　一　白地三角繃帯　二枚 　　一　白地三角繃帯　二枚
　　一　片頭軸繃帯　三巻 　　一　片頭軸繃帯　三巻
　　一　布　　　　　六尺 　　一　布　　　　　六尺
　　一　布袋　　　　一個 　　一　布袋　　　　一個
但シ以上ノ品目ハ満期ノ際各自ニ附与スル者トス
173
　第三條   
第一教科ノ授業卒レハ連隊長ハ之ヲ病院長ニ引渡
スヘシ
但シ近衛ニ在テハ近衛軍医長ヲ経テ東京鎮台病院
長ニ引渡スヘシ
第八條
第七條
＊明治十九年徴兵看護卒取扱手続廃止
陸軍看護卒ハ近衛鎮台ノ歩兵連隊ニ編入シ第三項
ノ教科卒業ノ後チ各部隊ニ配当スルモノトス
陸軍看護卒ニハ左ノ教科ヲ教授シ六ヶ月間ニ卒業セ
シム
陸軍看護卒ノ教育ハ此規則ニ拠ル其入隊ノ手続ハ
新兵入隊定則ニ異ルコトナシ
病院（重病室）ニ在テハ第ニ教科授業ノ初メニ於テ修
業者ニ左ノ品目ヲ官給ス而シテ此品目ハ現役満期ノ
時ト雖トモ各自ニ携帯セシメ返納セシムルニ及ハス
第二第三教科ノ教習ヲ卒レハ病院長其習熟ヲ検閲シ
本人手帖卒業列叙区書ニ看護学卒業ノコトヲ記入シ
後チ所要ノ部隊エ近衛所要ノ人員ハ該衛軍医長ニ引
渡スヘシ而シテ卒業名簿並ニ配附表ヲ調製シ之ヲ所
管ノ軍医部ニ報告スヘシ
　　但近衛軍医長ハ本項ニ拠リ卒業者ヲ受取ルトキ
ハ直ニ衛下各隊ニ引渡スヘシ
第二第三教科ニ在テハ医官看護長之ヲ教授ス而シ
テ病院長分営ニ在テハ高級医官以下傚之ハ其教育
上ヲ監視スルモノトス
　第九條
明治19年徴兵看護卒取扱手続と明治20年陸軍看護卒教育規則の比較
第一教科ハ歩兵隊第二第三教科ハ病院分営ニ在テ
ハ重病室ニ於テ之ヲ教授ス第四條
第六條
對馬警備隊看護卒モ亦此規則ニ準拠シ教科ハ其要
領ヲ教授シ四ヶ月ヲ以テ卒業セシム
前條ノ教習卒レハ該卒ヲ近衛鎮台ニ在テハ軍医長営所ニ在テハ病院長分
営ニ在テハ隊附医官ニ渡ス可シ
明治二十年陸軍看護卒教育規則
明治20年12月陸達第百五十五号
表 13 
                   
表 14 
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表15
西暦 明治 月 日 陸軍の動き 月 日 制度制定と改革
1868 初年  陸軍病院では日給の看病人を使用
1871 4 7 14  廃藩置県 7 5  兵部省内に軍医寮が置かれた（軍医寮は明治6年5月廃止）
1873 6 1 10  徴兵令の発布 5  会計部病院課に看病人、看病卒位置づけ、志願兵(壮兵)を使用
1875 8 11 10 「看病人看病卒服務概則」制定
1877 10 2  西南戦争開始  「看病夫」を日給で雇い、看護法に熟達した者には「証書」を附与
1879 12 10 27  第一回徴兵令の改正  第三条の変更により徴兵看病卒の徴集の準備開始
1882 15  壬午事変勃発 9 11 「陸軍研磨証書」5名に附与
1883 16 5  ﾄﾞｲﾂのﾍﾞﾙﾘﾝﾍ内務省御用掛柴田承桂視察に赴く 11 10 「明治十六年徴兵看病卒取扱手続｣制定
12 28  第二回徴兵令の改正  第11条の一年志願兵制は経費が自弁できる看護卒育成が対象
1884 17 5 24  ｢看護卒｣に改称
6 25 「明治十七年徴兵看護卒取扱手続｣改正
1885 18 3  陸軍ﾒｯｹﾙを招聘し軍制改革に着手 4 4  「一年志願兵歩兵並ニ看護卒取扱手続｣制定し、一年志願兵制度による看護卒志願者を召募
1886 19 2 26  陸軍省医務局設置
6 5 「赤十字ニ帝国政府加盟調印」 4 5 「明治十九年徴兵看護卒取扱手続｣制定
11 15  ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ条約加盟の件国民に公布
1887 20 2 5 「担架術教育規則」制定
「担架卒選抜教育復習規則｣制定
5 18  日本赤十字社篤志看護婦人会設立
5 19  博愛社が日本赤十字社と改称
6  足立寛日本赤十字社篤志看護婦人会で看護法の講義開始
12 28  ｢陸軍看護卒教育規則｣制定
1888 21 12 1  ｢陸軍看病人磨工召募準則」制定
12 24  ｢陸軍衛生部現役看護手補充条例」制定
徴兵・壮兵看病卒廃止。隊附に看護手、病院官衙には雇人看病人に変更
される
12 24  ｢陸軍衛生部現役下士補充条例」制定
12 25  ｢陸軍看護学修業兵教育規則」制定
1889 22 1 22  第三回徴兵令の改正(法律第一号）
2 11  大日本帝国憲法公布
1890 23 4  日本赤十字社で看護婦養成開始
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陸軍･政治の動向と陸軍看護制度の変遷（明治１～明治２２）
護
制
度
第
一
次
改
看
護
制
度
第
二
次
改
革
記号：     病院移転 
 
図図１ 戊辰戦争平潟口白河口戦時医療体系 
6.17平潟村地福院に病院設立 
        （6.17～22） 
7.22 小名浜に移転 
   （7.23～26） 
7.27 平に移転 
9.4大病院を名乗る 
（7.27～10.29） 
 
 
 
念佛堂 
海徳寺 
 
8.13 相馬病院設立 
横浜病院へ患者移送 
飛隼丸①6.21 ④7.14 
三国丸②6.25 
安豊丸③7.4 
英国船⑤7.18 
万里丸⑥7.25 
 
横浜軍陣病院へ 
寛斎 
6.13 品川沖出発 
6.14 富士艦に乗船 
記号：     東征軍の進撃 
    病院移転 
        負傷兵の送 
        陸送で大病院へ移送 
        船で大病院へ移送 
      動病院（野戦病院） 
         不動病院  
    
三春の竜穏院に三春病院 
  設立＝天朝病院 
〇福島 
〇7.29 二本松戦争 
〇6.16 
寛斎平潟着 
7.13 平落城〇 
山道軍二本松に進撃 
＊山道軍 8月に白河口軍
に編入された 
海道軍四倉、 
広野へ進撃 
〇7.23.26 広野戦争 
〇7.28～29 木戸・ 
富岡戦争 
 
〇 8.7 浪江戦
 
〇郡山 
〇 
会津若松 
猪苗代湖
 
 
〇白河 
〇棚倉 6.24 
水戸〇 
那須〇 
〇那珂湊 
三春からは旧陸羽街道を
堀越に移送。那珂川を舟
下、那珂湊から汽船で横
浜へ移送。あるいは夏井
川を経て移送。 
  
陸送で横浜へ移送 
① 8.22 ②9.18 
③ 9.25 ④10.9  
出典：佐藤省三編『寛斎日記』35～36頁。 
註：出典に佐久間「『奥羽出張病院』の研究」、「『奥羽出張病院』の研究（承前）」を参考に筆者作成 
 
東京大病院へ 
陸送で東京大病院へ患者移送 
1 番：10.26、2 番：10.27 
3 番：10.28、4 番：10.28 
至新潟 
至日光 
負傷者の搬送には戸板 
の使用、又は小荷駄 
の人馬方があたった 
〇8.11 駒ヶ峯 
〇8.7 黒木 
176 
新潟軍病院 
寺泊軍 
病院 
柏崎軍病院 
 
出雲崎 
軍病院 
三条軍病院 
五泉口軍病院 
・安勝寺・清林寺内に設置 
津川 
 
長岡軍病院 
・料亭綿松及び 
栄涼寺内に設置 
小千谷軍病院 
・洋方医石坂松庵宅設置 
・各藩で野戦病院設置 
浦佐軍病院 
高田軍病院 
・高田寺町浄土宗来迎寺内に設置 
・会津藩との戦闘に備え善光寺内に設置 
・軍医は前進 
記号：    不動病院 
            中間病院 
       動病院（軍病院、分院、支病院） 
        
      
         
 
 
 
 
至庄内
 
村上軍病院 
・家老久永の邸宅 
 
動病院 
新発田軍病院 
・裏町長徳寺内に設置 
・藩医らは前線軍医と 
しての立場で活動 
・帰順藩医の登用 
至米沢 
阿賀野川
 
中間病院 
不動病院 
与板軍病院 
信濃川
 
中間病院 
動病院     
至只見（会津） 
八十里峠 
直江津 
鯨波 
根病院＝兵站病院 
・本病院とも呼ばれた 
・従軍各藩藩医が治療 
・ウィリスは明治元年 
9月 1日に到着 
榎峠 
見附軍病院 
関原軍病院 
東京・横浜の 
病院へ後送 
新潟軍病院（8/2～10/12）は 
・法音寺及び善導寺内に設置 
・後送患者の激増に元北山屋敷・元大島屋敷・
長照寺南角・善導寺前元御組所屋敷 
の 4ヵ所を増設 
➱薩摩藩・長州藩・越前藩・高鍋藩・加州藩・
高田藩 6藩の軍病院勤務医師団による組織 
 
吐津 
坂下口 
長岡口 
＝仮繃帯所 
 ➱編成・各藩一隊に医師 2名 
    ・薬剤方又は調合方 
図２ 戊辰戦争越後口軍病院と戦時医療体系 
負傷者の後送経路 
 
註：蒲原「明治戊辰戦争越後口病院の変遷（上）（中）（下）」 
を参照に筆者作成 
海路で後送 
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「看病人看病突服務概則」による管理体制 図３
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×× ×× ×× ×
看護卒① 看護卒② 看護卒③ 看護卒④
看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧
× × × ×
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×× ×× ×× ×
看護卒① 看護卒② 看護卒③ 看護卒④
看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧
×× ×× × ×
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧
×× ×× × ×
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
管理基準： 二等看病人➝看病卒２０～２１名に１名
三等看病人➝看病卒８名に１名
看病卒　　　➝患者６～１０名に１名
記　　号： ×＝患者 　　
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三等看病人
三等看病人
二等看病人
【
図
３
】
明
治
八
年
「
看
病
人
看
卒
服
務
概
則
」
に
よ
る
管
理
体
制
明治 7年『三角繃帯用法』附録「図附三角繃帯」             図４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図４】
 
 
 
『三角繃帯用法』附録「三角繃帯
図附
」
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             『三角繃帯図附』の解説         【図５－１】 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            『三角繃帯図附』の解説         【図５
図の
番号
8 目の創に頚巾状巾を用いる方法
14
目の創に頚巾状巾を用いる方
法
22
目や額の創に頚巾状巾を用いる
方法
10
耳・頬・頤・下顎の創に頚巾状巾
を用いる方法
24
手の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法
29 額の創に頚巾状巾を用いる方法
6
手の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法
11
手の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法
15
足の軽い創に頚巾状巾を用い
る方法
18
足の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法
26
27
28
32 手の創に頚巾状巾を用いる方法
『三角繃帯用法』の説明
先尖(まずせん)端より
下縁に向て幾重にも
畳み随意(おもうまま)
の幅となすへし。
先尖(まずせん)端より
下縁に向て幾重にも
畳み随意(おもうまま)
の幅となすへし。
『三角繃帯図附』に描かれている絵
腕の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法
頚
巾
状
巾
先端より下縁に向かって
幾重にも他畳凡頸巾状巾
の用法(もちいかた)は甚
だ簡(てみじか)にして爰(こ
こ)に書載(かきの)せ教訓
(おしえさと)すに足ず。唯
二本の帽子針にて其両方
の端裾を縫着け又は之を
結ぶべし。
頚
巾
状
巾
先端より下縁に向かって
幾重にも他畳凡頸巾状巾
の用法(もちいかた)は甚
だ簡(てみじか)にして爰(こ
こ)に書載(かきの)せ教訓
(おしえさと)すに足ず。唯
二本の帽子針にて其両方
の端裾を縫着け又は之を
結ぶべし。
 
180    
図の
番号
1
足の骨の砕けた者に頚巾状巾
で副木を固定する方法
2
頚巾状巾で腕に副木（剣鎗或は
其鞘）を固定する方法
12
銃（てっぽう）と頚巾状巾を用い
た副木の固定方法
16
木の枝を副木（鎗破たる車の
輻或は樹枝）として頚巾状巾
で固定する方法
先手（まって）の甲を此巾
の上に置くべし。其置方
（おきかた）は腕頸を下縁
の中央に当て尖端の方は
指頭に至り折反して再腕
頸に至り両方の端裾（た
んきょ）を尖端の上にて交
叉（やりちが）へ再腕頸の
背中にやりて結べし。
7 手の創に半巾を用いる方法
足の創を巻くには先ず足
蹠（あしうら）を巾の中央に
当て尖端を趾の方に向け
爰にて折反し足の甲の方
にやり両端裾にて踝骨の
周囲（めぐり）を纏（まと
い）、足甲にて交叉へ再足
蹠にやり爰にて結べし。
23 足先の創に半巾を用いる方法
肩の創を巻くには二
枚の半巾を用うべし。
其一は頸巾（えりまき）の
如く畳重ね腕の保持巾(腕
を繫保つ三角巾という義）
となして前腕に施すべし。
さて其一に創を受たる肩
の上に当て尖端を頸の方
に向け下縁を上膊（うわう
で）の中央に当て両端裾
を其内側(腋下）に廻して
交叉へ、再其外側にやり
て結ぶべし。さて其尖端は
保持巾を通し頸の方に引
き再保持巾の上に折反し
て帽子針を刺し縫止むべ
し。
33 肩の創に半巾を2枚用いる方法
『三角繃帯図附』に描かれている絵
半
　
　
巾
小き二枚の巾入用な
るときは尖端の処より
下縁の正中（まんな
か）まで正直（まっす
ぐ）に割くべし。
凡骨の傷つきたる病人を
病院に輸(おく)るには副木
を其場所に当て之を保護
せざれば其場所揺動き大
に其痛を増し、又其創の
性(たち)も悪(あし)くなるな
り。抑々(そもそも)副木と
いう者は傷を受て其骨の
揺動)き固持(もちこたえ)
る力を失たる者に、外より
力)となるべき者を副え縛
固めて固保ることの出来
る様になす者なり。然(さ)
れば若用意の副木缺(か
く)るときは何にても其代と
なる者を用うべし。譬(たと
え)は剣鎗(けんやり)或は
其鞘(さや)（第２図)を見合
すべし・銃（第12図)を見合
すべし。折たる鎗(やり)破
たる車の輻(や)、或は樹
枝（第16図)を見合すべ
し。藁(わら)葦(い)等の束
(つかね)たる者を其場所
に当て之を巻縛るが如し。
斯く巻縛るには頸巾の如く
畳まるる者を宜（よろし）と
す。譬(たとえ)は手拭(て
ぬぐい)腹帯(はらおび)手
綱(たづな)銃(てっぽう)の
紐｢ランドセル｣の緒(ひも)
等の如し。
副木其外骨の砕たる
者を撑(ささゆ)る道具
を用るとき之を結固
(むすびかた)むる等に
用う
『三角繃帯用法』の説明
頚
巾
状
巾
－２】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
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             『三角繃帯図附』の解説         【図５－３】 
  
 
図の
番号
19 胸の創を巻く方法
20 胸の創を巻く方法
13 背中の創に用いる方法
4
17
25
34
四肢の切断された部位に用いる
方法
31
腰の創に三角巾を全巾で用いる
方法
9 頭の創に頭巾を用いる方法
21 頭の創に対する頭巾の方法
大腿は上膊（うわうで）より太きず故に、全幅の三
角巾を用いる。但し巾の下縁にて大腿の上部を
巻き両端裾を二重廻して結べし。若股の肥太た
る者にて結び難き者は大なる帽子針二本を用い
て縫止むべし。
『三角繃帯図附』に描かれている絵
大腕保持巾(手を繫保つ三角巾
の方法）
頭
　
　
巾
頭創を巻くには先（まず）三角巾の中央を頭の巓
上（てんじょう）に当て其下縁を額に垂れ其尖端
を項（うなじ）に垂れさせ其の下縁にて額を覆い
両方の端裾は耳上を超え頭の后（うしろ）に廻し
爰にて交叉（やりちが）へ再額に廻し此処にて結
ぶべし。此時項に垂たる尖端を前になし置たる交
叉（やりちが）の上に折反し頭の巓上にやりて縫
着くべし。
『三角繃帯用法』の説明
腕を適好（ほどよ）き位置に繫保たんには先一方
の端裾を取りて創なき方の肩を超させ項窩（うな
じ）を回り向側に送り、爰に止めおき又一方の端
裾を胸前に垂れ応（こころ）を用い、手軟に屈（か
がめ）たる腕を巾の中央に当て其先端は臂后（ひ
じのうしろ）一寸六七分許（ばかり）を余しおき。さ
て其の端裾を腕の前より上に向て曳上げ創つき
たる肩の上にやり項窩の処にて先に回きたる端
裾と取合せて結止めさて臂后に余したる尖端を
前に廻し帽子針にて縫止むべし。
全
　
　
巾
背中の創を巻くにも胸と同じ方法を用いる。忠、
胸と反對（うらはら）となり、后の所は爰にて前と
なるの違いあるまでなり。
胸の創を巻くには先巾の中央を胸に当て其尖端
は一側の肩を超へ後方に引き、下縁は胸腹を被
い両端裾を右左の脇下に廻し、背にて相互に結
合せさて尖端を右の結目の下に通し再之を上に
折反し帽子針にて縫止むべし。
182 
183
〈大阪陸軍臨時病院病棟管理方法〉
・３０棟を並列形に建設、５区に区分、１区は６舎（１舎＝重病舎、５舎＝軽病舎）
　１区 　１区 １区 １区
＊ 石黒忠悳「大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号」57頁を参照し作成
重
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
重
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
重
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
重
病
舎
軽
病
舎
【
図
6
】
「
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
」
病
棟
管
理
図
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
軽
病
舎
       1  区  
 
軍医正１名、軍医以下４名 
雇医凡そ７名、 
看病人2名、看病卒81名 
重病舎１舎 
患者４４名 
  
 
軍医以下1名 
雇医２名 
看病人１名 
看病卒２１名 
必要とされた看護者数 ：看病人２×５区＝  １０名 
                看病卒８１×５区＝４０５名  
軍医以下３名、看病人１名、
雇医５名、看病卒６０名 
軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 
軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 
軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 
軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 
軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 
軽病舎５舎 
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【図７
】大阪陸軍臨時病院発行「看病夫証書」
 
出典：『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』 
   陸軍省、1879年、68頁 
185
【
図
8
】
　
徴
兵
看
護
卒
と
陸
軍
看
護
卒
の
任
命
シ
ス
テ
ム
の
比
「徴兵看護卒」の任命システム 「陸軍看護卒」の任命システム
（明治十九年徴兵看護卒取扱手続） （明治二十年陸軍看護卒教育規則）
諸兵・徴兵看護卒 
歩兵隊に編入し、第一教科を教習 
軍医長        
病院長 
隊附医 
の下看護長より 
第二・第三教科を教習 
病院長 
連隊医 熟否を検査 
二等看護卒を命じる 
陸軍看護卒 
歩兵連隊に編入 
六
ヶ
月
間
 
 
 第一～第三教科を学ぶ 
 第二・第三は 
 病院分営や重病室で実習 
 病院長が検閲し本人手帳に 
 「卒業」「看護学卒業」を明記 
卒業名簿と配附表を 
軍医部へ報告 
＊条件は、戦時要員の欠員を生じないこと。
＊軍事上の教育を受けた初年兵で各兵一中隊より半人づつ補充員とする。
戦時一師団 看護長 97人
留守師団 看護卒 186人
平時一師団 看護長 52人
看護卒 29６人 現役 62人
〈各兵中隊に１人）
予備役 104人
後備役 130人
看護卒は看護卒で再役志願者の
者
対策定員
平時戦時における看護長看護卒の補充方法（案）
看護長の欠員は看護卒にして「下
士適任書」を所持する者より補欠
する
（報告者作）
　　
準
士
官
十
等
二
等
一
等
二
等
一
等
二
等
一
等
上
等
兵
一
等
卒
ニ
等
卒
参考資料：　明治６年は太田臨一郎『日本近代軍服史』189～190頁より抜粋
明治２９年・３８年・４２年はそれぞれ『軍制学教程』より抜粋
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【図１０：看護長･看護卒の変遷】 【図９：看護長･卒補充方法】 
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【
図
1
1
　
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
に
よ
る
衛
生
部
下
士
補
充
シ
ス
テ
ム
】
　　上等兵 衛生部下士　　兵卒
歩・騎・砲・工・輜重の初年兵 
 ６ヶ月の軍事上の教育 
篤実温厚読書算筆ある者 
「看護手候補者の名簿」に登録 
看護学修業兵として 
衛戍病院で６ヶ月間看護法を学ぶ 
看護学修業兵試験に合格 
看護手欠員時看護手に昇格 
「看護学修業兵名簿」に登録 
２年間看護手を務める 
「衛生部下士候補者名簿」に登録 
三等看護長又は 
三等調剤手に昇格 
学科：口答 
術科:実施（包帯術・救急術・患者運搬法） 
【資料１】
 
 益頭
 駿次郎『欧行記』
 
 
大塚武松編 『遣外使節日記纂輯第１‐３』
（
日本史籍協会、 一九三〇年
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「欧行記二」一八六―
一九〇
頁に病院見学の記録
 
 
 
 
○三月十九日
 
曇朝雨
 
晝前巴里斯の病院を一見として我国医師二人を同道す。其病院
は方六十間余り三四階作にて最大廈なり。最初何ヶ年前巴里斯市中の商家一同にて諸人のため設けし由。当時は追々増加して且病院一体の家規矩は先つ入口に医師所あり、第二は諸薬調合所あり、第三に 諸薬製煎所あり、第四には湯飲所あり、第五 は沐湯所あり、第六には蒸気温室 又
寒
マ
頂
マ
を請るの
一室あり、第七には諸布洗濯所あり、第八には病人
臥具衣服改請取渡し 九 病人の食料製し所あり、第十には病死人を差置所あり、此所一人毎にブリキにて張りたる台に載半経の覆を掛け首計見える様の製具なり、第十一は病死人を解体所あり、此処には既
二
人の女子の腹をさき五臓六腑を分け其
侭にあり、
第十二に 火温蒸所あり是は匱の内へ体入れ首計り箱 外へ出
し薬気の火温を以惣身の体
を温むる所なり。外病 を差置局十八 一局毎 三十四ヶ の鐵床 。夜具は悉く布を用ひ一床毎に食台を設けあり。当時病人五百六十人居住すと云。茲に病院月々入費出金の基本を尋問せし 第一は市中の豪家より奇特金差出、第二は市中の劇場見世物其外都て人寄にて遨遊所へ入輸す価の高凡百フランク もの 二十フランク 高 取立る法なる由、故に右の場所には病院の収金 扱ふもの一人つつ差出置右日の内に取立候由、第二には不融通のものあり。品物質入にして凡百フランク高のものへ七 フランクを貸し一ヶ年利足六フランクとして期限と極め当人請戻しなしか きも は流物し其品を商人へ糶売なし過銀な 時には其内 元利を引殘銀は病院の入費の高へ加へる由 組合商家も親子の身寄のものなく死去して家相続なすものなき時は家主死する時家財を病院へ差納度義遺言あらは左 通病院 入費に加へ又遺言なく たるも は 財は政府 没収なすと云入費の仕法は大略前條のことく あり、当時仏国八十八部に部落を区別し
、右は一部毎
に奉行を置之れを支配し小部にて下奉行 差置大略 部毎に病院は有之、小部 は病院を作りても僅の病人数にては空しく入費相掛無益に属し候場所も有之右様の場所 別に病院は無之若病人有之節は近辺大部落 へ差遣し養生為致 法にて尤 其外 病院無之場所より右條々仕様通り割合候て入費も差出す〇当時仏国には大小三十余の病院有之候由〇病院へ入るもの手続方極困窮にて飢渇に迫り候程 ものは一切病院の収賄
死去
ママ
致し候
節は葬理邊も病人入用の中を以取行候由、又格別の困窮 無之候ても医師を招き療治相受候て 多分の入費も相掛殊に療養方不行届等の族 病院 入療養 受け 日に二フランクから六フランク位の価を拂少 入費を以十分 療養相加候由〇病院医師の義は四十人有
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之内十人は上等の医師にて跡三十人の分は自分修行旁調薬等司り候ものの由、早朝より病院へ罷出診察致し午後に及帰宅いたしアバミニストレーションと唱へ病院一切の事を惣轄いたし居役所有之尤役所願出候ものは夫々病症を診察し其病により入り部屋にて所を撰み出役所の命にて夫々分配いたし候趣〇病院看病男は一体仏国民間の若き男百人有之候へは五十人は兵隊にいたし候制度に有之候処右兵隊の内にて病院に入り看病を望む
□ ママ
時は七ヶ
年の期を限り召使ひ猶また兵卒に致し候由尤右七ヶ年中には大略医師の筋を心得候様相成相應出来いたし候ものはエルス、ヲシュルと相唱へ候て半は医師半 士官にて兵卒の中に加り戦争等の節疵受 の療治等為致候趣〇別 バレイス中にストラジビュルグと相唱へ候陸軍の為に み設置候病院有之候〇右病院は前病院 比し候ては一層広大 て病症千八百床程も有之候趣右は全く政府入費 陸軍の 士官等の入り 病室 清潔にし 手広に作り恰も旅宿に居ると同様に有之候由右陸軍病院附頭取たる医師 医学校 中
 
療養
学術共相勝れ のを選み六七年の中半者ハレイス平人の病院に入り修行為致半 ア ビヤ邊へ差遣し小戦争の節士卒 疵傷を負ひ候ものを療治致し実地 修行相熟 上 てミレタイレと唱へ候医師頭に取立 医師の位階 陸軍にて申 得はゼネラールの官 相適り候位階にて医師の棟梁に有之一ヶ年の給分二千トルラル程に有之候由〇右は全く仏国にては陸軍の世界第一と申請へ候程 義 付格別陸兵 為には力を蓋 撫育いたし 趣に有之〇薬園の近傍に婦人のみの病院有之候右は婦人の狂気いたし候ものを入れ相養病院て所謂狂癲院と相唱へ候場所 て又婦人 老若 至り四肢不得 もの此院 入れ養生為致候趣〇男子は狂気いたし候もの別に有之 由
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（句読点
は報告書付記）
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【資料２】
 
 玉蟲左太夫『航米日録』第四
 沼田次郎・松沢弘陽校注 『日本思想
大系
66 
西洋見聞集
』
 
（岩波書店、
一九八三
年
）
一〇四‐一〇五
頁
。
 
 
ワシントン滞在の記録
 
 
 
四月十四日
 
晴
 
滞留、巳後同伴三両人ニテ旅館ヨリ東北ニ行ク、十五六町ニシ
テ一巨屋アリ、高サ
 
四層ニシテ長サ十二三間横十間余、周囲ニ木柵ヲ
繞めぐら
ス、石
ニテ玄関ヲ造ル、 即チ病院ナリ。 始メ二階上ニ登ル。 大小ノ房室相並ビ数十個アリ。男女各限隔ヲナシ、病者臥シ居タ 一房多キハ七八人少キハ五六人、病者女ナレバ女、男ナレバ男ヲ以テ監視セシム。寝室・食床極メテ清潔ニス。医官数人其傍ニ在テ時々ニ診察ス。又一房ニ骸骨ヲ列ス、五臓六腑皆備具ス。外ニ胎内 小児、一月ヨリ十月ニ至ル迠ノ死骸ヲ焼酎ニ浸 玻璃壺ニ入ル、其形チ生ケタル如シ。又一房ニ外療ノ具アリ。木材ニテ四体ヲ象ル、又
俎まないた
ニ似テ大ナルモノア是ヨリ奥ニ入
リ房室数ヶ所ア 。其内一房 天主 安置シ 正面ニ十字上ニ縛セラル裸体ノ人形ヲ金色ニ
鏤ちりば
メ安置シ、其後ロニハ男女相対シタル画ヲ掛ク。左右ニ瑠璃色ノ瑠璃
中ヘ燈ヲ点ジ頗ル深遠ナリ。女僧黒衲衣ヲ服シテ是ヲ守護ス、男ノ入ルヲ禁ズ。予等ヲ導キシモノ始メ男 シテ、此房中ヘ入リシトキ女僧一人付き副フテ、男ハ戸外ニ待ツ。尤其女僧ハ常ニ十字木ヲ腰辺ヘ帯ブ。天主堂ヘ入レバ腰ヲ屈シテ礼拝シ居ル。是定メテ病人ノ為メ安置スル ラン 外病人ノ取扱ヘ一ノ遺漏ナク感心スベシ。
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【資料３
】
 
福沢諭吉編纂『西洋事情』
 
尚古堂、
一八七〇年
 
＊句読点は富山正文編者代表『福沢諭吉選集
 
第一巻』 （岩波書店、一九八〇年）
「西洋事情
 
初編巻之一」一二〇―一二一頁を参照。
 
 
病
 
院
 
一
 
病院ハ、貧人ノ病テ医薬ヲ得サル者ノ為ニ設ルモノナリ。政府ヨリ建ルモノアリ、
 
 
 
私ニ会社ヲ結デ建ルモノアリ。英国及ヒ合衆国ニ此法最モ多シ。私ニ建ルモノハ、
 
社中ヨリ王公貴人富商大賈ニ説テ寄附ヲ請ヒ、 病院既ニ成ル後モ尚ホ年々定タル寄
 
附ノ金高ヲ集メテ長ク病院ヲ持続ス 又病院ニ入ル者モ、極貧ノ者ハ全ク費ヲ出サ
 
ザレトモ、稍ヤ産アル者ハ貧富ニ応シ 医療ノ費ヲ払フ。各国 首府都会ニハ、病
 
院アラサル所ナシ。〇病院ノ法ハ各国大同小異、左 仏蘭西病院ノ法ヲ示ス
 
 
 
巴理斯ニ病院大小十三所 リ。一院附属 医師、各々八人ヨリ十五人、最モ大ナル病院ニハ三十人アリ。介抱人 男女両様アリテ、男子ハ病男ニ属シ、婦人ハ病婦ニ属ス。病人五十人ニ介抱人十名ヲ附ルヲ定則トス。又「ノン」ト称スル者アリ。コレハ老若婦人、不幸ニ逢フ歟、又ハ他故アルモノ、神明ニ誓テ若干年ノ間 病者ヲ扶ケント自カラ約シ、其年期内ハ、男女ノ交 絶チ、清潔ヲ守ルコト、本邦ノ尼ノ如クシテ、病院ニ入ル者ナリ。故ニ此「ノン」ハ病者ヲ介抱スルニ男女ヲ弁セ 、臥床ニ近ツクコト妨ナシ。 又 「 ン」 ハ固ヨ 自カラ好テ院ニ入ルモノナルカ故ニ俸金ヲ受ケス、唯衣食ノ給アルノミ 院 留ル時日モ定限ナク 今日既 入 トモ意ニ適セサレハ明日出ルヲ得。〇十三院、各所 布在スト雖ト 王宮ノ近傍ニ官ノ役所アリテ、官ヨリ吏人ヲ置キ、総病院ヲ支配ス。故ニ都下ノ人民 病院ニ行ント欲スル者ハ、先ツ此役所ニ至リ、官ノ免許ヲ受ケテ然 後、病院ニ入ル。〇病院ノ費用ハ、総テ政府ヨリ出スル ナシ。初メ之 建ルトキハ都下ニ命ヲ下シ、各戸ヨリ貧富ニ応シ 出銀セシメ 其後、 ヲ修理シ、或ハ病者ニ与フ 薬品衣服ノ価、及ヒ婢僕給料等ノ費ハ 左ノ法アリテ金ヲ集ム。
 
 
第一
 
都下ノ人、各其志ニ従テ病院ニ金ヲ修ルコト、本邦ノ寺社ニ寄附スルカ如シ。
 
 
第二
 
都下ノ芝居、見セ物、其外遊楽ヲ以テ利ヲ得ルモノハ、得ル所ノ金、十分ノ四
ヲ、病院ニ納メシム。
 
 
第三
 
貧困未タ甚シカラサレトモ 自家ニ医師ヲ招クノ力ナクシテ病院ニ入ル者ニハ、
医薬ノ価トシテ、一日ニ二「フランク」乃至四・五「フランク」ヲ納メシム。
 
 
第四
 
政府ヨリ貸附所ヲ建テ質物ヲ取ル。其法一年ヲ期限トナシ、利息六分ヲ収ム。
品物ヲ質入シタル者、期限ニ至テ金ヲ償ハサレハ、其物ヲ出シテ糶売トナス。例ヘハ初メ質入レシタルトキ百両ヲ貸シタル品物、
糶売ニテ百三十両トナレハ、一
年百両ノ利息六両ヲ引キ、残リ二十四両アリ。之ヲ病院ノ費用トス。
 
 
第五
 
西洋諸国ニハ養子ノ法ナシ。故ニ父母妻子ナキモノ死スレハ、其家産盡ク近キ
親属ニ帰ス。若シ親属モナクシテ家産帰スル所ナキトキハ、之ヲ政府ヘ収テ病院費用ヲ供ス。
 
右ハ仏国西病院ノ通法ナレトモ、海陸軍病院ノ如キハ其費
用全ク政府ヨリ出ツ。
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【資料４
】
 
 英国
探索
（福田作太郎筆記）
 
 
 
 
沼田次郎・松沢弘陽『西洋見聞録』 （岩波書店、一九七四年）五一四―五二二頁。
 
 英国倫敦府病院并学校の事
 
１
 
竜動には、 数百年前より既に病院の設け有之、 其後人口増加仕候に随ひ追々建立いたし、
当時にては最早三拾余ヶ所も有之由。
 
２
 
右病院は、家計富饒にて安楽に日を送候者其外惣て仁恤の志有之者共損金いたし取建、
其後も年々損金いたし、病院中諸費を取賄、貧民は救助仕候様に主法相立有之由。
 
３
 
右寄附金を出し候者は、上は国王・諸大臣を始、下は士官・町人に至るまで、銘々思
思ひに出金いたし候事にて、素より員数等取極有之訳に 無之、全く仁受を施し、志の厚薄、家計の多寡に従ひ 候由。右の内、年々員数を取極置差出候者も多く有之由。
 
４
 
右様年々取極候金を出候ものの内 三ポント三シルリング出候者はゴウノルと唱、其病
院の儀に付諸事相談仕、 只壱ポ
ント出候もの、 并一度に拾ポント寄附いたし候ものは、
シュブカライフルと唱へ、只其仲間に入 迠にて、諸事相談の儀は無之よし。
 
５
 
病院の制はいづれも同様にて、貧民共病気の節病院に来り診察 受、其軽重に従ひ 只
薬を申請自分宅にて養生為致、手間取候様の病気は其儘病院へ留置治療 施し、全快の上宅に返し候由。其故施薬を請候ものは甚だ多く、既にキンクスコルレジーと申病院にて、昨年中病院に入込候者は三千人計にて、自宅にて薬を申受候ものは三万人も有之由。
 
６
 
病人を差置候場所は、大抵幅四間、長さ拾弐三間の部屋 、拾四五人宛さし置、看病人
三四人宛附置候。病院に大小不同有之候へ共 何れも数百人 込候程の設有之候。
 
７
 
右の外、飲食製所・薬調合所・病人浴湯所等悉く相備居 。
 
８
 
病人部屋はいづれも清潔にいたし有之、病牀・蒲団等は七日毎に引替候由。且寒気の節
カツフル又は蒸気仕掛にて部屋内を温候様いたし有之候。婦人・小児等の部屋には金魚鉢・盆石又は草花を植候
抔にて、病人の気分を引立相慰め候様に見請候。
 
９
 
病牀の上には、 其名前・
病名、 并に引請の医師姓名、 薬法・飲食等の事
を認候札を懸置、
一見いたし候得ば、諸事分明に相知 様致し有之 。
 
10 
看病人は惣て婦人を用候。右は の外年々弐拾ポント程の給金を請候趣に候。尤病
院にて不同も可有之候。数拾人の儀に付其内壱人頭立候も 有之、
諸事差図いたし候由。
 
11 
薬の儀、薬屋相詰候場所有之 始終両三 程宛相詰居、諸薬一切備置、医師より方書
遣候へば其通調合いたし、其掛へ相渡し、数ケ月或は半年にて右入用丈けの代料を請取、外に右調剤の料として一ヶ月百五拾ポント遣し候よし。 是亦病院の大小 随ひ不同 有之由。
 
12 
医師は内科・外科・小児科等、
各弐人宛頭取候もの有之、右の外壱人宛病院へ詰切居
候。右頭取候ものは日々病人を 舞候上、薬其外の手当等差図いたし、右詰切 者は都て
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頭取の差図を請取計居、且
病人中容体相替候儀も有之候はゞ、治療向等是又頭取へ申聞取
計候由。
 
13 
右医師の頭取は、各一家を為し居、医術も熟達いたし候者にて、自分活計に不足も無
之、且詰切居候医師も修行の為めに有之候故、総て医師は一切手当等受候儀無之由。右の外修行中の医生は日々病院へ入込、病人を診察いたし、治法等を質問研究仕 、専ら実験を心掛候由。
 
14 
異病其外種々の外科施術有之節は、志有之医生共を集置、療治の次第を熟視為致、頭
取候ものより病気の縁故を悉敷申述、治療 法を指示し会得為致候。
 
15 
平日はセクレタリーと唱候取締
の者壱人有之、諸事取計、其余は看病人并に奴僕数人
有之、別段役人様のもの無之候様子に有之候。
 
16 
前条寄附金は年々多分有之、既に昨年キンクスコルレジーは七千ポントも相聚候。右
の内弐千五百ホントは両替渡世の者、千五百ホントは其他の商人、其余は国王を始諸大臣并見分有之候ものより差出候由。
 
17 
年々の寄附金にて諸費取賄候には十分有之 得共、其年に寄流行病又は不時の儀有之、
過分の入費相懸り、
積金乏敷相成候節は、其趣を新聞紙に認諸方へ差出候へば、早速志の
者共出金いたし候よしにて 聊も政府の力を借候儀は無之由。
 
18 
政府にて取建候病院は、グリニッチと申処に海軍の為一ヶ所 其外陸軍の為設け候分
所々有之候由。
 
19 
セルシーと申処に有之候陸軍病院の入費、千八百六十二年中に弐万七千五百三拾ポン
ト相掛候由。
 
20 
右高の内にて奉行其外諸役人・医師等 総 弐拾人余も有之候も ゝ手当、其外一切
の入用相籠居候よし
。尤右入用は元より所々にて不同有之候事。
 
21 
病院の内、眼病院は全く別 取建 へ共 入込居候ものは甚少く、多分は日々通
ひ診察を請候事にて、重症に無之候へば自分宅にて養生仕候由。其故
日々診察を請候もの
三四百人宛有之 。尤右眼病院も数ヶ所に有之趣、尤諸事外病院と同様 仕法に有 。
 
22 
狂病院と唱候も 有之、男女に限らず発狂いたし自宅にて養生出来かね候ものは同所
へ遣し候由。此処にても医師にて頭取を兼 もの有之、諸事取計候由。
 
23 
発狂人は男女に分ち置、余程手広の部屋へ入置、銘々の存寄次第に日を送らせ候様子
にて、一見いたし候節も、画或は音楽いたし、或は書見いたし、婦人の方も同様、縫物いたし候も画
をいたし候ものも有之候。其部屋々々の外、婦人の方は楽器等を置、踊を致し
候場所、男子の方は玉突いたし候場所有之、種々気分 慰め神心を安んじ候設有之候
 
24 
右看病人
は、男子の方は男子、婦人の方は婦人に有之候。
 
25 
発狂の上悪事いたし候ものは、同所へ入置候事にて、仮令刑罰に行ふべき程 悪事い
たし候ても、狂人 候へば其
儀無之候。既に親を殺候由の者有之、是等は生涯此院中に入
置候由。且我子を殺 、家を焼き、女王を殺さんといたし候よしのもの壱人有之、右等は全く発狂の儀にて聊主意は無之故、右様取計 よし承申 。
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26 
発狂のもの手荒に騒候者を入置
候部屋は、四方共に厚き蒲団を張詰め、如何様に騒候
ても怪我無之様にいたし置候。往々自殺を好み候者も有之、是等は切ものは一切取上げ、殊に寄手足等縛り置候ものも有之候由。 一体英国には、
身分
有之候ものは物事を深く考へ、
終に神心脳乱いたし、又貧民にてはブランシーと申強き酒を多く用ひ、其為め本心を取失候等にて、発狂人は甚だ多く
有之
よし。
 
27 
狂病院にては、薬用等にて治療
いたし候為めに無之、只々精神を落付させ、時々親切
に道理を説
聞せ、何となく本心に立返らせ候様の趣意に有之候。
 
28右の外、病院は甚多く候得共、其取建方等は何も同様の儀に有之候。
 
29府中の
キンクスコルレシーと申病院にて入金・出金の次第左の通。
 
・・・ （略） ・・・
 
30 
学校は英国にて「スクール」と相唱大小不同に候へども、竜動府中にも数百ヶ所有之、
いづれも政 より取建候ものには無之、最初有志のもの損金いたし取建、其後は稽古人より一ヶ年何程と定り候金子差出候様の法度にて、諸事其金にて取賄候よし。
 
31 
稽古の儀は手跡・算術より理学・分析術・画学等にいたる迠悉く相具り、年齢・智恵
にて其料を分ち、銘々其学を専ら稽古仕候趣。
 
32 
医学所は、先人身機関等熟知いたし候為、実物経験の前、絵図或は雛形にて十分人体
の形状を知候様いたし、夫より薬剤 学 分析の学其他医術に要用 学問は出来 様
にい
たし置、凡三ヶ年程 限といたし日々入込修行仕 。其為一ヶ年五拾ポント或 四拾ポント宛を収め候由。右の処にて学問一 通 出来候上、病院へ参り治法等実験いたし、実地修行上達の上、免許
を請、始て門戸を開き
候様取極有之由。
 
33 
右の如く修行仕候にも多年許多 金を費し故、芸術熟達の上は世上の用ひも宜敷、必
安楽に日を送り候様成行候由。其故英国にては、一芸熟練の 決 家計に苦候様の儀無之由。
 
34 
右学校中にて、商学と唱専ら商買交易の事を研究致候処も有之候。
 
35 
啞院と唱候者有之。此処へは啞のみ修行のため入置候事にて 男女の小児弐百人計も
有之。其教方は先最初五音の発 候様子 示し、其より文字は指にて相定め、其外種々手真似にて教授いたし、追々音声を 相成候。既 十七才計の婦人にて、手真似 て咄し懸け候へば、 平人の通り口上にて返答いたし候、 聊差支無之。 又十二三歳 男子にて、手様にて咄し 速に文字にて返答いたし候もの見懸け申候。大抵小児の節より十年も修行いたし候へば、一通りの咄は口上にて出来 趣に有之候。
 
36 
盲目院と唱候ものは、盲人を集め、銘々好みに従ひ一芸を伝授い し候。盲人は年輩
の差別なく六年の間は教授いたし遣、其よ 銘々自分渡世致
 
37 
読書・算術・音楽修行仕候ものも有之。又種々の織物を学び、或は籠細工・網等製候
もの有之、右の
品々は政府入用の買上、其有余は売払候由。六
年の年限相立候とも、貧民
にて自分家宅も無之難渋の者は、同所 差置細工等為致候由。
 
38 
婦人は大抵音楽を稽古いたし候様子に有之。
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 右取建方は諸病院同様にて、更に政府の世話には無之候。
 
39 
学校にて教授いたし候もの手当は、至て少分に有之候よし。尤夫々科も有之候儀、余
程大勢に有之候故、頭取と申様の人有之、其次第にて多少不同に御坐候。極少なき分は百ホント計り、夫より段々相増五百ホント計り受用いたし、又稽古人より銘々の志にて附届いたし、是
また
余程多分に有之趣。
 
40 
右の如く手当諸用いたし候へ共、盲院并狂病院の頭取などは、銘々の志にて相勤候迠
にて、諸用物は請取不申相詰 由。是は銘々の暮方は兼て活計相立候ものと相見申候。
 
41 
稽古人より差出金は其科により種々不同も有之、キンクスコルレジーと申学校にて承
候は大略左の通有之候。 （・・・略・・・）
 
42 
右学校は、諸学科 内何に限らず稽古いたし候様に取建有之、手習より性理学・器械
学・天文学等夫々其碩学の者出席いたし、稽古方等に就ても夫々差別有之、右規則及
教授
の者の名簿は一書に詳載いたし有之候。 飜解仕候へば、六七百枚にも相成可
申程の紙数
に相見申候。
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【資料５】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
看病人看病卒服務概則
（
明治八年十一月十日）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陸軍卿
 
山県有朋
 
 看病人看病卒ハ会計監督長ニ統率シ各所管会計官ニ隷属シ医事ニ関渉スル事項ハ総テ医官ノ指揮ニ従フ者トス其服務ノ綱領ハ病院條例ニ掲示ストイヘトモ今爰ニ陸軍本病院鎮台病院屯営病室ニ依テ其職務ノ綱目ヲ区別スルコト左ノ如シ
 
 
第一章
 
一等看病人職務
 
第一條
 
 
一等看病人ノ人員ハ陸軍本病院ニ二人各鎮台病院ニ一人ヲ率
トス
 
第二條
 
 
一等看病人ハ医官並ニ会計官ノ指揮 従ヒ病室内諸般ノ事務ニ厚スヘシ
 
第三條
 
 
毎朝会計官ノ室ニ至リ出勤簿ニ捺印ス又自己ノ室内ニ於テ別ニ看病卒出勤簿ヲ
 
 
設ケ捺印セシム月末 其病気引等ヲ区分シ勤惰表ヲ製シ会計官ニ呈スヘシ
 
第四條
 
 
毎日午前八時午後四時各病室ハ勿論浴室厠圊ニ至ルマテ
一々巡視シ汚穢不潔ノ
 
 
箇所アレハ担当ノ二三等
看病人ヲ督責シ看病卒ヲシテ直ニ酒掃梻拭セシムヘシ
 
第五條
 
 
前條ノ外毎日午後七時ヨリ九時迄 間ニ於テ病室 巡視 患者ノ現員ヲ点検記
 
 
載シテ日表ヲ製シ翌日午前第七 限リ会計官ニ報告スヘシ
 
第六條
 
 
二等看病人以下其職務ヲ惰リ或ハ言
行ヲ慎マス飲酒ハ勿論猥褻ノ小説ヲ読ミ雑
 
 
話高声 ヲ為ス者アレハ禁止教戒 仍ホ改心セサル者ハ医 及ヒ会計官ニ具陳スヘシ
 
第七條
 
 
職務ノ余暇ヲ以テ二等看病人以下ニ看護ノ方法ヲ教導スヘシ
 
第八條
 
 
看病卒ヲ病院内各室ニ配置シ或ハ甲室ヨリ乙室ニ交換セシム 医官ノ指揮
 
 
従ヒ処分シ而シテ会計官 報告スヘシ
 
第九條
 
 
会計官或ハ医官 命令ハ二等看病人以下ニ遺漏ナク伝達スヘシ
 
第十條
 
 
危篤ノ患者ハ該室担当ノ二三
看病人ト
熟議シ看病卒中
殊ニ誠実ノ者ヲ撰ヒ之
 
ヲ付シテ諸事懇切ニ注意看護セシムヘシ
 
第十一條
 
患者私用物請求ノ節 手拭歯磨楊枝
半紙巻紙
□
櫛石箪郵便切手烟草髪鋏
□
塵紙
 
 
 
 
等
ヲ云フ三等看病人其品目ヲ牒簿ニ記載シ毎週之ヲ湊合シ医官ノ調印ヲ経テ差
出ストキハ会計官ヘ申告シ其会計官ヨリ該隊会計官ヘ通報ノ後物品若 ハ金銭ヲ受領シ猶医官及ヒ会計官 点検ヲ歴テ之ヲ三 ニ交付スヘシ
 
第十二條
 
各病院病室内消耗品ノ出納ヲ監視シ且備付被服寝具 ハ破損セサル様ニ常々注
 
 
意スヘシ若シ破損セシモ 有ルトキハ具ニ之 点検シ ヲシテ之ヲ受領簿ニ記載
セシメ該室担当医官ノ調印ヲ得テ其破損品ヲ該院ノ会計官ニ還納シ
更ニ新品ヲ受領スヘシ
 
 
 
但患者ノ用ヒシ被服寝具等病症ニ依リ之ヲ焼却スヘキ者ハ其品目ヲ詳記シ会
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計官ニ呈シ指揮
ヲ受ケ処分スヘシ
 
第十三條
 
凡病院近傍ニ失火或ハ非常ノ事アリ災害将ニ至ラントスル時ハ患者ノ妄ニ室外
 
 
ニ出ルヲ禁シ医官ノ指揮ニ従ヒ看病卒ヲ附シテ避シム其歩行スル能ハサル者ハ車載或ハ負担シテ之ヲ避シムヘシ
 
第十四條
 
患者死亡スルトキハ シテ其死体ヲ屍室ニ移サシメ成
 
 
規ノ如ク其隊号等級姓名年齢並ニ死没ノ年月日時刻ヲ記シテ床頭ニ揚ケ看病卒ヲシテ看守セシメ若シ生前遺託ノ言アレハ之ヲ詳記シ私有物ハ之ヲ保護シ死体交付ノ時併セテ之ヲ交付シ証書ヲ取リ置クヘシ
 
  
第二章
 
二等看病人職務
 
第一條
 
 
二等看病人ハ看病卒二十人乃至二十一人ニ就キ一人 率トス其職務ハ一等看病人ニ亜
キ同官不在ノトキハ之ヲ代理スヘシ
 
第二條
 
 
二等看病人ハ各屯営病室毎ニ一人ヲ置キ諸隊附医官及ヒ会計官ノ指揮ニ従ヒ其病室内ノ事務ヲ管掌ス而シテ近衛及ヒ東京鎮台等ニ在テ 本病院各鎮台ニ在テハ該台病院
ニ管轄シ屯営病室ニ分属セシムル者トス
 
第三條
 
 
毎朝会計官ノ室ニ至リ出勤簿ニ捺印ス其各屯営病室ニ在テハ自己ノ室内ニ於テ別ニ看病卒出勤簿ヲ設ケ捺印セシム月末ニ至リ其病気引等ヲ区分シ勤惰表 製シ該隊会計官ノ点検ヲ経テ所管病院会計官ニ呈スヘシ
 
第四條
 
 
平常三等看病人並ニ看 卒ノ勤惰行状ヲ監視シ苟モ職務 怠リ言行ヲ慎マサル等ノ者アルトキハ懇切ニ教戒 加ヘ仍ホ改メサレハ一等看病人ニ申告 ヘ
 
第五條
 
 
自己担当ノ患者急劇ノ諸症ハ勿論総 異状アルヲ見ハ速カニ医官ニ報告スヘシ若シ危篤ノ者アルトキハ看病卒中殊ニ誠実ノ者ヲ撰ミ之ヲ付シテ諸事懇切 注意看護セシムヘシ
 
第六
條
 
 
屯営病室ニ在テハ毎日午前七時午後三時 及ヒ浴室厠圊ニ至ルマテ一々巡視シ汚穢不潔ノ箇所アレハ速カニ病室掛伍長ニ通知シ使役兵卒 シテ直チニ酒掃梻拭セシムヘシ
 
第七條
 
 
前條ノ外毎日午後七時ヨリ九時迄ノ間ニ室内ヲ巡視シ患者ノ現員ヲ点検記載
シ
テ日表ヲ製 翌日午前第七時限ヨリ該隊会計官ニ呈スヘシ
 
第八條
 
 
各屯営病室ニ在テ患者新タニ到ルトキ 先ツ病室ノ諸規則ヲ説示了会セシム若シ之ヲ犯ス者アラハ懇切ニ説諭シ仍ホ改メサルカ或ハ 状ヲ詐偽スル等ノ事アレハ医官ニ申告シ且病室掛伍長ニ通知スヘシ但規則ヲ説示セスシテ犯 アルトキハ己レ其責ニ任ス可シ
 
第九條
 
 
各屯営病室ニ於テ下士以下患者ヲ訪フ者アルトキハ医官 許可ヲ得 室掛伍長ニ通知シテ相見セシムヘシ
 
第十條
 
 
凡屯営病室近傍或 非常ノ事アリテ災害将ニ至ラント ル時 患者ノ妄ニ室外
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ニ出ルヲ禁シ医官ノ指揮ニ従ヒ病室掛伍長ニ通知シ使役兵卒ヲ附シテ之ヲ避シム其歩行スル能ハサル者ハ車載或ハ負担シテ之ヲ避ケシムヘシ
 
第十一條
 
患者猥リニ文書ヲ往復シ或ハ屡他人ト面語スル者アルトキハ其事情ヲ査問シ不審ノ事アラハ直チニ之ヲ ニ報告スヘシ
 
第十二條
 
患者ノ内医官ノ許可ヲ得ス テ室外ヲ徜徉スル者アラハ直チニ之ヲ制止シ且担当看病卒 不注意ヲ督責 ヘシ
 
第十三條
 
時々ノ命令布告ハ遺漏ナク看病卒ニ通知スヘシ
 
第十四條
 
職務上ニ於テ意見アラハ一等看病人ニ陳述シ指示ヲ乞フ可シ
 
第十五條
 
各屯営ニ分属スル ハ行軍ノ時列外ニ於テ跟行セシム若シ歩行ニ堪ヘサル患者アル時ハ医官ノ証言ニ困
リ患者ノ輸送ヲ掌トル者トス
 
第十六條
 
其兵隊宿陣ニ着シ医官診按 時 之ニ従ヒ シテ薬剤ノ用ニ供シ医官ノ手術ヲ助ケシメ諸事ニ注意スヘシ
 
第十七條
 
滞陣中日常診察ノ時ト雖ト
モ諸事ニ注意スルコト前條ノ如シ
 
  
第三章
 
三等看病人職務
 
第一條
 
 
三等看病人ハ看病卒八人ニ就テ一人ヲ率
トス
 
第二條
 
 
毎朝会計官ノ室ニ至リ出勤簿
捺印シ一二等看病人ノ指示ニ従ヒ看病卒ヲ指揮
 
 
シ病室内重症ノ患者ハ昼
夜ヲ論セス自ラ看病卒ノ率先トナ 懇切ニ看護スヘシ
 
第三條
 
 
看病卒ノ動作言語ニ注意シ其勤惰ヲ調査シテ一二等
看病人ニ申告スヘシ
 
第四條
 
 
病室内ノ褥床寝衣毛布蚊帳
唾壺便器等ノ備品ハ常ニ監視シ破碎毀
損セサル様ニ
 
 
注意セシムヘシ
 
第五條
 
 
病室内備付被服及
ヒ器具等破損スルトキハ一等看病人ノ点検ヲ経テ之ヲ受領簿
 
ニ記載シ該室担当医官 調印ヲ受ケ故品ヲ該院会計官ニ返納交換 更ニ新品ヲ領収スヘシ但シ
薬剤並器械等ハ同上医官ノ調印ヲ受ケ薬剤官ニ就テ受領スヘシ
 
第六條
 
 
病室内日用筆墨紙薪炭油等ノ消耗品ハ牒
簿ニ其品目数量ヲ記載シ一等看病人ノ
 
点検ヲ経医官ノ調印ヲ得テ会計 ニ呈シテ其現品ヲ受領スヘシ
 
第七條
 
 
各病院ニ在テ患者新ニ入院スルトキハ先ヅ病室 諸規則ヲ説示了会セシメ若シ
 
 
 
犯スモノアラハ懇切ニ説諭スヘシ仍ホ改メサルトキハ之ヲ医官ニ申告ス但説示セスシテ規則ヲ犯ス者アルトキハ己レ其責ニ任ス可シ
 
第八條
 
 
担当スル処ノ室内廊下厠圊
等ハ極メテ清潔ナラシメ若シ不潔汚穢有ルトキハ己
 
レ其責ニ任スヘシ
 
第九條
 
 
患者病状ヲ詐偽 医官ヲ欺
囧セント謀ル者ヲ偵知スルトキハ直ニ其情状ヲ医官
 
 
 
ニ陳述スヘシ
 
第十條
 
 
患者室外散歩ノ許可ア トキハ各員ニ散歩札ヲ附シテ室外ニ出タシ帰室ノ時其
 
札数ト人員ヲ照査シテ入室セシム但シ
定時
限ヲ過ザシムヘカラス
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第十一條
 
患者散歩ノトキハ各室ヨリ看病卒一人ヲ附シテ監視セシメ庭内ノ樹木ヲ折リ塀
 
墻ヲ攀
ツル等ノ挙動ナカラシムヘシ
 
第十二條
 
凡ソ院外ノ人患者ヲ訪フトキハ其証書ヲ検シ医官ノ許可ヲ得テ看病卒一人ヲ附
 
 
 
シテ面接所ニ於テ相見セシムヘシ
 
 
 
但重症ノ患者ハ医官ノ許可ヲ得テ床頭ニ就テ
相見セシムヘシ
 
第十三條
 
全治ヲ得或ハ廃兵トナリ退院スル者及ヒ死亡スル者等アルトキハ該室担当ノ医官ヨリ其処方箋ニ其月某日退院若クハ死亡ト朱書セシモノヲ受取等病院第一課ノ医 及ヒ会計官ニ送致スヘシ
 
第十四條
 
前條ニ由テ退院セル者アルトキハ其隊号等級姓名年齢月日等ヲ詳記シ一等看病人巡視
ノ時之ヲ具陳スヘシ
 
第十五條
 
患者請求ノ物品ハ隊号等級姓名並ニ其品目ヲ牒簿ニ記載シ置キ毎週之レヲ湊合シ医官ノ調印ヲ
受ケ之ヲ一等看病人ニ呈ス可シ
 
第十六條
 
前條ノ物品ヲ一等看病人 領収スルトキハ医官ノ指揮ニ従ヒ之ヲ其本人ニ附与シ牒簿目次ノ下ニ受領ノ二字ヲ記注セシムヘシ
 
第十七條
 
二等看病人ニ代リテ行軍ニ従フトキハ
総テ同官戦務ノ條款ニ
依ル可シ
 
  
第四章
 
看病卒職務
 
第一條
 
 
各病院ニ在テハ看病卒一 付患者六人乃至十人ヲ
率トス重症ノ
患者
ハ此限ニ
 
 
アラス各屯営病室ニハ看病卒一人ヲ置キ薬剤ノ用ニ供シ兼テ医官ノ手術 助クルモノトス
 
第二條
 
 
毎朝当該看病人ノ室ニ至リ出勤簿ニ捺印シ医官及ヒ ノ指揮ニ従ヒ患者薬
 
 
剤ノ服用飲食ノ給与起臥ノ扶持等ニ従事ス但其之 フコト深切懇篤 尽スヲ以テ旨トス
 
第三條
 
 
薬剤ヲ服セシム ニ其分量並 時刻ヲ謨
ル可ラ
ス且飲食ハ総テ医官ノ検査ヲ経
 
 
サルモノハ仮令患者懇請スルト雖
トモ決シテ与フ可カラス
 
第四條
 
 
医官回診ノ時ハ患者ノ床頭ニ侍シテ詳カニ其容体ヲ陳述 又 ニ異変 容体
 
アルトキハ
速ニ医官ヘ報告スヘシ
 
第五條
 
 
患者摂生法ヲ守ラサル
カ或ハ規則ヲ犯ス者アラハ必ス懇切ニ忠告シ仍ホ改メサ
 
 
 
ルトキハ之ヲ看病人ニ申告ス可シ若シ因循報知セサレハ己モ亦罰責アル可シ
 
第六條
 
 
病室内外共ニ
穏静
ヲ主トシ清潔ヲ旨トスルヲ以テ一日二回ツツ必ス酒掃拂拭シ
 
 
薬器食具等ヲ清滌シ時気ノ寒暖ニヨリ被服褺
脱等ニ注意シ其厠圊ニ至ルマテ清
潔ニスルヲ要 ス
 
第七條
 
 
診察及喫飯ノ
前後二十分時間ハ牖戸ヲ開テ大気ヲ流通セシムヘシ但賊風ノ恐ア
 
ルトキハ此限ニ在ラズ
 
第八條
 
 
大小便其他凡テ不潔ノモノハ速ニ除キ去リ夜間用ユル所ノ唾壺便器ハ
毎朝之ヲ
 
 199 
 
清滌シ
昼間ハ屢之ヲ清滌ス可シ
 
第九條
 
 
患者
散歩
沐浴ノ時ハ必ス附添ヒ之ヲ監護シ若シ脱院スル者アレハ己レ其責ニ任
 
 
スル者トス
 
第十條
 
 
毎室一名ツツ交番看守シ暖爐浴室厠圊等昼夜ト
モ屢巡視シテ失火ヲ諬
メ別シテ
 
 
 
煙突ノ不潔毀損等ナキヤウニ注意スヘシ
 
第十一條
 
患者ヲ訪フモノ有ルトキハ看病人ノ指揮ニ従ヒ共ニ面謁所ニ至リ相見セシムヘ
 
 
シ重症ノ患者ハ床頭ニ就テ相見セ ムルヲ
以テ必ス其側ニ侍ス可シ
 
第十二條
 
近火等総テ非常 節ハ医官及ヒ看病人ノ指揮ニ従ヒ重症ノ患者ハ車載或ハ負担
 
 
シテ其災害ヲ避ケシム可シ
 
第十三條
 
死者アレハ上官ノ指揮ニ従ヒ屍室ニ
移シ臥床ニ臥サシメ白布ヲ以テ屍ヲ覆ヒ懇
 
切ニ取扱ヒ其側ニ侍シテ
之ヲ守護ス可シ
 
第十四條
 
行軍ノ時ニ当 ハ外科具並ニ初発ノ手術ニ必要ナル木綿等ノ諸具ヲ蔵メタル背
 
嚢ヲ負担シ以テ該隊ノ医 ニ跟随ス可シ
 
第十五條
 
負担シタル背嚢中薬品及器械ノ品目等尽ク諳知シ需用ニ臨テ渋滞アル可カラス
 
第十六條
 
兵隊宿陣ニ着シ医官診察ノ時ハ投剤貼膏並ニ繃帯外科 ノ手術ヲ助クヘシ
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【資料６
】
 
 
 
 
 
明治七年『
三角繃帯用法
』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陸軍文庫
（
偕行文庫
所蔵
）
 
 
諸言
E
しょげん
 
AE此
E
この
AAE用法
E
もちいかた
Aは
AE曩
E
さき
Aに
AE独逸
E
どいつ
AAE人
E
じん
A「シセル」が
AE口述
E
くじゅ
Aせしを
AE軍医
E
ぐんい
AAE試補
E
しほ
AAE多納
E
たの
AAE光
E
みつ
AAE儀
E
よし
AAE筆記
E
かきしる
A
せしものなり。
AE然
E
しか
Aるに
AE其
E
その
AAE稿本
E
ほん
Aを
AE和解
E
わげ
Aし
AE此
E
この
Aの
AE一
E
こ
AAE小冊子
E
ほん
Aにし
AE三角
E
さんかく
AAE包帯
E
ほうたい
Aと
AE共
E
とも
Aに
AE兵士
E
へいし
AAE一同
E
いちどう
Aに
A
E携
E
たずさえ
Aしめむことを
AE計
E
はか
Aる
。
AE元来
E
がんらい
AAE此
E
この
AAE書
E
しょ
Aは
AE独逸
E
どいつ
AAE国
E
こく
Aの
AE大博士
E
だいはかせ
A
「エス
マルク」 といえる
AE名医
E
めいい
Aが
A
E昔
E
むかし
Aより
AE世
E
よ
Aに
A
E伝
E
つたわ
Aりたる
AE三角
E
さんかく
AAE繃帯
E
ほうたい
Aの
AE用法
E
もちいかた
Aを
AE元
E
もと
Aにし
、
A
E様々
E
さまざま
Aに
AE工風
E
くふう
Aを
AE凝
E
こら
Aし
AE網
E
あみ
AAE出
E
だ
Aせる
AE者
E
もの
Aにて
AE戦争
E
せんそう
AAE危急
E
ききゅう
Aにして
AE軍医
E
ぐんい
Aの
AE足
E
たら
Aざる
AE時
E
とき
AA
E兵士互
E
へいしたがい
Aに
AE傷
E
きず
Aせし
AE場所
E
ばしょ
Aに
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aを
A
E施
E
ほどこ
Aす
AE簡便
E
てみじか
Aの
A
E法
E
しかた
Aを
AE示
E
しめ
Aす
AE者
E
もの
Aなり
。
AE既
E
すで
Aに
A
E一昨年
E
いっさくねん
AAE独逸
E
どいつ
Aと
AE仏蘭斯
E
ふらんす
Aとの
AE戦争
E
せんそう
Aに
、
AE独逸
E
どいつ
Aの
AE兵士
E
へいし
Aは
AE平生
E
へいぜい
Aより
AE能
E
よ
Aく
AE之
E
これ
Aを
A
E習
E
ならい
AAE込
E
こみ
Aたるゆえ
A
E大
E
おおい
Aに
A
E助
E
たすけ
Aとなりたるなり
。
A
E希
E
ねがわ
Aくは
AE我国
E
わがくに
Aの
AE兵士
E
へいし
Aも
AE平日
E
へいじつ
Aより
AE之
E
これ
Aを
A
E心得
E
こころえ
Aおき
、
AE万一
E
まんいち
Aの
AE時之
E
ときこれ
Aを
A
E施
E
ほどこ
Aさば
A
E大
E
おおいに
Aに
AE療治
E
りょうじ
Aの
AE手
E
て
AA
E助
E
たすけ
Aとなり
AE又
E
また
AAE軍医
E
ぐんい
Aの
AE事缺
E
ことかけ
Aをも
A
E補
E
おぎな
Aうに
AE足
E
た
Aらむ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
明治七年八月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陸軍軍医土
岐頼徳
識
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 AE夫
E
それ
AAE兵士
E
へいし
Aの
AE戦場
E
せんじょう
Aに
AE出
E
いづ
Aるときは
A
E固
E
もとより
AAE其
E
その
AAE身
E
み
Aの
AE毀傷
E
きづきゃぶ
Aるるは
AE勿論
E
もちろん
A、
AE其
E
その
AA
E命
E
いのち
Aおも
AE亦
E
また
AA
E塵芥
E
ちりあくた
AAE同様
E
どうよう
Aに
AE思
E
おも
Aいて
A
E力
E
ちから
Aを
AE尽
E
つく
Aす
AE者
E
もの
Aな
れば
AE其傷
E
そのきず
Aを
AE受
E
うけ
Aて
A
E苦
E
くるし
Aむときは
A
E速
E
すみやか
Aに
AE程
E
ほど
Aよき
AE療治
E
りょうじ
Aを
A
E加
E
くわえ
Aて
AE之
E
これ
Aを
AE救
E
すく
Aはずんばあるべからず
。
AE扠
E
さて
AAE小
E
ちさ
Aき
A
E戦
E
たたかい
Aのときは
AE軍医
E
ぐんい
AAE看
E
かん
AAE病人
E
びょうにん
AAE其外
E
そのほか
AAE色々
E
いろいろ
Aの
AE道具
E
どうぐ
A
（
AE戦場
E
せんじょう
Aにて
AE用
E
もち
Aいる
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
AAE怪我人
E
けがにん
Aを
AE舁
E
かき
AAE送
E
おく
Aるときに
AE用
E
もち
Aいる
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aなど） も
A
E十
E
じゅう
AAE分
E
ぶん
Aに
AE具
E
そな
Aわりて
A
E俄
E
にわか
Aに
AE創
E
きず
Aを
AE受
E
うく
Aる
AE者
E
もの
Aあるも
A
E速
E
すみやか
Aかに
AE当然
E
とうぜん
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Aの
AE療治
E
りょうじ
Aの
AE行
E
ゆき
AAE届
E
とど
Aくものなれども
、
A
E大
E
おおい
Aなる
A
E戦
E
たたかい
Aのときは
AE斯
E
かか
Aる
AE十分
E
じゅうぶん
Aのものにあ
らず
。
AE縦
E
たと
AAE令
E
い
AA
E預
E
あらかじめ
AAE軍医
E
ぐんい
Aなどを
A
E備
E
そなう
Aるも
AE幾
E
いく
AAE千人
E
せんにん
Aの
AE兵士
E
へいし
AAE一度
E
いちど
Aに
AE傷
E
きず
Aを
AE受
E
うく
Aるときは
A
E尽
E
ことごと
Aく
AE軍医
E
ぐんい
Aの
A
E取扱
E
とりあつかい
Aの
AE行届
E
ゆきとど
Aくべきにあらず
。
A
E幸
E
さいわい
Aに
AE他
E
ほか
Aの
AE手伝人
E
てつだいにん
Aなどあると
きも
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aは
AE最早費尽
E
もはやついやしつく
Aし
、
A
E或
E
あるい
Aは
AE紛
E
ふん
AAE失
E
しつ
Aし
 
A
E或
E
あるい
Aは
AE敵
E
てき
Aの
AE炮
E
たい
AA
E丸
E
ほうだま
Aに
AE焼崩
E
やきくず
Aされ
、
AE之
E
これ
Aが
AE為
E
ため
Aに
AE沢山
E
たくさん
Aの
AE病人
E
びょうにん
AAE幾日
E
いつか
Aも
AE療治
E
りょうじ
Aを
AE受
E
うく
Aることは
AE能
E
あた
Aはざることあり
。
AE右
E
みぎ
Aの
AE如
E
ごと
Aき
AE事
E
こと
Aは
A
E古
E
むかし
Aの
AE人
E
ひと
Aが
A
E著
E
あらわ
Aせる
AE書
E
しょ
AAE物
E
もつ
Aを
AE見
E
み
Aて
A
E明
E
あきらか
Aに
AE証拠
E
しょうこ
Aあることなり
。
AE然
E
さ
Aれば
A
E兵士
E
へいし
Aの
AE戦場
E
せんじょう
Aに
AE出
E
いづ
Aるときは
AE一人
E
いちに
ん
AAE毎
E
ごと
Aに
AE皆
E
みな
AA
E必
E
かなら
Aず
AE一條
E
ひとすじ
Aの
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aを
A
E携
E
たずさえ
Aるは
AE第一
E
だいいち
Aの
AE心得
E
こころえ
Aな
り。
さすれば
AE軍医
E
ぐんい
Aの
AE手廻
E
てまわり
Aかぬるときは
AE此
E
この
AAE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aにて
AE手
E
てづ
Aから
AE傷
E
きず
Aを
A
E巻
E
まく
Aくことになり
。
AE又
E
また
AAE仲間
E
なかま
AAE相互
E
そうご
Aに
AE之
E
これ
Aを
A
E施
E
ほどこ
Aすこともなる
なり
。
AE元
E
がん
AAE来
E
らい
AAE兵士
E
へいし
Aは
A
E無常
E
つねつね
A
「
ランドセル」
(
AE身辺
E
みまわり
Aの
AE諸色
E
しょしき
Aを
AE納
E
いれ
Aる
AE為
E
ため
Aに
AE兵士
E
へいし
Aの
A
E携
E
たずさえ
Aる
A
E嚢
E
ふくろ
A)の
AE中
E
なか
Aに
AE長
E
たけ
AAE五尺
E
ごしゃく
AAEニ寸
E
にすん
AA
E許
E
ばかり
Aの
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aと
AE海綿
E
かいめん
AAE一
E
ひ
AAE筒
E
とつ
Aと
AE些少
E
すこし
Aの
AE面撒
E
めんざん
AAE糸
E
し
Aを
AE一
E
ひと
AA
E包
E
つつみ
Aとなして
AE用意
E
ようい
A
することなれども
AE右
E
みぎ
Aは
A
E甚
E
はなは
Aだ
AE便利
E
べんり
Aとするに
AE足
E
た
Aらず
。
AE何故
E
なにゆえ
Aぞとい
うに
AE此
E
この
AAE第一
E
だいいち
AAE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
A(
AE戦場
E
せんじ
ょう
Aにて
AE即時
E
そくじ
Aに
A
E施
E
ほどこ
Aす
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aをい
う
)の
AE本意
E
ほんい
Aとする
A
E所
E
ところ
Aに
A
E新
E
あらた
Aに
AE創
E
きず
Aを
AE受
E
うけ
Aたる
AE者
E
もの
Aを
A
E病
E
びょう
AAE院
E
いん
Aに
AE舁
E
かき
AAE送
E
おく
Aるとき
AE様々
E
さまざま
Aの
AE物
E
もの
Aの
AE傷口
E
き
ずぐち
Aに
AE入
E
い
Aるを
AE禦
E
ふせ
Aぐにあり
。
AE故
E
ゆえ
A
に
AE其
E
その
AAE創
E
きず
Aせし
A
E処
E
ところ
Aを
A
E蓋
E
おおい
AAE包
E
つつ
Aみて
AE日光
E
ひのひかり
AAE砂塵
E
すなちり
AAE虫類
E
むしるい
AAE其
E
その
AAE他
E
ほか
AA
E汚物
E
きたなきもの
Aの
AE其処
E
そのところ
Aに
AE入
E
いる
Aを
AE防
E
ふせ
A
ぐべし
。
AE骨
E
ほね
Aの
AE関節
E
つがいめ
Aの
AE怪我
E
けが
Aには
AE位置
E
いち
Aを
AE程
E
ほど
Aよくし
AE其
E
その
AAE場所
E
ばしょ
Aを
A
E安
E
やすら
Aかにして
AE動
E
うご
A
かさざる
AE様
E
よう
Aになし
。
AE又
E
また
AAE血
E
ち
Aの
AE出
E
いで
Aて
AE止
E
やま
Aざるときは
AE其
E
その
AAE創
E
きず
AAE口
E
ぐち
Aを
AE壓
E
おし
Aて
AE之
E
これ
Aを
AE止
E
とど
Aむ
べし
。
AE又熱
E
またねつ
Aを
AE起
E
おこ
Aし
AE腫
E
はれ
AAE痛
E
いた
Aむときは
AE寒罨
E
かんあん
AAE法
E
ぽう
A(
AE看病卒
E
かんびょうそつ
Aは
AE皆
E
みな
AAE心得
E
こころえ
AAE居
E
お
Aれり
、
AE知
E
し
Aらざ
る
AE者
E
もの
Aは
AE之
E
これ
Aに
AE尋
E
たず
Aぬべし
)を
A
E施
E
ほどこ
Aし
AE其
E
その
AA
E勢
E
いきおい
Aを
A
E挫
E
ひしぐ
Aなどなり
。
AE然
E
しか
Aるに
AE今
E
いま
A「ランド
セル」の
AE中
E
なか
Aに
A
E纔
E
わづか
Aの
AE海綿
E
かいめん
Aを
A
E貯
E
たくわえ
Aるも
AE只
E
ただ
AAE軽
E
かる
Aき
AE創
E
きず
Aを
AE受
E
うけ
Aたるとき
AE間
E
まま
AAE其
E
その
AAE功
E
こう
Aある
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のみ
。
殊こと
に
繃まき
帯もめん
とい
う
者もの
は
之これ
に
慣なれ
たる
者もの
にあらざれは
之これ
を
巻まく
くことも
ならず
。
強しい
て
之これ
を
巻まく
も
忽たちまち
緩ゆるみ
て
創きず
口ぐち
に
入
い
りて
、
又また
は
其巻方緊そのまきかたかた
すぎて
其その
効こう
なきのみならず
大おおい
に
害がい
を
発おこ
すことあり
。然
さ
れば
此これ
より
拭はな
涕ふき
巾
或あるい
は
頸えり
巾まき
などにて
巻まく
を
優まさ
れりとす
。
中なか
にも
拭はな
涕ふき
巾
は
戦せん
場じょう
たりとも
之これ
を
所持しょじ
せざる
者もの
なければ
之これ
を
用もちい
るを
便利べんり
とす
。
然
さ
れども
世
よ
に
之これ
を
用もちい
る
人ひと
な
きは
全まった
く
其巾狭そのはばせまく
して
汚きたな
き
其巻方そのまきかた
を
知
し
らざるが
故ゆえ
なり
。然しか
るに
此この
三角巾さんかくきん
は
其そ
の
大十分おおきさじゅうぶん
にして
戦場せんじょう
の
第一だいいち
繃ほう
帯たい
は
実じつ
に
此上このうえ
もなき
便利べんり
の
品しな
なり
。
そのうえ
用法もちいかた
も
簡易てみじか
にして
素人しろうと
にも
甚はなは
だ
学易まなびやす
し
。
則すなわち
此この
三角巾さんかくきん
に
書えがき
たるは
火
か
線外せんがい
(鉄炮てっぽう
丸だま
の
届とど
かざる
所ところ
をい
う
)の
繃ほう
帯たい
所じょ
にて
怪我人けがにん
の
互たがい
に
其その
創きず
を
繃まき
帯もめん
する
状さま
を
示しめ
す
。
此これ
余
わ
が
考かんがえ
を「キール
」
(地名
)の
書工がこう
「ウ
ッテマーク
」(人名
)に
頼たのみ
て
書えがか
せ
之これ
をべルリン
(地名
)の
彫刻師ほりものし
ベエケル
(人名
)
に
嘱いいつ
け
三角状さんかくがた
の
銅版あかがねばん
に
鐫ほら
せ
此この
布ぬの
に
押おし
たる
者もの
にて
之これ
を
携たずさえ
る
者もの
をし
て
其図そのず
を見て
其その
巻法まきかた
を
悟さと
らしめんが
為ため
なり
。
中なか
にも
才さい
智
ち
の
鋭するど
き
者もの
は
一度之いちどこれ
を
覧
み
て
大略あらまし
其扱方そのあつかいがた
を
悟さと
ることを
得
う
べし
。
又休またやすみ
の
間あい
には
図
ず
を
見
み
て
之これ
を
習なら
い
或あるい
は
軍医ぐんい
看かん
病人びょうにん
の
繃まき
帯もめん
をなすとき
之これ
を
見習みならう
べし
。斯かく
して
十分之じゅうぶんこれ
を
呑込のみこ
むときは
夫そ々れぞれ
の
役やく
を
止やめ
て
己おの
が
故里ふるさと
に
帰かえ
るとき
、自分じぶん
は
勿論もちろん
他人たにん
の
傷きず
を
受うけ
しときなどにも
此法このほう
にて
危急ききゅう
の
場
ば
を
救すくい
得
う
ることあり
。
斯一人之かくひとりこれ
を
知
し
るものあれば
其その
里人さとびと
も
之これ
を
見習みなら
いて
終つい
に
自他
じた
の
大益だいえき
をな
すなり
。此この
三角巾さんかくきん
は
元がん
来らい
余
わ
が
創はじめ
て
工夫くふう
し
出いだ
せるに
非あら
ず
。既すで
二三百年にさんびゃくねん
以前いぜん
「スウィツル」 （地名
)の「マヨール」といえる人が
之これ
を
外科
げか
術じゅつ
の
中うち
に
入
い
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れ
之これ
が
為ため
に
沢山たくさん
の
本ほん
を
著あらわせ
し
其その
効能こうのう
を
誉ほめ
過すご
し
て
余あま
りを
一方いっぽう
に
凝こり
塊かたま
り
、竟つい
に
尋常よのつね
の
繃まき
帯もめん
まで
打駮うちくず
さんと
却かえつ
て
様さ々まざま
の
誹そしり
を
受
う
け
此巾このきん
の
誉ほまれ
を
失うしな
えり
。然
さ
れば
世間せけん
の
外科
げか
医者いしゃ
又また
は
病院びょういん
にて
間之ままこれ
を
用もちい
る
者もの
多おおく
は
之これ
を
用もちい
る
者もの
少すくな
くして
其その
名前なまえ
をも
知
し
らざるに
至いた
れり
。
此巾このきん
は
木綿もめん
或あるい
は
布ぬの
を
以もつ
て
製こしらえ
たる
者もの
なり
。
元がん
来らい
昔むかし
よりの
俗説ぞくせつ
に
木綿類もめんるい
は
創きず
に
害がい
ありとい
う
者もの
あれども
古ふる
き
時代じだい
より
外科
げか
の
生
き
綿わた
を
様さ々まざま
の
術じゅつ
に
用もちい
ることあり。
况まし
て
木綿もめん
を
用もちい
るとて
何なん
の
害がい
あらんや。
仰そもそも
此巾そのきん
は
薄うす
き
木綿もめん
の
広ひろさ
三尺三寸許さんじゃくさんずんばかり
の
者もの
なり
。
故ゆえ
に
大幅おおはば
の
木綿もめん
を
買かつ
て
之これ
を
裁たて
ば
数多あまた
の
三角巾さんかくきん
となる
。
左
さ
すれば
其一箇そのひとつ
の
価あたい
甚はなは
だ
廉やす
きものな
り
。
其その
上うえ
之これ
を
畳たた
めば
骨牌かるた
位ぐらい
の
大おおきさ
となり
其その
重おもさ
も
僅わずか
に
十三じゅうさん
匁余もんめあまり
其その
厚あつさ
も
七分許しちぷばかり
なる
ゆえ
常つね
に
兵士へいし
の 「ランドセル」
中ちゅう
に
携たずさえ
る
繃ほう
帯たい
嚢ぶくろ
より
遥はるか
に
便利べんり
の
者もの
と
いう
べし
。
 
平生
E
へいぜい
AAE兵士
E
へいし
Aの
AE之
E
これ
Aを
A
E携
E
たずさう
Aるの
AE綿撒
E
めんざい
AAE糸
E
し
A(
AE医官
E
いかん
AAE又
E
また
Aは
AE看
E
かん
AAE病人
E
びょうにん
Aに
AE尋
E
たず
Aぬべし
)と
AE壓
E
あつ
AAE定巾
E
ていきん
A(
AE上
E
かみ
Aに
AE同
E
おな
Aじ
)とを
AE添
E
そえ
Aて
AE持
E
もつ
Aべき
AE筈
E
はず
Aの
AE様
E
よう
Aなれども
A
E多
E
おおく
Aは
AE之
E
これ
Aのみにて
AE足
E
た
Aる
AE者
E
もの
Aな
り
。
A
E譬
E
たとえ
Aば
AE繃
E
ほう
AAE帯
E
たい
AAE所
E
じょ
AAE又
E
また
Aは
AE怪我人
E
けがにん
Aを
AE舁
E
かき
AAE送
E
おく
Aる
AE途中
E
とちゅう
AAE清水
E
せいすい
Aの
AE便利
E
べんり
Aにして
AE時々
E
ときどき
AAE創
E
きず
AAE場所
E
ばしょ
Aを
AE洗
E
あら
Aうことの
AE出来
E
でき
Aるものなどの
AE如
E
ごと
Aし
。
AE然
E
さ
Aれども
AE時
E
とき
Aとしては
AE血
E
ち
Aを
AE止
E
とめ
Aる
AE為
E
ため
A
に
AE軽
E
かろ
Aく
AE創
E
きず
AAE口
E
ぐち
Aを
AE壓
E
おし
AAE定
E
てい
Aねばならぬこともあるゆえ
AE小
E
ちさ
Aく
A
E束
E
つかね
Aたる
AE綿撒
E
めんざい
AAE糸
E
し
A、
AE二個
E
ふたつ
AA
E或
E
あるい
Aは
AE綿
E
わた
Aを
AE三角巾
E
さんかくきん
Aの
AE中
E
なか
Aに
AE巻
E
まき
AAE込
E
こみ
Aおくを
AE善
E
よし
Aとす
。
AE此
E
これ
AA
E銃創
E
てつぱうきず
Aの
AE突貫
E
つきぬけ
Aて
AE裏表
E
うらおもて
Aに
AE二
E
ふた
Aつ
AE孔
E
あな
Aの
AE出来
E
でき
Aることある
AE者
E
もの
Aなれば
AE其
E
その
AAE時
E
とき
Aの
AE用意
E
ようい
Aなり
。
AE又
E
また
AAE通例
E
つうれい
AAE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aの
AE凝
E
はり
AAE着
E
つく
A
を
AE防
E
ふせ
Aがん
AE為
E
ため
Aに
AE二枚
E
にまい
Aの
AE膏薬
E
こうやく
Aを
AE用意
E
ようい
Aすれども
AE右
E
みぎ
Aは
AE創
E
きず
AAE口
E
ぐち
Aを
AE腐
E
くさ
Aらせ
AE易
E
やす
Aきが
AE故
E
ゆえ
Aに
、
AE余
E
われ
Aは
A
E専
E
もっぱ
Aら
AE左
E
さ
Aの
AE方
E
ほう
Aを
AE用
E
もち
Aう
。
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石炭酸せきたんさん
(一分いちふん
)  
脂あぶら
膏こうやく
(十分じゅうぶん
) 
右
E
みぎ
Aの
AE膏薬
E
こうやく
Aと
AE綿撒
E
めんざい
AAE糸
E
し
Aの
A
E束
E
つかね
Aたる
AE者
E
もの
Aは
A
E漆
E
うるし
Aを
AE塗
E
ひき
Aたる
AE紙
E
かみ
Aに
AE包
E
つつ
Aむべし
。
 
AE斯
E
かく
Aなきば
AE膏薬
E
こうやく
Aはいつも
AE變
E
かわ
Aることなく
AE其
E
その
AAE上之
E
うえこれ
Aを
AE包
E
つつ
Aむ
AE三角
巾
E
さんかくきん
Aをも
AE汚
E
けが
Aすこと
なし
。
A
E但
E
ただし
AAE此
E
この
AAE漆紙
E
うるしがみ
Aは
A
E凡一寸許
E
およそいつすんばかり
Aの
A
E大
E
おおきさ
Aにして
AE三角巾
E
さんかくきん
Aの
AE内
E
うち
Aに
AE包置
E
つつみおく
Aも
AE其
E
その
AAE容小
E
かさちさく
A
して
A
E重
E
おもさ
Aも
A
E僅
E
わずか
Aに
AE七
E
しち
AA
E匁
E
もんめ
AAE不足
E
たらず
Aを
AE增
E
ます
Aのみなり」
。
A
E凡
E
およそ
AAE兵士
E
へいし
Aの
AE出陣
E
しゅつじん
Aするときは
A
E皆必
E
みなかならず
AAE右
E
みぎ
Aの
AE品
E
しな
Aを
AE兵糧
E
ひょうろう
AA
E嚢
E
ぶくろ
Aの
AE内
E
うち
Aに
A
E蓄
E
たくわ
Aう
べし
。「ランドセル」は
A
E戦
E
たたかい
AAE劇
E
はげ
Aし
くなれ
ば
A
E屡之
E
しばしばこれ
Aを
AE投棄
E
なげすつ
Aること
あればなり
。
 
  
 
 
三角巾さんかくきん
の
用法もちいかた
 
凡
E
およそ
AAE三角巾
E
さんかくきん
Aの
AE用法
E
もちいかた
Aを
AE知
E
しら
Aんには
AE先
E
まず
AAE其
E
その
AAE名所
E
などころ
Aを
AE知
E
し
Aらで
AE叶
E
かな
Aはぬ
AE事
E
こと
Aなれば
、
AE左
E
さ
Aに
A
E其
E
その
AAE図解
E
ずかい
Aを
AE示
E
しめ
Aすべし
。
AE即図
E
すなわちず
Aの 〔
AE甲
E
こう
A〕 という
A
E符
E
しるし
Aは
AE上
E
かみ
Aの
AE端
E
はし
Aにて
AE先端
E
せんたん
Aを
AE名
E
な
Aづけ
、
〔
AE甲
E
こう
A〕 〔
AE乙
E
おつ
A〕
の
A
E符
E
しるし
Aと〔
AE甲
E
こう
AAE丙
E
へい
A〕の
A
E符
E
しるし
Aの
A
E所
E
ところ
Aを
AE側
E
そく
AAE縁
E
えん
Aと
AE名
E
な
Aづけ
〔
AE丙
E
へい
A〕 〔
AE乙
E
おつ
A〕
の
A
E符
E
しるし
Aの
A
E所
E
ところ
Aは
AE下縁
E
かえん
Aと
AE名
E
な
Aづけ
AE下縁
E
かえん
Aの
AE両端
E
りょうはし
Aを
AE端
E
たん
AAE裾
E
きょ
Aと
AE名
E
な
Aづく
。
 
AE此巾
E
このきん
Aは
AE夫々
E
それぞれ
Aの
AE場所
E
ばしょ
Aに
A
E蒙
E
こうむ
Aりたる
AE創
E
きず
Aの
A
E大形
E
おおきさかたち
Aなどの
AE變
E
かわ
Aるも
AE工夫
E
くふう
Aにて
AE如
E
い
AAE何
E
か
AAE様
E
よう
Aにも
A
E用
E
もちい
Aることのなる
AE者
E
もの
Aなり
。
AE其
E
その
AAE上
E
うえ
AAE小
E
ちさ
Aき
AE二枚
E
にまい
Aの
AE巾
E
きん
Aの
AE入用
E
にゅよう
Aなるときは
AE尖端
E
せんたん
Aの
A
E処
E
ところ
Aより
AE下縁
E
かえん
Aの
AE正中
E
まんなか
Aまで
AE正直
E
まっすぐ
Aに
AE割
E
さく
Aへ
し
。
AE此
E
この
AAE二枚
E
にまい
Aの
AE巾
E
きん
Aを〔
AE半巾
E
はんきん
A〕と
AE名
E
な
A
づく
。
AE三角巾
E
さんかくきん
Aの
AE中
E
なか
Aには
AE常
E
つね
Aに
AE膏薬
E
こうやく
AAE二枚
E
にまい
Aと
AE綿撒
E
めんざい
AAE糸
E
し
Aの
AE束
E
たば
AAE二個
E
ふたつ
Aを
A
E小
E
ちさき
Aき
A
E嚢
E
ふくろ
Aに
A
E包
E
つつみ
Aて
AE入置
E
いりおく
Aゆえに
AE右
E
みぎ
Aの
AE繃
E
まき
AA
E帯
E
もめん
Aを
A
E施
E
ほどこ
Aすときは
AE先
E
まず
AAE其
E
その
AAE膏薬
E
こうやく
Aを
AE創
E
きず
Aに
AE貼
E
は
Aり
AE其上
E
そのうえ
Aに
AE綿撒
E
めんざい
AAE糸
E
し
Aの
AE束
E
たば
Aを
AE置
E
お
Aき
AE軽
E
かる
Aく
AE壓
E
おし
AAE定
E
し
Aむへし
。
AE此巾
E
このきん
Aは
AE身体
E
からだ
Aの
AE場所
E
ばしょ
Aの
AE異
E
かわ
Aるに
AE随
E
つれ
Aて
AE其
E
その
AA
E用法
E
もちいかた
Aも
AE様々差
E
さまざまさちが
Aう
AE者
E
もの
Aなれば
、
AE今図
E
いまず
Aに
A
E合
E
あわせ
Aて
AE説記
E
ときしめ
Aすべし
。
AE能々
E
よくよく
AAE会得
E
えとく
Aして
AE之
E
これ
Aを
A
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E実地
E
じっち
Aに
AE用
E
よち
Aう
べ
し
。
 
〔
頸巾状巾けいきんじょうきん
〕（
 頸巾状えりまきなり
の
巻まき
木綿もめん
とい
う
儀わけ
なり） の
巻法まきかた
は
先尖まずせん
端たん
より
下縁かえん
に
向むかつ
て
幾重いくえ
にも
畳たた
み
随意おもうまま
の
幅はば
となすへし
。
右みぎ
の
巻まき
木
も
綿めん
は
唯頸ただくび
の
創きず
のみならず
他ほか
の
場所ばしょ
にも
用もち
う
へし
。
即すなわち
眼
め
（
第八だいはち
及第およびだい
十四図じゅうよんず
を
見合みあわ
すべ
し）
額ひたい
（
第二十二だいにじゅうに
及第およびだい
二十九図にじゅうきゅうず
を
見合みあわ
すべし）
耳みみ
頬ほお
頤おとがい
下顎したあご
等など
なり
。
又また
手足てあし
の
軽かる
き
肉にくの
創きず
（
第五だいご
第六だいろく
第十だいじゅう
八はち
第二十六だいにじゅうろく
及第およびだい
二十七図にじゅうしちず
を
合あわ
せ
見
み
る
べし
）或
あるい
は
副木そえぎ
其外そのほか
骨ほね
の
砕くだけ
たる
者もの
を
撑ささゆ
る
道具どうぐ
を
用もちい
るとき
之これ
を
結固むすびかた
むる
等など
に
用もち
う
（
第一だいいち
第二だいに
第十二だいじゅうに
及第およびだい
十六図じゅうろくず
を
見合みあわ
すべし）
。
又また
小ちさ
き
環わか
の
形かたち
となして
創きず
つきたる
腕うで
を
繫かけ
保たも
つに
用もち
う
へし
。
凡およそ
頸巾状巾けいきんじょうきん
の
用法もちいかた
は
甚はなは
だ
簡てみじか
にして
爰ここ
に
書載かきの
せ
教訓おしえさと
すに
足たら
ず
。
唯ただ
二本にほん
の
帽子ぼうし
針はり
にて
其その
両方りょうほう
の
端たん
裾きょ
を
縫ぬい
着
つ
け
又また
は
之これ
を
結むす
ぶべし
。
但之ただしこれ
を
結むす
ぶに
二ふた
通とおり
あり
。
一ひとつ
は
〔
船結ふねむすぶ
〕 （
天てん
の
符しるし
たる
図
ず
）と
名
な
づけ
、
一ひとつ
は
〔
女結おんなむすぶ
〕（
地
ち
の
符しるし
の付た
る
図
ず
）と
名
な
づく
女結おんなむすぶ
は
緩ゆる
み
易やす
きゆえ
船結ふねむすぶ
を
用もちい
る
方宜かたよろ
し
。
頭あたま
創きず
を
巻まく
には
先三角巾まずさ
んかくきん
の
中央ちゅうおう
を
頭あたま
の
巓上てんじょう
に
当
あ
て
其その
下縁かえん
を
 
額
E
ひたい
Aに
AE垂
E
た
Aれ
AE其尖
E
そのせん
AAE端
E
たん
Aを
A
E項
E
うなじ
Aに
AE垂
E
た
Aれさせ
AE其
E
その
AAE下縁
E
かえん
Aにて
A
E額
E
ひたい
Aを
AE覆
E
おお
Aい
AE両方
E
りょうほう
Aの
AE端
E
たん
AAE裾
E
きょ
A
は
A
E耳
E
みみの
AAE上
E
うえ
Aを
AE超
E
こ
Aえ
A
E頭
E
あたま
Aの
A
E后
E
うしろ
Aに
AE廻
E
まわ
Aし
AE爰
E
ここ
Aにて
AE交叉
E
やりちが
Aへ
A
E再
E
ふたたび
AA
E額
E
ひたい
Aに
AE廻
E
まわ
Aし
AE此処
E
このところ
Aにて
AE結
E
むす
Aぶべし
。
AE此
E
この
AAE時
E
とき
AA
E項
E
うなじ
Aに
AE垂
E
たれ
Aたる
AE尖端
E
せんたん
Aを
AE前
E
まえ
Aになし
AE置
E
おき
Aたる
AE交叉
E
やりちがえ
Aの
AE上
E
うえ
Aに
AE折反
E
おりかえ
Aし
A
E頭
E
あたま
Aの
AE巓上
E
てんじょう
Aにやりて
AE縫
E
ぬい
AAE着
E
つ
Aくべし
。
AE之
E
これ
Aを
〔
AE頭
E
とう
AAE巾
E
きん
A〕（
A
E頭
E
あたま
Aの
AE巻
E
まき
AAE木綿
E
もめん
Aとい
う
AE義
E
わけ
A） と
AE名
E
な
Aづく（
AE第二
十一図
E
だいにじゅういちず
A）。
 
AE手
E
て
Aの
AE創
E
きず
Aを
AE巻
E
まく
Aには
AE半巾
E
はんきん
Aを
AE用
E
もち
Aう
へし
。
AE先手
E
まつて
Aの
AE甲
E
こう
Aを
AE此巾
E
このきん
Aの
AE上
E
うえ
Aに
AE置
E
おく
Aべし
。
AE其置
E
そのおき
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AAE法
E
かた
Aは
AE腕頸
E
うでくび
Aを
AE下縁
E
かえん
Aの
AE中央
E
なかほど
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE尖端
E
せんたん
Aの
AE方
E
かた
Aは
A
E指頭
E
ゆびのあたま
Aに
AE至
E
いた
Aり
AE折反
E
おりかえ
Aし
て
A
E再
E
ふたたび
AA
E腕頸
E
うでくび
Aに
AE至
E
いた
Aり
AE両方
E
りょうほう
Aの
AE端
E
たん
AAE裾
E
きょ
Aを
AE尖端
E
せんたん
Aの
AE上
E
うえ
Aにて
AE交
E
やり
AAE叉
E
ちが
Aへ
A
E再
E
ふたたび
AAE腕頸
E
うでくび
Aの
A
E背
E
せなか
Aにやりて
A
E結
E
むすぶ
Aべし（
AE第七図
E
だいしちず
Aを
AE見合
E
みあわ
Aすべし）
。
AE足
E
あし
Aの
AE創
E
きず
Aを
AE巻
E
まく
Aには
AE先
E
まず
AAE足蹠
E
あしのうら
Aを
AE巾
E
きん
Aの
AE中央
E
なかほど
A
に
AE当
E
あ
Aて
AE尖端
E
せんたん
Aを
AE趾
E
ゆび
Aの
AE方
E
かた
Aに
AE向
E
む
Aけ
AE爰
E
ここ
Aにて
AE折反
E
おりかえ
Aし
AE足
E
あし
Aの
AE甲
E
こう
Aの
AE方
E
かた
Aにやり
AE両端
E
りょう
たん
AA
E裾
E
たんきょ
Aにて
AE踝
E
くろ
AAE骨
E
ぶし
Aの
AE周囲
E
めぐり
Aを
A
E纆
E
まとい
A、
AE足
E
あし
AAE甲
E
こう
Aにて
AE交叉
E
やりちが
Aへ
A
E再
E
ふたたび
AAE足蹠
E
あしのうら
Aにやり
AE爰
E
ここ
Aにて
A
E結
E
むすぶ
Aべし
（
AE第十五図
E
だいじゅうごず
AA
E及
E
および
AAE第二十三図
E
だいにじゅうさんず
Aを
AE見合
E
みあわ
Aすべし）
。
AE断切
E
たちき
Aられたる
AE手足
E
てあし
Aを
AE巻
E
まく
Aにも
AE上
E
かみ
A
と
AE同法
E
おなじほう
Aを
A
E用
E
もちう
Aう
。
A
E即巾
E
すなわちきん
Aの
AE下縁
E
かえん
Aを
 
AE切残
E
きりのこ
Aされ
た
る
AE創
E
きず
AAE口
E
ぐち
Aの
AE上
E
うえ
Aの
AE方
E
かた
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE其
E
その
AAE尖端
E
せんたん
Aを
AE創
E
きず
AAE口
E
ぐち
Aの
A
E処
E
ところ
Aにやりて
AE之
E
これ
Aを
AE覆
E
おお
Aい
A
E再
E
ふたたび
AAE上
E
かみ
Aの
AE方
E
かた
Aに
AE折反
E
おりかえ
Aし
AE両端
E
りょうたん
Aにて
AE其上
E
そのうえ
Aを
A
E結
E
むすび
AAE止
E
とど
Aむべし
。
AE腕
E
うで
Aを
AE適
E
ほど
AAE好
E
よ
Aき
AE位置
E
いち
Aに
AE繫
E
かけ
AAE保
E
たも
Aたん
には
AE先一方
E
まずかたかた
Aの
AE端
E
たん
AAE裾
E
きょ
Aを
AE取
E
とり
A
て
AE創
E
きず
Aなき
AE方
E
かた
Aの
AE肩
E
かた
Aを
AE越
E
こ
Aさ
せ
AE項窩
E
うなじ
Aを
AE回
E
めぐ
Aり
A
E向
E
むこう
AAE側
E
がわ
Aに
AE送
E
おく
Aり
、
AE爰
E
ここ
Aに
AE止
E
とめ
Aおき
AE又一
E
またかた
AAE方
E
かた
Aの
AE端
E
たん
AAE裾
E
きょ
Aを
AE胸前
E
むねのまえ
Aに
AE垂
E
た
Aれ
A
E応
E
こころ
Aを
AE用
E
もち
Aい、
AE手
E
て
AA
E軟
E
やわらか
Aに
A
E屈
E
かがめ
Aたる
AE腕
E
うで
Aを
AE巾
E
きん
Aの
AE中
E
なか
AAE央
E
ほど
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE其
E
その
AAE尖端
E
せんたん
Aは
A
E臂
E
ひじの
AA
E后
E
うしろ
AAE一寸
E
いっすん
AAE六七分許
E
ろくしちぶばかり
Aを
AE余
E
あま
Aし
お
き
。
さて
AE其
E
その
AAE端
E
たん
AAE裾
E
きょ
Aを
AE腕
E
うで
Aの
AE前
E
まえ
Aより
A
E上
E
うえ
Aに
AE向
E
むけ
Aて
AE曳
E
ひき
AAE上
E
あ
Aげ
AE創
E
きず
Aつきたる
AE肩
E
かた
Aの
AE上
E
うえ
Aにやり
AE項窩
E
うなじ
Aの
A
E処
E
ところ
Aにて
AE先
E
さき
Aに
A
E回
E
まわし
Aおき
たる
AE端
E
たん
AAE裾
E
きょ
Aと
AE取合
E
とりあわ
Aせて
A
E結
E
むすび
AAE止
E
ど
Aめさて
A
E臂
E
ひじの
AA
E后
E
うしろ
Aに
AE余
E
あま
Aしたる
AE尖端
E
せんたん
Aを
AE前
E
まえ
Aに
AE廻
E
まわ
Aし
AE帽子
E
ぼうし
AAE針
E
ばり
Aにて
AE縫
E
ぬ
い
AAE着
E
つ
Aくべし
。
AE之
E
これ
Aを
〔
AE大腕
E
だいわん
AAE保持巾
E
ほじきん
A〕
(
AE腕
E
うで
Aを
AE繫
E
かけ
AAE保
E
たも
Aつ
A
E大
E
おおい
Aなる
AE三角巾
E
さんかくきん
Aとい
う
AE義
E
わけ
A)と
AE名
E
な
Aづく（
AE第四
E
だいし
AAE第十七
E
だいじゅうしち
AAE第二十五図
E
だいにじゅうごず
Aを
AE見合
E
みあわ
Aすべし）
。
 
AE胸
E
むね
Aの
AE創
E
きず
Aを
AE巻
E
まく
Aには
AE先巾
E
まづきん
Aの
AE中央
E
なかほど
Aを
AE胸
E
むね
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE其
E
その
AAE尖端
E
せんたん
Aは
AE一側
E
かたかた
Aの
AE肩
E
かた
Aを
AE越
E
こ
Aへ
A
E後方
E
うしろのかた
Aに
AE引
E
ひ
Aき
、
AE下縁
E
かえん
Aは
AE胸
E
むね
AAE腹
E
はら
Aを
AE被
E
おお
Aい
AE両端
E
りょうたん
AA
E裾
E
たんきょ
Aを
AE右左
E
みぎひだり
Aの
AE脇下
E
わきのした
Aに
AE廻
E
まわ
Aし
、
A
E背
E
せなか
A
にて
AE相互
E
あいたがい
Aに
A
E結
E
むすび
AAE合
E
あわ
Aせさて
AE尖端
E
せんたん
Aを
AE右
E
みぎ
Aの
AE結目
E
むすぶめ
Aの
AE下
E
した
Aに
AE通
E
とお
Aし
A
E再
E
ふたたび
AAE之
E
これ
Aを
AE上
E
うえ
Aに
AE折反
E
おりかえ
Aし
AE帽子
E
ぼうし
AAE針
E
ばり
Aにて
AE縫
E
ぬい
AAE止
E
ど
Aむべし
。
A
E背
E
せなか
Aの
AE創
E
きず
Aを
AE巻
E
まく
Aにも
AE上
E
かみ
Aと
AE同法
E
おなじほう
Aを
AE用
E
もち
Aう。
A
E但
E
ただし
AAE上
E
かみ
A
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と
反對うらはら
にて
上かみ
にて
后うしろ
の
所ところ
は
爰ここ
にて
前まえ
となるの
違ちが
いあるまでなり
。
 
肩
E
かた
Aの
AE創
E
きず
Aを
AE巻
E
まく
Aには
AE二枚
E
にまい
Aの
AE半巾
E
はんきん
Aを
AE用
E
もち
Aう
べし
。
A
E乃
E
すなわち
AAE其
E
その
AA
E一
E
ひとつ
Aは
AE頸
E
えり
AAE巾
E
まき
Aの
AE如
E
ごと
Aく
AE畳重
E
たたみかさ
Aね
AE腕
E
うで
Aの
AE保持巾
E
ほじきん
A(
AE腕
E
うで
Aを
AE繫
E
かけ
AAE保
E
たも
Aつ
AE三角巾
E
さんかくきん
Aとい
う
AE義
E
わけ
A)となして
AE前腕
E
ぜんわん
A（
AE臂
E
ひじ
Aより
AE先
E
さき
A
の
AE方
E
かた
Aを
AE云
E
い
Aふ）に
A
E施
E
ほどこ
Aすべし
。
AE扠
E
さて
AAE其
E
その
AA
E一
E
ひとつ
Aに
AE創
E
きず
Aを
AE受
E
うけ
Aたる
AE肩
E
かた
Aの
AE上
E
うえ
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE尖端
E
せんたん
A
を
AE頸
E
くび
Aの
AE方
E
かた
Aに
AE向
E
む
Aけ
AE下縁
E
かえん
Aを
AE上膊
E
うわうで
Aの
AE中央
E
なかほど
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE両端
E
りょうたん
AA
E裾
E
たんきょ
Aを
AE其
E
その
AAE内側
E
うちがわ
A(
AE腋下
E
わきのした
A)に
A
E廻
E
まわ
Aして
AE交叉
E
やりちが
Aへ
、
A
E再
E
ふたたび
AAE其
E
その
AAE外側
E
そとがわ
Aにやりて
A
E結
E
むすぶ
Aべし
。
さて
AE其
E
その
AAE尖端
E
せんたん
Aは
AE保持巾
E
ほじきん
Aを
AE通
E
とお
A
し
AE頸
E
くび
Aの
AE方
E
かた
Aに
AE引
E
ひ
Aき
A
E再
E
ふたたび
AAE保持巾
E
ほじきん
Aの
AE上
E
うえ
Aに
AE折反
E
おりかえ
Aして
AE帽子
E
ぼうし
AAE針
E
ばり
Aを
AE刺
E
さ
Aし
AE縫
E
ぬい
AAE止
E
ど
Aむべし
。
 
AE腰
E
こし
Aの
AE創
E
きず
Aを
AE巻
E
まく
Aも
AE其法上
E
そのほうかみ
Aと
AE同
E
おな
Aじ （
AE爰
E
ここ
Aには
AE保持巾
E
ほじきん
Aを
A
E用
E
もちう
Aることなし）
。
けれども
A
E大腿
E
だいたい
Aは
AE上膊
E
うわうで
Aより
AE太
E
ふと
Aきず
AE故
E
ゆえ
Aに
、
AE全
幅
E
まるはば
Aの
AE三角巾
E
さんかくきん
Aを
AE用
E
もち
Aい
ずばならず
。
AE但
E
ただ
Aし
AE巾
E
きん
A
の
AE下縁
E
かえん
Aにて
AE大腿
E
も
Aの
A
E上部
E
うえのところ
Aを
AE巻
E
ま
Aき
AE両端
E
りょうたん
AA
E裾
E
たんきょ
Aを
AE二重
E
ふたえ
AAE廻
E
まわ
Aして
AE結
E
むす
Aぶべし
。
AE若
E
もし
AAE股
E
もも
Aの
AE肥
E
こえ
AA
E太
E
ぶとり
Aたる
AE者
E
もの
Aにて
AE結
E
むす
Aび
AE難
E
がた
Aき
AE者
E
もの
Aは
A
E大
E
おおい
Aなる
AE帽子
E
ぼうし
AAE針
E
ばり
AAE二本
E
にほん
Aを
AE用
E
もつ
Aて
AE縫
E
ぬい
AAE止
E
ど
Aむべ
し
。
AE尖端
E
せんたん
Aも
AE亦
E
また
AA
E肩
E
かたの
AAE創
E
きず
AAE同様
E
どうよう
Aになすべし
。
AE但之
E
ただしこれ
Aを
AE病人
E
びょうにん
Aの
AE腹帯
E
はらおび
Aの
AE下
E
した
Aに
AE通
E
とお
Aし
A
E再
E
ふたたび
AAE其
E
その
AAE上
E
うえ
Aを
AE経
E
へ
Aて
AE下
E
した
Aの
AE方
E
かた
Aに
AE折反
E
おりかえ
Aし
AE帽子
E
ぼうし
AAE針
E
ばり
Aにて
AE縫
E
ぬい
AAE止
E
ど
Aむべし
。
AE若
E
もし
AAE其
E
その
AAE人
E
ひと
AAE腹帯
E
はらおび
Aをせ
ざるときは
AE頸
E
えり
AAE巾
E
まき
Aなどを
AE巻
E
まき
Aて
AE其代
E
そのかわり
Aとなすべし
(
AE第三十一図
E
だいさんじゅういちず
Aを
AE見合
E
みあわ
Aすべし）
。
 
A
E凡
E
おおよそ
AAE骨
E
ほね
Aの
AE傷
E
きず
Aつきたる
AE病人
E
びょうにん
Aを
AE病院
E
びょういん
Aに
AE輸
E
おく
Aるには
AE副木
E
そえぎ
Aを
AE其
E
その
AAE場所
E
ばしょ
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE之
E
これ
Aを
A
E保護
E
ほご
Aせざれば
AE其
E
その
AAE場所
E
ばしょ
AAE揺
E
ゆれ
AAE動
E
うご
Aき
A
E大
E
おおい
Aに
AE其痛
E
そのいたみ
Aを
AE増
E
ま
Aし
、
AE又
E
また
AAE其
E
その
AAE創
E
きず
Aの
AE性
E
たち
Aも
AE悪
E
あし
Aくなる
なり
。
AE抑々
E
そもそも
AAE副木
E
そえぎ
Aという
AE者
E
もの
Aは
AE傷
E
きず
Aを
AE受
E
うけ
Aて
AE其
E
その
AAE骨
E
ほね
Aの
AE揺
E
ゆれ
AAE動
E
うご
Aき
AE固持
E
もちこたえ
Aる
A
E力
E
ちから
Aを
A
E失
E
うしない
Aた
る
AE者
E
もの
Aに
、
AE外
E
ほか
Aより
A
E力
E
ちから
Aとなるべき
AE者
E
もの
Aを
AE副
E
そ
Aえ
A
E縛
E
しばり
AAE固
E
かた
Aめて
AE固
E
もち
AA
E保
E
こたえ
Aることの
AE出来
E
でき
Aる
A
E様
E
よう
Aにな
す
AE者
E
もの
Aなり
。
AE然
E
さ
Aれば
AE若
E
もし
AAE用意
E
ようい
Aの
AE副木
E
そえぎ
AAE缺
E
かく
Aるときは
AE何
E
なに
Aにても
AE其代
E
そのかわり
Aとなる
A
E者
E
もの
Aを
AE用
E
もち
Aう
べし
。
A
E譬
E
たとえ
Aは
AE剣鎗
E
けんやり
AA
E或
E
あるい
Aは
AE其
E
その
AAE鞘
E
さや
A
（
AE第二図
E
だいにず
Aを
AE見合
E
みあわ
Aすべし）
A
E銃
E
てっぽう
A
（
AE第十二図
E
だいじゅうにず
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Aを
AE見合
E
みあわ
Aすべし）
AE折
E
おれ
Aたる
AE鎗
E
やり
AA
E破
E
やぶれ
Aたる
A
E車
E
くるま
Aの
AE輻
E
や
A、
A
E或
E
あるい
Aは
AE樹枝
E
きのえだ
A（
AE第十六図
E
だいじゅうろくず
Aを
AE見合
E
みあわ
A
すべし）
AE藁
E
わら
AAE葦
E
い
AAE等
E
など
Aの
A
E束
E
つかね
Aたる
AE者
E
もの
Aを
AE其
E
その
AAE場所
E
ばしょ
Aに
AE当
E
あ
Aて
AE之
E
これ
Aを
AE巻
E
まき
AAE縛
E
しば
Aるが
AE如
E
ごと
Aし
。
AE斯
E
か
A
く
AE巻
E
まき
AAE縛
E
しば
Aるには
AE頸
E
えり
AAE巾
E
まき
Aの
AE如
E
ごと
Aく
AE畳
E
たた
Aまるる
AE者
E
もの
Aを
A
E宜
E
よろし
Aとす
。
A
E譬
E
たとえ
Aは
AE手拭
E
てぬぐい
AAE腹帯
E
はらおび
AAE手綱
E
たづな
AA
E銃
E
てっぽう
Aの
AE紐
E
ひも
A｢ランドセル
｣の
AE緒
E
ひも
AAE等
E
など
Aの
AE如
E
ごと
Aし
。
 
〔
三角巾さんかくきん
の
畳法たたみかた
〕は
先まず
第一だいいち
に
左右みぎひだり
の
端たん
裾きょ
を
重かさ
ね
小ちさ
き
三角形さんかくがた
となすべ
し
。
第二だいに
には
斯
か
く
畳たた
みたる
三角形さんかくがた
の
端たん
裾きょ
を
尖せん
端たん
の
方かた
に
向
む
け
畳たたみ
て
四
し
角形かくがた
となすべし
。
第三だいさん
には
右みぎ
の
四
し
角形かくがた
を
二ふたつ
に
折おり
て
長方形ながかくがた
となすべし
。
第四だいし
には
此この
長方形ながかくがた
を
二ふたつ
に
折おり
て
再ふたたび
四
し
角形かくがた
となすべし
。
第五だいご
には
右みぎ
の
四
し
角形かくがた
を
二ふたつ
に
折おる
べし
。
此これ
にて
小ちさ
き
長方形ながかくがた
となるなり
第六だいろく
には
右みぎ
の
小ちさ
き
長方形ながかくがた
を
二ふたつ
に
折
お
れば
凡三寸許およそさんずんばかり
の
小ちさ
き
方形かくがた
となる
。
右みぎ
を
二本にほん
の
帽子ぼうし
針ばり
にて
縫ぬい
着つく
るときは
兵糧ひょうろう
嚢ぶくろ
に
納いる
るに
至いたつ
て
便利べんり
の
者もの
となるなり
。
 
三角帯用法終
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【資料７】
 
「
独逸戦時衛生條例適要
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
谷口謙『陸軍軍医学会雑誌』第三号、明治十九年年二月、
 
一七―三三頁。
 
  
彼を知り己を知るは
豈あに
独り軍機のみならんや軍隊医務に在ても亦然り而して今や開明
諸国の戦時衛生部編制は独逸を以て最良とす仏人にして猶且之れを欽美す其整備知るへきなり茲に其大綱を訳
萃すい
して一覧に供す是亦彼を知るの一端也
 
 
 
 
 
 
 
明治十九年二月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一等軍医
 
谷口謙識
 
  
 
 
機関及ひ編制並に制定
 
（甲）
 出戦軍
 
一
項
 
隊に隊附医官病院助手及ひ補助患者運搬人隊属薬品車担架繃帯具入背嚢若くは
薬品及ひ繃帯入
匣はこ
並ひ病院助手携帯嚢を附す
 
此人員及ひ材料を以て
病室舎クランケンスツーベン
営病院及ひ隊繃帯所（戦闘地に）を設立す
 
病室は病院的看護を要せす暫にして回復就役の目途ある患者を収容する所なり
 
舎営 院 軍隊舎営地の近傍に他の病院なき時は病院の不足なる時に之を設立す
 
 
 
 
隊繃帯所は戦闘地に於て隊附医官の傷者を集合せしめ救急繃帯を施し若し傷者を派出衛生部若く 地病院に輸送し得さる場合に於て遷延すへからさ
手術を施す
為に之を設置するなり
 
二項
 戦争の依て死傷者を生する時は派出衛生部作業を始む
但該部は大戦に至て作業を始るもの
とす
該部は各軍団に三箇予備師団に
一箇を
附す該部の主要なる任務は傷者を毉冶す
る為に大繃帯所を
備置し傷者運搬者を以て傷者を戦闘地及ひ隊繃帯所より大繃帯
所に輸送するにあり隊繃帯所を存立せしむると之を大繃帯所に 併せしむるとは場合に依るへし大繃帯所医官の増員を要するときは隊附医官並ひ戦地 の人員及ひ材料を使用することあるへし
 
三項
  
戦地病院は傷者及ひ病者を看護し軍軍病院の人員と交代し再ひ軍団に
跟随こんずい
して
爾后の需要を待つへし（各軍団に戦地病院十ニ各予備師団に三箇を附す）
 
戦地病院をして派出衛生部を補助せしむることあるへし
 
 
 
 
（兵站及ひ鉄道）
 
兵站及ひ鉄道に於ける衛生事務は主として定置軍病院に於ける治療事務患者の配当並ひ之に関する方法及ひ編制並に戦地衛生上需要の衛生材料の送致之れなり
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四項
 軍病院は戦地病院の傷者及ひを病者建築物殊に傷者及ひ病者の治療並に安臥に必需の材料を需要するか為に之を
設く其己に戦地病院に交代したる者を定置軍病院
と名く軍病院附人員の事務は戦地病院に異なることなし
 
五項
 兵站医官及ひ兵站病院
 
兵站医官は兵站区内に於て医務に従事し需要に従い
兵站
病院を設立し
此を通行する隊部隊或は患者運搬組の患者並に兵站監に附属する隊
の患者を収容して之を治療すへし
 
六項
 患者配当
 
患者運搬医員並に衛生列車及ひ病列車を以て患者を配当せしむ
 
〔イ〕
 患者運搬医員は患者の配当兵站区に於ける背後運搬を処弁す
 
〔ロ〕
 衛生
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【資料８
】
 
 
 
 
担架術教育規則（陸達第十八号）
 
明治
二十年
二
月
五
日
 
  
 
 
 
 
 
 
 
総
 
 
則
 
第一條
 
此規則ハ戦場ニ於テ傷者ヲ運搬スル学術ヲ教授スル為メニ設クルモノトス
 
第二條
 
歩兵及ヒ砲兵隊ニ於テ其下士兵卒若干名ヲシテ之ヲ修業セ
シ
ムルモノトス
 
第三條
 
毎年担架術ヲ修業セシムヘキ人員ハ歩兵連隊ニ一等軍曹一名二等軍曹二名砲兵連隊ニ一二等軍曹三名砲兵大隊
ニ上等兵一名歩兵中隊ニ兵卒三名砲兵中隊
ニ一名トス上等兵ヲ出タス歩兵中
隊ニハ兵卒二名トス
 
第四條
 
大隊長ハ下士中隊長ハ上等兵現役一ヶ年ヲ終ヘタル者ヲ選抜シテ
連
隊長若ク
ハ大隊長 具申スルモノトス
 
第五條
 
中隊長ハ現役一ヶ年ヲ終ヘタル一 卒若クハ一等卒ト為ルヘキモノニ 沈勇混懇篤膂アリ且読書習字ヲ為シ得ル者
ヲ選抜シ名簿ヲ製シ大隊長ニ呈スル
モノトス
 
第六條
 
大隊長ハ中隊長ノ進呈シタル名簿ニ就キ審査ノ 連隊長ノ認可ヲ得
中隊長
ヲシテ担架術修業ヲ命セシム
 
第七條
 
連隊長ハ ノ具申ニ依テ之ヲ認可シ教官 シテ教授セ
シム
 
  
 
 
 
 
 
 
 
教
 
 
育
 
第八條
 
担架術ハ学術ノ二科トス其科目 第三
表ニ示スカ如シ
 
第九條
 
担架術ノ教授ハ歩兵 （分遣若ク 分屯隊ハ大隊）及ヒ砲兵連
隊ニ於テス
 
 
 
 
 
 
 
但分遣分屯ニ係ル
中隊ノ分ハ所属本隊ニ合シテ之ヲ行フモノトス
 
第十條
 
授業期限ハ凡ソ三ケ月ニシテ毎年新兵入営ノ期ヨリ初ムル者トス但シ授業時限ハ一日ニ凡ソ五時間トス
 
第十一條
 
修行中疾病等ニテ卒業ノ目途ナク之ヲ免除スルトキハ成ルヘク補欠スヘシ
 
第十二條
 
連隊長ハ卒業ノ
検閲ヲ行ヒ卒業証書ヲ附与シ而シテ旅団長ヲ所管長官ニ報
 
告スル者トス
 
第十三條
 
担架術修業中ハ衛兵其他ノ諸勤務ハ適宜ニ之ヲ免スルヲ得ヘシ又何等ノ事
 
故アルモ規制休暇等ハ一切之ヲ許サザルモ トス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
 
 
官
 
第十四條
 
教官及ヒ助教ハ連隊中ノ医官及ヒ看護長ヲ以テ之ヲ充テ其人員ハダ第二表
 
ノ如シ
 
第十五條
 
高級 教官ハ連隊長ノ命ヲ受ケ左ニ揚クル二項ヲ担任スヘシ
 
 
 
一
 
学術授業ノ順序ヲ予定シ又毎週施行ノ日課表ヲ製シ且教育ニ関スル進歩ノ景
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況ヲ連隊長及ヒ所管軍医長ニ報告スヘシ
 
 
 
二
 
卒業ノ期ニ至レハ学術ニ優劣順序ヲ定メ番号ヲ付シ卒業名簿ヲ製シ之ヲ連隊
 
長ニ進呈ス
 
第十六條
 
教官ハ高級教官ノ指図ヲ受ケ一般ノ教育ヲ担任シ助教ヲ補助シ教育上ノ細
 
目ヲ担当スルモノトス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
復
 
 
習
 
第十七條
 
復習ハ毎年夏
期ニ於テ予備役及ヒ後備軍ノ下士卒
中担架術ヲ修業シタル
 
 
ヲ召集シ之ニ現役中ノ担架術修業者ヲ加ヘ演習 施行ス之ヲ野外演習ト云
 
フ
 
 
 
 
第
三
表
　
　
繃
帯
術
術
　
　
　
　
科
　
　
創
傷
論
　
　
解
剖
及
生
理
学
大
要
学
　
　
　
　
科
 
 
 
 
 
 
担
　
架
　
術
　
教
　
則
　
表
　
　
傷
病
者
ノ
運
搬
法
　
　
急
製
担
架
術
　
　
担
架
使
用
術
　
　
傷
病
者
ノ
取
扱
　
　
補
助
担
架
卒
ノ
勤
務
則
　
　
衛
生
隊
編
制
及
其
勤
務
則
　
　
担
架
使
用
及
運
搬
法
　
　
繃
帯
学
　
　
患
者
ノ
看
護
法
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【資料９
】
 
担架卒選抜及教育復習規則
 
明治二十年
一
月二十八日
 
 
 
 
 
 
総
 
 
則
 
第一條
 
担架卒ハ歩兵及ヒ砲兵隊ニ於テ之ヲ養成シ有事ノ日ニ当リ衛生部
ニ属シ傷者ヲ運
搬セシメ其称呼ハ本務ニ服
スルニ際シ之ヲ称スル
モ
ノトス
而メ之ヲ分テ
三トス
 
其一担架上等兵
 
 
担架上等兵ハ現役一ヶ年ヲ終タル上等兵ヨリ選抜シテ之ヲ教育シ
衛生隊ヲ編制ス
 
ルニ方リ之ニ
編入ス
 
 
其二担架卒
 
 
 
 
担架卒ハ補助 卒ノ現役満期ノ者ヲ以テ之ニ充テ衛生隊ヲ編制
スルニ方リ之ニ
 
編入ス但シ砲兵ノ補助担架卒 之ヲ除ク
 
 
 
 
其三補助担架卒
 
 
補助担架卒ハ歩兵及
ヒ砲兵現役一ヶ年ヲ終ヘタル兵卒中行状方正ナル者ヲ選抜
 
シ之ヲ教育シ戦時現隊ニ在テ傷者運搬 勤務ヲ執ラシム
 
第二條
 
担架術
修業中ハ衛兵其他ノ諸勤務ハ適宜ニ之ヲ免スルヲ得ヘシ又何等ノ事故ア
ル
モ帰省休暇等ハ一切之ヲ許サザルモノトス
 
第三條
 
毎年担架術修業期限ニ至レハ歩兵一連隊ニ一
等軍曹一名二等軍曹二名砲兵一連隊
ニ一二等
軍曹三名ヲ採リ担架術ヲ修業セシム
但此定員ハ毎年交換シ連隊中ノ下士
ハ漸次悉ク担架術ヲ習熟セシムルニ至ルヘシ
 
第四條
 
連隊長ハ大試験終レハ卒業ノ検問ヲ行ヒ卒業証書ヲ附与シ而シテ ヲ所管長官ニ報告スル者トス
 
 
 
 
 
 
 
 
選
 
 
抜
 
第五條
 
 
補助担架卒ハ志操廉潔ニシテ怯
儒ナラス兼テ篤実
ニシテ一等卒
 
 
若クハ一等卒ト為ルヘキ見込
ノモノヲ撰フヲ法トス故ニ各中隊ニ於テ中隊長ハ
先ツ其撰ニ当ルヘキ者ニ就 体格及ヒ読書習字ヲ検査シ第一表第二表ニ揚クル要員ヲ選抜シ名簿ヲ製シ之 自己ノ意見ヲ附シ大隊長ニ進呈ス
 
第六條
 
 
大隊長ハ中隊長ノ進呈シタル名簿ニ就キ
審査ノ上連隊長ノ認可
 
 
 
ヲ得テ中隊長 シテ担架修業ヲ命セシム
 
第七條
 
 
連隊長ハ ノ具申ニ依テ之 認可シ教官ヲシテ教授セ ム
 
 
 
 
 
 
 
 
教
 
 
育
 
第八條
 
 
担架術ノ
教授
ヲ分テ学術ノ二科トス其科目ハ第三表ニ示スカ如
シ
 
第九條
 
 
担架術ノ教授ハ歩兵及ヒ砲兵連隊分遣隊ハ大隊或ハ中隊 於テ為ス者トス
 
第十條
 
 
授業期限ハ凡ソ三ヶ月ニシ 毎年新兵入営ノ期ヨリ之ヲ始ムル者トス但 授業
 
 
 
時限ハ一日ニ凡ソ五時間トス
 
第
十一條
 
担架術修業中疾病等ニテ卒業ノ目途ナクシテ之ヲ免除スルトキ 成ルヘク補欠
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スヘシ
 
 
 
 
 
 
教
 
 
官
 
第十二條
 
教官ハ連隊中ノ医官看護長ヲ以テ之ニ充テ其人員ハ第四表ノ如
シ
 
 
 
 
 
 
第十三條
 
高級 左ニ揚クル四項ノコトヲ担任スヘシ
 
 
 
一
 
連隊長ノ命ヲ奉シ授業上一般ノ責ニ任ス
 
 
 
二
 
学術授業ノ順序 予定シ又毎週施行ノ日課
表ヲ製シ各学期ノ終リニ小試験ヲ為シ
且月末ニ於テ教育ニ関スル進歩ノ景況ヲ連隊長及ヒ所管ノ軍医長ニ報告スヘシ
 
 
 
三
 
卒業ノ期ニ至レハ連隊長ノ命ヲ受ケ学術ノ大試験ヲ為シ優劣順序ヲ定メ番号ヲ付
 
シ卒業名簿ヲ製シ之ヲ進呈ス
 
 
 
四
 
担架術修 兵卒業ノ後其教育ニ関スル進歩ノ景況書 作リ之ヲ所管ノ軍医長ニ報
 
告スヘシ
 
第十四條
 
教官ハ高級教官ノ指図ヲ受ケ一般ノ教育ヲ担任シ助教ハ
教官ヲ
補助シ教育上ノ
細目ヲ担当スルモノトス
 
第十五條
 
復習ハ担架卒ヲシテ其運搬術ヲ益々精
熟セシメン為メ実施ニ異ナラサル活用ヲ
演習スルヲ以テ目的ト
ス之ヲ野外演習ト云フ
 
第十六條
 
野外 ニ方リテハ軍医監或
ハ一等軍医正ヲ以テ師
団軍医長ノ職ヲ奉セシメ
而
シテ衛生隊演習一般ノ指揮 掌ラシム
 
第十七條
 
師団軍医長ハ
演習ノ方法ヲ予定シ其施行ノ地所ヲ定メ所
管
長官ニ具申スヘシ
 
第十八條
 
野外演習中ハ若干
隊ヲシテ之ニ附属セシメ戦線ヲ仮設シ或ハ仮設
傷者等ノ用ニ
供セシム
 
第十九條
 
野外演習ノ期限ハ毎年夏期ニ於テス其総日数ハ概ネ三週間（始メニ週
日ヲ補助
担架卒予備役担架卒終テ一週日ヲ補助担架卒後備役担架卒）
ヲ定則トス然レト
モ時トシテ之ヲ増減スルコトアルヘシ
 
第二十條
 
演習畢レ
ハ軍医長ハ実施ノ景況ヲ記載シ之ヲ所管長官ニ報告スヘシ
 
第二十一條
 
復習ノ為メニ召集スヘキ担架卒ハ衛生隊ニ編入
スヘキ者ノミニシテ剰余ノモ
ノハ本科 復習ヲ為サシムルモノトス
 
第二十二條
 
近衛
並ニ各鎮台ニ於テハ毎年担架卒ヲ召集シ之ニ歩兵及ヒ砲兵ノ補助担架卒
ヲ加エ 生隊ヲ編制ス其
編制方法左ノ如シ
 
 
 
一
 
予備及ヒ後備役ノ担架卒ハ衛生隊定員ノ半数ヲ召集他ノ半数ハ翌
年召集之ニ補助
 
担架卒ヲ加ヘ
衛生隊ヲ編制ス
 
二
 
衛
生隊ニ附属スル各兵将校及ヒ曹長ハ常備隊付他ノ下士ハ現役下士
或ハ予備及ヒ
 
後備役躯員下士ニシテ担架術
ヲ修業セ
シ者或ハ担架上等兵ニテ
下士適任証書ヲ所
 
持スル者ヲ以テ之ニ充ツ
 
三
 
衛生隊ニ附属スヘキ衛生部員ハ鎮台病院或ハ各隊ニ附属スル者ヲ以テ之ニ充ツ但
 
看護長ハ予備役ヨリ附属スルコトアリ
 
 
214 
 
第一表
 
 
 第二表
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【資料１０
】
 
「陸軍
人磨工召募準則
」 （第二百二十九号
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
明治二十一年十二月一日
 
 
 
 
陸軍大臣伯爵
 
大山
 
巌
 
 
 
 
 
 
 
 
総
 
 
則
 
第一条
  
看病人ハ病院病室及憲兵隊其他衛生部士官ノ属スル官廨ニ置キ患者ノ看護其他
 
 
 
看護ニ係ル雑務ニ服セシム
 
第二条
  
磨工ハ近衛各師団ノ軍医部 病院ニ置キ治療器械ノ研磨ト修理ノ事ニ服セシム
 
第三条
  
看病人ハ採用ノ日ヨリ満六ヶ月間勤務時間中ニ於テ看護学ヲ修業
セシム
 
 
第四条
 
看病人ノ給料 月給ニシテ一等給ニ等給ニ分ツ其一等給ハ八円二
等給ハ七円トス
 
 
 
 
第四条
  
磨工ノ給料ハ月給ニ
シテ之ヲ五等ニ分ツ
 
其一等ハ三拾円二等 弐拾五円三等ハ二拾円四等ハ拾五円五 ハ拾弐 トス
 
第六条
 
看病人磨工 雇員ニシテ其勤務年限ハ之ヲ定メスト雖トモ採用ノ日ヨリ満三年以内ハ自己ノ情願ヲ以テ免除スルコトヲ許サス然トモ疾病 品行不正勤務
懶惰らんだ
ナ
ルモノ 之ヲ免除ス但其疾病ニ罹 モノハ陸軍医官 診断書ニ依リテ之ヲ処分ス
 
第七条
 
三年以上勤務スルモノト雖トモ戦時若ク 事変 際ハ如何ナル事故 雖トモ免除セサ
ルコトアルヘシ
 
第八条
 
看病人磨工ノ勤務年限ノ満限ハ五十五歳トス然ト 精勤実直且身体強壮 テ猶ホ勤続ヲ志願スル者ハ体格検査 上尚若干年ノ勤続ヲ許可スルコトアルヘシ
 
第九条
 
看病人ノ被服ハ代金ヲ給与シテ定制 モノ 自弁セシム 之ヲ給与ス コトナシト雖トモ戦時若クハ事変ノ際ニ限リ現品ヲ以テ貸与 ヘシ
 
第十
条
 
看病人ハ採用ノ初二等給ヲ給シ一年ノ後勤務実直品行方正ナル者
 
 
 
ニ一等給ヲ給ス其一等給ハ所属部隊総員 半数ヲ定員トナシ之ニ超エルコトヲ得ス但奇数ニ在テ 寡数ヲ一等給トナスベシ一人 部隊ニ在テハ此限 ア
ラス
 
第十一条
 
磨工ノ給料ハ其技芸ノ生熟
功程ノ精粗ニ依リ之ヲ定ム但之ヲ定ムルトキハ所管
軍医長ノ承認ヲ経ルモノト
 
 
 
 
 
 
 
 
召
 
 
募
 
第十ニ條
 
看病人磨工ハ欠員アルニ当リ其部隊ニ於テ
軍医隊ノ欠員ハ所管軍医部ニ於テ
民間ヨリ
志願者ヲ採用ス但左ニ記列スルモノハ採用スルコトナシ
 
 
 
一
 
身代限ノ処分ヲ受ケ負傷ノ弁償ヲ終ヘサル者
 
 
 
二
 
禁錮以上ノ刑ニ処セラレタル者及賭博犯ノ処分 受ケシ者
 
 
 
三
 
前項ノ外平常素行修マラス同郷同町村ニ於テ排斥セラルル者
 
 
 
四
 
兵籍ニ在ル者
国民兵役ヲ除ク
 
第十三條
 
召募ノ手続ハ部隊長適宜之ヲ定ム
 
第十四條
 
事変ニ際シ戦時要員補欠ノ為メニ之ヲ召募スルハ其所管ノ軍医部ニ於テ之ヲ施
行ス
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第十五條
 
志願者ノ検査項目ハ左ノ如シ
 
 
 
一
 
年齢自ニ十一年至四十年
 
 
 
二
 
身幹五尺一寸以上
磨工志願者ハ除ク
 
 
 
 三
 
体格強健ノ者
 
 
 
四
 
読書
 
真片仮名交リ文
 
 
 
五
 
作文
 
尺牘せきとく
文ノ類
 
 
 
六
 
算術
 
加減乗除
 
 
 
七
 
治療機械研磨修理ノ実施
看病人志願者ハ除ク
 
第
十六條
 
前條ノ検査ハ部隊長
軍医部警備隊ハ軍医長、病院ハ院長、衛戍病室ハ其衛戍司令官タル隊長憲
兵隊諸学校学舎砲兵
工廠こうしょう
監獄ニ在テハ其長
試験委員ヲ定メ之ヲ施行ス
 
第十七條
 
前條ノ試験委員ハ看病人ニ在テハ医官二名
医官一名ノ部隊ニ在テハ各兵科士官一名ヲ加
フ
磨工ニ在テハ医官薬剤官各一名ヲ以テ編制スヘシ
 
第十八條
 
試験合格ノ者ハ之ニ看病人或ハ磨工 命シ誓文帖ニ署名捺印セシム不合格ノ者
ハ本人願書ノ本書ニ試験
不合格ト朱書シテ却下スルモノトス
 
第十九條
 
部隊長ニ於テ採用シタルトキハ本 願書ノ副書ニ其命シタル年月日ヲ朱書シ戸
籍明細ノ副書ヲ添へ所管ノ軍医長ニ移牒スヘシ故ニ免除 時ハ復タ其免除ノ理由ヲ記シ姓名并
觧雇かいこ
月日ヲ軍医長ニ報告スルモノトス
 
第二十條
 
志願者ニハ正副二通ノ願書ニ戸籍明細書ヲ添ヘテ召募 ニ出サシムヘシ
 
第二十一条
 
願書及ヒ誓文等ノ書式左ノ如シ
 
 
 
 
 
 
 
 
願書
 
 
 
 
 
 
 
 
身元引
受人
 
 
 
 
 
 
 
 
戸籍明細
 
 
 
 
 
 
 
 
誓文
の雛形あり
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【資料１１
】
 
 
 
 
 
 
 
 
陸軍看護卒教育規則
 
（明治二十年十二月二十八日
 
陸達第百五十五号
 
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但明治十九年省令乙第四十一号ヲ廃止ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陸軍大臣
 
大山
 
巌
 
 
 
 一
 
 
陸軍看護卒の教育は此規則に拠る其入隊の手続は新兵入隊定則に異な
ることなし
 
二
 
 
陸軍看護卒は近衛鎮台の歩兵連隊に編入し第三項の教科卒業の後ち各部隊に配当するものとす
 
三
 
 
陸軍看護卒には左の教科を教授し六ヶ月間に卒業せしむ
 
第一教科
 
 
歩兵教育順次概
表初年兵第一期
術科学科
 
 
 
 
 
 
  第一教科
 
 
人体造構概略
 
医療嚢並繃帯嚢入諸品の使用法
 
三角繃帯用法
 
繃帯製造及消毒繃帯品の使用
 
繃帯術
 
 
 
 
 
 
第三教科
 
 
看護法
 
治療介補法
 
救急法
 
患者運搬法
 
調剤法大意
 
四
 
 
第一教科は歩兵隊第二第三教科は病院
分営に在ては重病室
に於て之を教授す
 
五
 
 
第二 三 に在ては医官 長之を教授す而して病院長
分営に在ては
高級医官以下
儀之
は其教育上を監視するものとす
 
六
 
 
第一教科の授業卒れ 連隊長は之を病院長に引渡 へ
 
 
 
 
 
 
但し近衛に在ては近衛
軍医長を経て東京鎮台病院長に引き渡すへし
 
七
 
 
第二第三教科の教習を卒れは病院長其習熟を検閲し本人手帳
卒業列叙
区ママ
書
に看護学
卒業のことを記入し後ち所要の部隊え
近衛所要の人員は該衛軍医長に
引渡すへし而して
卒業名簿並に配附表を調製し之を所管の軍医部に報告すへ
 
 
 
 
 
但近衛軍医長は本項に拠り卒業者を受取るときは直に衛下各隊
に引渡すへし
 
八
 
 
病院（重病室）に在ては第ニ教科授業ノ初めに於て修業者に左の品目 官給て此品目は現役満期 時 雖とも各自携帯せし 返納せしむる 及はす
 
 
 
 
 
 
一
 
看護卒教科書
 
 
 
 
 
1
冊
 
 
 
 
 
 
一
 
図附三角
繃帯
 
 
 
 
 
一枚
 
 
 
 
 
 
一
 
白地三角
繃帯
 
 
 
 
 
二枚
 
 
 
 
 
 
一
 
片頭軸繃帯
 
 
 
 
 
 
三巻
 
 
 
 
 
 
一
 
布
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六尺
 
 
 
 
 
 
一
 
布袋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一個
 
九
 
 
對馬警備隊看護卒も亦此規則に準拠し教科は其要領を教授し
4
ヶ月を以て卒業せし
む
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【
資料１２
】
 
 
陸軍衛生部現役看護手補充條例（勅令第九十二号）
 
明治二一年一二月二
四日
 
 第一條
  
現役
看護手ノ補充ハ歩騎砲工輜重兵ノ初年兵ニシテ概子六箇月軍事上ノ教
育ヲ受ケ更ニ六箇月間看護学ヲ修メタル者ヲ以テス
 
警備隊ニ在テハ軍事上ノ教育及看護学修業時期ハ各三箇月トス
 
第二條
  
前條ノ補充ハ近衛及師団ノ軍医長前年度ニ於テ予メ各隊所要ノ看護手人員
ヲ調査シテ都督師団長ニ呈シ都督師団長ハ之ヲ各隊ニ割賦シ各隊長ハ之ヲ各中隊ニ官賦スヘシ
 
第三條
  
第二條ノ割賦ヲ受ケタル中隊長 部下ノ兵卒中篤実温厚読書算筆アル者ニ
シテ看護手ニ適当ノ者ヲ選ミ
其名簿ヲ作リ順序ヲ経テ連隊長独立大隊ニ在テ
ハ大隊長以下之 倣フニ呈スヘシ
 
第四條
  
連隊長ハ第三條ノ名簿ニ拠リ看護学修業兵ヲ命シ其地ノ衛戍病院又ハ衛戍
病室ニ入学或ハ通学セシムヘシ
 
第五條
  
看護学修業兵卒業シタルトキハ看護学修業兵名簿ニ登録 看護手ノ欠員看
護手ノ下士ニ新級又ハ其満期ノ時 隈ル 際シ連隊長ニ於テ看護手ヲ命スヘシ
 
第六條
  
看護手ハ毎年二中隊ニ一人ノ割合ヲ以テ補充スルヲ例トス
 
第七條
  
現役 再服役ヲ請フコトヲ得其法ハ陸軍現役下士等上等兵再服役條例
ニ拠ル但警備隊ニ在テハ尚ホ警備隊條例第四條ヲ 用ス
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【
資料１３
】
 
 
陸軍看護学修業兵教育規則（陸達第二百四十一号）
 
明治二一年一二月二
五日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
 
育
 
第一條
 
看護学修業兵ハ
衛戍病院
ニ
入
レ
其教育所
ニ
於
テ
教成
ス
。授業
ヲ
分
タ
学科術
科
トス
。但師団司令部所在地外
ニ
在
テハ
本隊
ヨリ
通学
セシムルモノトス
 
第二條
 
衛戍病院長ハ
看護学修業兵入学前
ニ
於
テ
教官
ヲ
定
メ
且教育
ノ
準備
ヲナスヘ
シ
 
第三條
 
教官ハ
病院及各隊各官廨附
ノ
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
而
シテ
之
ヲ
定
ムルニハ
病院
長予
メ
之
ヲ
人選
シテ
所管軍医長
ノ
認可
ヲ
経
テ
之
ヲ
定
ム
 
第四條
 
衛戍病院長
ハ
教育上一般
ノ
事
ヲ
主宰
シ
教授
ノ
方法
ヲ
計書
スヘシ
 
第五條
 
修業期間
ハ
凡
ソ
六箇月間
トシ
其授業時間
ハ
一日
ニ
四時乃至五時間
トス
。而
シテ
授業時間
ノ
外尚適宜
ノ
時間
ヲ
定
メ
副科
トシテ
読書習字及算術
ヲ
学
ハシ
ムヘ
 
第六條
 
衛戍病院長
ハ
卒業試験
ノ
時
ハ
之
ニ
臨場
ス
。而
シテ
試験後教官
ヨリ
出
シタル
卒業名簿
ニ
拠
リ
卒業証書
ヲ
製
シテ
之
ヲ
本人
ニ
附与
シ
各本隊
ニ
復帰
セシメ
同
時
ニ
其連隊長独立大隊
ニ
在
テハ
大隊長以下之
ニ
倣
フ
並
ニ
所管軍医長
ニ
卒業
名簿
ノ
写
ヲ
以
テ
之
ヲ
申告
スヘシ
 
第七條
 
入学
中
ハ
何等
ノ
事故
アルモ
帰省休暇等一切之
ヲ
許
ササルモノトス
 
第八條
 
入学中疾病等
ニテ
卒業
ノ
目途
ナキモノハ
本隊
ニ
復帰
セシメ
看護学修業兵
ヲ
免
ス
。而
シテ
其者入学後三箇月以内
ナレハ
病院長
ハ
該連隊長
ニ
其補欠員
ヲ
請求
スヘシ
 
第九條
 
入学期
ヲ
後
クレテ
入学
スル
者
ノ
教育
ハ
授業時間
ヲ
伸長
シ
勉
メテ
他
ノ
修業兵
ト
同一
ニ
卒業
セシムヘシ
 
第十條
 
此教育中被服、装具、日給ハ
本科
ニ
異
ナルコトナシ
而
シテ入学中ノ
教育費
用
ハ
衛戍病院
ニ
於
テ
支弁
シ
其他
ノ
諸給与
ハ
本隊
ヨリ
支弁
スルモノトス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
 
官
 
 
第十一條
 
教官
ヲ
別
テ
教授助教
トス
其教授
ハ
医官助教
ハ
看護長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
 
 
第十二條
 
教授ハ
衛戍病院長
ノ
命
ヲ
承
ケ
授業
ノ
事
ヲ
掌
ル
其中高級
ノ者一名ハ尚左ノ
事項
ヲ
処理
スヘシ
 
 
 
 
 
 
一
 
衛戍病院ノヲ
承
ケ
授業
上一般
ノ
責
ニ
任
ス
。故
ニ
日々教場
ニ
臨
ミ
授業
ヲ
監
視
ス
 
 
 
 
 
二
 
毎週
日課表ヲ
製
シ
毎一教程
ノ
終
リニ
小試験、全
教程ノ
終
ニ
大試験
ヲ
施行
シ
試験得点表大試験
ニハ
卒業名簿
ヲ
備
ヘ
製
シテ
病院長
ニ
申請
ス
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三
 
大試験了
ラハ
学術進歩
ノ
程度及授業上一般
ノ
景況書東京
ニ
在
テハ
二本
ヲ
製
シ
病院長
ニ
出
ス
病院長
ハ
之
ニ
意見
ヲ
附
シ
軍医長東京
ニ
在
リテハ
看護長
又第一師団
ノ
軍医長
ニ
進達
スヘシ
 
 
第十三條
 
助教
ハ
教授
ノ
命
ヲ
承
ケ
教育上
ノ
細目
ヲ
担当
シ
兼
テ
教育所
ノ
庶務
ニ
従事
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試
 
 
験
 
第十四条
 
第十二
條
ノ
試験
ハ
教習
シタル
所
ノ
学術二科
ニ
就
テ
問題
ヲ
設
ケ
学科
ハ
口答、
術科
ハ
実施之
ヲ
行
ハシメム
 
但副科
ハ
試験
ヲ
行
フコトナシ
 
第十五條
 
小試験
ノ
点数
ハ
毎一問題
ニ
最高点十点
ト
定
メ
二問題
ヲ
附
シ
其点数
ヲ
合算
シ
更
ニ
問題
ノ
数
ヲ
以
テ
除
シ
平均点
ヲ
附
スルモノトス
 
 
第十六條
 
大試験
ノ
点数
ハ
毎一問題
ニ
最高点二十点
ト定メ
四問題
ヲ
附
シ
其
ノ
点数
ヲ
合算
シ
更
ニ
四問題
ノ
数
ニ
依
テ
之
ヲ
除
シ
平均点
ヲ
得
テ
之
ニ
毎小試験
ノ
点
ヲ
加算
シ
六十点以上
ヲ
甲、四十五点以上
ヲ
乙、三十点以上
ヲ
丙、ニ十九点
以下
ヲ
丁
トス
 
 
第十七條
 
前條
ニ
掲
クル
丙以上
ノ
者
ヲ
合格
トシテ
卒業者
トシ
其以下
ノ
者
ハ
更
ニ
若干
日間復習
セシメ
再
ヒ
試験
スヘシ
。而
シテ
猶合格
セサルトキハ
本隊
ニ
復帰
セシメ
看護学修行兵
ヲ
免
スルモノトス
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初出一覧
 
 序
 
章
 
 
 
 
陸軍衛生要員の育成と一年志願兵制度の創設（ （ 『国士舘史学』第
15号、２０１１
 
年３月）
 
 第
Ⅰ
部
 
戊辰戦争と看護
 
 
 
職業看護婦の始まりに関する一考察―「小石川療養所」 「長崎療養所」 「横浜梅毒病
院」を通して―（ 『法政史学』
80号、２０１３年９月）
 
 
 
欧米諸国の 紹介記録の歴史を辿る 幕末から明治初年― 『日本医史学雑
誌』第
58回第２号、２０１２年６月）
 
 
 
陸軍における近代 学 導入（ 『軍事史学』第
49巻第３号、２０１３年
12月）
 
 
 
文久遣欧使節団による夷情探索と看護―フランスとイギリスの看護―（ 『看護歴史
研究』七号、２０１４年４月）
 
 
 
欧米諸国の看護婦の紹介記録の歴史を辿る（その２）―「福田作太郎筆記」を中心
に―（ 『日本医史学雑誌』第
60回第２号、２０１４年６月）
 
 第
Ⅱ
部
 
陸軍看護制度の創設
 
 
 
 
兵士が学んでいた包帯法に関する知識と技術―明治七年発行 三角繃帯用法』より
―（ （ 『日本医史学雑誌 第
54回第２号、２００８年６月）
 
 
 
陸軍における看護卒教育の始まり （明治６年～明治
17年） 」 （ 『日本看護歴史学会誌』
 
第
23号、２０１０年３月）
 
 
 
陸軍の衛生要員補充制度の成立過程
（ 『軍事史学』 第
46巻第２号、
２０１０年９月）
 
 
 
西南戦争と大阪陸軍臨時病院 （ 『日本医史学雑誌』 第
57回第２号、 ２０１１年６月）
 
 
 
陸軍看護学教科書―明治５年から明治
23年まで― （ 『日本看護歴史学会誌』 第
26号、
 
２０１３年５月）
 
 第
Ⅲ
部
 
陸軍看護制度の第二次改革
 
陸軍衛生隊編制に向けた〝担架卒〟の成立過程 第
55回第２号、
２００９年６月）
 
 
 
衛生隊編制に向けた陸軍看護制度 第二次改革（ 『国士舘史学』第
14号、２０１０
年３月）
 
 
 
日本陸軍における看護卒と磨工卒の関係（ 『日本医史学雑誌』第
56回第２号、２０
１０年６月）
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今泉孝 「絵ハガキで見るパリの古い病院
(五
)
 ―ヴァル・ドゥ・グラース陸軍病院 （パリ五区） 」
（その２） 」 『医譚』七三巻 九九八年、四三一一―四三一三頁
 
岩田高明「 『福田作太郎筆記』の『欧州探索』にみる西洋教育制度受容過程の分析― 久元年
遣欧使節団による欧州学制探究―」 『日本の教育史学
:教育史学紀要』二〇〇六年、一
九―三一頁
 
岩渕佑里子「寛政～天保期の養生所政策と幕府医学館」 （ 『論集きんせい』第二二号、二〇〇
〇年六月、四〇―六一頁
 
宇野俊一校注『桂太郎自伝』平凡社、一九九三年
 
大石学『吉宗と享保の改革
 
改定新版』東京堂出版、二〇〇一年
 
大久保利兼他編『史料による日本の歩み近代編』吉川弘文館、一九 六
 
大塚英明「万延元年遣米使節、随行医師・川崎道民の海外帰国報告―道民自筆本『航米実記』
の紹介をめぐって―」東京国立博物館研究誌、一九 七年、五四六号、五七―六 頁
 
大鳥蘭三郎「近世日本病院略史（四） 」 中外医事新報』一二二四号、一 三五年一〇月、四
〇四―四〇六頁
 
大山元帥伝刊行会『元帥公爵大山巌』マツノ書店、二〇一二年
 
小川鼎三・酒井シヅ校注『松 順自伝・長与専斎自伝』平凡社、一 八〇年
 
小高建『日本近代医学史』考古堂書店、二〇一一年
 
尾立貴志「衛生隊誕生―戦場医療のルーツをたどる」 『歴史群像』 （五） 、二〇 〇年、
七八―八六頁
 
加藤陽子『徴兵制と近代日本
 
一八六八―一九四五』吉川弘文館、一九九六年
 
金井一薫「ナイチンゲールの七つの素顔（その１） 」 『綜合看護』 〇九 、四九―五八頁
 
神谷昭典『日本近代医学のあけぼの―維新政権と医学教育」医療図書出版、一九八〇年
 
蒲原宏「明治戊辰戦争越後口軍病院 変遷（上） 」 日本医事新報』一八 号 一九五八年、
四五―四八頁
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蒲原宏「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」 『日本医事新報』一八〇一号、一九五八年、
四四―四九頁
 
蒲原宏「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」 『日本医事新報』一八〇二号、一九五八年、
五二―五五頁
 
亀山美知子『近代日本看護史
Ⅰ
 日本赤十字社と看護』ドメス出版、一九九七年
 
亀山美知子『近代日本看護史
Ⅱ
 
戦争と看護』ドメス出版、一九九七年
 
亀山美知子『近代日本看護史
Ⅲ
 
宗教と看護』ドメス出版、一九八五年
 
亀山美知子『近代日本看護史
Ⅳ
 
看護婦 医師
 
川口啓子「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート（一）
」（ 『大阪健康福祉短期大学紀要』
（二）二〇〇四年三月、八一―八九頁。
 
川口啓子「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート（二）日露戦争を中心に 大阪健康
福祉短期大学紀要』 （ ）二〇〇五年三月、八三―九五頁
 
川口啓子「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート（三）第一次世界大戦
『大
阪健康
（四）二〇〇六年三月、六九―七六頁
 
川口啓子「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート（四）第二次世界大戦とその後
 
『大阪健康福祉短期大学紀要』 （五）二〇〇七年三月、九三―一〇二頁
 
川俣馨一『日本赤十字社発達史』明文社、一八九八年
 
看護行政研究会編集『平成二六年版
 
看護六法』新日本法規、二〇一四年
 
看護史研究会（代表執筆
 
遠藤恵美子） 『派出看護婦の歴史』勁草書房、一九八三年
 
看護史研究会編『看護学生のための世界看護史』医学書院、一九九七年
 
看護史研究会編『看護学生のための日本 史』医学書院、二〇〇八年
 
木村紀八郎『大村益次郎伝』鳥影社、二〇一〇年
 
久野明子著『鹿鳴館の貴婦人
 
大山捨松―日本初の女子留学生』中公文庫、二〇一一年
 
熊谷光久『日本軍の人的制度と問題点の研究』国書刊行会、一九九四年
 
熊谷光 「明治期陸軍軍医の養成・補充制度」
『軍事史学』第四六巻第二号、二〇一〇年、
二
七―四五頁
 
黒沢文貴・河合利修編『日本赤十字社 人道援助』東京大学出版 二〇〇九
 
黒沢文貴 「赤十字国際委員と岩倉使節団 の邂逅」 『軍事史学』 第四八巻第一号、 二〇一二年、
一二八―一三五頁
 
黒沢文貴「岩倉具視、伊藤博文と赤十字の出 い」 『日本歴史』七八号、二〇一二年、 ）一〇
〇―一〇 頁
 
黒澤嘉幸「陸軍看病人について」 『日本医 学雑誌』第三七巻第四号、一九九一年、 五―
一〇七頁
 
黒澤嘉幸「明治期の陸軍看護システム 史 九 三 六
三―八 頁
 
黒澤嘉幸「明治期の陸軍看護技術」 『日本医史学雑誌』第四〇巻第二号、一九九三年、 三―
一〇〇頁
 
厚生省医務局編『医制百年史（資料編） 』ぎょうせい、一九七六年
 
厚生省医務局編集・発行『日本看護制度史年表』一九六〇年
 
古賀十二郎『西洋医術伝来史』日新書院、一九四二年
 
国公立所蔵史料刊行会『日本醫学 夜明け』日本世論調査研究会、一九七八年
 
児島襄『大山巌
 
第一巻幕末・維新』文藝春秋、一九七七年
 
斉藤省三（白里研究グループ）編集『寛斉日記―奥羽出張病院日記を中心として―』陸別町
教育委員会、一九八二年
 
酒井シズ『絵で読む江戸の病と養生』講談社、二〇〇三年
 
酒井シヅ「日本の看護と高木兼弘」 看護歴 学会誌』第二〇号、二〇 七年
 
酒井シヅ監修・日本医師会編集『 界風土記
 
中国・四国篇』思文閣出版、一九九四年
 
酒井シヅ監修・日本医師会編『医界風土記
 
北海道・東北編』思文閣出版、一九九四年
 
坂井建雄編『日本医学教育史』東北大学出版 、二〇一二
 
佐久間温巳 「奥羽出張病院日記」 の ―戊辰戦争中の一軍事病院の実態－」 『医譚』 五三号、
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一九八二年、三一九四―三二〇〇頁
 
佐久間温巳「 「奥羽出張病院日記」の研究（承前）―戊辰戦中の一軍事病院の実態―」 『医譚』
第五四号、一九八五年、三三七〇―三三七八頁
 
佐々木克『戊辰戦争―敗者の明治維新』中公新書、二〇一三年（三三版）
 
鮫島近二『明治維新と英医ウィリス』日本医事新報社、一九七三年
 
Ｊ．Ａ．ドラン著、小野泰博・内尾貞子訳『看護・医療の歴史』誠信書房、二〇〇一年
 
『
J‐
novel』二〇一三年一月（ 『婦人世界』第四巻、第一二号、明治四二年一一月号復刻）
 
塩見鮮一郎『解放令の明治維新―賤称廃止をめぐって―』河出書房、二〇一一年
 
塩見鮮一郎『弾左衛門とその時代』河出書房新社河出文庫、二〇〇八年
 
篠原宏『陸軍創設史―フランス軍事顧問団の影』リプロポート、一九八三年
 
上法快男『陸軍省軍務局史
 
上巻
 
明治・大正編』芙蓉書房、二〇〇二年
 
新村拓『死と病と看護の社会史』法政大学出版局、一九九五年
 
新村拓編 日本医療史』吉川弘文館、二〇〇七年
 
宗田一・蒲原宏・長門谷洋治・石田純郎編『医 近代化と来日外人』世界保健通信社 一九
八八年
 
菅谷章『日本の病院―その歩みと問題点―』中公新書、一九八一年
 
杉田暉道・長門谷洋治・平尾真智子・石原明 看護史』医学書院 二〇一〇 第七版
 
杉森みど里、舟島なをみ 看護教育学 医学書院、二〇一四年、第五版増補一刷
 
瀧澤利行「明治初期医師養成教育と衛生観」 『日本医史学雑誌 第三八巻四号、一九九二年、
四五―六四頁
 
太政官編『復古記』第二編、内外書籍、一九二九年
 
立川昭二『明治医事往来』 潮社、一九八六年
 
田中彰編『近代日本の軌跡１
 
明治維新』吉川弘文館、一九九四年
 
谷口謙「独逸戦時衛生條例摘要」 （ 『陸軍軍医学会雑誌』第三号 一八八六 二月 七―三
二頁
 
津田右子「日本の近代看護教育草創期の教育観を探る」 学総合研究（呉 ） 』 巻
号、二〇〇一年、八―二五頁
 
坪井良子編『近代日本看護名著集成解説』第二期（第 〇～第 八巻） 』大空出版 一九八
 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
富田正文編『福沢諭吉選集（第一刷） 』岩波書店、 九八〇年
 
土曜会歴史部会（代表執筆・高橋政子
)『日本近代看護の夜明け』医学書院、二〇〇〇年
 
中尾健次『弾左衛門―大江戸もう一つの社会 解放出版社、一九九四年
 
長尾幸作『亜行日記鴻目魁耳』日米修好通商百年記念行事運営会編『万延元年遣米使節 料
集成』第二巻、一九九―二 九頁
 
中田雅博『緒方洪庵』思文閣出版、二〇〇九年
 
中西淳朗「横浜軍陣病院の介抱女」 （ 『 医史学雑誌』第四二巻第四号 九 、一五
八―一五九頁
 
中村赳『新説
 
明治陸軍史』梓書房、一九七三年
 
西岡香織「日本陸軍における軍医制度の成立」 『軍事史学』第二六巻第一号 九 、
二
四―三九頁
 
原剛「概説
 
戦傷病者に対する医療・援護体制」 『軍事史学』第四九巻、第四号、二〇一四年
三月、三八―四九頁
 
伴忠康『適塾と長与專斎―衛生学と松香私志 創元社、一九八七年
 
平尾真智子「明治初期における 看護制度の看護教育史上の意義」 （ 『教育史学会集録』
三九号、一九九五年、五〇 五一頁
 
平尾真智子『資料にみる日本看護教育史』 の科学社、二〇〇 年
 
広田照幸『陸軍将校の教育社会史―立身出世と天皇制』世織出版、一九九七年
 
ヒュー・コータッツィ著、中須賀哲朗訳『ある英人医師の幕末維新」中央公論社、
1
9
8
5
年
 
福島義言 「花旗航海日誌」 、 日米修好通商百年記念行事運営会 『万延元年遣米使節史料集成』
第三巻（風間書店、一九六一年、二七九―四〇〇
 
 225 
 
福田邦三・永坂三夫・久永小千世共訳『聖トマス病院ナイチンゲール看護婦養成学校
1
0
0
年
の歩み』日本看護協会出版会、一九七三年
 
富士川遊『日本疾病史』平凡社、一九六九年
 
富士川遊『日本医学史綱要２』平凡社、一九七五年
 
藤原彰『日本軍事史（上巻）戦前篇』社会批評社、二〇〇六年
 
文京ふるさと歴史館編集 発行『洪庵、知安、そして鴎外
 近代医学のヒポクラテスたち』二
〇一二年
 
ヘンリー・ネーネスト・シゲリスト著、大津章訳『医学の歴史
Ⅰ
―医学の夜明けを尋ねて―』
三学出版有限会社、二〇〇九年
 
星亮一『会津落城―戊辰戦争最大の悲劇』中公新書、二〇〇七年（四版）
 
星亮一・戊辰戦争研究会編『新選組を歩く―幕末最強の剣客集団その足跡を探して』光人社、
二〇一一年
 
中野善達「文久遣欧使節の徒目付福田作太郎をめぐって」 『蘭学資料研究会研究報告第二〇〇
 
号』一九六七年九月月刊、一―一二頁
 
日本医史学会編集「横浜軍陣病院の日記」 『日本医 学会雑誌』第一七巻附録 思文閣出版、
一九四四年
 
日本科学史学会編『日本科学技術史大系第二四巻医学〈一〉 第一法規出版 六
 
日本赤十字社病院編『伝記叢書１６０
 
橋本綱常先生』大空社、一九九四年
 
日本赤十字社中央女子短期大学編纂『日本赤十字社中央女子短期大 九〇年史 絢文社、一
九八〇年
 
沼田次郎・松沢弘陽『西洋見聞集』日本思想大系６６、岩波書店、一九七四年
 
沼田次郎、荒瀬進訳『ポンペ日本滞在見聞記』雄松堂書店、二〇〇二年
 
益頭駿次郎「欧行記」 （大塚武松編『遣外使節日記纂輯
 第一～三』日本史籍協会、一九〇三
年）一二五―三三八頁
 
松沢弘陽『近代日本の形成と西洋経験』岩波書店、二〇〇八年（ 四刷）
 
松下芳男『改訂
 
明治軍制史論（下） 』国書刊行会、一九七八年
 
松下芳男『徴兵令制定史』五月書房、一九八一年
 
松山棟庵・森下岩楠合訳『初学人身窮理
 
全二冊』一八七三年（初版）
 
南和男『江戸の社会構造』塙書房、一九九七年
 
壬生町立歴史民俗資料館編『壬生の医療文化史
 
先駆者の医療を訪ねて』独協医科大学、壬
生町立歴史民俗資料発行、二〇一〇年
 
宮永孝『ポンペ―日本近代医学の父』筑摩書房、一九八五年
 
宮永孝『文久二年のヨーロッパ報告』新潮選書、一九八九年（第三刷）
 
宮永孝『幕末遣欧使節団』講談 、二〇〇六年
 
森永種夫校訂 長崎幕末史料大成３
 
開国対策論
Ⅰ
』長崎文献社、一九七〇年
 
陸軍軍医学校篇・発行『陸軍軍医学校五十年史』一九三六年
 
陸軍軍医団編『陸軍衛生制度史（明治篇） 』小寺昌発行 三
 
陸上自衛隊衛生 修親会編 衛生制度史〔昭和篇〕 』原 九〇
 
歴史学研究会編『日本史史料〔４〕近代 岩波書店、二 〇 年
 
『 読本』編集部 カメラが撮らえた会津戊辰戦争』新人物往来社 二〇一二
 
山県有朋の手記「越の山嵐」陸軍省 修掛編・発行 越の山嵐 〇
 
山内慶太「福澤諭吉の見たロンドンの医療」福澤諭吉教会編・発行 福澤諭吉年鑑二 』二
〇〇二年一二月、一〇五―一二九頁
 
山口一夫『福澤諭吉の西航巡歴』福澤諭吉協会、一九八〇年
 
山田千秋『日本軍制の起源とドイツ』原書房、一九九六年
 
由井正臣・藤原彰・吉田裕『 隊
 
兵士』岩波書店、一九九二年
 
横浜市役所編纂 横浜市史稿』
(風俗編
)臨川書店、一九八五年復刻
 
吉川龍子『日赤の創始者
 
佐野常民』吉川弘文館、二〇〇一年
 
吉川龍子「明治期の赤十字看護教育」 『明治聖徳記念学 紀要』復刻第五〇号、二〇一三 、
三八七―四〇三頁
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吉田裕『 「国民皆兵」の理念と徴兵制』五月書房、一九八一年
 
吉村道男監修『寺島宗則自叙伝／榎本武揚子』ゆまに書房、二〇〇二年
 
米村晃多郎『野のひと
 
関寛斎』春秋社、一九八四年
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